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まえがき

本書では，TruCluster™ Serverクラスタのハードウェアの構成をセットアッ
プおよび保守する方法について説明しています。

対象読者

本書は，TruCluster Serverソフトウェアをインストールする前に，必要な
ハードウェアのセットアップおよび構成を行う経験豊富なシステム管理者
を対象としています。本書の読者は，ハードウェア，オペレーティング・
システム，およびネットワークの保守に必要なツールとその手法に通じ
ていることを前提としています。

新しい機能と変更された機能

本書では，バージョン 5.1Aのリリース以降，以下の変更が行われています。

• 構成図 (Memory Channel インターコネクト特有の構成図を除く) はす
べて，抽象化したクラスタ・インターコネクト (具体的には，LAN イ
ンターコネクトまたはMemory Channel インターコネクトのいずれ
かを表す) で示しました。

• バージョン 5.1Aの『クラスタ LANインターコネクト』の必要な情報
を，本書の第 6章と『クラスタ概要』，『クラスタ・インストレーショ
ン・ガイド』，『クラスタ管理ガイド』の各マニュアルにまとめまし
た。『クラスタ LANインターコネクト』は，TruCluster Serverドキュ
メント・セットからは除かれました。

• 第 6 章に，イーサネット・スイッチ・アドレス・エージングの設定方法
について説明する節を新しく追加しました ( 6.2 節)。

• 第 6 章に，イーサネット・ハブを使う構成について説明する項を新しく
追加しました ( 6.3.4 項)。

• 本書全体を通して，KZPBA-CBの参照には 3X-KZPBA-CCの参照も含
めました。3X-KZPBA-CCと KZPBA-CBは機能的には同じです。特に
区別する必要がない場合，本書ではまとめて KZPBAと呼びます。
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• 第 9 章の TL891 DLTミニライブラリに関する情報を更新しました。
TL891の情報は部品番号 2-5-2および 6-3の両方に対して正しくなっ
ています。

• Enterprise Virtual Array (HSV110 RAID アレイ・コントローラを使
用)の構成の説明は，第 7 章に含めました。

• TZ88，TZ89，Compaq 20/40 GB DLTテープ装置，Compaq 40/80-GB
DLT装置，TZ885および TZ887を説明している項は，第 9 章から削除
しました。ただし，バージョン 5.1Aの『クラスタ・ハードウェア構成
ガイド』のこれらの情報は，まだ適切です。

• 個々の Fibre Channelスイッチの設定に関する項は，Fibre Channelの
章から削除しました。Fibre Channelスイッチの情報は，そのスイッチ
に付属しているマニュアルを参照してください。

• 編集上および技術上の細かな間違いを訂正しました。

構成

本書は次のように構成されています。

第 1 章 TruCluster Server 製品を紹介し，TruCluster Server ハード
ウェアのセットアップの概要を説明します。

第 2 章 各ハードウェアの要件と制約事項について説明します。

第 3 章 共用 SCSI バスのセットアップ，SCSI バスの要件，および最新
の UltraSCSI 製品 (DS-DWZZH UltraSCSI ハブおよび HSZ80
RAID アレイ・コントローラ) を使用して，ストレージを共用
SCSI バスに接続する方法について説明します。

第 4 章 TruCluster Serverを構成するシステムを準備し，DS-DWZZH UltraSCSI
ハブと HSZ80 RAID アレイ・コントローラを使用して，ホスト・バ
ス・アダプタを共用ストレージに接続する方法について説明します。

第 5 章 Memory Channel クラスタ・インターコネクトをセットアップ
する方法，および Memory Channel インターコネクトをアッ
プグレードする方法について説明します。

第 6 章 LAN ハードウェアをクラスタ・インターコネクトとして構
成するための基本情報を説明します。

第 7 章 Fibre Channel の概要，および Fibre Channel ハードウェアを
セットアップする方法について説明します。

第 8 章 TruCluster Server の構成で AlphaServer™ GS80，GS160，
または GS320 ハードウェア・パーティションを使用す
る方法について説明します。
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第 9 章 テープ・ドライブ，テープ・ローダ，またはテープ・ライブラリを使用
できるように共用 SCSIバスを構成する方法について説明します。

第 10 章 第 11 章で説明する TruCluster Serverの構成に合わせて，システムお
よびホスト・バス・アダプタを準備する方法について説明します。

第 11 章 外部終端構成を使用した共用 SCSIバスの要件，および非 UltraSCSI
RAIDアレイ・コントローラを使用した放射状構成について説明します。

第 12 章 外部終端を用いた 8ノード・クラスタの構成方法を説明します。

付録 A HSG80 ユニット番号を実際の Fibre Channel TruCluster Server
構成に必要な /dev/disk/dskn およびデバイス名に変換す
る表の使用方法について説明します。

付録 B 高可用性 LAN インターコネクトに必要な イーサネット・
スイッチの機能を説明します。

関連マニュアル

TruCluster Serverのインストール，管理，およびプログラミングを行う際に
は，次のマニュアルを参照してください。

• 『TruCluster Server QuickSpecs』— TruCluster Server バージョ
ン 5.1B について説明するとともに，製品の機能およびサ
ポートするハードウェアに関する情報が記載されていま
す。『QuickSpec』の最新版は，次の URLから入手することができます。
http://www.compaq.com/products/quickspecs/productbulletin.html

上記Webサイトから [U.S. QuickSpecs]または [World Wide QuickSpecs]
メニューを選択します。次に，[High Availability & Clustering]，[Tru64
UNIX Clustering]，[Compaq TruCluster Server]の順に選択します。

• 『クラスタ・リリース・ノート』 — TruCluster Server バージョン
5.1Bについての重要な情報を提供します。新機能，既知の問題，回避
策を含みます。

• 『クラスタ概要』— TruCluster Server技術の概要を説明します。

• 『クラスタ・インストレーション・ガイド』— TruCluster Server製品
のインストール方法を説明します。

• 『クラスタ管理ガイド』— クラスタ固有の管理作業について説明し
ます。
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• 『クラスタ高可用性アプリケーション・ガイド』— TruCluster Server
クラスタ上にアプリケーションを移植する方法とクラスタ対応のアプリ
ケーションを開発する方法について説明します。

TruCluster Server の最新ドキュメントは，
次の URL から入手することができます。
http://www.tru64unix.compaq.com/docs/pub_page/cluster_list.html

TruCluster Server構成における AlphaServer GS80，GS160，または GS320
システムの構成については，以下の AlphaServer GS80/160/320のマニュ
アルを参照してください。

• 『Installation Guide』

• 『System Management Console Installation and User’s Guide』

• 『User’s Guide』

• 『Firmware Reference Manual』

Memory Channelのマニュアルは次のとおりです。

• 『Memory Channel User’s Guide』

• 『Memory Channel Service Information』

StorageWorks™ の『UltraSCSI Configuration Guidelines』には，
UltraSCSIを構成する場合のガイドラインが示されています。

RAID (redundant array of independent disks)サブシステムのセットアップ
については，以下のマニュアルを個々の構成に合わせて参照してください。

• 『DEC RAID Subsystem User’s Guide』

• 『HS Family of Array Controllers User’s Guide』

• 『HSZ80 Array Controller ACS Version 8.2』

• 『Compaq StorageWorks HSG80 Array Controller ACS Version 8.6 CLI
Reference Guide』

• 『Compaq StorageWorks HSG80 Array Controller ACS Version 8.6
Maintenance and Service Guide』

• 『Compaq StorageWorks HSG80 ACS Solution Software Version 8.6
for Compaq Tru64 UNIX』
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• 『MA6000 HSG60 Array Controller ACS Version 8.5 Solution Software
for Compaq Tru64 UNIX Installation and Configuration Guide』

• 『Compaq StorageWorks HSG60/HSG80 Array Controller ACS Version
8.5 Maintenance and Service Guide』

• 『MA6000 HSG60 Array Controller ACS Version 8.5 Solution Software
for Compaq Tru64 UNIX Installation and Configuration Guide』

• 『Compaq StorageWorks Release Notes RA8000/ESA12000 and
MA8000/EMA12000 Solution Software V8.5b for Tru64 UNIX』

• 『Compaq StorageWorks Modular Array Configuration Guide』

• 『Model 2100 and 2200 Ultra SCSI Controller Enclosures User Guide』

• 『Compaq StorageWorks Enclosure 4200 Family LVD Disk Enclosure
User Guide』

• 『Wwidmgr User’s Manual』

• 『RAID Array 3000 Controller Shelf Hardware User’s Guide』

• 『RAID Array 3000 Pedestal Storage Subsystem Hardware User’s
Guide』

• 『RAID Array 3000 Subsystem Second Controller Option Installation
Guide』

• 『RAID Array 3000 Storage Subsystem Expansion Pedestal Option
Installation Guide』

• 『Command Console V2.2 for the RAID Array 3000 (Pedestal and Rack
Mount Models) User’s Guide』

• 『Getting Started RAID Array 3000 for Tru64 UNIX Installation
Guide』

Enterprise Virtual Array (HSV110コントローラ使用)に関する詳細は，以下
のマニュアルを参照してください。

• Compaq SANworks™ のマニュアル

– 『Release Notes for Enterprise Virtual Array』 — Compaq
StorageWorks Enterprise Virtual Array に関する最新の製品情
報を説明しています。
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– 『Release Notes - Tru64 UNIX Kit V1.0 for Enterprise Virtual
Array』— Compaq StorageWorks Enterprise Virtual Arrayとホス
ト・サーバの統合に使用する Compaq SANworks Tru64 UNIX Kit
V1.0に関する最新の製品情報を説明しています。

– 『Tru64 UNIX Kit V1.0 for Enterprise Virtual Array Installation
and Configuration Guide』— Enterprise Virtual Arrayと使用の
サーバを統合する方法を説明しています。

– 『Management Appliance Getting Started Guide』— Open SAN
Manager (OSM)と OSMアプリケーションを使用してManagement
Applianceを操作する方法を説明しています。

– 『Management Appliance Rack Installation Guide』— Compaq
SANworks Management Applianceを Compaqシリーズ 9000ラッ
ク と Compaq DS-SW41U シリーズ・ラックにマウントする手
順を説明しています。

– 『Management Appliance Element Manager for Enterprise Only
User Guide』— Element Managerのセットアップと，Enterprise
Virtual Arrayを使用して構成，管理，および監視を行う方法を
説明しています。

– 『Scripting Utility V1.0 for Enterprise Virtual Array Reference
Guide』— Enterprise Virtual Arrayの Scripting Utility V1.0で使
用できるコマンドを説明しています。

• Enterprise Virtual Array用の Compaq StorageWorksのマニュアル

– 『Enterprise Virtual Array Read Me First』 — Enterprise Virtual
Arrayストレージ・システムを操作する前に必要になる重要なセッ
トアップ情報を説明しています。

– 『Enterprise Virtual Array Rack User Guide』 — Compaq
StorageWorks Enterprise Virtual Arrayラックのインストール，操
作，保守について説明しています。

– 『Enterprise Virtual Array HSV Controller User Guide』 —
Compaq StorageWorks Enterprise Virtual Array HSVコントローラ
筺体の操作と保守について説明しています。
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– 『Enterprise Virtual Array Initial Setup User Guide』— Enterprise
Virtual Arrayストレージ・システムのセットアップ手順とそのオン
ライン・インタフェースについて説明しています。

– 『Enterprise Virtual Array Drive Enclosure User Guide』 —
Enterprise Virtual Arrayラックマウント式ドライブ筺体のインス
トール，構成，および保守について説明しています。

– 『Enterprise Virtual Array Drive Enclosure EMU User Guide』—
Enterprise Virtual Arrayドライブ筺体の環境監視ユニット (EMU)
のインストールと保守について説明しています。

Fibre Channel SANと SANスイッチの情報に関しては，次のマニュアルを
参照してください。

• 『Heterogeneous Open SAN Design Reference Guide』

• 『Addendum — Heterogeneous Open SAN Design Reference Guide —
Director Fabric』

• 『Addendum — Heterogeneous Open SAN Design Reference Guide for
Enterprise Virtual Array』—異機種混合の SANで Enterprise Virtual
Arrayを構成する規則を説明しています。

• 『SAN Switch Zoning Reference Guide』—ストレージ・エリア・ネッ
トワーク (SAN)の Fibre Channelスイッチに論理デバイス・サブセット
(ゾーン) を作成する方法について説明しています。

• 『Compaq StorageWorks Fibre Channel Storage Switch User’s Guide』

• 『Compaq StorageWorks SAN Switch 8 Installation and Hardware
Guide』

• 『Compaq StorageWorks SAN Switch 16 Installation and Hardware
Guide』

• 『Compaq StorageWorks Fibre Channel SAN Switch 8-EL Installation
and Hardware Guide』

• 『Compaq StorageWorks Fibre Channel SAN Switch 16-EL Installation
and Hardware Guide』

• 『Compaq StorageWorks Fibre Channel SAN Switch Management
Guide』
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• 『Compaq StorageWorks SAN Switch Fabric Operating System
Management Guide』

• 『Fibre Channel Storage Hub 7 Installation Guide』

• 『Fibre Channel Storage Hub 7 Rack Mounting Installation Card』

その他の Fibre Channelストレージの情報に関しては，次のマニュアルを
参照してください。

• 『KGPSA-BC PCI-to-Optical Fibre Channel Host Adapter User Guide』

• 『64-Bit PCI-to-Fibre Channel Host Bus Adapter User Guide』

• 『Tru64 UNIX and OpenVMS FCA-2354 Host Bus Adapter Installation
Guide』

テープ・デバイスに関しては，次のマニュアルを参照してください。

• 『TL881 MiniLibrary System User’s Guide』

• 『TL881 MiniLibrary Drive Upgrade Procedure』

• 『Pass-Through Expansion Kit Installation Instructions』

• 『TL891 MiniLibrary System User’s Guide』

• 『TL81X/TL894 Automated Tape Library for DLT Cartridges Facilities
Planning and Installation Guide』

• 『TL81X/TL894 Automated Tape Library for DLT Cartridges
Diagnostic Software User’s Manual』

• 『TL895 DLT Tape Library Facilities Planning and Installation Guide』

• 『TL895 DLT Library Operator’s Guide』

• 『TL895 DLT Tape Library Diagnostic Software User’s Manual』

• 『TL895 Drive Upgrade Instructions』

• 『TL82X/TL893/TL896 Automated Tape Library for DLT Cartridges
Facilities Planning and Installation Guide』

• 『TL82X/TL893/TL896 Automated Tape Library for DLT Cartridges
Operator’s Guide』

• 『TL82X/TL893/TL896 Automated Tape Library for DLT Cartridges
Diagnostic Software User’s Manual』

• 『TL82X Cabinet-to-Cabinet Mounting Instructions』
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• 『TL82X/TL89X MUML to MUSL Upgrade Instructions』

• ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリについての詳細は，以下の
Compaq StorageWorks ESL9000シリーズ・テープ・ライブラリのマ
ニュアルを参照してください。

– 『Unpacking Guide』

– 『Reference Guide』

– 『Maintenance and Service Guide』

– 『ESL9326 Tape Drive Upgrade Guide』

『Golden Eggs Visual Configuration Guide』には，ワークス
テーション，サーバ，ストレージ構成要素，およびクラスタ化
システムの構成図があります。このガイドは，PDF (Portable
Document Format) フォーマットで次のサイトから入手できます。
http://www.compaq.com/info/golden-eggs

この URL は，個々のシステム，ストレージ，またはクラスタ構成にリン
クしています。

さらに，Compaq Tru64 UNIXオペレーティング・システム・ソフトウェア
のドキュメント・セットのうち，次のマニュアルが利用できます。

• 『リリース・ノート』 (バージョン 5.1B 用)

• 『インストレーション・ガイド』

• 『システム管理ガイド』

• 『ハードウェア管理ガイド』

• 『ネットワーク管理ガイド：接続編』

• 『ネットワーク管理ガイド：サービス編』

システム，SCSIコントローラ，ディスク・ストレージ・シェルフまたは
RAIDコントローラ，その他インストールするすべてのハードウェアに関す
るハードウェア・マニュアルも利用できます。

以下のオプション・ソフトウェア製品を TruCluster Server上で実行する場
合は，それぞれの製品のマニュアルがあると便利です。

• Compaq Analyze
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• DECevent

• LSM (Logical Storage Manager)

• NetWorker

• AdvFS (Advanced File System) Utilities

• Performance Manager
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本書で使用する表記法

本書では，次の表記法を使用しています。

# 番号記号は rootとしてログインした場合のシステ
ム・プロンプトを表します。

% cat 対話式の例における太字(ボールド体)は，ユーザが入
力する文字を示します。

file イタリック体 (斜体)は，変数値，プレースホルダ，
および関数の引数名を示します。

... 垂直の反復記号は，実際には存在する例の一部が省
略されていることを示します。

cat(1) リファレンス・ページの参照には，該当するセク
ション番号をカッコ内に示します。 たとえば，
cat(1) は，cat コマンドについての情報が， リ
ファレンス・ページのセクション１に記載されて
いることを示します。

cluster Bold text indicates a term that is defined in the
glossary.

Return 四角で囲まれたキー名はユーザがそのキーを押す
ことを示します。

Ctrl/x この記号は，スラッシュの前に指定されているキー
を押しながら，スラッシュの後のキーまたはマウ
ス・ボタンを押すことを示します。例中では，この
ようなキーの組み合わせは，四角あるいは大カッコ
で囲まれて示されます(たとえば，Ctrl/C )。
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1
概要

この章では，TruCluster Server製品の概要，および基本的なクラスタ・ハー
ドウェア構成の概念について説明します。

この章で説明している項目は次のとおりです。

• TruCluster Server 製品の概要 ( 1.1 節)

• TruCluster Server メモリ要件 ( 1.2 節)

• TruCluster Server 最小ディスク要件 ( 1.3 節)

• 最小ディスク構成の汎用 2ノード・クラスタの説明 ( 1.4 節)

• クラスタを NSPOF (no-single-point-of-failure)クラスタに拡張する方
法 ( 1.5 節)

• 8メンバ・クラスタの概要 ( 1.6 節)

• TruCluster Serverハードウェア構成のセットアップの概要 ( 1.7 節)

第 2章以降では，TruCluster Server のハードウェア構成のセットアップ
と保守について説明しています。ソフトウェア・インストールについては
TruCluster Server『クラスタ・インストレーション・ガイド』を，メンバ・
システムのセットアップについては『クラスタ管理ガイド』を，高可用性ア
プリケーションのセットアップの詳細については『クラスタ高可用性アプリ
ケーション・ガイド』をそれぞれ参照してください。

1.1 TruCluster Server

TruCluster Serverは，単一システムの管理機能をクラスタ全体に拡張しま
す。TruCluster Serverでは，すべてのクラスタ・メンバが共用する単一の
ルート・ファイル・システムをはじめ，ファイルおよびディレクトリがクラ
スタ単位のネームスペースで管理されます。さらに，クラスタがそのネット
ワーク・クライアントに単一のシステムとして認識されるように，インター
ネット・プロトコル群 (TCP/IP)に対してクラスタ別名を割り当てます。
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TruCluster Serverでは，次に示すように，従来の TruCluster製品にあった
可用性および性能を引き継いでいます。

• TruCluster Available Server Software および TruCluster Production
Server製品と同様，TruCluster Serverでも高可用性アプリケーション
を実行できます。これらのアプリケーションには，クラスタ上で実行さ
れていることについての情報が埋め込まれず，クラスタの任意のメン
バのディスク・データにアクセスできます。

• TruCluster Production Server Software製品と同様，TruCluster Server
でも分散型アプリケーションの構成要素を並列に実行でき，クラスタ
固有の同期メカニズムと性能の最適化機能を利用して高い可用性を
実現できます。

TruCluster Serverでは，すべてのクラスタ・メンバがその存在場所に制約さ
れることなく，クラスタ内のすべてのファイル・システムとすべてのスト
レージにアクセスできるようにすることにより，従来の製品の機能セットが
増強されています。クライアントからは，TruCluster Serverクラスタは単一
のシステムに見えます。システム管理者は，TruCluster Serverクラスタを単
一のシステムであるかのように管理できます。TruCluster Serverのプライ
ベートなクラスタ・インターコネクトと共用ストレージ・インターコネクト
に，アーキテクチャまたはプロトコル上の組み込み依存関係はありません。
したがって，技術の進歩と高速化に合わせたクラスタ・ハードウェア構成の
変更/拡張がいっそう簡単にできるようになりました。

1.2 メモリ要件

Tru64 UNIXをインストールする場合，最低でもベース・オペレーティン
グ・システムを置けるだけのメモリ量が必要です。クラスタでは，これに加
えて，64 MBが各メンバに必要です。たとえば，ベース・オペレーティン
グ・システムが 128 MBのメモリを必要とすれば，クラスタで使うシステ
ムには 192 MB 必要です。

1.3 最小ディスク要件

ここでは，2つのノードからなるクラスタの最小ファイル・システム要件，
つまりディスク要件の概要を説明します。必須の各クラスタ・ファイル・
システムに必要な容量についての詳細は，『クラスタ・インストレーショ
ン・ガイド』を参照してください。
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1.3.1 インストールに必要なディスク

以下の目的に使用されるディスクを割り当てる必要があります。

• 最初のメンバ上に，Tru64 UNIXオペレーティング・システムを格納す
るためのディスク (1つ以上)。最初のクラスタ・メンバになるシステム
上のプライベート・ディスクまたはそのシステムがアクセスできる共用
バスに接続されているディスクのいずれか。

• 共用バス上に，クラスタ単位のルート (/)，/usr，および /varの各
AdvFS (Advanced File System) ファイル・システムを格納するため
のディスク (1 つ以上)。

• 通常は共用バス上に，メンバのブート・パーティションを格納するため
のディスク (メンバごとに 1 つ)。

• 共用バス上に，クォーラム・ディスクとして機能するディスクを 1つ
(オプション) ( 1.3.1.4 項を参照)。クォーラム・ディスクの詳細について
は，『クラスタ管理ガイド』を参照。

以降の各項でこれらのディスクについて詳しく説明します。図 1–1には，汎用
の 2メンバ・クラスタとそれに必要なファイル・システムが示されています。

1.3.1.1 Tru64 UNIXオペレーティング・システム・ディスク

Tru64 UNIXオペレーティング・システムは，次の例に示すように，最初の
クラスタ・メンバとなるシステムからアクセスできる 1つ以上のディスク上
に AdvFSファイル・システムを使用してインストールされます。

dsk0a root_domain#root
dsk0g usr_domain#usr
dsk0h var_domain#var

オペレーティング・システム・ディスク (Tru64 UNIXディスク)をクラスタ
単位のディスク，メンバ・ブート・ディスク，およびクォーラム・ディスク
として使用することはできません。

Tru64 UNIXオペレーティング・システムを最初のクラスタ・メンバ上で利
用できるので，緊急時には，クラスタをシャットダウンした後，Tru64 UNIX
オペレーティング・システムをブートして，問題の解決を試みることが可能
です。詳細については，『クラスタ管理ガイド』を参照してください。
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1.3.1.2 クラスタ単位のディスク

クラスタ作成時にインストレーション・スクリプトは，Tru64 UNIXのルー
ト (/)，/usr，および /varの各ファイル・システムを Tru64 UNIXディス
クから，指定された 1つ以上のディスクにコピーします。

クラスタ単位のファイル・システムに使用するディスクは，すべてのクラ
スタ・メンバからアクセスできるようにするため，共用バスに接続するこ
とをお勧めします。

インストール時に，クラスタ単位のルート (/)，/usr，および /varの各
ファイル・システムを格納するディスクのデバイス名とパーティションを
指定します。たとえば，dsk3b，dsk4c，および dsk3g を使用する場合
は，次のようになります。

dsk3b cluster_root#root
dsk4c cluster_usr#usr
dsk3g cluster_var#var

/varファイル・システムは，cluster_usrドメインを共用することができ
ないため，別個のドメイン cluster_varにする必要があります。各 AdvFS
ファイル・システムは別々のパーティションにする必要がありますが，それ
らのパーティションを同じディスク上に置く必要はありません。

クラスタ単位のファイル・システムが格納されるディスクは，メンバ・ブー
ト・ディスクとしても，クォーラム・ディスクとしても使用できません。

1.3.1.3 メンバ・ブート・ディスク

各メンバにはブート・ディスクがあります。ブート・ディスクには，その
メンバのブート・パーティション，スワップ・パーティション，およびク
ラスタ状態パーティションが含まれています。たとえば，dsk1が最初の
メンバのブート・ディスク，dsk2が 2番目のメンバのブート・ディスク
とすると，次のようになります。

dsk1 first member’s boot disk [pepicelli]
dsk2 second member’s boot disk [polishham]

インストレーション・スクリプトは，各メンバのブート・ディスクを再
フォーマットして，3つのパーティション，つまりそのメンバのルート (/)・
ファイル・システム用の aパーティション，スワップ用の bパーティショ
ン，クラスタ状態情報用の hパーティションを作成します。/usr および
/varファイル・システムはメンバのブート・ディスク上には存在しません。
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メンバ・ブート・ディスクには，クラスタ単位のルート (/)，/usr，/var

ファイル・システムのいずれも格納することはできません。また，メンバ・
ブート・ディスクはクォーラム・ディスクとして使用することもできませ
ん。ただし，メンバ・ディスクには，上記の 3つの必須パーティション以
外のパーティションも作成できます。スワップ・パーティションはメン
バ・ブート・ディスクから移動できます。詳細については，『クラスタ管
理ガイド』を参照してください。

1.3.1.4 クォーラム・ディスク

クォーラム・ディスクを使用すると，2つのメンバからなるクラスタの可用性
を高めることができます。このディスクの hパーティションには，クラスタ
状態情報とクォーラム情報が格納されます。クォーラム・ディスクの使用方
法と用途の詳細については，『クラスタ管理ガイド』を参照してください。

クォーラム・ディスクの使用に関しては，以下の制約事項があります。

• 1つのクラスタに設定できるクォーラム・ディスクは 1つだけです。

• クォーラム・ディスクは，全クラスタ・メンバが直接接続される共用
バス上につなぐようにしてください。そうしなければ，クォーラム・
ディスクに直接接続されていないメンバが，直接接続されているメンバ
より前にクォーラムを失うことがあります。

• クォーラム・ディスクにはどんなデータも格納しないでください。既存
のデータは，クォーラム・ディスクの初期化時に clu_quorumコマンド
によって上書きされます。実行中のクラスタからクォーラム・ディスク
に書き込まれたデータ (ファイル・システム・メタデータ)の整合性は，
メンバの障害間にわたっては保証されません。

メンバ・ブート・ディスクおよびクラスタ単位のルート (/)が格納されて
いるディスクは，クォーラム・ディスクとして使用できません。

• クォーラム・ディスクは小さなディスクでかまいません。クラスタ・サブ
システムが使用するクォーラム・ディスク・スペースは 1 MBだけです。

• クォーラム・ディスクには 1つのボートを割り当てることも，ボートを
まったく割り当てないこともできます。通常は，クォーラム・ディスクに
常に 1つのボートを割り当てるようにしてください。クォーラム・ディ
スクへのボートの割り当てを行わないことで単一機器の故障の原因とな
る 1メンバ・クラスタなど，特定のテスト用または一時的な構成では，
既存のクォーラム・ディスクにボートを割り当てないこともあります。
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• クォーラム・ディスク上で LSM (Logical Storage Manager)は使えま
せん。

1.4 汎用 2 ノード・クラスタ

ここでは，最小のディスク・レイアウトである 4つのディスクで構成された
汎用の 2ノード・クラスタについて説明します。ただし，高可用性アプリケー
ションを利用するには，ディスクの追加が必要になる場合もあります。以降
に説明する構成では，PCI (peripheral component interconnect) SCSIバス・
アダプタの種類は重要ではありません。また，Yケーブル，トライリンク・
コネクタ，終端，UltraSCSIハブの使用，Fibre Channelの使用など，SCSI
バスのケーブル接続に関連する事項は重要ですが，ここでは考慮しません。

図 1–1に，以下の最小ディスク数で構成された汎用 2ノード・クラスタを
示します。

• Tru64 UNIX ディスク

• クラスタ単位のルート (/)，/usr，および /var

• メンバ 1 のブート・ディスク

• メンバ 2 のブート・ディスク

最小構成のクラスタにはクォーラム・ディスクがないため，可用性が低下す
る場合があります。図からわかるように，メンバ・システムが 2つだけの場
合は，クォーラムに達し，クラスタを形成するためには両方のシステムが稼
働する必要があります。1つのシステムしか稼働していない場合には，クラ
スタが形成される前に，2番目のシステムのブートを待つループ状態に陥り
ます。1つのシステムがクラッシュすると，クラスタは失われます。
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図 1–1: 最小ディスク構成，クォーラム・ディスクなしの 2ノード・クラスタ
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図 1–2に示すのは，図 1–1と同じく汎用の 2ノード・クラスタですが，
クォーラム・ディスクが追加されています。クォーラム・ディスクを追加
すると，両方のシステムが稼働している場合，またはいずれかのシステム
とクォーラム・ディスクが稼働している場合に，クラスタが形成可能にな
ります。このクラスタは，図 1–1のクラスタより可用性が高くなります。
クォーラム・ディスクの使用方法と用途の詳細については，『クラスタ管
理ガイド』を参照してください。
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図 1–2: 最小ディスク構成，クォーラム・ディスク付きの汎用 2ノード・
クラスタ
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1.5 最小ストレージ・クラスタから NSPOFクラスタへの拡張

ここでは，最小ストレージのクラスタからNSPOF (no-single-point-of-failure)
クラスタ，つまり単一のハードウェア障害によってクラスタの動作が中断さ
れないクラスタへの拡張について，次の段階順に説明します。

• 最初のクラスタは，高可用性アプリケーションをサポートする最小スト
レージのクラスタ ( 1.5.1 項を参照)。

• 2次ストレージ・シェルフを追加することで，さらに多くのアプリケー
ション用ストレージを備えるが，シングル SCSIバスが，システムダウ
ンの原因となる単一の障害ポイントとなるクラスタ ( 1.5.2 項を参照)。

• 2次 SCSI バスの追加により，LSMを使って クラスタ単位のルート
(/)，/usr，/varファイル・システム，メンバ・システムのスワップ・
パーティション，およびデータ・ディスクをミラー化できるクラスタ。
ただし，LSMでは，メンバ・システムのブート・ディスクとクォーラ

1–8 概要



ム・ディスクのミラー化はできないので，完全冗長化には到達しま
せん ( 1.5.3 項を参照)。

• RAID (redundant array of independent disks)アレイ・コントローラを
透過フェイルオーバ・モードで使用することにより，ハードウェア RAID
によってディスクをミラー化できるクラスタ。ただし，2次 SCSIバス，
2次クラスタ・インターコネクト，および冗長ネットワークがないため，
この構成でもまだ NSPOFクラスタとはいえません ( 1.5.4 項を参照)。

• 多重バス・フェイルオーバ機能を備えた HSZ80，HSG60，HSG80，ま
たは Enterprise Virtual Arrayの使用により，2つの共用バスを使用して
ストレージにアクセスできるクラスタ。ハードウェア RAIDは，ルート
(/)，/usr，/var の各ファイル・システム，メンバ・システムのブー
ト・ディスク，データ・ディスク，およびクォーラム・ディスク (使用
している場合)のミラー化に使用されます。NSPOF クラスタ ( 1.5.5 項
を参照)を構築するには，2 次クラスタ・インターコネクト，冗長ネット
ワーク，および冗長電源もインストールする必要があります。

______________________ 注意 _____________________

ここでの説明で使われている図は概略を示すもので，共用バスの
終端，ケーブル名などは省略されています。

1.5.1 UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフを使用する最小ディス
ク構成の 2 ノード・クラスタ

ここでは，必要に応じてストレージをストレージ・シェルフに追加すること
により，例として使用する汎用クラスタを 1段階拡張します。ストレージ・
シェルフには，非 UltraSCSI BA350，BA356，または UltraSCSI BA356を
使用できます。BA350は最も旧型のモデルで，SCSI ID 0～6のみに対応
できます。非 Ultra BA356は SCSI ID 0～6 または 8～14に対応できます
( 3.2 節を参照)。UltraSCSI BA356も SCSI ID 0～6または 8～14に対応し
ますが，UltraSCSI速度で動作することが可能です ( 3.2 節を参照)。

図 1–3に，UltraSCSI BA356ストレージを使用した TruCluster Server構成
を示します。UltraSCSI BA356ストレージで使用される DS-BA35X-DAパー
ソナリティ・モジュールは，ディファレンシャル・シングルエンド・シグナ
ル変換器で，ディファレンシャル入力を受け付けます。
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図 1–3: UltraSCSI BA356 ストレージを使用した最小構成の 2 ノード・
クラスタ

ID 5

PWR

Shared
SCSI
Bus

Clusterwide
/, /usr, /var

Member 1
Boot Disk

Member 2
Boot Disk

Quorum
Disk

UltraSCSI
   BA356

ID 4

Host Bus Adapter (ID 7)

Cluster
Interconnect

Host Bus Adapter (ID 6)

Member
System
     2

Member
System
      1

Tru64
UNIX
Disk

Shared
SCSI
Bus

ID 6

ID 3

ID 2

ID 1

ID 0 DS-BA35X-DA
Personality
Module

Clusterwide
Data Disks

Do not use for
data disk.  May
be used for
redundant power
supply.

Network

ZK-1591U-AI

図 1–3に示す構成は，TruCluster Serverバージョン 5.1Bの必須ディスク
を使用する，一般的な小規模またはトレーニング用のクラスタに用いられ
ることがあります。

TruCluster Serverバージョン 5.1Bのディスク要件上，この構成で高可用性
アプリケーションに使用できるディスクは 2つだけです。
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______________________ 注意 _____________________

UltraSCSI BA356のスロット 6は使えません。SCSI ID 6は，通
常，メンバ・システムの SCSIアダプタに使用されるからです。
ただし，ストレージ・シェルフに完全な冗長電源を備えるため
に，このスロットを 2次電源装置に使用することはできます。

クラスタ・ファイル・システム (詳細については『クラスタ管理ガイド』を参
照)を使用すれば，クラスタ単位のルート (/)，/usr，および /varファイ
ル・システムを物理的にいずれかのメンバ・システムのプライベート・バ
スに接続することは可能です。ただし，そのメンバ・システムが利用でき
なくなると，残りのメンバ・システムからクラスタ単位のファイル・シス
テムにアクセスすることができません。したがって，クラスタ単位のルー
ト (/)，/usr，および /varファイル・システムをプライベート・バスに
接続することはお勧めしません。

同様に，クォーラム・ディスクをいずれかのメンバ・システムのローカル・
バスに接続することも可能ですが，そのメンバが利用できなくなると，2 ノー
ド・クラスタのクォーラムに到達することができません。メンバ・システム
のローカル・バスにクォーラム・ディスクを接続するのは，システムダウン
の原因となる単一の障害ポイントを作ることになるので，お勧めしません。

個々のメンバのブートおよびスワップ・パーティションも，いずれかのメン
バ・システムのローカル・バスに接続することが可能です。メンバ・システ
ム 1のブート・ディスクがメンバ 1内部の SCSIバスに接続されている場
合，ブート・ディスク障害のためにそのシステムが利用できなくなると，ク
ラスタ内の他のシステムからそのディスクにアクセスして可能な限りの修復
を行うことができません。そのメンバ・システムのブート・ディスクが共用
バスに接続されていれば，共用バスに接続されている他のシステムからその
ディスクにアクセスして，可能な限りの修復を行うことができます。

スワップ・パーティションをシステムの内部 SCSIバスに接続すると，共用
バス上の総トラフィックをシステムのスワップ・ボリュームに等しい量だ
け減らすことができます。

TruCluster Serverバージョン 5.1Bの構成では，Tru64 UNIXオペレーティ
ング・システムを格納するための 1つ以上のディスクが必要です。ディスク
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は，最初のクラスタ・メンバになるシステム上のディスクか，そのシステム
がアクセスできる共用バスに接続されているディスクのいずれかです。

クラスタ単位のルート (/)ファイル・システム，/usrファイル・システム，
/varファイル・システム，メンバ・ブート・ディスク，およびクォーラム・
ディスクは，全メンバ・システムに接続される共用バスに接続することをお
勧めします。インストール後，必要に応じてスワップを再構成し，スワッ
プ・ディスクを内部 SCSIバス上に接続して，性能を改善することができま
す。詳細については，『クラスタ管理ガイド』を参照してください。

1.5.2 UltraSCSI BA356ストレージを使用し，ディスク構成を増強し
た 2 ノード・クラスタ

図 1–3は最小の構成であり，高可用性アプリケーション用のディスク・ス
ペースがありません。Tru64 UNIXバージョン 5.0からは，1つの SCSIバス
で 16個のデバイスがサポートされます。1 つの SCSIバスで複数の BA356
ストレージを使用すれば，そのバスにさらに多くのデバイスを接続するこ
とができます。

図 1–4は，図 1–3の構成にもう 1つの UltraSCSI BA356ストレージを追加し
た構成で，高可用性アプリケーション用に 7個のディスクが提供されます。
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図 1–4: 2つの UltraSCSI DS-BA356ストレージを持つ 2ノード・クラスタ
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ストレージが追加されているものの，この構成には，システムダウンの原因
となる単一の障害ポイントとなるシングル SCSIバスがあります。これに 2
次 SCSIバスを追加すれば，LSM (Logical Storage Manager)を使用して，ク
ラスタ単位のルート (/)ファイル・システム，/usr ファイル・システム，
/varファイル・システム，および SCSIバス間にわたるデータ・ディスクを
ミラー化することができ，これらのファイル・システムの単一の障害ポイ
ントとなるシングル SCSI バスはなくなります。
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1.5.3 UltraSCSI BA356 ストレージとデュアル SCSIバスを使用する
2 ノード構成

2次共用 SCSI バスを追加すると，LSMを使って，SCSIバス間にわたる
データ・ディスク，クラスタ単位のルート (/)ファイル・システム，/usr

ファイル・システム，および /var ファイル・システムをミラー化でき
るようになります。

______________________ 注意 _____________________

LSMは，メンバ・システムのブート・ディスクとクォーラム・
ディスクのミラー化には使えません。これらのミラー化にはハー
ドウェア RAID を使用します。

図 1–5に，LSMを使用してクラスタ単位のルート (/)ファイル・システ
ム，/usrファイル・システム，/varファイル・システム，およびデー
タ・ディスクをミラー化できる，デュアル SCSIバス付きの小規模クラス
タ構成を示します。

1–14 概要



図 1–5: UltraSCSI BA356ストレージとデュアル SCSIバスを持つ 2ノード
構成
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この構成では，LSMを使用して，クラスタ単位のルート (/)ファイル・シス
テム，/usrファイル・システム，/var ファイル・システム，およびデー
タ・ディスクをミラー化することにより，高可用性を実現しています。ただ
し，2次クラスタ・インターコネクトと冗長ネットワークを備えていても，
LSMでは，クォーラム・ディスクとメンバ・システムのブート・ディスク
をミラー化できないので，まだ，単一機器の障害によるシステムダウンを
回避できる NSPOF クラスタとはいえません。
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1.5.4 ハードウェア RAIDを使用したクォーラム・ディスクおよびメン
バ・システムのブート・ディスクのミラー化

サポートされている任意の RAID アレイ・コントローラを使うことによ
り，クォーラム・ディスクとメンバ・システムのブート・ディスクをハー
ドウェア RAIDでミラー化することが可能です。図 1–6に，HSZ80 RAID
アレイ・コントローラを使用したクラスタ構成を示します。HSZ80 の代わ
りに HSG60，HSG80，HSZ22コントローラを持つ RAID アレイ 3000，
またはHSV110コントローラを持つ Enterprise Virtual Arrayを使用するこ
とも可能です。2つのアレイ・コントローラはデュアル冗長ペアとして構
成できます。1つのコントローラから別のコントローラへのフェイルオー
バ機能を実現するには，2台目のコントローラをインストールし，フェイ
ルオーバ・モードを設定する必要があります。

図 1–6: 透過フェイルオーバ・モードの HSZ80コントローラを使用したク
ラスタ構成
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図 1–6の HSZ80，HSG60，または HSG80では，透過フェイルオーバ・
モードが有効になっている必要があります (SET FAILOVER COPY =

THIS_CONTROLLER)。透過フェイルオーバ・モードを有効にすると，両方の
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コントローラが同一の共用バスおよびデバイス・バスに接続されます。両方
のコントローラとも，ストレージセット，シングル・ディスク・ユニット，
または他のストレージ・デバイスのグループ全体にサービスを提供します。
いずれのコントローラも，もう一方のコントローラに障害が発生した場合
に，すべてのユニットへのサービス提供を続行できます。

______________________ 注意 _____________________

コントローラ間で HSZ/HSGターゲット IDの割り当てを均等化す
ると，システム性能を改善できます。ストレージセットのセット
アップについては，RAIDアレイ・コントローラのマニュアル
を参照してください。

図 1–6の構成には，共用バスは 1つしかありません。クラスタ単位のルート，
およびメンバ・ブート・ディスクのミラー化によっても，なおシングル共用
バスが，システムダウンの原因となる単一の障害ポイントとして残ります。

1.5.5 NSPOF クラスタの作成

NSPOF (no-single-point-of-failure) クラスタを作成する場合は，次のよう
にします。

• 2本の共用バスとハードウェア RAID を使って，クラスタ・ファイ
ル・システムをミラー化します。

• ストレージ・シェルフを接続している複数の共用バスを使って，LSMで
ミラー化できるファイル・システムをミラー化し，LSMでミラー化でき
ないファイル・システムは適切に配置します。

ストレージ・シェルフを接続している共用 SCSIバスとハードウェア RAID
または LSMで NSPOFクラスタを作成する場合は，次の手順が必要です。

• 冗長化のために 2次クラスタ・インターコネクトをインストールします。

• 冗長電源をインストールします。

• 冗長ネットワークをインストールします。

• システムとストレージを無停電電源装置 (UPS)に接続します。

また，ハードウェア RAIDを使う場合は，以下の手順も必要です。

概要 1–17



• ハードウェア RAIDを使用して，クラスタ単位のルート (/)，/usr，
/varの各ファイル・システム，メンバ・ブート・ディスク，クォー
ラム・ディスク (存在する場合)，およびデータ・ディスクをミラー
化します。

• 少なくとも 2つの共用バスを使用して，多重バス・フェイルオーバ・
モードにセットアップされたデュアル冗長 RAIDアレイ・コントロー
ラ (HSZ80，HSG60，HSG80，または Enterprise Virtual Array )にア
クセスします。

Tru64 UNIXのマルチパス・サポートにより，多重バス・フェイルオー
バがサポートされます。

____________________ 注意 ___________________

多重バス・フェイルオーバをサポートできるのは，HSZ80，
HSG60，HSG80，および Enterprise Virtual Array (HSZ80，
HSG60，HSG80では，SET MULTIBUS_FAILOVER COPY =

THIS_CONTROLLERを使用)だけです。

パーティション化ストレージセット，およびパーティショ
ン化シングル・ディスク・ユニットは，HSZ80 を使用する
多重バス・フェイルオーバ・デュアル冗長構成では動作し
ません。これらのコントローラを多重バス・フェイルオー
バ用に構成するには，事前にすべてのパーティションを
削除する必要があります。

パーティション化ストレージセット，およびパーティション
化シングル・ディスク・ユニットは，HSG60と HSG80およ
び ACS V8.5以降でサポートされています。

図 1–7に，デュアル共用バスとデュアル冗長 HSZ80によるストレージ・ア
レイを使用したクラスタ構成を示します。この構成により各メンバ・シス
テムは，1つの SCSIバスに障害が発生しても，もう一方の SCSIバス経由
でディスクにアクセスできます。
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図 1–7: 多重バス・フェイルオーバ・モードの HSZ80群を使用した NSPOF
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Disk
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Host Bus Adapter (ID 6)
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ZK-1594U-AI

Cluster
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図 1–8に，デュアル共用 Fibre Channelバス，および多重バス・フェイル
オーバ用に構成されたデュアル冗長 HSG80によるストレージ・アレイを使
用したクラスタ構成を示します。
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図 1–8: 多重バス・フェイルオーバ・モードの HSG80群を使用した NSPOF
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LSMとストレージ・シェルフを接続した複数の共用バスを使う場合には，以
下の手順が必要です。

• 2本の共用バス間にわたってクラスタ単位のルート (/)，/usr，および
/varファイル・システムをミラー化します。

• 各メンバ・システムのブート・ディスクをそれぞれ別の共用バスに配
置します。

• クォーラム・ディスクはさらに別の共用バスに配置します。
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図 1–9に，3本の共用バスを持った 2メンバ・クラスタ構成を示します。ク
ラスタ単位のルート (/)，/usr，および /varファイル・システムは，最初
の 2本の共用バスにまたがってミラー化されています。メンバ・システム 1
のブート・ディスクは，1 本目の共用バスにあります。メンバ・システム 2
のブート・ディスクは，2本目の共用バスにあります。クォーラム・ディス
クは，3本目の共用バスにあります。1つのシステムがダウンするか，どれか
1本の共用バスがダウンしても，クラスタは動作し続けます。
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図 1–9: LSMと UltraSCSI BA356を使った NSPOFクラスタ
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1.6 8 メンバ・クラスタ

TruCluster Server バージョン 5.1Bでは，以下のような 8メンバ・クラス
タ構成が可能です。

• Fibre Channel: 8個のメンバ・システムを Fibre Channelを介してファ
ブリック (スイッチ) 構成内で共通ストレージに接続する。

• パラレル SCSI:どの SCSIバスにも，メンバ・システムのうちの 4シス
テムしか接続できないが，複数の SCSIバスを使用することにより，
ノードをさまざまに組み合わせて接続することができる。この場合，そ
れぞれのノードの組み合わせが相互に重なり合っていてもよい。4個の
メンバ・システムを RAIDアレイ・コントローラを使った共通 SCSI
バスに接続する場合は，フェア・アービトレーションを有効にした
DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブの使用を推奨する。

Fibre Channel を使った 8メンバ・クラスタは，第 7 章の説明で簡単
にわかると思います。システムとストレージをファブリックに接続
するだけです。

共用 SCSIストレージを使った 8メンバ・クラスタは，Fibre Channel
の場合より複雑なので，構成に注意が必要です。外部終端を使って 8メ
ンバ・クラスタを構成する 1つの方法を，第 12 章で説明しています。

1.7 TruCluster Serverハードウェア構成のセットアップの
概要

TruCluster Serverハードウェア構成をセットアップするには，次の手順に
従います。

1. 使用するハードウェア構成のプランニングを行います (第 3 章，第
4 章，第 7 章，第 10 章，第 11 章，第 12 章を参照)。

2. 構成ダイアグラムを作成します。

3. 作成したダイアグラムを第 3 章，第 7 章，第 11 章，および第 12 章
にある例と比較します。

4. ダイアグラムを使用して，すべてのデバイス，ケーブル，SCSIアダ
プタなどを確認します。

5. ディスクをインストールし，すべての RAIDコントローラ・サブシス
テムを構成することにより，共用ストレージを準備します (第 3 章，
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第 7 章，第 11 章，および StorageWorks筐体または RAIDコントロー
ラのマニュアルを参照)。

6. 必要に応じて，StorageWorks 筐体内のシグナル変換器をインストール
します (第 3 章および第 11 章を参照)。

7. ストレージを共用バスに接続します。各バスを終端します。必要に応
じて，Yケーブルまたはトライリンク・コネクタを使います (第 3 章
および第 11 章を参照)。

Fibre Channel構成では，HSG60，HSG80，または Enterprise Virtual
Arrayコントローラをスイッチに接続します。システムの電源を投入す
ると，HSG60，HSG80，または Enterprise Virtual Arrayはシステム
への接続を認識します。

8. 次の作業を行って，メンバ・システムを準備します。

• クライアント・ネットワーク用にイーサネットまたは非同期転送
モード (ATM)のネットワーク・アダプタを追加します。

• SCSIバス・アダプタをインストールします。アダプタ・ターミ
ネータが正しく設定されていることを確認してください。システム
を共用 SCSIバスに接続します (第 4 章または第 10 章を参照)。

• Fibre Channel構成では，Fibre Channelアダプタをインストール
します。Fibre Channelアダプタが正しいモード (FABRICまたは
LOOP)で動作していることを確認してください。Fibre Channelア
ダプタをスイッチまたはハブに接続します (第 7 章を参照)。

• クラスタ・インターコネクトのアダプタをインストールします。こ
れらのアダプタには Memory Channelアダプタまたはプライベー
ト LAN のイーサネット・アダプタ (追加)があります。Memory
Channelジャンパが正しく設定されていることを確認してください
(第 5 章，または第 6 章を参照)。

9. 構成に応じてクラスタ・インターコネクトに使用するアダプタを，相互
に接続するか，Memory Channelイーサネットのハブまたはイーサネッ
ト・スイッチに接続します (第 5 章または第 6 章を参照)。

10. ストレージ・シェルフ，Memory Channelまたはイーサネット・ハブ，
イーサネット・スイッチ，RAID アレイ筐体，Fibre Channelスイッチ
の電源を投入してから，各メンバ・システムの電源を投入します。

1–24 概要



11. ファームウェアをインストールし，SCSI IDを設定して，必要に応じて
高速バス転送を有効にします (第 4 章および第 10 章参照)。

12. 各メンバ・システムの構成情報を表示し，すべての共用ディスクが同じ
デバイス番号で認識されていることを確認します (第 4 章，第 7 章，
または第 10 章を参照)。
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2
ハードウェア要件および制約事項

この章では，TruCluster Serverクラスタのハードウェア要件および制約事項
について説明します。また，サポートされるケーブル，トライリンク・コネ
クタ，Y ケーブル，およびターミネータの一覧も示します。

この章で説明している項目は，以下のとおりです。

• TruCluster Serverクラスタのメンバ・システムの要件 ( 2.1 節)

• クラスタ・インターコネクトの要件および制約事項 ( 2.2 節)

• ホスト・バス・アダプタの制約事項 (KGPSA，KZPSA-BB，KZPBAを
含む) ( 2.3 節)

• ディスク・デバイスの制約事項 ( 2.4 節)

• RAIDアレイ・コントローラの制約事項 ( 2.5 節)

• SCSI シグナル変換器 ( 2.6 節)

• サポートされる DWZZH UltraSCSIハブ ( 2.7 節)

• SCSI ケーブル ( 2.8 節)

• SCSIターミネータとトライリンク・コネクタ ( 2.9 節)

サポートされるハードウェアの最新情報については，次の URLにある該当
システムの AlphaServerオプション・リストを参照してください。

• ご使用のシステムの AlphaServer オプション:

http://www.compaq.com/alphaserver/products/options.html

• TruCluster Serverの Technical Updates:

http://www.tru64unix.compaq.com/docs/pub_page/tcr_update.html

2.1 TruCluster Serverのメンバ・システム要件

TruCluster Serverクラスタのメンバ・システム要件は次のとおりです。
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• サポートされるメンバ・システムの各々に最小のファームウェア・リビ
ジョンが必要です。「Alpha Systems Firmware Update」CD-ROMと一
緒に提供される『Release Notes Overview』を参照してください。

ファームウェア情報は，次の Web から入手することができます。
http://thenew.hp.com

[Suppor] の欄から [Compaq Driver Downloads]，[Software Updates
and Patches]を選択します。その後，[Servers」の欄から [AlphaServer]
を選択したのち，該当するシステムを選択します。

• Alphaシステム・リファレンス・マニュアル (SRM)コンソール・ファー
ムウェアのバージョン 5.7以降を，HSZ80，HSG60，または HSG80コ
ントローラに接続されているディスクからブートするクラスタ・メンバ
にインストールする必要があります。HSV110 をサポートするには，
SRMコンソール・ファームウェアのバージョン 5.9-10または 6.0 (シス
テムによって異なる)が必要です。クラスタ・メンバが，このバージョ
ン以前のファームウェアを使用している場合は，ブートに失敗して，
"Reservation Conflict" エラーが表示されます。

• TruCluster Serverバージョン 5.1Bでは，次のように，1クラスタに最
大 8システムまでの構成がサポートされます。

– Fibre Channel: ファブリック (スイッチ)構成内では，8メンバ・シ
ステムを Fibre Channel を介して共通ストレージに接続します。
アービトレイテッド・ループ構成では，最大 2 つのメンバ・シ
ステムがサポートされます。

– パラレル SCSI:メンバ・システムのうちの 4つを 1つの SCSIバス
に接続します。複数の SCSIバスを使用して他のノード・セットに
接続できます。ノード・セットは相互に重なることも許されます。4
つのメンバ・システムを RAIDアレイ・コントローラを使って共通
SCSIバスに接続する場合には，フェア・アービトレーションを有
効に設定した DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブの使用を推奨します。

外部終端の 8ノード・クラスタの例を，第 12 章に示しています。
そこに示されているクラスタは，可用性より性能を重視する高性能
技術計算 (HPTC) に適しています。

• 以下の項目は，AlphaServer GS80/160/320システムに適用されます。
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– 高出力の PCI (Peripheral Component Interconnect)モジュール (約
25W以上)を，1インチのモジュール・ピッチで PCIスロット (0-5，
0-6，1-5，1-6以外の任意のスロット)に設置する必要があります。

一次または拡張 PCIドロワ (drawer)には，2つの 3スロット PCI
バスと 2つの 4スロット PCIバスがあります (図 2–1を参照)。

I/Oライザ (riser) 0の PCI0: スロット 0-0/1，0-2，および 0-3

I/Oライザ 0の PCI1: スロット 0-4，0-5，0-6，および 0-7

I/Oライザ 1の PCI0: スロット 1-1，1-2，および 1-3

I/Oライザ 1の PCI1: スロット 1-4，1-5，1-6，および 1-7

__________________ 注意 _________________

標準 I/O モジュールは，一次 PCI ドロワのスロット
0-0/1 に設置します。

図 2–1: PCIバックプレーンのスロット・レイアウト
I/O Riser 0I/O Riser 1

0-0/10-20-30-40-50-60-71-11-21-31-41-51-61-7
PCI 0PCI 1PCI 1 PCI 0

1-R 0-R

ZK-1748U-AI

• TruCluster Serverでは，AlphaServer 8x00，GS60，GS60E，または
GS140システム上の XMI CIXCDはサポートされません。
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2.2 クラスタ・インターコネクトの要件および制約事項

クラスタには，すべてのクラスタ・メンバを接続する専用のクラスタ・イ
ンターコネクトが必要です。このインターコネクトは，クラスタ・メンバ
間でプライベート通信チャネルとして動作します。クラスタ・インターコ
ネクトには Memory Channel またはプライベートのローカル・エリア・
ネットワーク (LAN)のどちらか一方を使用することができますが，両方を使
用することはできません。

2.2.1 LAN インターコネクト

100 Mb/秒および 1000 Mb/秒 LANインターコネクトは，クラスタ負荷の少
ないクラスタに適しています。たとえば，クラスタがフェイルオーバ可能な
高可用性アプリケーションを実行するとき，クラスタ・インターコネクトの
ノード間で共用されるアプリケーション・データが少ない場合です。

ギガビット・イーサネットの使用にはパッチや追加コードは必要ありません。

AlphaServer DS20Lは，クラスタ・インターコネクトとして LANインター
コネクトだけをサポートします。

2.2.2 Memory Channel の制約事項

Memory Channel インターコネクトは，メンバ・システム間のクラスタ通
信で使用される 1 つの方法です。

Memory Channel製品には，現在，Memory Channel 1，Memory Channel
1.5，および Memory Channel 2の 3つのバージョンがあります。Memory
Channel 1とMemory Channel 1.5は，両方とも PCIアダプタが CCMAAモ
ジュールであるという点で非常によく似た製品であり，本書では MC1また
は MC1.5と記されています。Memory Channel 2製品 (CCMABモジュー
ル) は MC2 と記されます。

Memory Channelの制約事項は，次のカテゴリに分類されます。

• 1つまたは複数の AlphaServerシステムに固有の制約事項

• ハブ・モードまたはMemory Channelレールの数に関係する制約事項

• ケーブルまたは光変換器に関係する制約事項

以下のシステム固有のMemory Channelの制約事項を必ず守ってください。
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• DS10，DS20，DS25，DS20E，ES40，ES45，GS80，GS160，および
GS320システムでは，MC2ハードウェアのみをサポートします。

• 冗長 Memory Channelアダプタが DS10と一緒に使用される場合は，
ジャンパを省略時の 512 MB ではなく，128 MB に設定する必要が
あります。

• DS20Lは Memory Channelアダプタをサポートしません。クラスタ・
インターコネクトは LANインターコネクトでなければなりません。

• DS25は，1つの Memory Channelモジュールだけをサポートします。
そのモジュールは，スロット 5にインストールする必要があり，リビ
ジョン C1以降でなければなりません。

• DS25は Memory Channel 光ファイバ・オプションをサポートして
いません。

• 冗長 Memory Channelアダプタが ES45モデル 1，1B，2，または 2B
と一緒に使用される場合は，PCIバス 0 (5V 33-MHz PCIバスのみ)を使
用するのでジャンパを 128 MBに設定する必要があります。

ES45モデル 3 および 3Bには 3つの 5V 33-MHz PCIバス (バス 0，
1，および 2) があります。冗長 Memory Channel アダプタが異なる
PCIバスにインストールされている場合に限り，ES45モデル 3また
は 3b で Memory Channel アダプタが 512 MB にジャンパ設定され
ていることがあります。

• AlphaServer ES45と一緒に使用される場合，仮想ハブ・モードに構成
された 2つのメンバ・クラスタでループバック・モードが有効になっ
ているとき，Memory Channel APIでは 8Kバイトより大きなデータ
は転送できません。

• GS80，GS160，または GS320 システムの PCI バス上に Memory
Channelモジュールがインストールされている場合，そのバスには別
の MC2モジュール，または CCMFB 光ファイバ・モジュールだけが
接続できます。その他のモジュールは標準 I/O モジュールであって
も接続できません。

• MC2 モジュールが AlphaServer 1200，AlphaServer 4000，または
AlphaServer 4100 の DEGPAまたは KGPSA と同じ PCIバス上にあ
る場合，そのリビジョンを D02以降とするか，または MC2モジュー
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ルが DEGPAまたは KGPSA と PCI バスを共用しないようにする必
要があります。

• AlphaServer 8200，8400，GS60，GS60E，および GS140システムで
は，Memory Channelアダプタは，DWLPA PCIAオプションのスロッ
ト 0～7にインストールする必要があります。 DWLPBの場合には，
この制約はありません。

• AlphaServer 1000Aシステムでは，Memory Channelアダプタを PCI
スロット 11，12，または 13 (上から 3 つのスロット) の，1 次 PCI
(PCI-to-PCI ブリッジ・チップの前)にインストールする必要があり
ます。

• AlphaServer 2000システムでは，B2111-AA モジュールはリビジョン
H 以上でなければなりません。

AlphaServer 2100システムでは，B2110-AA モジュールはリビジョン
L 以上でなければなりません。

これらのモジュールがサポートされているリビジョンかどうかは，
examineコンソール・コマンドを使用して，次のように調べることが
できます。

P00>>> examine -b econfig:20008
econfig: 20008 04
P00>>>

16 進で 04 以上の値が返されれば，その I/O モジュールは Memory
Channel をサポートしています。

16 進で 04 未満の値が返されれば，その I/O モジュールは Memory
Channel をサポートしていません。

AlphaServer 2000 または AlphaServer 2100 をアップグレードして
Memory Channelをサポートするには，それぞれ，H3095-AAモジュー
ルまたは H3096-AAモジュールが必要です。

• AlphaServer 2100Aシステムでは，Memory Channelアダプタを PCI
4～PCI 7 (スロット 6，7，8，および 9)，つまり下から 4つの PCIス
ロットにインストールする必要があります。

次のMemory Channelハブ・モードまたはレール数の制約事項を必ず守って
ください。
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• クラスタを標準ハブ・モードのシングルレールMemory Channelで構成
している場合にハブが故障したり，または電源が切断されると，すべて
のクラスタ・メンバがパニックに陥ります。これは，Memory Channel
インタフェースを通して他のクラスタ・メンバにアクセスできなくなる
からです。このような状況になると，どのシステムにもクォーラム・
ディスクの所有権を取得する機会がなく，動作を継続できないので，
クォーラム・ディスクが役に立ちません。

標準ハブ・モード (Memory Channelハブで接続された 2メンバ・シス
テム)のこの状況を避けるためには，Memory Channelレールをもう 1
つインストールします。そうしておけば，一方のレールでハブが故障し
ても，他のレールにフェイルオーバします。

Memory Channelを標準ハブ・モード (ハブに接続された 2個以上のシス
テム)にセットアップしてある場合は，どのメンバの Memory Channel
アダプタからもMemory Channelハブが見えるようになっていなければ
なりません。ハブの電源を切ると，どのシステムもブートできません。

仮想ハブ・モードで構成した 2ノード・クラスタには，このような問
題がありません。仮想ハブ・モードの場合，どのシステムも常に仮想
ハブに接続しています。Memory Channel 上で通信ができなくなる
と，どちら側のメンバもクォーラム・ディスクの所有権を取得しよう
とします。クォーラム・ディスクの所有権を取得できたメンバがシン
グル・メンバ・クラスタとして動作を継続します。他のメンバはパ
ニック状態になります。

仮想ハブ・モードで構成した 2ノード・クラスタのシングル・システム
には，仮想ハブが常に見えるので，いつでもブートできます。

• TruCluster Server のクラスタ構成で標準ハブ・モードの Memory
Channelアダプタを複数個使う場合，Memory Channel アダプタはそ
れぞれ別の Memory Channelハブに接続しなければなりません。つま
り，各システムの 1つ目の Memory Channelアダプタ (mca0) を 1つ
目の Memory Channelハブに接続し，2 つ目の Memory Channelアダ
プタ (mcb0) は，2つ目の Memory Channel ハブに接続しなければな
りません。また，同じシステムのすべての Memory Channelアダプタ
は，それぞれの Memory Channel ハブにある同じラインカードに接
続する必要があります。
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• 冗長 Memory Channelは，MC1アダプタが別の MC1アダプタに接続
され，MC2アダプタが MC2 アダプタに接続されている限り，混在
Memory Channel 構成でサポートされます。

リビジョンの異なるMemory Channelレールが混在するクラスタでは，
MC2アダプタは 128 MBにジャンパ設定します。

• Memory Channel インターコネクトは仮想ハブ・モードも，標準ハ
ブ・モードもどちらでも使えます。3個以上のメンバ・システムを持
つ TruCluster Serverクラスタは標準ハブ・モードにジャンパ設定し，
Memory Channel ハブを使います。

• Memory Channelモジュールを仮想ハブ・モードにジャンパ設定した
場合，システムのすべての Memory Channelモジュールは，仮想ハブ
0 (VH0) または仮想ハブ 1 (VH1)のいずれかに統一してジャンパ設定
します。あるMemory Channel モジュールを VH0にジャンパ設定し
て，別の Memory Channel モジュールを VH1 にジャンパ設定する
ことはできません。

次のケーブルまたは光変換器Memory Channel の制約事項を必ず守って
ください。

• MC1 BC12Nリンク・ケーブルの最大長は 3 m (9.8フィート)です。

• MC2 BN39Bリンク・ケーブルの最大長は 10 m (32.8フィート)です。

• MC2構成では，システム間の距離を伸ばすために，CCMFB光変換器を
MC2 CCMABホスト・バス・アダプタか CCMLBハブ・ラインカード
と組み合わせて使うことができます。

– 2個の CCMFB光変換器を接続するために使われるBN34R 光ファ
イバ・ケーブルは，10 m (32.8フィート)の長さで使える BN34R-10
と，31 m (101.7フィート)の長さで使える BN34R-31があります。
お客様が自分で用意した光ファイバ・ケーブルで，システム間の距
離を伸ばすこともできます。

– Memory Channel 光ファイバ接続では，仮想ハブ・モードの
CCMABホスト・バス・アダプタに接続された 2個の CCMFB光変
換器の間を，2 km (1.24マイル) まで伸ばせます。

– Memory Channel光ファイバ接続では，CCMAB ホスト・バス・
アダプタに接続された CCMFB光変換器と，標準ハブ・モードの
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CCMLBハブ・ラインカードに接続された CCMFB光変換器との
間を，3 km (1.86マイル)まで伸ばせます。これにより，システ
ム間は 6 km (3.73マイル)まで離せます。

• Memory Channelリンク・ケーブルのピンが曲がったり，折れたりして
いないかを必ず検査してください。ケーブルを接続したり外したりする
ときにピンが曲がったり，折れたりしないように注意してください。

2.3 ホスト・バス・アダプタの制約事項

メンバ・システムを共用バスに接続するには，ホスト・バス・アダプタを
I/O バス・スロットに装着する必要があります。

Tru64 UNIX オペレーティング・システムは，最大 64個の I/O バスをサ
ポートします。TruCluster Server は，KZPSA-BBホスト・バス・アダプ
タ，KZPBA UltraSCSI ホスト・バス・アダプタ，または KGPSA Fibre
Channel ホスト・バス・アダプタを使用して，合計で 32の共用 I/Oバス
をサポートします。

ホスト・バス・アダプタの詳細な制約事項は以下のとおりです。

2.3.1 Fibre Channel 要件と制約事項

ここでは，Fibre Channel要件と制約事項に関して説明します。

2.3.1.1 一般的な Fibre Channel 要件と制約事項

TruCluster Serverバージョン 5.1Bで Fibre Channelを使用する場合と，一
般的な使用の場合についての要件と制約事項を次に示します。

• 表 2–1 では，TruCluster Server で Fibre Channel 接続がサポー
トされている AlphaServer システム，および TruCluster Server
バージョン 5.1B 製品が出荷された時点で，各システムでサポート
されている KGPSA-BC，DS-KGPSA-CA，または DS-KGPSA-DA
Fibre Channel のアダプタ数を示しています。サポートされ
ているハードウェアの最新情報は，次の URL に記載されてい
る AlphaServer のオプション・リストを参照してください。
http://www.compaq.com/alphaserver/products/options.html
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表 2–1: Fibre Channelがサポートされている AlphaServerシステム

ファブリック・トポロジでサポートされるアダプタ数

AlphaServer
システム KGPSA-BC DS-KGPSA-CA DS-KGPSA-DAa

ループ・トポ
ロジでサポー
トされている
アダプタの数

AlphaServer 800 2 2 — —

AlphaServer 1200 4 4 — —

AlphaServer 4000，
4000A，または 4100

4 4 — —

AlphaServer DS10 2 2 2 2b

AlphaServer DS10L — — 1 —

AlphaServer DS20 4 4 — 2b

AlphaServer DS20E 4 4 4 2b

AlphaServer DS25 — — 4 —

AlphaServer ES40 4 4 6 2b

AlphaServer ES45 — 4 6 —

AlphaServer 8200
または 8400c

63d, 32e 63d, 32e — —

AlphaServer GS60，
GS60E，および
GS140c

63d, 32e 63d, 32e — —

AlphaServer GS80 26f, 54g 26f, 54g 54g —

AlphaServer GS160
および GS320

26f, 62h i 26f, 62h, i 62h, i —

aDS-KGPSA-DA (FCA2354) Fibre Channelホスト・バス・アダプタは FC-AL構成ではサポートされていません。
bアービトレイテッド・ループ・トポロジの場合は，ファームウェア・バージョンが V3.03以降の DS-KGPSA-CAアダプタ
と，バージョン 5.8 以降の SRM コンソールが必要です。
cKGPSA-BC/CA PCI-to-Fibre Channelアダプタは，DWLPB PCIAオプションでのみサポートされます。DWLPA オプ
ションではサポートされません。
dAlphaServers 8200，8400，GS60，GS60E，および GS140 AlphaServersでは，スタンドアロン構成では最大 63の
KGPSA をサポートします。
eAlphaServer 8200，8400，GS60，GS60E，および GS140では，クラスタ構成で最大 32の KGPSAをサポートします。
fAlphaServer GS80，GS160，および GS320 では，Tru64 UNIX バージョン 4.0G で 26 の KGPSA-BC または
DS-KGPSA-CA をサポートします。
gAlphaServer GS80では，Tru64 UNIXバージョン 5.1から 54の KGPSA-BC，DS-KGPSA-CA，または DS-KGPSA-DA
をサポートします。
hAlphaServer GS160および GS320は，Tru64 UNIXバージョン 5.1から 62の KGPSA-BC，DS-KGPSA-CA，または
DS-KGPSA-DA をサポートします。
iAlphaServer GS160および GS320は 64の PCIオプションをサポートしますが，各マスタ PCIドロワには FISディスク
と CD-ROM があります。合計数からそれら 2つを差し引く必要があります。
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• ファブリック (スイッチ)構成では，8つのメンバ・システムが Fibre
Channelを経由して共通ストレージに接続されます。アービトレイテッ
ド・ループ構成では，最大 2つのメンバ・システムがサポートされます。

• サポートされている Fibre Channel アダプタは，KGPSA-BC，
DS-KGPSA-CA，および DS-KGPSA-DA Fibre Channelホスト・バス・
アダプタのみです。KGPSA-BC および DS-KGPSA-DA アダプタは
ファブリック構成でのみサポートされるのに対し，DS-KGPSA-CA ア
ダプタは，ファブリック，またはアービトレイテッド・ループ構成の
どちらかでサポートされます。

• KGPSA-BC/CA PCI-to-Fibre Channel アダプタは DWLPB PCIAオプ
ションでのみサポートされます。DWLPAではサポートされません。

• サポートされている Fibre Channelハブは，7ポート DS-SWXHB-07の
みです。DS-SWXHB-07には，各ポートごとにクロックとデータの再生
機能があります。またこのハブは，GBIC (Gigabit Interface Converter)
トランシーバ・ベースのポート接続もサポートしているので，アプリ
ケーションを柔軟に構築することができます。このハブは，ホット・プ
ラグ対応で管理対象ではありません。

• シングル・ハブ・アービトレイテッド・ループ構成だけがサポートさ
れます。すなわち，どの SCSI バスにもカスケード接続されたハブ
はありません。

• サポートされている Fibre Channel スイッチの一覧については，次
の URL から『SAN Support Tables for the Heterogeneous Open SAN
Design Reference Guide』を参照してください。

http://www.compaq.com/products/storageworks/san/documentation.html

• 2002年 6月 6日以前のリビジョン Bによっては，DS-DSGGB-AA SAN
Switch 8 Fibre Channelスイッチが QuickLoopを有効に設定されて出荷
されています。シリアル番号は 3A24DRXZMxxxから 3A25DRXZLxxx
の範囲で，4月 22日から 5月 21日の間に製造されたものです。

スイッチが QuickLoopモードになっていないことを確認するには，ス
イッチにシリアル・ラインまたは telnet接続をして，qlshowコマンド
を入力します。次のように応答があります。

:Admin> qlshow
Switch is not in Quick Loop mode.

適切な応答が得られない場合は，次のコマンドを入力してください。
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:Admin> qldisable
cfgsave

この変更は，Fibre Channel スイッチをリブートしなくても有効に
なります。

• Fibre Channelテープ・コントローラ，Fibre Channelテープ・コント
ローラ II，TL891，TL895，および ESL9326Dは Fibre Channelスト
レージ・バスで使用することができます。詳細は『Enterprise Backup
Solution with Legato NetWorker User Guide』を参照してください。
アプリケーションのフェイルオーバには，Legato NetWorker のバー
ジョン 6.0 が必要です。

• テープはシングル・ストリームのデバイスです。テープ・デバイスへ
のパスが複数あっても，入出力要求の負荷分散は行いません。テー
プ・デバイスに使えるパスのうち，最初に見つかったパスを入出力
に使用します。

2.3.1.2 HSG60および HSG80に固有な Fibre Channel要件と制約事項

次の要件と制約事項は，TruCluster Serverバージョン 5.1Bと HSG60また
は HSG80で Fibre Channelを使用する場合に適用されます。

• HSG60および HSG80 には，アレイ・コントロール・ソフトウェア
(ACS)バージョン 8.5 以降が必要です。

• Fibre Channel RAID Array 8000 (RA8000) (中規模部門向けストレー
ジ・サブシステム) および Fibre Channel Enterprise Storage Array
12000 (ESA12000)には，2 つの HSG80デュアル・チャネル・コント
ローラが搭載されています。UltraSCSI は 6チャネル用意されていま
す。サポートされる最大ディスク数は 72です。

• StorageWorks Modular Array 6000 (MA6000)は，デュアル冗長 HSG60
コントローラと 1インチ・ユニバーサル・ドライブをサポートします。

• StorageWorks Modular Array 8000 (MA8000)と Enterprise Modular
Array 12000 (EMA12000)は，デュアル冗長 HSG80コントローラと 1
インチ・ユニバーサル・ドライブをサポートします。

• HSG60または HSG80 Fibre Channelアレイ・コントローラは，ディス
ク・デバイスだけをサポートします。

• TruCluster Serverバージョン 5.1Bの構成で HSG60および HSG80を
使用する場合は，透過フェイルオーバ・モードと多重バス・フェイル
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オーバ・モードを利用できます。多重バス・フェイルオーバ・モード
の使用をお勧めします。

• デュアル冗長 HSG60または HSG80コントローラ付きのストレージ・
アレイを透過フェイルオーバ・モードで使用する場合，ターゲット数
は 2で，スイッチ 1 台につき 4ポートを使用します。透過モードは
Tru64 UNIXバージョン 4.xからアップグレードするときだけに使う
ことをお勧めします。アップグレードが完了したら多重バス・フェ
イルオーバに換えてください。

• デュアル冗長 HSG60または HSG80コントローラ付きのストレージ・ア
レイを多重バス・フェイルオーバ・モードで使用する場合，ターゲット
数は 4で，スイッチ 1台につき 4ポートを使用します。

• HSG60および HSG80のマニュアルでは，上部のコントローラをコン
トローラ A，下部をコントローラ Bと呼んでいます。各コントローラ
には左右に 2つのポートがあり，HSG60 と HSG80のマニュアルでは
これらのポートをそれぞれポート 1，ポート 2と呼んでいます。透過
フェイルオーバ・モードでは，任意の時点で左右各 1ポートのみがア
クティブです。

透過フェイルオーバ・モードを有効にすると，上部コントローラの左
ポートおよび下部コントローラの右ポートがアクティブであると見なさ
れます。上部コントローラで，スイッチと正常に通信できないような障
害が発生した場合は，通信機能が下部コントローラにフェイルオーバ
します。逆の場合も同様です。

• 透過フェイルオーバ・モードでは，コントローラごとに HSG60または
HSG80ストレージ要素 (ユニット)の割り当てを設定できます。通常は，
ポート 1 (左ポート) の接続は省略時のユニット・オフセットが 0で，
D0～D99に割り当てられたユニットには，どちらのコントローラからも
ポート 1でアクセスできます。ポート 2 (右ポート)の接続は省略時のユ
ニット・オフセットが 100で，D100～D199に割り当てられたユニット
には，どちらのコントローラからもポート 2でアクセスできます。

• 多重バス・フェイルオーバ・モードでは，ポート上の接続はすべて省略
時のユニット・オフセットが 0で，すべてのホスト・ポートからすべて
のユニット (D0から D199)を認識できます。ただし，任意の時点で同時
に 2つのコントローラを経由して 1つのユニットにアクセスすること
はできません。ホストは，ユニットへのアクセス経路を一方のコント
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ローラから他方のコントローラに移動させることにより，フェイルオー
バ・プロセスを制御できます。

2.3.1.3 Enterprise Virtual Arrayに固有な Fibre Channel要件と制約事項

TruCluster Server構成で Enterprise Virtual Arrayを使用するための要件
と制約事項は，次のとおりです。

• Enterprise Virtual Arrayで使用できる Fibre Channelアダプタ (FCA)
は，KGPSA-BC，DS-KGPSA-CA，および DS-KGPSA-DAだけです。

表 2–2は，TruCluster Serverソフトウェアで Enterprise Virtual Array
を使用するときに，使用可能な AlphaServerシステムと Fibre Channel
アダプタを示しています。

表 2–2: Enterprise Virtual Arrayで使用可能な AlphaServer システム
と Fibre Channel アダプタ

AlphaServer システム 使用可能な Fibre Channel アダプタ

DS10，DS20E，ES40 KGPSA-BC，DS-KGPSA-CA，お
よび DS-KGPSA-DA

ES45，GS80，GS160，GS320 DS-KGPSA-CA および DS-KGPSA-DA

• Fibre Channelスイッチ・ゾーンは次のように使用する必要があります。

– HSV Element Manager を使用する各 SANworks Management
Appliance (SWMA)は，HSV Element Managerが管理する HSVコ
ントローラと同じゾーン内になければなりません。

SWMA は，TruCluster Serverクラスタと同じゾーン内にあって
もかまいません。

– 同じ Enterprise Virtual Arrayをアクセスする複数の TruCluster
Server クラスタがある場合。

– TruCluster Serverクラスタと同じ Enterprise Virtual Arrayにアク
セスするWindows NTまたはWindows 2000システムがある場合。

• HSV110コントローラを構成して管理するには HSV Element Manager
の 1つのインスタンスのみを使用します。

• 1つのディスク・グループには，最低でも 8つのディスクが必要です。
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• Enterprise Virtual Arrayで構成された Fibre Channel アダプタとス
イッチのモデルによって，使用する光ファイバ・ケーブルの種類が決
まります。

HSV110コントローラ，DS-KGPSA-DA Fibre Channelアダプタ，お
よび McDATA ED-5000スイッチには，スモール・フォーム・ファク
タ (SFF)のルーセント・コネクタ (LC)を使用します。その他の Fibre
Channelアダプタとスイッチにはサブスクライバ・コネクタ (SC)を使
用します。

次のような光ファイバ・ケーブルが必要になります。

– SC 対 SC

– SC 対 LC

– LC 対 LC

• SAN Applianceの HSV Element Managerアプリケーションにアクセス
するには，適切なブラウザと Enterprise Virtual Arrayを備えた PCまた
は Tru64 UNIXワークステーションが必要で，しかもネットワークにつ
ながっている必要があります。使用できるブラウザは次のとおりです。

– Tru64 UNIX — Netscape Communicator

– Windows NTバージョン 4.0 (SP 6a) — Netscape Communicatorお
よび Internet Explorerバージョン 5.01または 5.5

– Windows 2000バージョン 5.0 (SP 2) — Netscape Communicatorお
よび Internet Explorerバージョン 5.01または 5.5

__________________ 注意 _________________

Enterprise Virtual Array のリリース・ノートでは，
Tru64 UNIX，Windows NT，またはWindows 2000には
Netscape バージョン 4.77 が必要であると指定されて
います。のちに，Netscapeバージョン 4.78もサポー
トされるようになりました。Tru64 UNIXバージョン
5.1B で省略時に提供されるのはNetscape バージョン
4.76 であり，これは正常に使用されています。また，
Netscapeバージョン 4.75は，Windows 2000バージョン
5.0 SP2で正常に使用されています。
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• Enterprise Virtual Array にはマルチパスの環境が必要です。各
TruCluster Serverの AlphaServerシステムは，別々の Fibre Channel
スイッチに接続されている KGPSA Fibre Channel アダプタが 2 つ
必要です。

1つの Fibre Channelスイッチを両方の HSV110コントローラのファイ
バ・ポート 1 (FP1)に接続します。もう 1つの Fibre Channelスイッチは
両方のHSV110コントローラのファイバ・ポート 2 (FP2)に接続します。

• 各仮想ディスクに対して OS ユニット IDを設定することをお勧めし
ます。1～ 32767の番号が使用できます (1 と 32767を含む)。ID 番号
は HSV110コントローラだけではなく，SAN 全体で重複してはなりま
せん。OSユニット ID は，コンソール・ユーザ定義 ID (UDID) に相
当します。

• HSG80でコントローラを構成したのと同じようには，シリアル・ポー
トから HSV110コントローラにターミナルまたは PCを接続すること
はできません。

2.3.2 KZPSA-BB SCSI アダプタの制約事項

KZPSA-BB SCSIアダプタには，次の制約事項があります。

• KZPSA-BBには A12ファームウェアが必要です。

• AlphaServer 800，1000，1000A，2000，2100，2100Aシステム
などの，bus_probe_algorithm コンソール変数をサポートする
AlphaServerに KZPSA-BBアダプタをインストールする場合は，次のコ
マンドを入力して，bus_probe_algorithmコンソール変数を newに
設定する必要があります。

>>> set bus_probe_algorithm new

システムがこの変数をサポートするかどうかは，show

bus_probe_algorithmコンソール・コマンドで調べることができま
す。応答が nullまたはエラーであれば，この変数はサポートされませ
ん。これ以外の場合で，応答が newでない場合は，変数を newに設
定する必要があります。

• AlphaServer 1000Aおよび 2100Aシステムでは，KZPSA-BB SCSIアダ
プタが PCI-to-PCIブリッジの背後にある場合は，そのアダプタのファー
ムウェアのアップデートがサポートされません。
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2.3.3 KZPBA-CB および 3X-KZPBA-CC SCSIバス・アダプタの制約
事項

3X-KZPBA-CC SCSIバス・アダプタは，KZPBA-CBの後継品です。これは
KZPBA-CBの改良品で 5.0vのシグナリングを維持したままで 3.3vシグナリ
ングも可能としたものです。アダプタのボード・レイアウトを変更して 3.3v
シグナリングを可能にしました。これ以外にアダプタの変更はありません。
3X-KZPBA-CCは，KZPBA-CBと完全に下位互換性があります。ファーム
ウェア，ソフトウェア，またはドライバの変更は必要ありません。

KZPBA UltraSCSIアダプタには，次の制約事項があります。

• 3X-KZPBA-CC を使用するには，SRM ファームウェアのバージョ
ン 6.0 が必要です。

• 3X-KZPBA-CCは次の AlphaServerシステムで使用することができま
す。システムでサポートされる 3X-KZPBA-CC アダプタの数はカッ
コ内に示されています。

– DS10 (2)

– DS10L (1)

– DS20E (4)

– DS25 (4)

– ES40 (5)

– ES45 (5)

– GS80，GS160，および GS320 (62)

• KZPBAには，バージョン 5.57以降の ISP 1020/1040ファームウェア
が必要です。このファームウェアは Alpha Systems Firmware 5.3以
降の Update CD により SRM コンソール・ファームウェアとともに
提供されます。

• 本書では以降 KZPBA-CB および KZPBA-CCをまとめて KZPBAと
呼びます。

• シングル KZPBA UltraSCSIバスには，最大 4つの HSZ80 RAIDアレ
イ・コントローラを接続することができます。1つのSCSIバスには，冗
長アレイ・コントローラを 2組だけ接続することができます。
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• ディファレンシャル SCSIバス・セグメントの最大長は 25 m (82フィー
ト)で，これには SCSIバス・ケーブル，および SCSIアダプタ，ハブ，
またはストレージ・デバイスまでの内部 SCSIバスの長さも含まれま
す。1つの SCSIバスに複数の SCSI バス・セグメントを作成するこ
とが可能です ( 3.1 節を参照)。

2.4 ディスク装置の制約事項

ディスク装置の制約事項は以下のとおりです。

• 共用バス上のディスクは，外部ストレージ・シェルフ内，または RAID
アレイ・コントローラの背後にインストールする必要があります。

• TruCluster Server では，どの共用ディスク上でも Prestoserve はサ
ポートされません。

2.5 RAID アレイ・コントローラの制約事項

RAIDアレイ・コントローラは，共用バス経由で，SCSI デバイスの性能，可
用性，および接続性の高いアクセスを実現します。

RAID コントローラの最小限必要なアレイ・コントローラ・ソフトウェ
ア (ACS) を，表 2–3 に示します。

表 2–3: RAID コントローラの最小限必要なアレイ・コントローラ・ソ
フトウェア

RAID コントローラ
最小限必要なアレイ・コントロー
ラ・ソフトウェア

HSZ22 (RAID アレイ 3000) D11x

HSZ80 8.5Z-4

HSG60 8.5

HSG80 8.5

RAIDコントローラの構成に使用できる SCSI IDの数を表 2–4に示します。
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表 2–4: RAID コントローラの SCSI ID

RAID コントローラ サポートされる SCSI ID の数

HSZ22 (RAID アレイ 3000) 2

HSZ80 15

HSG60 対象外

HSG80 対象外

StorageWorks RAIDアレイ 3000 (RA3000)サブシステムのサポートには以
下の制約事項があります。

• HSZ22コントローラ付き RAIDアレイ 3000 (RA3000)は多重バス・ア
クセス，つまり多重バス・フェイルオーバをサポートしていません。
RA3000を使って NSPOFクラスタを作ることはできません。

• TruCluster Serverクラスタで RA3000と一緒に使用できる SCSIホス
ト・バス・アダプタは，KZPBA UltraSCSIホスト・アダプタだけで
す。KZPBA には，バージョン 5.57 以降の ISP 1020/1040 ファーム
ウェアが必要です。このファームウェアは Alpha Systems Firmware
5.4以降の Update CD-ROM でシステム SRM コンソール・ファーム
ウェアとともに提供されます。

• ホストから LUN0 (ユニット番号の最後の桁が 0のもので，たとえば
D0，D100，D200 などが該当) として見える RA3000ストレージ・ユ
ニットだけが，ブート・デバイスとして使えます。

• RA3000 で使用できる構成ユーティリティは SWCC (StorageWorks
Command Console) V2.2だけです。SWCC V2.2は Microsoft Windows
NTおよびWindows 2000 PCで実行できます。

• コントローラは，キャッシュとして最低でも 16 MBの SIMMを 1個イ
ンストールしなければ，動作しません。

• ラックマウント式のデバイス拡張シェルフ (DS-SWXRA-GN)は，リビ
ジョン・レベルが B01以上のものを使用する必要があります。

• DS-SWXRA-GN UltraSCSIストレージ拡張シェルフで使うシングル・
エンドのパーソナリティ・モジュールは，リビジョン H01 以上のも
のを使用する必要があります。

• RA3000を注文するときは UPS も一緒に注文し，RA3000に接続し
て使う必要があります。
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2.6 SCSI シグナル変換器

クラスタ構成で，シングルエンド SCSIインタフェースを備えるスタンドアロ
ン・ストレージ・シェルフを使用する場合は，それを SCSIシグナル変換器に
接続する必要があります。SCSIシグナル変換器は，Wideディファレンシャ
ル SCSIを，NarrowまたはWideのシングルエンド SCSIに変換し，その逆
も行います。シグナル変換器には，スタンドアロンのデスクトップ・ユニッ
ト・タイプと，ストレージ・シェルフのディスク・スロットにインストール
する StorageWorksビルディング・ブロック (SBB)・タイプがあります。

______________________ 注意 _____________________

UltraSCSIハブは，DOC (オン・チップ DWZZA)チップが搭載
されている関係上，ここで説明することもできますが， 2.7 節
で個別に説明します。

SCSIシグナル変換器の制約事項は次のとおりです。

• スタンドアロン・ユニットのカバーを取り外す場合は，カバーを再び取
り付ける際に，カバー固定用の 4個のネジのスター・ワッシャを必ず交
換してください。これらのワッシャを交換しないと，SCSI シグナル変
換器がノイズのために正常に機能しなくなる可能性があります。

• SCSIシグナル変換器を共用 SCSIバスから切断する場合は，ケーブルを
外す前にシグナル変換器の電源を切断する必要があります。シグナル
変換器を共用バスに再接続する場合は，シグナル変換器の電源を投入
する前にケーブルを接続する必要があります。スタンドアロン SCSI
シグナル変換器の電源切断は，電源スイッチで行ってください。SBB
SCSIシグナル変換器の電源を切断するには，変換器をディスク・ス
ロットから引き抜きます。

• 「バスがハングした」旨のメッセージが表示された場合，DWZZA シ
グナル変換器のハードウェアが正しくない可能性があります。加え
て，一部の DWZZAシグナル変換器では，正しいハードウェア・リビ
ジョンがインストールされているように見えても，シリアル番号が
CX444xxxxx～CX449xxxxxの場合に問題が発生することがあります。

DWZZA-AA または DWZZA-VA シグナル変換器を正しいリビジョン
にアップグレードするには，次のように適切なフィールド変更オー
ダ (FCO) を使用します。
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– DWZZA-AA-F002

– DWZZA-VA-F001

2.7 DS-DWZZH-03および DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブ

DS-DWZZH-03 および DS-DWZZH-05 シリーズ UltraSCSI ハブは，
TruCluster Server構成でサポートされている唯一のハブです。これらは，
SCSI-2，およびドラフト SCSI-3準拠の SCSI 16ビット・シグナル変換器
で，最大データ転送速度 40 MB/秒の能力があります。

これらのハブは，他の SCSIバス・シグナル変換器とともに説明すること
もできますが，クラスタ構成での利用方法が異なるため，本書では別々
に説明しています。

DS-DWZZH-03および DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブは，以下の場所にイン
ストールできます。

• 必要な 180W電源装置を備えた StorageWorks UltraSCSI BA356シェ
ルフ。

• RA8000または ESA12000 RAIDアレイ・サブシステム内の BA370シェ
ルフにある右下のデバイス・スロット。これが，ケーブル長およびディ
スクへの干渉を最小限にできる位置です。

• DS-BA35X-HHオプションによって 180W 電源装置にアップグレー
ド済みの Wide BA356。

DS-DWZZH-03または DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブには，次のような利
点があります。

• ケーブル・フォールトの検出の信頼性が向上します。

• クラスタ・システムのバスを，残りの接続の動作に影響を与えるこ
となく孤立化できます。

• 各 SCSIバス・セグメントの最大長が 25 m (82フィート)になるので，
クラスタを構成するシステムとストレージの配置場所をはっきり分ける
ことができます。システムとストレージ間の距離は，合計で 50 m (164
フィート) 近くまで伸ばせます。
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______________________ 注意 _____________________

DS-DWZZH-03/05 UltraSCSIハブは，StorageWorks BA35Xスト
レージ・シェルフには接続できません。このストレージ・シェル
フには，ハブ用の終端電源がないからです。

2.8 SCSI ケーブル

共用バスを使用する場合，コネクタ形状が低密度 50ピン，高密度 50ピン，
高密度 68ピン (HD68)，VHDCI (UltraSCSI)のいずれのケーブルが必要かを
調べます。UltraSCSIハブを使用する場合は，HD68-to-VHDCIケーブルお
よび VHDCI-to-VHDCIケーブルが必要になります。場合によっては，スト
レート・コネクタ，直角コネクタのいずれかを選択することも必要です。さ
らに，サポートされるケーブルにはさまざまな長さがあります。SCSIバス長
の制限を守るため，できるだけ短いケーブルを使用してください。

表 2–5に，サポートされるケーブルの一覧と，そのケーブルが使用される状
況を示します。6-3 形式の注文番号は一部省略されています。

表 2–5: サポートされる SCSI ケーブル

ケーブル コネクタ密度 ピン 構成で使用される状況

BN21W-0B 高密度×3 68 ピン トライリンク・コネクタを使用で
きない場合に，KZPSA-BB また
は KZPBA に接続できる Y ケー
ブル。外部終端となるターミ
ネータを使用できる。

BN21M 低密度×1，
高密度×1

50 ピン
LD - 68
ピン HD

DWZZA-AA または DWZZB-AA の
シングルエンド側の終端を TZ885
または TZ887 に接続する。 a

BN21K，
BN21L，
BN31G，
または
328215-00X

HD68×2 68 ピン BN21W Y ケーブル間，または
Wide デバイス間を接続する。たと
えば，KZPBA，KZPSA-BB間，2
つの SCSI シグナル変換器のディ
ファレンシャル側どうし，または
DWZZB-AAを BA356に接続する。

BN37A VHDCI×2 VHDCI
-
VHDCI

2 つの VHDCI トライリンク間ど
うし，UltraSCSI ハブと HSZ80
のトライリンクとの間，または
UltraSCSI ハブと RAID アレイ
3000 との間を接続する。
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表 2–5: サポートされる SCSIケーブル (続き)

ケーブル コネクタ密度 ピン 構成で使用される状況

BN38Cまた
は BN38D

HD68×1，
VHDCI×1

HD68-to-
VHDCI

KZPBA または KZPSA-BB を
UltraSCSIハブのポートに接続する。

BN38E-0B テクノロジ・
アダプタ・
ケーブル

HD68
のオ
ス・コ
ネクタ -
VHDCI
のメ
ス・コ
ネクタ

BN37Aケーブルに接続して，BN38C
または BN38Dの代わりに用いる。

199629-002
または
189636-002

高密度×2 50 ピン
HD - 68
ピン HD

20/40 GB DLT テープ・ドライブ
を DWZZB-AA に接続する。

146745-003
または
146776-003

高密度×2 50 ピン
HD - 50
ピン HD

2つの 20/40 GB DLTテープ・ドライ
ブのデイジー・チェインに使用する。

189646-001
または
189646-002

高密度×2 68 ピン
HD

40/80 GB DLT テープ・ドライブ
を DWZZB-AA または 2 つの 40/80
GB DLT テープ・ドライブではデ
イジー・チェインに接続する。

aKZPBAを，DWZZA-AAまたは DWZZB-AAと，TZ885または TZ887の組み合わせで使用しないでくださ
い。DWZZA および DWZZBは，UltraSCSI の速度では動作できません。

SCSIケーブルのピンが曲がったり，折れたりしていないか，必ず調べてくだ
さい。ケーブルを接続したり外したりするときに，ピンが曲がったり折れた
りしないように注意してください。

2.9 SCSIターミネータおよびトライリンク・コネクタ

表 2–6に，サポートされるトライリンク・コネクタおよび SCSIターミネー
タの一覧と，それらが使用される状況を示します。
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表 2–6: サポートされる SCSIターミネータおよびトライリンク・コネクタ

トライリンク・
コネクタまたは
ターミネータ 密度 ピン 構成で使用される状況

H885-AA 3 68 ピ
ン

トライリンク・コネクタで，KZPSA-BB，
KZPBA，SCSIシグナル変換器のディファレ
ンシャル側などの高密度 68 ピンのケーブル
またはデバイスに接続される。H879-AA ター
ミネータを使用して外部で終端できる。

H879-AAまた
は 330563-001

高密度 68 ピ
ン

H885-AAトライリンク・コネクタ，BN21W-0B
Yケーブル，または ESL9326Dエンタープライ
ズ・ライブラリ・テープ・ドライブを終端する。

H8861-AA VHDCI 68 ピ
ン

VHDCI トライリンク・コネクタで，VHDCI
68 ピン・ケーブル，UltraSCSI BA356
JA1，または HSZ80 RAID コントローラに
接続される。必要なら，H8863-AA ターミ
ネータを使って終端できる。

H8863-AA VHDCI 68 ピ
ン

VHDCIトライリンク・コネクタを終端する。

152732-001 VHDCI 68 ピ
ン

低電圧ディファレンシャル・ターミネータ。

トライリンク・コネクタの要件は次のとおりです。

• SCSIケーブルをトライリンク・コネクタに接続する場合は，トライリ
ンクのマウント用ネジの上に障害物を置かないでください。障害物が
あると，ケーブルを外さない限り，トライリンクをデバイスから取り
外すことができなくなります。

• H885-AA トライリンクは，隣接する PCI (Peripheral Component
Interconnect)ポートを塞がないようにインストールしてください。ど
うしても塞いでしまう場合は，トライリンクの代わりに BN21W-0B
Y ケーブルを使ってください。
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3
共用 SCSI バスの要件および UltraSCSI

ハードウェアを使用する構成

TruCluster Serverクラスタでは，共用 SCSIバス，外部ストレージ・シェル
フまたは RAID (redundant array of independent disks)コントローラを使用
して，ディスクのミラー化およびファイル・システムの高速回復をサポート
することにより，データの高い可用性と信頼性を実現しています。

この章で説明している項目は次のとおりです。

• 共用 SCSI バスの構成要件 ( 3.1 節)

• SCSI バスの性能 ( 3.2 節)

• SCSIバス・デバイスの識別番号 ( 3.3 節)

• SCSI バス長 ( 3.4 節)

• SCSI バスの終端 ( 3.5 節)

• UltraSCSI ハブ ( 3.6 節)

• RAIDアレイ・コントローラを使用するUltraSCSIハブの構成 ( 3.7 節)

この章では，次のような事項について説明します。

• SCSIバス構成の概念を概説します。

• 共用 SCSIバスの要件について説明します。

• TruCluster Serverの放射状構成を UltraSCSIハブと以下のデバイスを
組み合わせたケーブル接続で構築する手順を説明します。

– 透過フェイルオーバ機能のあるデュアル冗長HSZ80 RAID アレ
イ・コントローラ

– 多重バス・フェイルオーバ機能のあるデュアル冗長 HSZ80 RAID
アレイ・コントローラ

– アクティブ/アクティブ・モードまたはアクティブ/パッシブ・モード
に構成されたHSZ22コントローラ付き RAIDアレイ 3000 (RA3000)
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• 放射状接続用に構成された UltraSCSI ハードウェアを使用する，
TruCluster Serverストレージ構成のダイアグラムを示します。

______________________ 注意 _____________________

この章で，UltraSCSI BA356が他の UltraSCSIデバイスとともに
記述されていることがあっても，実際には別種のデバイスです。
UltraSCSI BA356については，外部終端を使用する構成ととも
に第 11 章で説明します。UltraSCSI BA356には SCSIバス終
端電源 (termpwr)がないため，UltraSCSI ハブに直接ケーブル
接続することはできません。

サポートされているハードウェアのみを使用することに加えて，この章で説
明されている要件に従うなら，クラスタは確実に正常動作します。

第 11 章には，SCSIバス・シグナル変換器の使用に関する詳細な説明，およ
び UltraSCSI/非 UltraSCSIのストレージ・シェルフと RAIDアレイ・コン
トローラを使用する TruCluster Server構成のダイアグラムがあります。さ
らに第 11 章では，外部終端の従来の使用方法，および DWZZH UltraSCSI
ハブと非 UltraSCSI RAIDアレイ・コントローラを使用する放射状の構成に
ついても説明しています。

第 7 章では，ストレージ用 Fibre Channel デバイスの使用について説明
します。

3.1 共用 SCSI バスの構成要件

共用 SCSIバスでは，以下の要件に従う必要があります。

• 共用 SCSIバスとして使用できるのは外部バスだけです。

• SCSIバスの仕様では，8ビット (Narrow) SCSIバスに接続できるデバイ
スの数は最大 8個です。16ビット SCSIバス (Wide)には最大 16個のデ
バイスを配置できます。詳細については， 3.3 節を参照してください。

• 各物理バスの長さは厳密に制限されています。詳細については， 3.4 節
を参照してください。

• デバイスどうしを直接接続できるのは，それらの伝送モード (ディファ
レンシャルまたはシングルエンド)，およびデータ・パス (Narrowまた
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はWide)が同じ場合だけです。伝送モードの異なるデバイス間は，SCSI
シグナル変換器を使用して接続します。DWZZA (BA350)，DWZZB
(BA356)シグナル変換器，および UltraSCSI BA356用のディファレン
シャル・シングルエンド・シグナル変換器として機能するDS-BA35X-DA
パーソナリティ・モジュールについては， 11.1節を参照してください。

• 各 SCSIバス・セグメントには，ターミネータをその両端に 1つずつ，
つまり 2つだけ接続できます。1 つの物理 SCSIバスを複数の SCSIバ
ス・セグメントで構成することもできます。

• UltraSCSIハブを使用しない場合は，バスの終端に影響を与えずにデバ
イスを切断できるように，トライリンク・コネクタと Yケーブルを使
用してデバイスを共用バスに接続する必要があります。詳細について
は， 11.2 節を参照してください。

• 共用バスでは定常的に処理データが伝送されているので，共用バスに接
続されているデバイスの保守を行うときには注意が必要です。通常，ク
ラスタをシャットダウンせずにデバイスの保守を行うには，バスの終端
に影響を与えることなく，共用バスから目的のデバイスを孤立化でき
るようにする必要があります。

• サポートされるすべての UltraSCSI ホスト・バス・アダプタは，
UltraSCSI BA356シェルフ，RA8000/ESA12000 ストレージ・アレイ
(HSZ80)，または RAIDアレイ 3000 (HSZ22コントローラ付き RA3000)
において，UltraSCSI速度で UltraSCSIディスクをサポートします。以
前の非 UltraSCSI BA356シェルフは，UltraSCSI ホスト・アダプタお
よびホスト RAIDコントローラを使用すればサポートされます。ただ
し，UltraSCSIディスクが格納されていない場合に限ります。

____________________ 注意 ___________________

RA3000 を使用する場合は KZPBA UltraSCSIホスト・バ
ス・アダプタが必要です。

• UltraSCSI BA356シェルフには，UltraSCSIドライブと Fast-Wideドラ
イブを混在させることができます (第 11 章を参照)。

• ディファレンシャル UltraSCSIアダプタは，同じ共用 SCSIバス上に
ある，非 UltraSCSI BA356シェルフ (DWZZB-VW経由)，UltraSCSI
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BA356シェルフ (DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュール経由) の
いずれかまたは両方に接続できます。この UltraSCSI アダプタは，
各 SCSIデバイスとネゴシエートして最大伝送速度を決定します (第
11 章を参照)。

• HSZ80 UltraSCSI RAID コントローラには，VHDCI (Very High
Density Cable Interconnect)コネクタを持つ，Wide ディファレンシャ
ル UltraSCSI ホスト・バスがあります。HSZ80 コントローラは，
KZPSA-BBまたは KZPBAなどの Fast-Wideディファレンシャル SCSI
アダプタにより，Fast SCSI速度で動作します。

• Fast-Wide SCSIドライブ (緑の StorageWorks ビルディング・ブロッ
ク (SBB)で注文番号の末尾が "-VW")を UltraSCSI BA356シェルフで
使用できます。

• Fast-Narrow SCSIドライブ (緑の SBBで注文番号の末尾が "-VA")をそ
のドライブに 8以上の SCSI IDを割り当てることが可能なシェルフで使
用しないでください。ドライブが動作しなくなります。

• UltraSCSI BA356には 180W電源装置 (BA35X-HH)が必要です。以前
の型でワット数の低い BA35X-HFユニバーサル 150W電源装置では正常
に機能しません (第 11 章を参照)。

• BA35X-HH 180W電源装置と DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュー
ルを装備するように改装された旧型の BA356は，Fast 10構成に関して
は，まだ FCCによる認定しかありません (第 11 章を参照)。

3.2 SCSI バスの性能

SCSIバスをセットアップする前に，バスの能力に影響するいくつかの事項
と，バスに接続されるデバイスがどのように動作するかを理解しておく必要
があります。バス性能は特に次の要素の影響を受けます。

• SCSIバスと SCSIバス・セグメント ( 3.2.1 項)

• 伝送方法( 3.2.2 項)

• データ・パス( 3.2.3 項)

• バス速度( 3.2.4 項)
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3.2.1 SCSI バスと SCSI バス・セグメント

UltraSCSIバスは，複数の UltraSCSIバス・セグメントから構成すること
ができます。各 UltraSCSIバス・セグメントは，ケーブルまたはバックプ
レーンに収納された電気伝導体，およびケーブルまたはバックプレーンのコ
ネクタから構成されます。UltraSCSI バス・セグメントの両端にはターミ
ネータが必要です。

最大 2つの UltraSCSIバス・セグメントを UltraSCSIハブまたはシグナル
変換器を使って連結し，UltraSCSIバス全体を長くすることができます。

3.2.2 伝送方法

SCSIバスには次の 2種類の伝送方法があります。

• シングルエンド—シングルエンド SCSIバスでは，1本のデータ・リー
ド線と 1本の接地リード線を使ってデータ伝送を行います。シングル
エンド・レシーバは，信号線のみを入力データとして認識します。伝
送されたシグナルは，シグナルの反射のために，信号線上でいくぶん
歪んでバスの受信終端に達します。この歪みの大きさは，バスの長さ
および負荷によって決まります。この伝送方法は経済的ですが，ディ
ファレンシャル伝送法よりもノイズの影響を受けやすいので，ケーブ
ル長が短く制限されます。シングルエンド SCSIデバイスのあるデバ
イスは次のとおりです。

– BA350，BA356，および UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフ

– SCSIシグナル変換器またはパーソナリティ・モジュールのシン
グルエンド側

– RAIDアレイ非 Fibre Channelディスク・ストレージ・シェルフ

• ディファレンシャル —ディファレンシャル・シグナル伝送では，2 本
のワイヤを使ってシグナルを伝送します。この 2本のワイヤは，1 本
のワイヤでシグナル (+SIGNAL) を送り，もう 1本のワイヤでそのシ
グナルと 180度フェーズがずれたシグナル (-SIGNAL) を送る，ディ
ファレンシャル・ドライバによって制御されます。ディファレンシャ
ル・レシーバは，これら 2つの入力が異なるときのみシグナル出力を
生成します。2本のワイヤで生じるシグナルの反射は事実上同じなの
で，それらはレシーバに感知されません。レシーバは 2本のワイヤ間の
相違だけを感知するからです。
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この伝送方法はシングルエンド SCSIよりもノイズの影響を受けにく
く，ケーブル長の制限も長くなります。ディファレンシャル SCSIイン
タフェースのあるデバイスは次のとおりです。

– KZPBA

– KZPSA-BB

– HSZ80コントローラおよび RA3000 RAIDアレイ (HSZ22)

– SCSIシグナル変換器またはパーソナリティ・モジュールのディ
ファレンシャル側

1つの SCSIバス・セグメントに 2つの伝送方法を混在させることはでき
ません。たとえば，ディファレンシャル SCSIインタフェースのあるデバ
イスは，ディファレンシャル SCSIインタフェースのある他のデバイスに
接続する必要があります。伝送方法の異なる 2つのデバイスを接続する
場合は，それらのデバイスの間で SCSI シグナル変換器を使用します。
DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュールについては， 11.1.2.2 項を参
照してください。DWZZ*シリーズ SCSIシグナル変換器の使用について
は， 11.1 節を参照してください。

バス上に UltraSCSI ディスクがある場合，TruCluster Server では，
DWZZAまたは DWZZBシグナル変換器を UltraSCSI速度では使えません。
DWZZA または DWZZB が UltraSCSI 速度では正しく動作しないからで
す。DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュールには，UltraSCSI BA356
用のシグナル変換器が搭載されています。これは，共用ディファレンシャ
ル UltraSCSI バスと UltraSCSI BA356 の内部シングルエンド SCSIバス
とのインタフェースになります。

RAIDアレイ・コントローラ・サブシステムにはシグナル変換器の機能があ
り，ディファレンシャル入力を受け付けて，シングルエンド・デバイス・
バスを制御することができます。

3.2.3 データ・パス

SCSIデバイスには，次の 2種類のデータ・パスがあります。

• Narrow — SCSI-2の 8ビット・データ・パスのことです。 このモード
の性能は限られています。
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• Wide — SCSI-2または UltraSCSIの 16ビット・データ・パスのこと
です。このモードでは，データをバス上で並列に転送するため，転送
速度が向上します。

3.2.4 バス速度

表 3–1に示すように，バス速度は，バス・クロッキング速度とバス幅によっ
てさまざまに異なります。

表 3–1: SCSI バス速度

SCSI バス
転送速度
(MHz)

バス幅
(バイト)

バス帯域幅
(速度) MB/秒

SCSI 5 1 5

Fast SCSI (Fast-10) 10 1 10

Fast-Wide (Fast-10) 10 2 20

UltraSCSI (Fast-20) 20 2 40

UltraSCSI-II (Fast-40) 40 2 80

UltraSCSI-III (Ultra160
または Fast-80)

80 2 160

3.3 SCSI バス・デバイスの識別番号

共用 SCSIバスでは，各 SCSIデバイスでデバイス・アドレスを使用するた
め，一意の SCSI ID (0～15)を割り当てる必要があります。たとえば，各
SCSIバス・アダプタおよびシングルエンド・ストレージ・シェルフ内の各
ディスクでデバイス・アドレスが使用されます。

SCSIバス・アダプタには省略時の SCSI IDがあります。省略時の SCSI ID
はコンソール・コマンドまたはユーティリティで変更できます。たとえば，
KZPSA アダプタの初期 SCSI ID は 7です。

______________________ 注意 _____________________

フェア・アービトレーション機能のある DS-DWZZH-05
UltraSCSIハブを使用する場合，SCSI IDのナンバリングは変化
します ( 3.6.1.2 項を参照)。
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共用 SCSI バスに接続する SCSI バス・アダプタには，次の優先順位で
SCSI ID を割り当てます。

7-6-5-4-3-2-1-0-15-14-13-12-11-10-9-8

これは，7 が優先順位が最も高く，8が最も低いことを表します。SCSI
ID の割り当てにあたっては，メンバ・システム用に 7から始まる優先順
位の最も高い IDを使用し，ディスク用にはそれより低い順位の IDを使用
してください。

フェア・アービトレーション機能のある DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブを使
用する場合は，この通常の SCSI優先順位は適用されません。DS-DWZZH-05
が SCSIバスを次に使うデバイスの SCSI IDを決定するからです。

BA350ストレージ・シェルフ内のディスクの SCSI IDは，そのスロットの位
置に対応します。BA356または UltraSCSI BA356内のディスクの SCSI ID
は，そのスロットの位置，およびパーソナリティ・モジュールの SCSIバ
ス・アドレス・スイッチの設定によって決まります。

3.4 SCSI バス長

共用 SCSIバスのケーブル長には制限があります。SCSIバス・セグメントの
総ケーブル長は，終端から終端までで計算します。

伝送方法およびデータ・パスが同じデバイス (たとえば，Wide ディファレ
ンシャル)を使用する場合，共用バスは 1つのバス・セグメントのみで構
成されます。異なる伝送方法のデバイスを使用する場合は，シングルエン
ド・バス・セグメントとディファレンシャル・バス・セグメントの両方が存
在します。各セグメントでは，その両端のみに終端を設定し，バス長の制
限に従う必要があります。

表 3–2に，物理 SCSIバス・セグメントの最大ケーブル長を示します。

表 3–2: SCSI バス・セグメント長

SCSI バス バス速度 (MB/秒) 最大ケーブル長

Narrow，シングルエンド 5 6 m (19.7フィート)

Narrow，シングルエンド，Fast 10 3 m (9.8フィート)

Wide ディファレンシャル，Fast 20 25 m (82フィート)

ディファレンシャル UltraSCSI 40 25 m (82フィート)a
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表 3–2: SCSI バス・セグメント長 (続き)

SCSI バス バス速度 (MB/秒) 最大ケーブル長

ディファレンシャル UltraSCSI-II 80 25a

ディファレンシャル UltraSCSI-III 160 25a

aTruCluster Server構成でのホストとストレージ間の最大距離は 50 m (164フィート)です。この場合，各ホ
ストと UltraSCSIハブ間の距離が 25 m (82フィート)，UltraSCSIハブと RAIDアレイ・コントローラ間の距
離が 25 m (82 フィート) になります。

ケーブル長の制限があるので，ハードウェア構成のプランニングを注意深く
行い，すべての SCSIバスがケーブルに関する制限のガイドラインを確実
に満たすようにする必要があります。通常は，各システムとストレージ・
シェルフをできるだけ近くに配置し，共用バスのケーブルを可能な限り
短くする必要があります。

3.5 UltraSCSIハブ使用時の共用 SCSIバスの終端設定

デバイスは共用 SCSIバスに正しく接続する必要があります。また，シン
グルエンドか，ディファレンシャルかにかかわらず，終端を設定できるの
は各バス・セグメントの始点と終点だけです。

SCSIバスの終端には次の 2つの規則が適用されます。

• 各 SCSIバス・セグメントにはターミネータが 2つだけ存在します。
UltraSCSIハブを使用する場合は，インストールする必要があるターミ
ネータは 1 つだけです。

• UltraSCSIハブを使用しない場合，バスの終端は外部で行う必要があり
ます。外部終端については 11.2 節で説明しています。

______________________ 注意 _____________________

TL890，TL891，および TL892を除いて，テープ・デバイスは共
用 SCSIバスの端にしかインストールできません。これらのテー
プ・デバイスだけで外部終端の使用がサポートされています。

テープ・ローダのない共用 SCSIバスで標準の終端設定ができ
るように，テープ・ローダは別の共用 SCSI バスにまとめて接
続することをお勧めします。
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デバイスは可能な限り，バスから孤立化できるように共用バスに接続してく
ださい。これにより，保守作業時にバスの終端およびクラスタの動作に影響
を与えることなく，デバイスをバスから切断することができます。バスの
終端に影響を与えることなく，後日デバイスを追加接続できるように共用
SCSIバスをセットアップすることもできます。

ほとんどのデバイスには内部終端があります。たとえば，UltraSCSI KZPBA
および Fast-Wide KZPSA-BBホスト・バス・アダプタは内部終端を備えてい
ます。KZPBAまたは KZPSA-BBを UltraSCSIハブと組み合わせる場合は，
オンボード終端抵抗 SIPが取り外されていないことを確認してください。

1つの SCSIバス・セグメントのストレージ側の端に終端を設定することが
必要になります。バスの端で，HSZ80に H8861-AAトライリンク・コネクタ
をインストールします。このトライリンク・コネクタに H8863-AAターミ
ネータを接続して，バスの終端を設定します。

図 3–1 に，HSZ80 に取り付け可能な VHDCI トライリンク・コネクタ
(UltraSCSI) を示します。

図 3–1: VHDCIトライリンク・コネクタ (H8861-AA)

ZK-1883U-AI

3.6 UltraSCSI ハブ

DS-DWZZHシリーズ UltraSCSIハブは，ディファレンシャル SCSIバス・ア
ダプタおよび RAIDアレイ・コントローラの放射状接続が可能な UltraSCSI
シグナル変換器です。それぞれの接続が SCSIバス・アダプタまたはスト
レージによる SCSIバス・セグメントを形成します。これらのハブは，バ
ス・セグメントの一方の終端になります。バス・セグメントのもう一方の
終端は次のいずれかになります。

• インストールされた KZPBA (または KZPSA-BB)の終端抵抗 SIP。
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• HSZ80に接続されたトライリンク・コネクタによる外部終端。

• RA3000 ホスト I/O モジュールの終端

______________________ 注意 _____________________

DS-DWZZH-03/05 UltraSCSIハブは StorageWorks BA35Xスト
レージ・シェルフに接続できません。このストレージ・シェルフ
にはハブに対する終端電源がないからです。

3.6.1 クラスタ構成での DWZZH UltraSCSIハブの使用

TruCluster Server クラスタでは，DS-DWZZH-03および DS-DWZZH-05
UltraSCSIハブがサポートされています。これらのハブでは，クラスタ・メ
ンバ・システムとストレージの放射状接続が可能です。DS-DWZZH-03 と
DS-DWZZH-05は，次のような点で似ています。

• 各ポートに内部終端を備えているため，各 SCSIバス・セグメントのハ
ブ側の端が終端される。

____________________ 注意 ___________________

DWZZHの内部終端を取り外すことはできないので，DWZZH
UltraSCSIハブにはトライリンクを接続しないでください。

• 各 SCSIバス・セグメント上の SCSIバス・ホスト・バス・アダプタか
ら終端電源 (termpwr) を供給することが必要。

____________________ 注意 ___________________

UltraSCSIハブは，終端電源の消失 (ケーブルの抜け，ホス
ト・アダプタで termpwrが有効になっていないなど)を検出
し，対象となるポートをシャットダウンして，破損したシグ
ナルが残りの SCSIバス・セグメントで生じるのを防止する
ように設計されています。

共用 SCSI バスの要件および UltraSCSI ハードウェアを使用する構成 3–11



3.6.1.1 DS-DWZZH-03 の説明

DS-DWZZH-03 には以下の特徴があります。

• 8.9 cm (3.5 インチ)の StorageWorks ビルディング・ブロック (SBB)
です。

• 以下の場所にインストールできます。

– 必要な 180W電源装置を備えた StorageWorks UltraSCSI BA356ス
トレージ・シェルフ。

– RA8000または ESA 12000 RAIDアレイ・サブシステム内の BA370
シェルフにある右下のデバイス・スロット。これが，ケーブル長お
よびディスクへの干渉を最小限にできる位置です。

– DS-BA35X-HHオプションによって 180W電源装置にアップグレー
ド済みの非 UltraSCSI BA356。

• 必要な電源と筐体を得るためにのみストレージ・シェルフを使用しま
す。シェルフの内部 SCSIバスには接続されません。

• 3つの VHDCI (Very High Density Cable Interconnect) ディファレン
シャル SCSIバス・コネクタを備えています。

• SCSI ID を使用しません。

DS-DWZZH-03 および DS-DWZZH-05 UltraSCSI ハブは，同じストレー
ジ・シェルフ内にディスク・ドライブとともに格納できます。表 3–3に，
サポートされる構成を示します。

図 3–2は，DS-DWZZH-03 UltraSCSIハブの前面図です。

図 3–2: DS-DWZZH-03 前面図

ZK-1412U-AI

Differential symbol
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ディファレンシャル記号 (およびシングルエンド記号がないこと)は，3つの
コネクタがすべてディファレンシャルであることを示します。

3.6.1.2 DS-DWZZH-05 の説明

DS-DWZZH-05 には以下の特徴があります。

• 13.33 cm (5.25インチ) StorageWorksビルディング・ブロック (SBB)
です。

• 5つの VHDCI (Very High Density Cable Interconnect) ディファレン
シャル SCSIバス・コネクタを備えています。

• フェア・アービトレーション・モードが有効かどうかにかかわらず，
SCSI ID 7を使用します。したがって，メンバ・システムの SCSI バ
ス・アダプタに SCSI ID 7 は使えません。

以降の各項では，共用 SCSIバスで DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブを使用す
るための準備について詳細に説明します。

3.6.1.2.1 DS-DWZZH-05 の構成ガイドライン

DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブは以下の場所にインストールできます。

• 必要な 180W電源装置を備えた StorageWorks UltraSCSI BA356シェ
ルフ。

• DS-BA35X-HHオプションによって 180W 電源装置にアップグレー
ド済みの非 UltraSCSI BA356。

____________________ 注意 ___________________

クラスタ・メンバ・システムとストレージ間の可用性のレ
ベルを高めるため，DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブを格納
するすべての BA356 シェルフでデュアル電源装置を使用
することをお勧めします。

• RA8000または ESA 12000 RAID アレイ・サブシステム内の BA370
シェルフにある右下のデバイス・スロット。これが，ケーブル長および
ディスクへの干渉を最小限にできる位置です。
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DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブは，必要な電源と筐体を得るためにのみ，
ストレージ・シェルフを使用します。シェルフの内部 SCSI バスには接
続されません。

______________________ 注意 _____________________

DS-DWZZH-05は，図 3–3 および図 3–4を反時計方向に 90度
回転した方向でインストールされます。

表 3–3に，DS-DWZZH-03と DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブ，およびディ
スクを，デュアル 180W電源装置を備えた 1つのストレージ・シェルフ内で
組み合わせる場合の最大構成を示します。

______________________ 注意 _____________________

デュアル 180W電源装置がインストールされている場合，8.9 cm
(3.5インチ) SBB 6個，または 13.33 cm (5.25インチ) SBB 2個分
のスロットを利用できます。

表 3–3: DS-DWZZH UltraSCSI ハブの最大構成

DS-DWZZH-03 DS-DWZZH-05
ディスク・
ドライブa

パーソナリティ・
モジュールb c

5 0 0 インストールなし

4 0 0 インストールあり

3 0 3 インストールあり

2 0 4 インストールあり

1 0 5 インストールあり

0 2 0 インストールなし

3 1 0 インストールなし

2 1 1 インストールあり
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表 3–3: DS-DWZZH UltraSCSIハブの最大構成 (続き)

DS-DWZZH-03 DS-DWZZH-05
ディスク・
ドライブa

パーソナリティ・
モジュールb c

1 1 2 インストールあり

0 1 3 インストールあり
aDS-DWZZH UltraSCSI ハブとディスク・ドライブは 1つのストレージ・シェルフ内に共存できます。た
だし，インストールされたディスク・ドライブは，DS-DWZZH UltraSCSIハブの SCSIバス・セグメン
トには関連付けられません。ディスク・ドライブはパーソナリティ・モジュールに接続された SCSI バ
ス上に配置されます。
bパーソナリティ・モジュールがインストールされている場合，最大 4 つの DS-DWZZH-03 UltraSCSIハ
ブをインストールできます。
cストレージ・シェルフにインストールされた任意のディスクへのパスを提供するために，パーソナリティ・
モジュールのインストールが必要です。

3.6.1.2.2 DS-DWZZH-05のフェア・アービトレーション

1つの UltraSCSIハブに接続された各クラスタ・メンバ・システムとスト
レージ制御装置が別々の SCSIバス・セグメント上に配置されていても，す
べてのシステムおよびデバイスは共通の SCSIバスとその帯域幅を分け合い
ます。ストレージ制御装置にアクセスするシステムの数が増加するにつれ，
最高の優先順位の SCSI IDを割り当てられたアダプタが，他のデバイスより
も UltraSCSIの帯域幅を多く取得する可能性は高くなります。

DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブのフェア・アービトレーション機能は，従
来の SCSIバス優先順位を無効にします。フェア・アービトレーションは
メンバ・システムにのみ適用され，ストレージ制御装置には適用されませ
ん。これらにはメンバ・システムのホスト・アダプタよりも高い優先順位が
割り当てられます。

DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブの前面にあるスイッチを Fairの位置にセッ
トすると，フェア・アービトレーションが有効になります (図 3–4を参照)。

フェア・アービトレーションは次のように機能します。DS-DWZZH-05
UltraSCSIハブに最高優先順位の SCSI IDである 7が割り当てられます。
ホスト・バス・アダプタの SCSI IDは，ハブ・ポートに割り当てられた
SCSI IDと一致しなければなりません。このハブは最高の優先順位を持っ
ているので，SCSIアービトレーション・フェーズ中に，バスのアービト
レーションを行うすべてのホスト・アダプタの SCSI IDを獲得します。ハブ
は，SCSIバスの使用を要求するホスト・アダプタの SCSI IDを比較し，
最も優先順位の高い SCSI IDを持つデバイスに SCSIバスの制御を渡しま
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す。その SCSI IDは，次の比較操作を行う前に獲得された SCSI IDのグ
ループから削除されます。

最優先のホスト・アダプタがサービスを受けた後，前のアービトレーショ
ン・サイクルにまだ SCSI IDが保持されている場合は，次に優先順位の高い
SCSI ID がサービスを受けます。

グループ内のすべてのデバイスがサービスを受けたら，DS-DWZZH-05は次
のアービトレーション・サイクルで同じ手順を繰り返します。

DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブの前面にあるスイッチを Disableの位置に
セットすると，フェア・アービトレーションが無効になります (図 3–4を参
照)。フェア・アービトレーションを無効にすると，SCSI要求は，アービト
レーション・サイクル中に要求を行った最も優先順位の高い SCSI IDが SCSI
バスの使用権を獲得するという従来の方法によってサービスを受けます。

______________________ 注意 _____________________

フェア・アービトレーションを無効にすると，ホスト・ポートの
SCSI IDの割り当ては物理ポートにリンクされません。

SCSI ID 7は，フェア・アービトレーションの有効/無効にかかわ
らず，DS-DWZZH-05 用に予約されています。

3.6.1.2.3 DS-DWZZH-05 のアドレス構成

DS-DWZZH-05には 2つのアドレッシング・モード，つまりWideアドレッ
シング・モードと Narrowアドレッシング・モードがあります。フェア・
アービトレーションが有効になっている場合，どちらのアドレッシング・
モードを使っても，各ハブ・ポートには特定の SCSI IDが割り当てられま
す。これにより，フェア・アービトレーション・サイクルのアービトレー
ション・フェーズに参加しているデバイスの SCSI IDをハブのフェア・アー
ビトレーション・ロジックで識別できるようになります。

______________________ 警告 _____________________

フェア・アービトレーションを有効にする場合は，ホスト・アダ
プタの SCSI IDとハブ・ポートに割り当てられた SCSI IDが一致
する必要があります。SCSI ID の不一致または重複は，ハブが
ハングする原因になります。
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SCSI ID 7は，フェア・アービトレーションの有効/無効にかかわ
らず，DS-DWZZH-05 用に予約されています。

使用されるアドレッシング・モードは，DS-DWZZH-05の背面にあるジャン
パW1 (図 3–3)で設定します。ジャンパをインストールすると Narrowアド
レッシング・モードが選択されます。フェア・アービトレーションが有効な
場合，ホスト・アダプタの SCSI IDは 0，1，2，および 3になります (図
3–4でカッコの付いていないポート番号を参照)。コントローラ・ポートには
SCSI ID 4～6が割り当てられ，ハブ自体は SCSI ID 7を使用します。

ジャンパW1を取り外すと，ホスト・アダプタ・ポートは SCSI ID 12，13，
14，および 15になります。コントローラには SCSI ID 0～6が割り当てら
れ，DS-DWZZH-05は SCSI ID 7を保持します。

図 3–3: DS-DWZZH-05 背面図

W1

ZK-1448U-AI
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図 3–4: DS-DWZZH-05 前面図
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3.6.1.2.4 SCSI バス終端電源

DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブ・ポートに接続される各ホスト・アダプタに
は，SCSIバス・セグメントの両端に終端抵抗を設定するための終端電源
(termpwr)が必要です。ホスト・アダプタをハブから切断すると，そのポー
トは無効になり，終端電源を失う UltraSCSIバス・セグメントだけが影響を
受けます。SCSI バスの残りの部分は正常に機能し続けます。

3.6.1.2.5 DS-DWZZH-05 のインディケータ

DS-DWZZH-05の前面には 2つのインディケータがあります (図 3–4を参
照)。緑の LEDはハブの電源が投入されていることを示し，黄の LEDは
SCSI バスがビジーであることを示します。
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3.6.1.3 DS-DWZZH-05 UltraSCSI ハブのインストール

DS-DWZZH-05 UltraSCSI ハブをインストールするには，次の手順に従
います。

1. W1ジャンパを取り外して，Wideアドレッシング・モードを有効に
します (図 3–3 を参照)。

2. フェア・アービトレーションを使用する場合は，DS-DWZZH-05
UltraSCSIハブの前面にあるスイッチが Fairの位置にセットされて
いることを確認します。

3. DS-DWZZH-05 UltraSCSI ハブを UltraSCSI BA356，非 UltraSCSI
BA356 (ただし，必要な 180W 電源装置を備えている場合)，または
BA370ストレージ・シェルフにインストールします。

3.7 UltraSCSI ストレージ構成の準備

TruCluster Serverクラスタでは，クラスタ・ファイル・システム (CFS)，デ
バイス要求ディスパッチャ，CAA (Cluster Application Availability)サブシス
テムによるサービスのフェイルオーバ，ディスクのミラー化，およびファイ
ル・システムの高速回復の各機能を使用して，高いデータ可用性を実現しま
す。TruCluster Serverでは，メンバ固有のブート・ディスク，およびクラス
タ・クォーラム・ディスクの，ハードウェア RAIDのみを使用するミラー化
をサポートします。クラスタ単位のルート (/)，/usr，/var ファイル・シ
ステム，データ・ディスク，およびスワップ・ディスクは，LSM (Logical
Storage Manager)テクノロジを使ってミラー化できます。ストレージ構成は
実際のニーズに合わせて決定する必要があります。2つの共用バス間でディ
スクのミラー化を行うと，データの可用性は最も高くなります。

サポートされるストレージ・シェルフ，ディスク装置，および
RAID アレイ・コントローラについては，以下の URL でお客様の
システムの AlphaServer オプション・リストを確認してください。
http://www.compaq.com/alphaserver/products/options.html

共用バス上で使用するディスク装置は，サポートされるストレージ・シェル
フ内，または RAIDアレイ・コントローラの背後にインストールする必要が
あります。ユニットへのディスクのインストールは，ストレージ・シェル
フを共用 SCSIバスに接続する前に行う必要があります。RAIDアレイ・
コントローラを共用 SCSIバスに接続する前に，ディスクのインストール
とストレージセットの構成を行ってください。インストールおよび構成の
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詳細については，ご使用のストレージ・シェルフまたは RAIDアレイ・コ
ントローラのマニュアルを参照してください。

______________________ 注意 _____________________

UltraSCSI 構成で UltraSCSI 速度を実現するには，KZPBA
UltraSCSIホスト・バス・アダプタが必要なため，以降の各項で
は，このアダプタのみに言及しています。メンバ・システムとス
トレージ・デバイスでサポートされている任意の構成で，ケーブ
ルをまったく変更することなく，KZPBAの代わりに KZPSA-BB
ホスト・バス・アダプタを使用することができます。ただし，
KZPSA-BBは UltraSCSIデバイスではないので，Fast-Wide速度
(20 MB/秒) でしか動作しません。

以降の各項では，UltraSCSI ハブと HSZ80 RAIDアレイ・コントローラか
RAIDアレイ 3000を使用する共用 SCSIバスのストレージ構成用のケーブル
を準備，インストールする手順について説明します。

3.7.1 UltraSCSIハードウェアによる TruCluster Server放射状接続ク
ラスタの構成

RAIDアレイ・コントローラを使用した放射状の構成にすると，ハードウェ
アによるミラー化の利点を活用でき，単一機器の障害によるシステムダウ
ンを回避できる NSPOFクラスタを構築できます。TruCluster Serverクラ
スタ構成で使用される一般的な RAIDアレイ・ストレージ・サブシステム
は次のとおりです。

• HSZ80コントローラ付き RA8000または ESA12000

• HSZ22 コントローラ付き RA3000

______________________ 注意 _____________________

RA3000では NSPOF構成にはできません。

TruCluster Serverで RAIDアレイ・コントローラを使用する利点の 1つは，
クラスタ単位のルート (/)・ファイル・システム，メンバ・システムのブー
ト・ディスク，スワップ・ディスク，およびクォーラム・ディスクをハード
ウェアでミラー化できることです。
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3.7.1.1 HSZ80

これをデュアル冗長構成で使用すると，Tru64 UNIXバージョン 5.1Bは，ホ
ストの介入なしで自動的に実行される透過フェイルオーバと，一部の障害でホ
ストの介入を必要とする多重バス・フェイルオーバの両方をサポートします。

______________________ 注意 _____________________

さらに，未書き込みキャッシュ・データの可用性を高めるに
は，デュアル冗長構成用にミラー化されたキャッシュを有効に
する必要があります。

共用 SCSI バスが 1つしかない場合は，透過フェイルオーバを使用しま
す。両方のコントローラが同じホストおよびデバイス・バスに接続され，
どちらのコントローラも，もう一方のコントローラの障害時にすべての装
置を制御できます。

透過フェイルオーバは，コントローラの障害のみを補償し，SCSIバスお
よびホスト・アダプタの障害は補償しないので，これは NSPOF 構成で
はありません。

______________________ 注意 _____________________

デバイスを構成する前に，各コントローラを透過フェイル
オーバ・モードに設定してください (SET FAILOVER COPY =

THIS_CONTROLLER)。

NSPOF 構成にするには，多重バス・フェイルオーバ，および 2 つの共
用 SCSI バスが必要です。

各ホストにアレイ・コントローラに接続された共用 SCSI バスが 2 つあ
る場合，多重バス・フェイルオーバ (SET MULTIBUS_FAILOVER COPY =

THIS_CONTROLLER)を使用して，NSPOF構成を実現することができます。
SCSIバスの 1つをいずれかのコントローラに接続し，もう一方の SCSIバス
を残りのコントローラに接続します。各メンバ・システムには，それぞれの共
用 SCSIバス用のホスト・バス・アダプタがあり，負荷を 2つのコントローラ
間で分散できます。ホスト・アダプタまたは SCSIバスに障害が発生すると，
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ホストは正常な方のコントローラに負荷を分配し直します。コントローラ自
体の障害の場合は，正常な方のコントローラがすべての装置を制御します。

______________________ 注意 _____________________

多重バス・フェイルオーバは，HSZ80ではデバイスのパーティ
ショニングをサポートしません。

パーティション化されたストレージセットおよびパーティション
化されたシングル・ディスク・ユニットは，多重バス・フェイル
オーバ・デュアル冗長構成では動作しません。この場合，HSZ80
コントローラを多重バス・フェイルオーバ用に構成する前にパー
ティションを削除する必要があります。

デバイスのパーティショニングは，ACSバージョン 8.5以降で
は HSG60 および HSG80アレイ・コントローラでサポートさ
れています。

多重バス・フェイルオーバは，テープ・ドライブまたは CD-ROM
ドライブではサポートされていません。

3.7.1.2 RA3000

RA3000はアクティブ/アクティブ・モードかアクティブ/パッシブ・モード
のいずれかを使用します。透過フェイルオーバ・モードや多重バス・フェ
イルオーバ・モードはサポートしていません。

アクティブ/アクティブ・モードの場合，上部コントローラは一方のホスト・
ポートをアクティブであると見なし，もう一方のコントローラはもう一方の
ホスト・ポートをアクティブであると見なします。どちらのコントローラも
自分側の非アクティブなホスト・ポートをパッシブであると見なします。ど
ちらか一方のコントローラに障害が発生すると，正常なコントローラの方は
どちらのホスト・ポートもアクティブであると見なします。

アクティブ/パッシブ・モードの場合，一次コントローラはどちらのホスト・
ポートもアクティブであると見なします。もう一方のコントローラはどちら
のホスト・ポートもパッシブであると見なします。一次コントローラに障害
が発生すると，もう一方のコントローラが一次コントローラに取って代わ
り，どちらのホスト・ポートもアクティブであると見なします。
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以下では，TruCluster Server構成での UltraSCSIハブを使った HSZ80ま
たは RA3000のケーブル接続について説明します。外部終端を使用する構
成についての詳細は，第 10 章および第 11 章を参照してください。Fibre
Channelストレージについての情報は，第 7 章を参照してください。

3.7.1.3 透過フェイルオーバ・モードを使用する共用 SCSIバス用の HSZ80の準備

HSZ80 で透過フェイルオーバ・モードを使用する場合は，次のように
なります。

• コントローラ Aのポート 1とコントローラ Bのポート 1が同じ SCSIバ
スに接続されます。

• コントローラ Aのポート 2とコントローラ Bのポート 2が同じ SCSIバ
スに接続されます (使用する場合)。

• ポート 1 に割り当てられた HSZ80 ターゲットはポート 2 からは見
えません。

DS-DWZZH-03 または DS-DWZZH-05 UltraSCSI ハブを使用して，
TruCluster Server 構成の透過フェイルオーバ用にデュアル冗長 HSZ80を
ケーブル接続するには，次の手順に従ってください (図 3–5を参照)。

1. H8861-AA VHDCIトライリンク・コネクタが 2つ必要です。いずれかの
トライリンクにH8863-AA VHDCIターミネータをインストールします。

2. ターミネータの付いた方のトライリンクを共用 SCSIバスの端に配置す
るコントローラに接続します。H8861-AA VHDCIトライリンク・コネ
クタを，HSZ80コントローラ A のポート 1 (2)，およびコントローラ
B のポート 1 (2) に接続します。

____________________ 注意 ___________________

各 HSZ80 コントローラの同じポートを使用する必要が
あります。

3. HSZ80コントローラ Aのポート 1 (2)およびコントローラ Bのポート 1
(2)のトライリンク間を BN37Aケーブルで接続します。

BN37A-0Cは 30 cm (11.8インチ)ケーブル，BN37A-0Eは 50 cm (19.7
インチ) ケーブルです。
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4. DS-DWZZH-03または DS-DWZZH-05 UltraSCSI ハブを UltraSCSI
BA356，非 UltraSCSI BA356 (ただし，必要な 180W電源装置を備えて
いる場合)，または BA370ストレージ・シェルフにインストールします
( 3.6.1.1 項または 3.6.1.2 項を参照)。

5. 以下のいずれかを行います。

• DWZZH-03を使用する場合: HSZ80コントローラ Aのポート 1 (2)
またはコントローラ Bのポート 1 (2)に取り付けられた空いている
トライリンク・コネクタと，任意の DWZZH-03ポートとの間に
BN37A ケーブルを接続します。

• DWZZH-05 を使用する場合:

a. フェア・アービトレーション・スイッチが Fairの位置にあ
り，フェア・アービトレーションが有効になっていることを確
認します ( 3.6.1.2.2 項を参照)。

b. W1ジャンパが取り外され，Wideアドレッシング・モードが選
択されていることを確認します ( 3.6.1.2.3 項を参照)。

c. DWZZH-05コントローラ・ポートと，HSZ80コントローラ A
のポート 1 (2)またはコントローラ Bのポート 1 (2)に取り付け
られた空いているトライリンク・コネクタとの間に BN37A
ケーブルを接続します。

6. 各メンバ・システムの KZPBAホスト・バス・アダプタがインストー
ルされている場合，それらの KZPBA を BN38C (または BN38D)
HD68-to-VHDCI ケーブルを使って DWZZH ポートに接続します。
KZPBAの SCSI IDが，ケーブル接続先の DWZZH-05ポートに割り当
てられた SCSI ID (12，13，14，および 15) と合致することを確認
してください。

図 3–5に，デュアル冗長 HSZ80 RAIDアレイ・コントローラの放射状接続を
使用し，透過フェイルオーバ用に構成された 2メンバ TruCluster Server構
成を示します。
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図 3–5: HSZ80を使用し，透過フェイルオーバ用に構成された共用 SCSIバス
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表 3–4に，図 3–5のクラスタ作成に使用する構成要素を示します。

表 3–4: 図 3–5に示されているハードウェア構成要素

図中の丸で囲んだ番号 説明

1 BN38C ケーブルa

2 BN37A ケーブルb

3 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

4 H8863-AA VHDCI ターミネータ
a1つの SCSIバス・セグメント上の BN38Cまたは BN38Dケーブルの最大長は 25 m (82フィート)以下に
する必要があります。
bBN37Aケーブルを組み合わせたときの最大長は 25 m (82フィート)以下にする必要があります。
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3.7.1.4 多重バス・フェイルオーバを使用する共用 SCSI バス用のデュアル冗長
HSZ80 の準備

多重バス・フェイルオーバは，各ホストがアレイ・コントローラ・サブシス
テムへの 2つのパス (2 つの共用 SCSIバス)を持つ，デュアル冗長コント
ローラ構成になります。これらのホストには，LUN を 1つのコントローラ
(共用 SCSIバス)から他のコントローラに移動する機能があります。あるホ
スト・アダプタまたは SCSIバスに障害が発生した場合，ホストはすべての
ストレージをもう一方のパスに移動できます。両方のコントローラともすべ
ての装置を制御でき，どちらのコントローラも，もう一方のコントローラの
障害時に，すべての装置を引き続き制御することができます。したがって，
多重バス・フェイルオーバは，ホスト・バス・アダプタ，SCSIバス，および
RAIDアレイ・コントローラの障害を補償でき，必要なハードウェアがクラ
スタの残りの部分にあれば，NSPOF 構成を実現できます。

______________________ 注意 _____________________

各ホスト (クラスタ・メンバ・システム)には，少なくとも 2つの
KZPBAホスト・バス・アダプタが必要です。

多重バス・フェイルオーバを使用すると，2台の HSZ80コントローラが同時
にアクティブになれます。ホストが，ホスト・バス・アダプタまたは SCSI
バスの問題を検出すると，そのホストがもう一方のコントローラへのフェイ
ルオーバを開始します。コントローラが問題を検出すると，それに割り当て
られたすべての装置がもう一方のコントローラにフェイルオーバされます。

加えて，HSZ80 の各コントローラ上には 2つのポートがあります。多重バ
ス・フェイルオーバ・モードを有効にすると，装置へのアクセスが特定の
ポートに (装置ごとに) 制限されていない限り，任意の 1ポートに割り当て
たターゲットがすべてのポートから見えます。

DS-DWZZH-03または DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブを使用して (ハブは 2
つ必要)，TruCluster Server構成の多重バス・フェイルオーバ用に HSZ80を
ケーブル接続するには，次の手順に従います (図 3–6を参照)。

1. 2 つの H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタのそれぞれに
H8863-AA VHDCIターミネータをインストールします。
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2. ターミネータの付いた 2つの H8861-AA VHDCIトライリンク・コネク
タを，HSZ80コントローラ Aのポート 1 (2)，およびコントローラ Bの
ポート 1 (2) にインストールします。

____________________ 注意 ___________________

各 HSZ80 コントローラの同じポートを使用する必要が
あります。

3. DS-DWZZH-03または DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブを DS-BA356，
BA356 (ただし，必要な 180W 電源装置を備えている場合)，または
BA370ストレージ・シェルフにインストールします ( 3.6.1.1 項または
3.6.1.2 項を参照)。

4. 以下のいずれかを行います。

• DS-DWZZH-03 を使用する場合: コントローラ A のポート 1
(2) に取り付けられているトライリンク・コネクタと，任意の
DS-DWZZH-03ポートとの間を BN37A VHDCI-to-VHDCIケーブル
で接続します。コントローラ Bのポート 1 (2)に取り付けられてい
るトライリンクと，2つ目の DS-DWZZH-03上の任意のポートとの
間を 2本目の BN37Aケーブルで接続します。

• DS-DWZZH-05 を使用する場合:

a. フェア・アービトレーション・スイッチが Fairの位置にあ
り，フェア・アービトレーションが有効になっていることを確
認します ( 3.6.1.2.2 項を参照)。

b. W1ジャンパが取り外され，Wideアドレッシング・モードが選
択されていることを確認します ( 3.6.1.2.3 項を参照)。

c. DWZZH-05コントローラ・ポートと，HSZ80コントローラ A
のポート 1 (2)に取り付けられ空いているトライリンク・コネ
クタとの間を BN37Aケーブルで接続します。

d. 2つ目の DWZZH-05コントローラ・ポートと，HSZ80コント
ローラ Bのポート 1 (2)に取り付けられた空いているトライリン
ク・コネクタとの間を 2本目の BN37Aケーブルで接続します。

5. KZPBA がインストールされている場合，BN38C (または BN38D)
HD68-to-VHDCIケーブルを使って，各システムの最初の KZPBAを最

共用 SCSI バスの要件および UltraSCSI ハードウェアを使用する構成 3–27



初の DWZZHハブ上のポートに接続します。KZPBAの SCSI IDが，
ケーブル接続先の DWZZH-05ポートに割り当てられた SCSI ID (12，
13，14，および 15)と合致することを確認してください。

6. BN38C (または BN38D) HD68-to-VHDCI ケーブルを使用して，各シ
ステムの 2つ目の KZPBAを 2台目の DWZZHハブ上のポートに接続
します。KZPBAの SCSI IDが，ケーブル接続先の DWZZH-05ポート
に割り当てられた SCSI ID (12，13，14，および 15) と合致するこ
とを確認してください。

図 3–6に，デュアル冗長 HSZ80の放射状接続を使用し，多重バス・フェイ
ルオーバ用に構成された 2メンバ TruCluster Server構成を示します。
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図 3–6: HSZ80を使用した多重バス・フェイルオーバ・モードの TruCluster

Server 構成
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表 3–5に，図 3–6のクラスタの作成に使用する構成要素を示します。

表 3–5: 図 3–7と図 3–8に示されるハードウェア構成要素

丸で囲んだ数字 説明

1 BN38C または BN38D ケーブルa

2 BN37A ケーブルb

3 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

4 H8863-AA VHDCI ターミネータ
aSCSIバス・セグメント上の BN38Cまたは BN38Dケーブルの最大長は 25 m (82フィート)以下にする必
要があります。
bBN37A ケーブルの最大長は 25 m (82フィート) 以下にする必要があります。
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3.7.1.5 共用 SCSIバスで RA3000を UltraSCSIハブで使用するための準備

RAID アレイ 3000 (RA3000) は，低価格のスタンドアロン型 UltraSCSI
RAIDサブシステムです。このサブシステムは RAIDレベル 0，1，0+1，4，
5および JBOD (just a bunch of disks)ディスクをサポートしています。

RA3000ストレージ・サブシステムには，単一障害によるシステムダウンを
完全に回避するための冗長構成要素が組み込まれています。無停電電源装置
(UPS)が標準で付いており，停電時にキャッシュ・データを保護します。

RA3000はデュアル・ポートの HSZ22コントローラを使用します。オプショ
ンとして，ミラー化ライトバック・キャッシュを備えたデュアル冗長コント
ローラを使用すれば，データの一貫性を最大にすることができます。

V2.2以上の SWCC (StorageWorks Command Console)のクライアント GUI
は，シリアル回線で RA3000 に直接接続したMicrosoft Windows NT V4.0
Service Pack 4以降または Windows 2000の動作する PCで使用することが
できます。

Tru64 UNIXメンバ・システムに V2.2以上の SWCCエージェントがインス
トールされていれば，仮想ディスクをインストールした後，TCP/IP 経由で
RAIDアレイ 3000と通信することもできます。

RA3000 には，次のモデルがあります。

• DS-SWXRA-GH —ラックマウント型のサブシステム (標準の RETMAま
たはメートル式キャビネット)で，HSZ22コントローラが 1台組み込ま
れたコントローラ・シェルフ 1個，UPS 1台，ホスト I/Oモジュール 2
個，デバイス I/Oモジュール 1個，および 6スロット・デバイス拡張
シェルフ 1個で構成されています。拡張シェルフ (DS-SWXRA-GN)を
最大 3個追加することにより，ストレージ・デバイスを最大 24 個収
容することができます。

• DS-SWXRA-GA — デスクサイド・ペデスタル型のサブシステムで，
HSZ22コントローラが 1台組み込まれています。基本ペデスタルにはス
トレージ・デバイスを 7台まで収容できます。バッテリ・バックアッ
プ・サブシステムには独立型の UPSが使われています。拡張ペデスタ
ル・オプション (DS-SWXRA-GD)を使うと，サブシステムに収容できる
ストレージ・デバイスの数を最大 14台に拡張できます。
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いずれのモデルの RA3000 にも，HSZ22 コントローラ・オプション
(DS-HSZ22-AA) を 1 台追加できます。

TruCluster Server構成の中で DS-DWZZH-03や DS-DWZZH-05 UltraSCSI
ハブを使って RA3000 をケーブル接続する場合は，表 3–6 に示されてい
る手順に従ってください。

______________________ 注意 _____________________

どの構成例でも，アクティブ/アクティブ・フェイルオーバまた
はアクティブ/パッシブ・フェイルオーバを実現するために，2
台目の HSZ22コントローラがインストールされていることを
仮定しています。

ストレージ・デバイスの構成方法についての詳細は，RA3000 の
マニュアルを参照してください。

表 3–6: DWZZH UltraSCSI を使用して RA3000 を放射状に構成するため
のケーブル接続

接続方法 参考図

各 KZPBA UltraSCSIホスト・アダプタと DWZZHポートを
BN38Cまたは BN38D HD68-to-VHDCIケーブルで接続しま
す。DWZZH には VHDCIコネクタを接続できる。BN38C
ケーブルの代わりに，BN37Aケーブルと BN38E-0Bアダプ
タ・ケーブルを組み合わせて使用することもできます。 a b

図 3–7～図 3–10

BN37A ケーブルのインストールc —

アクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モードの RA3000
コントローラ・シェルフ: 任意の DWZZH-03 ポートまた
は DWZZH-05 コントローラ・ポートと，RA3000コント
ローラ・シェルフにある Host 0 I/O モジュールの Host In
ポートとの間を，BN37Aケーブルで接続します。

図 3–7

アクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モードの RA3000
ペデスタル: 任意の DWZZH-03 ポートまたは DWZZH-05
コントローラ・ポートと，RA3000ペデスタルの Host 0
ポートとの間を，BN37Aケーブルで接続します。

図 3–8
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表 3–6: DWZZH UltraSCSIを使用して RA3000を放射状に構成するための
ケーブル接続 (続き)

接続方法 参考図

アクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モードまた
はアクティブ/アクティブ・フェイルオーバ・モードの
RA3000 ペデスタル: DWZZH-05 コントローラ・ポー
トと，RA3000 ペデスタルの Host 0 ポートとの間を，
BN37A ケーブルで接続します。また，DWZZH-05 ホス
ト・ポートと RA3000 ペデスタルの Host 1 ポートとの
間を，別の BN37A ケーブルで接続します。

図 3–9

アクティブ/アクティブ・フェイルオーバ・モードま
たはアクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モードの
RA3000 コントローラ・シェルフ: 任意の DWZZH-03ポー
トまたは DWZZH-05 コントローラ・ポートと，RA3000
コントローラ・シェルフにある Host 0 I/O モジュール
の Host In ポートとの間を，BN37A ケーブルで接続し
ます。また，Host 0 I/O モジュールの Host Out ポート
と Host 1 I/O モジュールの Host In ポートとの間を，
BN37A-0E 50 cm ケーブルで接続します。

図 3–10

_____________________ 注意 _____________________
アクティブ/アクティブ・フェイルオーバを有効にするために
DWZZH-05ホスト・ポートを RA3000ペデスタルのホスト・ポート
に接続する場合は，DWZZH-05 のフェア・アービトレーション・ス
イッチを DISABLEにして，フェア・アービトレーションを無効にする
必要があります。

aBN38Cまたは BN38Dケーブルを使う場合は，その長さに内部デバイス長を加えた SCSIバス・セグメン
ト全体の長さを 25 m (82 フィート)以内に抑える必要があります。
bBN38E-0Bと BN37Aケーブルを組み合わせて使う場合は，その長さに内部デバイス長を加えた SCSIバス・
セグメント全体の長さを 25 m (82フィート) 以内に抑える必要があります。
cBN37Aケーブルの長さに内部デバイス長を加えた SCSIバス・セグメント全体の長さを 25 m (82フィート)
以内に抑える必要があります。

図 3–7～図 3–10に示す構成では，RA3000 に 2 台の HSZ22 コントロー
ラがあることを仮定しています。
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図 3–7は，DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブに 4メンバを放射状に接続した
TruCluster Server構成とアクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モードの
RA3000コントローラ・シェルフとを組み合わせた例を示しています。丸で
囲んだ番号の意味は，表 3–7で説明しています。

図 3–7: TruCluster Serverとアクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モード
の RA3000コントローラ・シェルフを組み合わせた構成
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図 3–8は，DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブに 4メンバを放射状に接続した
TruCluster Server構成とアクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モードの
RA3000ペデスタルとを組み合わせた例を示しています。丸で囲んだ番号の
意味は，表 3–7 で説明しています。

図 3–8: TruCluster Server，アクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モードの
RA3000ペデスタル，および DWZZH-05 UltraSCSIハブを組み合わせた構成
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図 3–9は，DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブに 2メンバを放射状に接続した
TruCluster Server構成とアクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モードの
RA3000ペデスタルとを組み合わせた例を示しています。この構成では，
RA3000コントローラとの間の帯域幅を拡げるために，ペデスタルの独立
した 2個のホスト・ポートに接続を張っています。丸で囲んだ番号の意
味は，表 3–7 で説明しています。

______________________ 注意 _____________________

アクティブ/アクティブ・フェイルオーバを有効にするために
DWZZH-05ホスト・ポートを RA3000ペデスタルのホスト・ポー
トに接続する場合は，DWZZH-05 のフェア・アービトレーショ
ン・スイッチを DISABLEにして，フェア・アービトレーションを
無効にする必要があります。
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図 3–9: TruCluster Serverとアクティブ/アクティブ・フェイルオーバ・モー
ドまたはアクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モードの RA3000ペデス
タルとを組み合わせた構成

T

T
T

TT

1

DS-DWZZH-05
KZPBA-CB

KZPBA-CB

1

T
T T

RAID Array
3000 Pedestal

Host
   0

Host
   1

2 2

AlphaServer
    Member
   System 1

AlphaServer
    Member
   System 2

ZK-1480U-AI

Cluster 
Interconnect

3–36 共用 SCSI バスの要件および UltraSCSI ハードウェアを使用する構成



図 3–10は，DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブに 4メンバを放射状に接続した
TruCluster Server構成とアクティブ/アクティブ・フェイルオーバ・モー
ドまたはアクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モードの RA3000コント
ローラ・シェルフとを組み合わせた例を示しています。丸で囲んだ番号の意
味は，表 3–7 で説明しています。

図 3–10: TruCluster Serverとアクティブ/アクティブ・フェイルオーバ・
モードまたはアクティブ/パッシブ・フェイルオーバ・モードの RA3000コン
トローラ・シェルフとを組み合わせた構成
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表 3–7: 図 3–9～図 3–12の構成で使用されるハードウェア構成要素

丸で囲んだ数字 説明

1 BN38C HD68-to-VHDCI ケーブルaBN38E-0B アダ
プタ・ケーブルと BN37A ケーブルを組み合わせて
BN38Cケーブルの代わりに使用することもできます。 b

2 BN37A VHDCI ケーブルc

3 BN37A-0E 50 cm VHDCI ケーブルd

aBN38Cケーブルの長さに内部デバイス長を加えた SCSIバス・セグメント全体の長さを 25 m (82フィート)
以内に抑える必要があります。
bBN38E-0Bケーブルと BN37Aケーブルの長さに内部デバイス長を加えた SCSIバス・セグメント全体の長さ
を 25 m (82 フィート)以内に抑える必要があります。
cBN37Aケーブルの長さに内部デバイス長を加えた SCSIバス・セグメント全体の長さを 25 m (82フィート)
以内に抑える必要があります。
dこのケーブルは図 3–10 に示す構成だけで使用します。
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4
UltraSCSI ハードウェアを使用する

TruCluster Serverシステムの構成

この章では，UltraSCSIハードウェアとその標準の方法である放射状構成を
使用する TruCluster Serverクラスタのシステムを準備する方法について説
明します。各デバイスを TruCluster Server製品として共用 SCSIバスに接続
する方法についても説明します。この章で説明するのは，デバイスの詳細な
インストール方法ではなく，TruCluster Server製品としてのハードウェアの
セットアップ方法だけです。したがって，個々の具体的なハードウェアの
インストール方法については，それぞれのハードウェアに添付されている
マニュアルを参照してください。

この章で説明している項目は次のとおりです。

• TruCluster Serverハードウェア構成のプランニング ( 4.1 節)

• ファームウェアのリリース・ノートの取得 ( 4.2 節)

• TruCluster Server構成におけるハードウェアのインストール ( 4.3 節)

クラスタ内のすべてのシステムは，クラスタ・インターコネクト (Memory
Channelまたはプライベート LAN )経由で接続する必要があります。すべて
のメンバを共用 SCSIバスに接続する必要はありません。

次の目的のために，ディスク，仮想ディスク，またはストレージセット・
パーティションを割り当てる必要があります。

• Tru64 UNIXオペレーティング・システムを格納するための 1台以上の
ディスク。ディスクは，最初のクラスタ・メンバになるシステム上のプ
ライベート・ディスクか，そのシステムがアクセスできる共用バスに接
続されているディスクのいずれか。

• クラスタ単位のルート (/)，/usr，および /var AdvFSファイル・シス
テムを格納するための共用 SCSIバスに接続されたディスク (1つ以上)。

• メンバ・ブート・パーティションを格納するために各メンバに 1台の
ディスク (通常は共用 SCSIバスに接続する)。
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• オプションとして，クォーラム・ディスクとして動作する共用 SCSIバ
ス上の 1台のディスク ( 1.3.1.4項を参照)。クォーラム・ディスクについ
ての詳細は，『クラスタ管理ガイド』を参照。

本書で説明する構成はすべて，共用 SCSIバスの使用を前提にしています。

______________________ 注意 _____________________

Fibre Channelストレージを使用する場合は，第 7 章を参照し
てください。

共用 SCSI バスにデバイスを接続する前に，以下の作業を行う必要があ
ります。

• 各共用 SCSIバスにどのデバイスを接続するか，どのデバイス群をまと
めて接続するか，およびどのデバイスを各バスの両端に配置するかを決
定し，ハードウェア構成をプランニングします。

共用 SCSIバスにテープ・デバイスをインストールする場合は，プラ
ンニングが特に重要です。TL890，TL891，および TL892を除いて，
テープ・デバイスは共用 SCSIバスの端にしかインストールできないか
らです。これらのテープ・デバイスだけで外部終端の使用がサポート
されています。

• デバイス群をできるだけ近くにまとめて配置し，共用 SCSIバス長の
制限を超えないようにします。

• SCSIコントローラ，UltraSCSIハブ，トライリンク・コネクタ，およ
び SCSIシグナル変換器のインストールを含め，システムとストレー
ジ・シェルフをバスに適切に接続できるように準備します。

必要なクラスタ・ハードウェアをすべてインストールし，共用 SCSIバスを
接続した後，各システムからすべての共用ディスクを認識およびアクセスで
きることを確認してください ( 4.3.2 項を参照)。その後，『クラスタ・イン
ストレーション・ガイド』に従って TruCluster Server ソフトウェアをイ
ンストールすることができます。

4.1 TruCluster Serverハードウェア構成のプランニング

TruCluster Serverハードウェア構成をセットアップする前に，性能および
可用性のニーズを満たす構成をプランニングする必要があります。目的の
構成の以下の要素について決定してください。
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• メンバ・システムの数と種類および共用バスの数

TruCluster Serverには，2～8台のメンバ・システムを使用できます。
共用 SCSIバスに接続されるメンバ・システムの数が多いほど，アプリ
ケーション性能と可用性は向上します。ただし，すべてのシステムが，
I/O要求に応えるためにバスの制御権を取得しようとして競合するの
で，システムの数が多いほど I/O性能は低下します。

各メンバ・システムには，各共用バスに接続するための，サポートされ
る PCIアダプタが必要です。Memory Channelまたは LANクラスタ・
インターコネクト，および SCSIまたは Fibre Channelアダプタ用の十
分な数の PCIスロットも必要です。使用できる PCIスロットの数は
AlphaServerシステムの種類によって異なります。

• クラスタ・インターコネクト

1つのクラスタに必要なクラスタ・インターコネクトは 1つだけです。
TruCluster Serverバージョン 5.1Bでは，Memory Channelまたはプラ
イベート LANをクラスタ・インターコネクトとして使用できます (クラ
スタ・インターコネクトとして Memory Channelを使用する場合の詳
細は，第 5 章を参照してください。プライベート LANをクラスタ・
インターコネクトとして使用する場合の詳細は，第 6 章を参照してく
ださい)。ただし，インターコネクト障害に備えて，またハードウェア
保守を簡単に行えるように，冗長クラスタ・インターコネクトを使用
することもできます。メンバ・システムが 3台以上ある場合は，イン
ターコネクトごとに 1つの Memory Channel ハブやイーサネットのハ
ブ，またはスイッチが必要です。

• 共用 SCSIバス，および各共用バス上のストレージの数

複数の共用バスを使用すると，ストレージの可用性が向上します。 1
つのクラスタ・メンバに対し，最大 63 個の共用バスを接続できます
(AlphaServerの種類によります)。KZPSA-BB，KZPBA，または Fibre
Channel ホスト・バス・アダプタを任意に組み合わせて使用するこ
とができます。

さらに，RAIDアレイ・コントローラ群を使用すれば，記憶容量が増大
するだけでなく，ディスク，コントローラ，ホスト・バス・アダプタ，
SCSIバス，Fibre Channelの障害に対する保護になります。共用バス間
でデータのミラー化を行うことにより，データの信頼性と可用性が高ま
ります。LSM (Logical Storage Manager) のホスト・ベースのミラー
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リングは，メンバ固有のブート・ディスクとクォーラム・ディスクを
除く，すべてのストレージで利用できます。

• 単一機器の障害によるシステムダウンを回避できる NSPOF TruCluster
Server クラスタ

HSZ80および HSG80 RAIDアレイ・コントローラ，または Enterprise
Virtual Array仮想 RAIDストレージ・システムを使用した多重バス・
フェイルオーバとミラー化により，NSPOF TruCluster Serverクラスタ
を構築できます (ただし，残りのハードウェアが適切にインストール
済みの場合)。

• 共用 SCSI バス上のテープ・ローダ

一部のテープ・ローダでは，内部 SCSIケーブル長 (最大 3 m (9.8フィー
ト))が原因で，トライリンク/ターミネータの組み合わせによる外部終
端を設定できません。このため，通常は，TL890，TL891，および
TL892以外のテープ・ローダは共用 SCSIバスの端に配置する必要があ
ります。共用 SCSIバス上のテープ・デバイスの構成については，第
9 章を参照してください。

____________________ 注意 ___________________

テープ装置が接続されている共用 SCSI バスにストレージ
を配置するのは，お勧めできません。

• TruCluster Serverクラスタでは，どのストレージ・デバイスに対して
も，それが共用バス上にあるか当該システムのローカル・バス上にある
かにかかわらず，Prestoserve を使用して I/O操作をキャッシュするこ
とはできません。個々のメンバの Prestoserveバッファ・キャッシュ
内のデータは，他のメンバ・システムからアクセスできないため，
Prestoserveが使用されていると，TruCluster Serverで正しいフェイル
オーバを実行できなくなります。

表 4–1に，TruCluster Serverハードウェア構成の性能，可用性，および記
憶容量を最大化する方法を示します。たとえば，I/O 性能を低下させること
なく，アプリケーション性能を向上させたい場合は，メンバ・システムの数
を増やすか，追加の共用ストレージをセットアップすることができます。
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表 4–1: 構成のプランニング

向上対象 対応策

アプリケーション性能 メンバ・システムの数を増やす。

I/O 性能 共用バスの数を増やす。

メンバ・システムの可用性 メンバ・システムの数を増やす。

クラスタ・インターコネ
クトの可用性

冗長クラスタ・インターコネク
トを使用する。

ディスクの可用性 共用バス間でディスクをミラー化する。

RAIDアレイ・コントローラを使用する。

共用ストレージ容量 共用バスの数を増やす。

RAIDアレイ・コントローラを使用する。

ディスク・サイズを大きくする。

4.2 ファームウェアのリリース・ノートの取得

TruCluster Serverのインストール中に，システムまたは SCSIコントローラ
のファームウェアのアップデートが要求され，ファームウェアのリリース・
ノートが必要になる場合があります。

ファームウェアのリリース・ノートは，次のところから取得できます。

• 次の URL の Web から入手することができます。
http://www.compaq.com/support/

[Software & Drivers] を選択し，次に [Servers] 見出しの下にあ
る [AlphaServer] を選択します。そこで，該当するシステムを
[AlphaServer]プルダウン・リストから選択します。

• 現在の「Alpha Systems Firmware Update」CD-ROM から取得でき
ます。

____________________ 注意 ___________________

ファームウェアのリリース・ノートを「Firmware Update
Utility」CD-ROMから取得するには，システムのカーネル
が，ISO 9660コンパクト・ディスク・ファイル・システム
(CDFS)に対応するように構成されている必要があります。
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ファームウェアのアップデートに必要なリリース・ノートを取得す
るには，次の手順に従います。

1. コンソール・プロンプトで，または Tru64 UNIXオペレーティン
グ・システムが実行中の場合はシステム・スタートアップ・ログを
使用して，CD-ROM のドライブ番号を調べます。

2. Tru64 UNIX オペレーティング・システムが実行中でない場合
は，ブートします。

3. ルートとしてログインします。

4. インストールされている (またはこれからインストールする)
Tru64 UNIXのバージョンに対応する「Alpha Systems Firmware
Update」CD-ROMをドライブに挿入します。

5. 次のように CD-ROM をマウントします (CD-ROM ドライブが
/dev/disk/cdrom0c の場合)。

# mount -rt cdfs -o noversion /dev/disk/cdrom0c /mnt

6. 該当するリリース・ノートをシステム・ディスクにコピーしま
す。この例では，AlphaServer ES45のファームウェアのリリー
ス・ノートを Version 6.2の「Alpha Systems Firmware Update」
CD-ROM から取得します。

# cp /mnt/doc/es45_v62_fw_relnote.pdf es45-rel-notes.pdf

7. 次のように CD-ROMドライブをアンマウントします。

# umount /mnt

8. 必要に応じてリリース・ノートを表示および印刷します。

4.3 TruCluster Serverハードウェアのインストール

メンバ・システムは，PCI (Peripheral Component Interconnect) SCSIアダ
プタを使用して共用 SCSIバスに接続することができます。メンバ・システ
ムの PCIスロットに PCI SCSIアダプタをインストールする前に，モジュー
ルのハードウェア・リビジョンが正しいことを確認してください。

DS-DWZZHシリーズの UltraSCSI ハブの能力と TruCluster Serverクラ
スタでの使用により，PCI ホスト・バス・アダプタは次の 2通りの方法で
クラスタにケーブル接続することができます。
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• DWZZH UltraSCSIハブの放射状接続と内部終端を使用する推奨方法:
PCIホスト・バス・アダプタの内部終端抵抗 SIPは取り外しません。
ホスト・バス・アダプタとストレージ・サブシステムは，DWZZH
UltraSCSIハブ・ポートに直接接続します。DS-DWZZH-05 UltraSCSI
ハブ・ポートに接続できるメンバ・システムは 1つだけです。

ケーブル・フォールトの検出の信頼性が向上するので，TruCluster
Serverクラスタでは DWZZH UltraSCSI ハブを使用することをお勧
めします。

• 外部終端を使う従来の方法: 共用 SCSIバスの終端は PCIホスト・アダ
プタの外部に設定されます。これは，PCIホスト・アダプタをクラスタ
に接続する古い方法です。アダプタの終端抵抗 SIPを取り外し，Yケー
ブルと H879-AAターミネータをインストールして外部終端を設定しま
す。これにより，SCSIバス終端に影響を与えることなく，SCSIバス・
ケーブルをホスト・アダプタから取り外すことができます。

この方法 (詳細は第 11 章と第 10 章を参照)は，DWZZH UltraSCSIハ
ブがあってもなくても使用できます。ただし，UltraSCSI ハブがある
場合には，DS-DWZZH-03 ハブ・ポートに接続された SCSI バス・
セグメントに複数のメンバ・システムを配置することができます。
DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブ・ポートには，1つのメンバ・システム
のみを接続することができます。

以降の各項では，KZPBA PCI-to-UltraSCSIディファレンシャル・ホスト・
アダプタを設定し，推奨方法である内部終端による放射状接続を使用して
TruCluster Serverクラスタを構成する方法について説明します。

______________________ 注意 _____________________

KZPSA-BBは，任意の構成で KZPBAの代わりに使用できます。
KZPSA-BBは UltraSCSIハードウェアではなく，UltraSCSI 速
度で動作できないため，この章では KZPSA-BBの使用について
は言及していません。

外部終端を使った KZPSA-BBおよび KZPBAの使用については，第 10 章を
参照してください。

ここでの説明は，TruCluster Server構成の作成に必要なハードウェアのイン
ストールを開始する時点で，TruCluster Serverソフトウェアをインストール
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できる十分なストレージがあり，すべての RAIDストレージセットのセット
アップが完了していることを前提にしています。

TruCluster Serverハードウェアのインストール作業は，表 4–2に示す手順
に従って行ってください。クラスタ・インターコネクトのMemory Channel
アダプタまたはイーサネット・アダプタ，冗長ネットワーク・アダプタ (使用
できる場合)，および KZPBA SCSIアダプタをすべて同時にインストールす
ると，作業時間を短縮できます。

参照先のマニュアルの指示や参照先の表の手順に従い，参照先の表での手順
が完了したら，表 4–2に戻って作業を続行してください。

______________________ 警告 _____________________

静電気により，モジュールや電子部品が損傷することがあります。
モジュールを取り扱う際は，接地された静電気防止用リスト・スト
ラップを使用し，接地された床面で作業することをお勧めします。

表 4–2: TruCluster Serverハードウェアの構成

手順 作業 参照先

1 次のクラスタ・インターコネクト・ハー
ドウェアをインストールします。

—

Memory Channel モジュール，ケー
ブル，およびハブ (ハブが必要な場
合) をインストールします。

第 5 章a

プライベート LAN のイーサネット・
アダプタとハブ，またはスイッチを
インストールします。

第 6 章

2 イーサネットまたは FDDIのネットワー
ク・アダプタをインストールします。

該当するイーサネットまたは
FDDI アダプタのユーザ・ガ
イド，および該当するシステ
ムのユーザ・ガイド

ATM を使用する場合は，ATM アダ
プタをインストールします。

ATMアダプタの付属マニュアル

3 各メンバ・システムから放射状接
続される共用 SCSI バスごとに，
KZPBA UltraSCSI アダプタをイ
ンストールします。

4.3.1 項および 表 4–3
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表 4–2: TruCluster Serverハードウェアの構成 (続き)

手順 作業 参照先

4 最新の「Alpha Systems Firmware
Update」CD-ROM から，システム
の SRM コンソール・ファームウェ
アをアップデートします。

ファームウェア・アップデート
のリリース・ノート ( 4.2 節)

_____________________ 注意 _____________________
SRMコンソール・ファームウェアには，ISP1020/1040 ベースの PCI
オプション・ファームウェアが含まれており，このオプション・ファー
ムウェアに KZPBA が含まれています。SRMコンソール・ファーム
ウェアをアップデートすると，KZPBAファームウェアのアップデート
が可能になります。電源投入時のリセットにより，SRMコンソール
が，KZPBAアダプタ・ファームウェアをコンソールのシステム・フ
ラッシュ ROMから NVRAMにロードし，KZPBA PCI-to-UltraSCSI
アダプタを含むすべての Qlogic ISP1020/1040 ベースの PCI オプ
ションが設定されます。

ご使用のシステムに Fibre Channel アダプタがある場合，ファーム
ウェア・イメージは CD-ROMから Fibre Channelアダプタ・ファーム
ウェアの NVRAMに直接コピーされます。

aこの時点で，追加のKZPBA SCSIアダプタまたは予備のネットワーク・アダプタをインストールする場合は，
すべてのハードウェアのインストールが完了するまで，Memory Channelのテストを行わないでください。

4.3.1 放射状構成用の内部終端を使用する KZPBAのインストール

DWZZH UltraSCSIハブを使用する場合は，TruCluster Serverクラスタの
メンバ・システムと共用ストレージをこの方法でケーブル接続してくださ
い。少なくとも 1つのハブ・ポートを共用ストレージ用に予約しておく必
要があります。

DWZZHシリーズ UltraSCSIハブは，メンバ・システムと共用ストレージの
間の距離をさらに延ばせるように設計されています。この UltraSCSIハブを
使用すると，ケーブル・フォールトの検出の信頼性を高めることもできます。

この他にも，メンバ・システムの SCSIアダプタを外部終端なしで直接ハ
ブ・ポートに接続できるという利点があります。これにより，ケーブル接続
の数を減らして構成を単純化できます。

DWZZH UltraSCSIハブは以下の場所にインストールできます。
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• 必要な 180W電源装置を備えた StorageWorks UltraSCSI BA356シェ
ルフ。

• RA8000または ESA12000 RAIDアレイ・サブシステム内の BA370シェ
ルフにある右下のデバイス・スロット。これが，ケーブル長およびディ
スクへの干渉を最小限にできる位置です。

• DS-BA35X-HHオプションによって 180W 電源装置にアップグレー
ド済みの非 UltraSCSI BA356。

UltraSCSIハブは，ストレージ・シェルフから必要な電源と筐体を得ます。
SCSIバスは，DWZZHとストレージ・シェルフ間では繋がっていません。

DWZZHは，ハブ・ポートごとにディファレンシャル・シングルエンド・シ
グナル変換器を備えています。これは，オン・チップ DWZZA，または DOC
チップと呼ばれることもあります。このチップのシングルエンド側がまとめ
て接続されて，内部シングルエンド SCSIバス・セグメントを形成します。
各ディファレンシャル SCSIバス・ポートは，無効にすることも，取り外す
こともできないターミネータによって DWZZH内部で終端が設定されます。

DWZZH の終端電源 (termpwr) は，DWZZH ポートに接続されたホスト
SCSIバス・アダプタまたは RAIDアレイ・コントローラから供給されま
す。そのメンバ・システムまたは RAIDアレイ・コントローラの電源を切断
したり，ケーブルを KZPBA，RAIDアレイ・コントローラ，またはハブ・
ポートから引き抜くと，termpwr を消失した当該ハブ・ポートだけが無効
になり，残りのハブ・ポートおよび SCSIバス・セグメントは影響を受け
ません。外部終端を利用している構成で Yケーブルを取り外した場合も同
じような結果になります。

______________________ 注意 _____________________

UltraSCSI BA356 DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュール
は，termpwrを生成しません。したがって，UltraSCSI BA356
を DWZZH ハブに直接接続することはできません。TruCluster
Serverクラスタでの UltraSCSI BA356の使用については，第
11 章を参照してください。

SCSIバス・セグメントのもう一方の端では，KZPBA オンボード終端抵抗
SIP，または RAIDアレイ・コントローラにインストールされたトライリン
ク・コネクタ/ターミネータの組み合わせによって終端が設定されます。
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KZPBA UltraSCSIホスト・アダプタには，次のような特徴があります。

• PCIベースのホスト・システムを 16ビット Ultrawide ディファレン
シャル SCSIバス上のデバイスに接続する高性能 PCIオプションです。

• サポートされるメンバ・システムの PCIスロットにインストールし
ます。

• シングルチャネルの Ultrawideディファレンシャル・アダプタです。

• 以下の速度で動作します。

– 低速 Narrow SCSI で 5 MB/秒

– 高速 Narrow SCSI で 10 MB/秒

– Wideディファレンシャル SCSIで 20 MB/秒

– Wideディファレンシャル UltraSCSIで 40 MB/秒

______________________ 注意 _____________________

KZPBAは UltraSCSIデバイスですが，HD68コネクタを持って
います。

インストール作業のこの部分を完了する前に，使用するストレージ・シェル
フまたは RAIDアレイ・サブシステムをセットアップしてください。

KZPBAを，DWZZH UltraSCSIハブへの放射状接続を使用する TruCluster
Serverクラスタ用にセットアップするには，表 4–3に示す手順に従います。

表 4–3: DWZZH UltraSCSI ハブへの放射状接続で使用する KZPBA のイ
ンストール

手順 作業 参照先

1 KZPBAの 8個の内部終端抵抗 SIP，RM1～RM8
がインストールされていることを確認します。

4.3.3.3 項，図 4–1，
および『KZPBA-CB
PCI-to-Ultra SCSI
Differential Host
Adapter User’s Guide』
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表 4–3: DWZZH UltraSCSIハブへの放射状接続で使用する KZPBAのイン
ストール (続き)

手順 作業 参照先

2 システムの電源を切断します。共用 SCSIバスと
して使用される論理バスに対応する PCIスロット
に，KZPBA PCI-to-UltraSCSIディファレンシャ
ル・ホスト・アダプタをインストールします。ア
ダプタの数がシステムの制限内で，インストール
場所が適切であることを確認してください。

TruCluster Server の
『クラスタ管理ガイ
ド』の 2.3.3 項，
および『KZPBA-CB
PCI-to-Ultra SCSI
Differential Host
Adapter User’s Guide』

3 KZPBA UltraSCSI ホスト・アダプタと
DWZZH ポートとの間に BN38C ケーブル
をインストールします。

—

_____________________ 注意 _____________________
SCSIバス・セグメントの最大長は，アダプタおよびストレージ・デバ
イス群への内部バス長を含めて 25 m (82フィート)です。

BN38Cケーブルの一方の端は 68ピン高密度コネクタです。他方の端
は 68 ピン VHDCIコネクタです。DWZZH には 68 ピン VHDCIコ
ネクタ側を接続します。

クラスタのメンバ・システムの最大数は，DWZZH ポートの数より
1 少ない数になります。

4 システムの電源を投入し，show config およ
び show device コンソール・コマンドを使
用して，インストール済みのデバイス，およ
び AlphaServer システム上の KZPBA について
の情報を表示します。show config の出力か
ら「QLogic ISP10x0」を，show device の
出力から「pkx」または「isp」を探し，どの
デバイスが KZPBA かを調べます。

4.3.2 項，および
例 4–1～例 4–4

5 show pk* または show isp* コンソール・コ
マンドを使用して KZPBA の SCSI バス ID を
調べてから，set コンソール・コマンドを使っ
てその SCSI バス ID を設定します。

4.3.3 項，および
例 4–5～例 4–7
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表 4–3: DWZZH UltraSCSIハブへの放射状接続で使用する KZPBAのイン
ストール (続き)

手順 作業 参照先

_____________________ 注意 _____________________
使用する SCSI IDが，同じ共用 SCSIバス上の他のすべての SCSI ID
と異なっていることを確認してください。他の SCSI ID を覚えてい
ない，あるいは記録していない場合は，それらの SCSI ID を調べる
必要があります。

DS-DWZZH-05を使用する場合，KZPBA UltraSCSIアダプタに SCSI
ID 7を割り当てることはできません。SCSI ID 7は DS-DWZZH-05で
使用するために予約されているからです ( 3.6.1.2 項を参照)。

DS-DWZZH-05 を使用し，フェア・アービトレーションを有効にす
る場合，アダプタが接続されるハブ・ポートに割り当てられた SCSI
ID を使用する必要があります。

1つの SCSIバス上に同じ SCSI IDを持つ複数の SCSIアダプタがある
と，問題が発生します。

6 他のメンバ・システム上にあって，同じ共用
SCSIバスにインストールされる残りのすべての
KZPBAについて，手順 1～5を繰り返します。

—

7 DS-DWZZH-03または DS-DWZZH-05 UltraSCSI
ハブを次の場所に接続します:

3.6 節

透過フェイルオーバ・モードの HSZ80 3.7.1.3 項

多重バス・フェイルオーバ・モードの HSZ80 3.7.1.4 項

RAID アレイ 3000 3.7.1.5 項

4.3.2 showコンソール・コマンドによる KZPBAアダプタの表示

show configおよび show deviceコンソール・コマンドを使用してシス
テム構成を表示します。これらのコマンドの出力から，KZPBAデバイスと
その SCSI バス ID を識別できます。

例 4–1に，AlphaServer DS20システムの show configコンソール・コマ
ンドの出力例を示します。

UltraSCSIハードウェアを使用する TruCluster Server システムの構成 4–13



例 4–1: AlphaServer DS20 の構成表示

P00>>> show config
AlphaServer DS20 500 MHz

SRM Console: V6.1-2
PALcode: OpenVMS PALcode V1.93-75, Tru64 UNIX PALcode V1.88-70

Processors
CPU 0 Alpha EV6 pass 2.3 500 MHz SROM Revision: V1.82

Bcache size: 4 MB

CPU 1 Alpha EV6 pass 2.3 500 MHz SROM Revision: V1.82
Bcache size: 4 MB

Core Logic
Cchip DECchip 21272-CA Rev 2.1
Dchip DECchip 21272-DA Rev 2.0
Pchip 0 DECchip 21272-EA Rev 2.2
Pchip 1 DECchip 21272-EA Rev 2.2

TIG Rev 4.14
Arbiter Rev 2.10 (0x1)

MEMORY

Array # Size Base Addr
------- ---------- ---------

0 512 MB 000000000
1 512 MB 020000000

Total Bad Pages = 0
Total Good Memory = 1024 MBytes

PCI Hose 00
Bus 00 Slot 05/0: Cypress 82C693

Bridge to Bus 1, ISA
Bus 00 Slot 05/1: Cypress 82C693 IDE

dqa.0.0.105.0
Bus 00 Slot 05/2: Cypress 82C693 IDE

dqb.0.1.205.0
Bus 00 Slot 05/3: Cypress 82C693 USB

Bus 00 Slot 07: KGPSA-C
pga0.0.0.7.0 WWN 2000-0000-c928-2

Bus 00 Slot 08: DECchip 21152-AA
Bridge to Bus 2, PCI

Bus 00 Slot 09: QLogic ISP10x0
pkd0.15.0.9.0 SCSI Bus ID 15
dkd0.0.0.9.0 HSZ22
dkd1.0.0.9.0 HSZ22
dkd100.1.0.9.0 HSZ22
dkd101.1.0.9.0 HSZ22
dkd102.1.0.9.0 HSZ22
dkd103.1.0.9.0 HSZ22
dkd104.1.0.9.0 HSZ22
dkd105.1.0.9.0 HSZ22
dkd106.1.0.9.0 HSZ22
dkd107.1.0.9.0 HSZ22
dkd2.0.0.9.0 HSZ22
dkd3.0.0.9.0 HSZ22
dkd4.0.0.9.0 HSZ22
dkd5.0.0.9.0 HSZ22

4–14 UltraSCSI ハードウェアを使用する TruCluster Server システムの構成



例 4–1: AlphaServer DS20 の構成表示 (続き)

dkd6.0.0.9.0 HSZ22
dkd7.0.0.9.0 HSZ22

Bus 02 Slot 00: DE500-BA Network Controller
ewb0.0.0.2000.0 00-06-2B-00-83-C9

Bus 02 Slot 01: DE500-BA Network Controller
ewc0.0.0.2001.0 00-06-2B-00-83-CA

Bus 02 Slot 02: DE500-BA Network Controller
ewd0.0.0.2002.0 00-06-2B-00-83-CB

Bus 02 Slot 03: DE500-BA Network Controller
ewe0.0.0.2003.0 00-06-2B-00-83-CC

PCI Hose 01
Bus 00 Slot 07: DECchip 21152-AA

Bridge to Bus 2, PCI
Bus 00 Slot 08: QLogic ISP10x0

pkc0.6.0.8.1 SCSI Bus ID 6
dkc100.1.0.8.1 HSZ80CCL
dkc101.1.0.8.1 HSZ80
dkc102.1.0.8.1 HSZ80
dkc103.1.0.8.1 HSZ80
dkc104.1.0.8.1 HSZ80
dkc105.1.0.8.1 HSZ80
dkc106.1.0.8.1 HSZ80

Bus 00 Slot 09: DEC PCI MC
mca0.0.0.9.1 Rev: 22, mca0

Bus 02 Slot 00: NCR 53C875
pka0.6.0.2000.1 SCSI Bus ID 6
dka500.5.0.2000.1 RRD47

Bus 02 Slot 01: NCR 53C875
pkb0.6.0.2001.1 SCSI Bus ID 6
dkb0.0.0.2001.1 RZ1CD-CS
dkb100.1.0.2001.1 RZ1CD-CS
dkb200.2.0.2001.1 RZ1CD-CS

Bus 02 Slot 02: DE500-AA Network Controller
ewa0.0.0.2002.1 00-06-2B-00-A3-AA

ISA
Slot Device Name Type Enabled BaseAddr IRQ DMA
0

0 MOUSE Embedded Yes 60 12
1 KBD Embedded Yes 60 1
2 COM1 Embedded Yes 3f8 4
3 COM2 Embedded Yes 2f8 3
4 LPT1 Embedded Yes 3bc 7
5 FLOPPY Embedded Yes 3f0 6 2

例 4–2に，AlphaServer DS20システムの show deviceコンソール・コマ
ンドの出力例を示します。
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例 4–2: AlphaServer DS20 のデバイス表示

P00>>> show device
dka500.5.0.2000.1 DKA500 RRD47 1206
dkb0.0.0.2001.1 DKB0 RZ1CD-CS 0306
dkb100.1.0.2001.1 DKB100 RZ1CD-CS 0306
dkb200.2.0.2001.1 DKB200 RZ1CD-CS 0306
dkc100.1.0.8.1 DKC100 HSZ80CCL V83Z
dkc101.1.0.8.1 DKC101 HSZ80 V83Z
dkc102.1.0.8.1 DKC102 HSZ80 V83Z
dkc103.1.0.8.1 DKC103 HSZ80 V83Z
dkc104.1.0.8.1 DKC104 HSZ80 V83Z
dkc105.1.0.8.1 DKC105 HSZ80 V83Z
dkc106.1.0.8.1 DKC106 HSZ80 V83Z
dkd0.0.0.9.0 DKD0 HSZ22 D11O
dkd1.0.0.9.0 DKD1 HSZ22 D11O
dkd100.1.0.9.0 DKD100 HSZ22 D11O
dkd101.1.0.9.0 DKD101 HSZ22 D11O
dkd102.1.0.9.0 DKD102 HSZ22 D11O
dkd103.1.0.9.0 DKD103 HSZ22 D11O
dkd104.1.0.9.0 DKD104 HSZ22 D11O
dkd105.1.0.9.0 DKD105 HSZ22 D11O
dkd106.1.0.9.0 DKD106 HSZ22 D11O
dkd107.1.0.9.0 DKD107 HSZ22 D11O
dkd2.0.0.9.0 DKD2 HSZ22 D11O
dkd3.0.0.9.0 DKD3 HSZ22 D11O
dkd4.0.0.9.0 DKD4 HSZ22 D11O
dkd5.0.0.9.0 DKD5 HSZ22 D11O
dkd6.0.0.9.0 DKD6 HSZ22 D11O
dkd7.0.0.9.0 DKD7 HSZ22 D11O
dva0.0.0.0.0 DVA0
ewa0.0.0.2002.1 EWA0 00-06-2B-00-A3-AA
ewb0.0.0.2000.0 EWB0 00-06-2B-00-83-C9
ewc0.0.0.2001.0 EWC0 00-06-2B-00-83-CA
ewd0.0.0.2002.0 EWD0 00-06-2B-00-83-CB
ewe0.0.0.2003.0 EWE0 00-06-2B-00-83-CC
pga0.0.0.7.0 PGA0 WWN 2000-0000-c928-2c95
pka0.6.0.2000.1 PKA0 SCSI Bus ID 6
pkb0.6.0.2001.1 PKB0 SCSI Bus ID 6
pkc0.6.0.8.1 PKC0 SCSI Bus ID 6 5.57
pkd0.15.0.9.0 PKD0 SCSI Bus ID 15 5.57

例 4–3に，AlphaServer 8200システムの show configコンソール・コマ
ンドの出力例を示します。

例 4–3: AlphaServer 8200 の構成表示

>>> show config
Name Type Rev Mnemonic

TLSB
4++ KN7CC-AB 8014 0000 kn7cc-ab0
5+ MS7CC 5000 0000 ms7cc0
8+ KFTIA 2020 0000 kftia0

C0 Internal PCI connected to kftia0 pci0
0+ QLogic ISP1020 10201077 0001 isp0
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例 4–3: AlphaServer 8200 の構成表示 (続き)

1+ QLogic ISP1020 10201077 0001 isp1
2+ DECchip 21040-AA 21011 0023 tulip0
4+ QLogic ISP1020 10201077 0001 isp2
5+ QLogic ISP1020 10201077 0001 isp3
6+ DECchip 21040-AA 21011 0023 tulip1

C1 PCI connected to kftia0
0+ KZPAA 11000 0001 kzpaa0
1+ QLogic ISP1020 10201077 0005 isp4
2+ KZPSA 81011 0000 kzpsa0
3+ KZPSA 81011 0000 kzpsa1
4+ KZPSA 81011 0000 kzpsa2
7+ DEC PCI MC 181011 000B mc0

例 4–4に，AlphaServer 8200システムの show deviceコンソール・コマ
ンドの出力例を示します。

例 4–4: AlphaServer 8200 のデバイス表示

>>> show device
polling for units on isp0, slot0, bus0, hose0...
polling for units on isp1, slot1, bus0, hose0...
polling for units on isp2, slot4, bus0, hose0...
polling for units on isp3, slot5, bus0, hose0...
polling for units kzpaa0, slot0, bus0, hose1...
pke0.7.0.0.1 kzpaa4 SCSI Bus ID 7
dke0.0.0.0.1 DKE0 RZ28 442D
dke200.2.0.0.1 DKE200 RZ28 442D
dke400.4.0.0.1 DKE400 RRD43 0064

polling for units isp4, slot1, bus0, hose1...
dkf0.0.0.1.1 DKF0 HSZ80 V83Z
dkf1.0.0.1.1 DKF1 HSZ80 V83Z
dkf2.0.0.1.1 DKF2 HSZ80 V83Z
dkf3.0.0.1.1 DKF3 HSZ80 V83Z
dkf4.0.0.1.1 DKF4 HSZ80 V83Z
dkf5.0.0.1.1 DKF5 HSZ80 V83Z
dkf6.0.0.1.1 DKF6 HSZ80 V83Z
dkf100.1.0.1.1 DKF100 RZ28M 0568
dkf200.2.0.1.1 DKF200 RZ28M 0568
dkf300.3.0.1.1 DKF300 RZ28 442D

polling for units on kzpsa0, slot 2, bus 0, hose1...
kzpsa0.4.0.2.1 dkg TPwr 1 Fast 1 Bus ID 7 L01 A11
dkg0.0.0.2.1 DKG0 HSZ80 V83Z
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例 4–4: AlphaServer 8200のデバイス表示 (続き)

dkg1.0.0.2.1 DKG1 HSZ80 V83Z
dkg2.0.0.2.1 DKG2 HSZ80 V83Z
dkg100.1.0.2.1 DKG100 RZ26N 0568
dkg200.2.0.2.1 DKG200 RZ28 392A
dkg300.3.0.2.1 DKG300 RZ26N 0568

polling for units on kzpsa1, slot 3, bus 0, hose1...
kzpsa1.4.0.3.1 dkh TPwr 1 Fast 1 Bus ID 7 L01 A11
dkh100.1.0.3.1 DKH100 RZ28 442D
dkh200.2.0.3.1 DKH200 RZ26 392A
dkh300.3.0.3.1 DKH300 RZ26L 442D

polling for units on kzpsa2, slot 4, bus 0, hose1...
kzpsa2.4.0.4.1 dki TPwr 1 Fast 1 Bus ID 7 L01 A10
dki100.1.0.3.1 DKI100 RZ26 392A
dki200.2.0.3.1 DKI200 RZ28 442C
dki300.3.0.3.1 DKI300 RZ26 392A

4.3.3 コンソール環境変数の表示および KZPBAの SCSI IDの設定

ここでは，show コンソール・コマンドを使って pk* および isp* コン
ソール環境変数を表示し，各 AlphaServerシステムで KZPBAの SCSI ID
を設定する方法について説明します。以下の例は，実際のシステムのガイ
ダンスとして利用してください。

SCSIオプションとして使用されるコンソール環境変数は，システムによって
さまざまに異なります。また，環境変数のクラス (pk*，isp*など)には，内
部オプションと外部オプションの両方が表示される場合があります。

以下の例を，show configおよび show dev の例に示されたデバイス群
と比較して，共用 SCSIバス上の KZPSA-BBデバイスまたは KZPBAデバ
イスを識別してください。

4.3.3.1 KZPBAの pk*および isp*コンソール環境変数の表示

使用するコンソール環境変数を調べるには，show pk*および show isp*

コンソール・コマンドを実行します。

例 4–5に，AlphaServer DS20の pkコンソール環境変数を示します。
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例 4–5: AlphaServer DS20システムの pk*コンソール環境変数の表示

P00>>>show pk*
pka0_disconnect 1
pka0_fast 1
pka0_host_id 6

pkb0_disconnect 1
pkb0_fast 1
pkb0_host_id 6

pkc0_host_id 6
pkc0_soft_term on

pkd0_host_id 15
pkd0_soft_term on

例 4–5の show pk*コマンドの出力を例 4–1の show configコマンドの出
力と比較してください。例 4–5の最初の 2つのデバイス，pkaoと pkb0が
NCR 53C875 SCSIコントローラに接続されていることがわかります。続く 2
つのデバイス，pkc0と pkd0は，例 4–1では Qlogic ISP10x0デバイスとし
て表示されていますが，KZPBA デバイスです。これらはコンソールの表示
内容にかかわらず，実際には Qlogic ISP1040デバイスです。

pkc0 と pkd0 について調べてみましょう。

例 4–5 には，2 つの pk*0_soft_term 環境変数，pkc0_soft_term と
pkd0_soft_termが示され，両方とも「on」になっています。

pk*0_soft_term環境変数は，16 ビット Wide SCSIバスを実装し，動的
終端を使用する QLogic ISP1020 SCSIコントローラを使用しているシステ
ムに適用されます。

QLogic ISP1020モジュールには 2つのターミネータがあり，1 つは下位 8
ビット用，もう 1 つは上位 8ビット用です。pk*0_soft_termは次の 5
つの値をとります。

• off —下位 8ビットと上位 8ビットをともにオフにします。

• low —下位 8ビットをオンにし，上位 8ビットをオフにします。

• high —上位 8ビットをオンにし，下位 8ビットをオフにします。

• on —下位 8ビットと上位 8ビットをともにオンにします。
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• diff —バスをディファレンシャル・モードにします。

KZPBAは Qlogic ISP1040モジュールであり，その終端設定は内部終端抵
抗 SIP の RM1～RM8 があるかどうかによって決まります。この場合，
pk*0_soft_term環境変数は無意味であり，無視してかまいません。

例 4–6に，show ispコンソール・コマンドで表示した，AlphaServer 8x00
上の KZPBAに適用されるコンソール環境変数を示します。

例 4–6: AlphaServer 8x00 システムの KZPBA に適用されるコンソール
変数の表示

P00>>>show isp*
isp0_host_id 7
isp0_soft_term on

isp1_host_id 7
isp1_soft_term on

isp2_host_id 7
isp2_soft_term on

isp3_host_id 7
isp3_soft_term on

isp5_host_id 7
isp5_soft_term diff

例 4–3および例 4–4には，5つの ispデバイス，isp0，isp1，isp2，
isp3，および isp4 が示されています。例 4–6 では，show isp* コン
ソール・コマンドにより，isp0，isp1，isp2，isp3，および isp4が
表示されています。

コンソール環境変数を割り当てるコンソール・コードは，KZPAAを含む
すべての I/Oアダプタをカウントします。KZPAA は isp3より後のデバイ
スなので，論理上 isp4がナンバリングに組み込まれます。これに対し，
show ispコンソール・コマンドは，KZPAAが QLogic 1020/1040クラスの
モジュールではないので，isp4をスキップします。

例 4–3および例 4–4は，isp0，isp1，isp2，および isp3が内部 KFTIA
PCIバス上のデバイスで，共用 SCSIバス上にはないことを示しています。
ここでは isp4 (show ispコンソール・コマンドでは isp5)だけが KZPBA
で，共用 SCSI バス上にあります。その他の 3 つの共用 SCSI バスでは
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KZPSA-BBを使用しています。KZPSAコンソール環境変数を表示するに
は，show pk*コンソール・コマンドを使用します。

4.3.3.2 KZPBA の SCSI ID の設定

共用 SCSIバス上の KZPBAのコンソール環境変数がわかったら，setコン
ソール・コマンドを使用して SCSI IDを設定します。TruCluster Serverク
ラスタでは，通常，1つを除くすべての KZPBA UltraSCSIアダプタに SCSI
IDを設定する必要があります。DS-DWZZH-05 を使用する場合は，すべての
KZPBA UltraSCSIアダプタに SCSI IDを設定する必要があります。

______________________ 警告 _____________________

1つの SCSIバス上に同じ SCSI IDを持つ複数の SCSIアダプタが
あると，ストレージのアクセスに問題が発生します。

DS-DWZZH-05を使用する場合，KZPBA UltraSCSI アダプタ
に SCSI ID 7 を割り当てることはできません。SCSI ID 7 は
DS-DWZZH-05で使用するために予約されているからです。

DS-DWZZH-05のフェア・アービトレーションを有効にする場合
は，ホスト・アダプタの SCSI IDとハブ・ポートに割り当てられ
た SCSI IDが一致する必要があります。SCSI IDの不一致または
重複は，ハブがハングする原因になります ( 3.6.1.2 項を参照)。

SCSI ID 7は，フェア・アービトレーションの有効/無効にかかわらず，
DS-DWZZH-05 用に予約されています。

例 4–7に示すように，setコンソール・コマンドを使って SCSI IDを設定し
ます。この例では，例 4–5に示されている AlphaServer DS20上の KZPBA
pkc の SCSI ID を設定しています。

例 4–7: KZPBA SCSI バス ID の設定

P00>>> show pkc0_host_id
6
P00>>> set pkc0_host_id 7
P00>>> show pkc0_host_id
7
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4.3.3.3 KZPBA の終端抵抗

図 4–1 に示すように，終端抵抗 RM1～RM8を取り外すと，KZPBAの内
部終端は無効になります。

図 4–1: KZPBA の終端抵抗

ZK-1451U-AI

JA1

Internal Narrow Device
Connector P2

Internal Wide Device
Connector J2

SCSI Bus Termination
Resistors RM1-RM8

ZK-1451U-AI
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5
Memory Channelクラスタ・インターコネ

クトのセットアップ

この章では，Memory Channel構成の制約事項，およびMemory Channelハ
ブ，Memory Channel光変換器 (MC2のみ)のセットアップやリンク・ケー
ブルの接続など，Memory Channelクラスタ・インターコネクトのセット
アップ方法について説明します。

使用できる Memory Channel PCI (peripheral component interconnect)アダ
プタには，CCMAAと CCMAB (MC2)の 2つのバージョンがあります。

使用できる CCMAA PCIアダプタには，CCMAA-AA (MC1)と CCMAA-AB
(MC1.5)の 2種類があります。これら 2種類の PCIアダプタに使用される
ハードウェアは同じなので，本書では，いずれかの種類に言及している多
くの箇所で MC1だけを使って表記しています。

サポートされる Memory Channel のハードウェアの一覧については，
TruCluster Server の『QuickSpecs』を参照してください。ジャンパ，
Memory Channel アダプタ，およびハブのインストールに関する図解と詳
細な情報については，Memory Channelの『ユーザーズ・ガイド』を参照
してください。

Memory Channelの制約事項については， 2.2.2 項を参照してください。

TruCluster Serverでは 2つの Memory Channelアダプタを使用できます
が，アクティブなレールは 1つだけです。これらのアダプタ群をフェイル
オーバ・ペアといいます。アクティブ・レールに障害が発生すると，クラス
タ通信は以前非アクティブだったレールにフェイルオーバされます。

Memory Channel 上でデータを高性能で配信するために Memory Channel
APIで多重Memory Channelアダプタを使用する場合，rm_rail_style構
成変数を 0 (rm_rail_style = 0)に設定すると，マルチ・アクティブ・
レールがシングルレール方式になります。省略時の設定は 1 で，フェイ
ルオーバ・ペアが選択されます。
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Memory Channelフェイルオーバ・ペア・モデルの詳細は，『クラスタ高可
用性アプリケーション・ガイド』 を参照してください。

Memory Channelインターコネクトをセットアップするには，次の手順に従
います。必要に応じて該当する本文箇所と Memory Channelの『ユーザー
ズ・ガイド』を参照してください。

1. Memory Channelのジャンパを設定します ( 5.1 節)。

2. 各システムの PCIスロットに Memory Channelアダプタをインストー
ルします ( 5.2 節)。

3. MC2に光ファイバを使用する場合は，CCMFB光ファイバ・モジュール
をインストールします ( 5.3 節)。

4. クラスタにシステムが 3台以上ある場合は，Memory Channelハブを
インストールします ( 5.4 節)。

5. Memory Channelケーブルを接続します ( 5.5 節)。

6. クラスタ内のすべてのシステムについて手順 1～5を完了した後，シス
テムの電源を投入し，Memory Channel診断を実行します ( 5.6 節)。

____________________ 注意 ___________________

SCSIアダプタ，Fibre Channelアダプタまたはネットワー
ク・アダプタをインストールする場合は，システムの電源を投
入してMemory Channel診断を実行する前に，すべてのハー
ドウェア・インストールを完了することをお勧めします。

5.7.2 項では，冗長 MC1インターコネクトから MC2インターコネクトに
アップグレードする方法について説明します。

5.1 Memory Channelアダプタのジャンパ設定

Memory Channel アダプタ・モジュールのジャンパの意味は，Memory
Channel モジュールのバージョンによって異なります。

5.1.1 MC1および MC1.5のハブ・モード・ジャンパ

MC1および MC1.5モジュール (CCMAA-AAおよび CCMAA-AB)には，構
成で標準ハブ・モードまたは仮想ハブ・モードのいずれを使用するかを指
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定するアダプタ・ジャンパ (J4)があります。仮想ハブ・モードを使用する
と，存在可能なシステムは 2つだけ，つまり仮想ハブ 0 (VH0)と仮想ハブ 1
(VH1) になります。

Memory Channelアダプタの出荷時には，(ピン 1-2にジャンパが設定され
た) J4ジャンパの標準ハブ・モードになっています。実際に使用する構成に
合ったジャンパ設定になっていることを確認してください。以下のジャンパ
構成の説明では，モジュールのエンド・プレートを左手に持ち，J4 ジャン
パと向き合うようにモジュールを保持した場合を想定しています。ジャン
パは，ファクトリ/保守ケーブル・コネクタの隣にあります。表 5–1 に各
ジャンパ構成を示します。

表 5–1: MC1および MC1.5 の J4ジャンパ構成

ハブ・モード ジャンパ 図

標準 J4 ピン 1-2

1 2 3

仮想: VH0 J4 ピン 2-3

1 2 3

仮想: VH1 不要。 ジャンパを J4 のピン 1 ま
たは 3 に差しておく。

1 2 3

仮想ハブ・モードから標準ハブ・モードへ，または標準ハブ・モードから仮
想ハブ・モードへアップグレードする場合は，必ず，レール上のすべての
Memory Channelアダプタの J4ジャンパを変更してください。

5.1.2 MC2 のジャンパ

MC2モジュール (CCMAB)には複数のジャンパがあります。それらには右か
ら左へ番号が付けられ，モジュールのエンド・プレートを左手に持ち，ジャン
パと向き合うようにモジュールを保持した場合に右上隅に来るジャンパが J1
になります。左端のジャンパ群は J11と J10で，上が J11，下が J10です。
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ほとんどのジャンパ設定は単純ですが，window sizeジャンパの J3 に
は説明が必要です。

CCMAAアダプタ (MC1または MC1.5)をインストールした場合，Memory
Channel 用に 128 MBのアドレス空間が割り当てられます。CCMAB アダ
プタ (MC2) PCIアダプタをインストールした場合は，J3ジャンパの設定
によって，Memory Channel 用のメモリ空間として 128 MB または 512
MB を割り当てることができます。

2つのMemory Channelアダプタを冗長目的のフェイルオーバ・ペアとして
使用する場合，論理レールに割り当てられるアドレス空間は，2つの物理ア
ダプタのうちの小さい方のウィンドウ・サイズによって決まります。

MC1フェイルオーバ・ペアからMC2フェイルオーバ・ペアにローリング・
アップグレードする場合 ( 5.7.2項)は，MC2モジュールのジャンパを 128 MB
または 512 MBに設定できます。512 MBにジャンパ設定した場合，増大した
アドレス空間は，すべてのMC PCIアダプタのアップグレードが完了して，
512 MBが使用可能になるまで利用できません。1つのメンバ・システムで，
sysconfigコマンドを使用して Memory Channelカーネル・サブシステム
を再構成し，512 MBのアドレス空間の使用を開始します。次のコマンドを入
力すると，構成の変更が他のクラスタ・メンバ・システムに伝えられます。

# /sbin/sysconfig -r rm rm_use_512=1

フェイルオーバ・ペアの詳細については，『クラスタ管理ガイド』を参照
してください。

表 5–2に，MC2のジャンパ構成を示します。

表 5–2: MC2 のジャンパ構成

ジャンパ 説明 図

J1: ハブ・モード 標準: ピン 1-2

1 2 3

VH0: ピン 2-3

1 2 3
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表 5–2: MC2 のジャンパ構成 (続き)

ジャンパ 説明 図

VH1: 不要。 ジャンパ
はピン 1 またはピン
3 に差しておく。

1 2 3

J3: ウィンドウ・
サイズ

512MB: ピン 2-3

1 2 3

128MB: ピン 1-2

1 2 3

J4: ページ・サイズ 8KB ページ・サイズ
(UNIX): ピン 1-2

1 2 3

4KB ページ・サイズ
(不使用): ピン 2-3

1 2 3

J5: AlphaServer
8x00 モード

8x00 モード選択時:
ピン 1-2a

1 2 3

8x00 モード非選択
時: ピン 2-3

1 2 3
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表 5–2: MC2 のジャンパ構成 (続き)

ジャンパ 説明 図

J10 および J11:
光ファイバ・
モード有効

ファイバ・オフ :
ピン 1-2

3
2
1

ファイバ・オン :
ピン 2-3

3
2
1

a8x00 システムの最大維持帯域幅を増加させます。他のシステムでジャンパがこの位置にあると，帯域幅
は減少します。

MC2ラインカード (CCMLB)には，光ファイバ・モードを有効にするための
2つのジャンパ，J2および J3があります。これらのジャンパは，モジュー
ルのエンド・プレートを左手に持ち，ジャンパと向き合うようにモジュール
を保持した場合，モジュールの中央付近に来ます。ジャンパ J2の方が右で
す。表 5–3に，MC2ラインカードのジャンパ構成を示します。

表 5–3: MC2ラインカードのジャンパ構成

ジャンパ 説明 図

J2および J3: ファ
イバ・モード

ファイバ・オフ :
ピン 2-3

1 2 3

ファイバ・オン :
ピン 1-2

1 2 3

5.2 Memory Channelアダプタのインストール

Memory Channel アダプタを適切な PCI (Peripheral Component
Interconnect)スロットにインストールします (制約に関しては 2.2.2 項を参
照)。このモジュールはバックプレーンに固定します。適切な接地を維持でき
るようネジを固く締めてください。
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Memory Channelアダプタにはまっすぐな拡張プレートが付いています。こ
れはほとんどのシステムに適合しますが，AlphaServer 2100Aなどでは，
拡張部分を曲がった拡張プレートと交換しなければならない場合もありま
す。さらに，AlphaServer 8200/8400，GS60，GS60E，および GS140で
は，拡張部分を完全に取り外すことが必要です。

冗長 Memory Channel 構成をセットアップする場合，最初の Memory
Channelアダプタのインストールの直後に，2 つ目の Memory Channelア
ダプタをインストールします。ジャンパ設定が適切で，両方のモジュール
で同じになっていることを確認してください。

Memory Channelアダプタのインストール後，さらにインストールするハー
ドウェアがなければ，システム・パネルを交換します。

5.3 メンバ・システムへの MC2光変換器のインストール

MC2 PCI アダプタとともに CCMFB 光変換器を使用する場合は，MC2
CCMABのインストールと同時に光交換器をインストールします。メンバ・
システムに MC2 CCMFB 光変換器をインストールするには，次の手順に
従います。MC2 ハブに光変換器をインストールする場合は 5.5.2.4 項を
参照してください。

1. 目的の PCIスロットの防護用封鎖プレートを取り外します。

2. 光ファイバ・ケーブル (BN34R)の一方の端を PCI防護用スロットに
通します。

3. そのケーブルを光変換器モジュール (CCMFB)のエンド・プレートの最
上部にあるスロットに通します。

4. ケーブル・チップ・プロテクタを取り外し，光変換器モジュールのコ
ネクタにキー式プラグを取り付けます。ケーブルをモジュールに巻
き付けて結びます。

5. 光変換器モジュールを PCIバックプレーンにしっかり取り付け，PCI
カード・ケージ・マウント用ネジで固定します。

6. 1 m (3.3フィート)の BN39B-01ケーブルで CCMAB MC2 PCIアダプタ
と CCMFB 光変換器を接続します。

7. 光ファイバ・ケーブルをリモート・システムまたはハブに接続します。
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8. 2つ目以降のシステム上の光変換器について手順 1～7を繰り返しま
す。MC2 ハブに光変換器をインストールする場合は， 5.5.2.4 項を
参照してください。

5.4 Memory Channelハブのインストール

2ノード TruCluster Serverクラスタでもハブを使うことができますが，ハブ
は必須ではありません。クラスタに 3つ以上のシステムが存在する場合は，
次のように Memory Channelハブを使用する必要があります。

• MC1またはMC1.5 CCMAAアダプタとともに使用する場合は，各シス
テムとの距離が 3 m (9.8フィート)以内になるように CCMHA Memory
Channelハブをインストールする必要があります。

MC2 CCMAB アダプタとともに使用する場合は，CCMHB Memory
Channelハブと各システムとの距離を 4 m (13.1フィート)または 10 m
(32.8フィート，BN39Bリンク・ケーブルの長さ) 以内にする必要があ
ります。MC2アダプタと光ファイバを組み合わせる場合は，ハブと各シ
ステムとの距離を最大 3000 m (9842.5フィート)まで延ばせます。

• ハブの背面にある電圧選択スイッチが設置場所に適合する電圧に設定さ
れていることを確認してください (115V または 230V)。

• クラスタの各システム用のラインカードが次のようにハブに格納され
ていることを確認してください (ハブには 4枚のラインカードが付属
しています)。

– CCMHA MC1ハブには CCMLAラインカード。

– CCMHB MC2ハブには CCMLB ラインカード。ラインカードは
opto onlyスロットにはインストールできません。

• 4ノード・クラスタの場合，トラブルシューティング用に予備のライン
カードをインストールすることをお勧めします。

• 8ノード・クラスタの場合，すべてのラインカードを同じハブにイン
ストールする必要があります。

• MC2で光ファイバ変換器を使用する場合，opto only，0/opto，
1/opto，2/opto，および 3/optoハブ・スロットだけにインストール
できます。

• 光ファイバを使用する 5ノード以上の MC2クラスタの場合，光ファイ
バ接続の数に応じて，2～3台の CCMHBハブが必要になります。こ
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の場合，CCMLBラインカードおよび追加の光変換器のために 1台，
CCMFB光変換器モジュールのために最大 2台のハブが使用されます。
CCMHB-BAハブにはラインカードはありません。

5.5 Memory Channelケーブルのインストール

Memory Channel ケーブルのインストールは，Memory Channelモジュー
ルのリビジョン，および光ファイバを使用するかどうかで異なります。以
降の各項で，Memory Channelケーブルを MC1および MC2にインストー
ルする方法を説明します。

______________________ 警告 _____________________

リンク・ケーブルのインストールは慎重に行ってください。ケー
ブルはまっすぐに挿入してください。

ケーブルのコネクタはリセプタクルに静かに押し込み，次にネジ
を使ってコネクタを固定します。グラウンドが確実に接続される
ように，コネクタはしっかり固定する必要があります。

5.5.1 MC1または MC1.5のケーブルのインストール

MC1またはMC1.5のインターコネクトをセットアップするには，BC12N-10
3 m (9.8フィート)リンク・ケーブルを使って Memory Channelアダプタ間
を接続し，必要な場合はさらに，Memory Channelハブ間を接続します。

______________________ 注意 _____________________

MC1または MC1.5 リンク・ケーブルを MC2 モジュールに接
続しないでください。

5.5.1.1 仮想ハブ・モードでの MC1または MC1.5リンク・ケーブルの接続

MC1の仮想ハブ構成 (2ノード・クラスタ)では，BC12N-10リンク・ケーブ
ルを使用して，各システムにインストールされた Memory Channelアダプ
タ間を接続します。
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冗長インターコネクトをセットアップする場合は，1つのシステムのすべ
ての Memory Channel アダプタのジャンパ設定 (VH0 または VH1) を同
じにする必要があります。

______________________ 注意 _____________________

TruCluster Serverバージョン 5.1A製品からは仮想ハブ・モード
では，一方のシステムの mca0をもう一方のシステムの mca0に接
続しなければならないという制約はなくなりました。

5.5.1.2 標準ハブ・モードでの MC1リンク・ケーブルの接続

クラスタに 3台以上のシステムが存在する場合は，標準ハブ構成を使用しま
す。BC12N-10 リンク・ケーブルを使用して，Memory Channel アダプタ
と，CCMHAハブのラインカード間を接続します。番号の最も小さいハブ・
スロットから，順に番号の大きいハブ・スロットへと作業を進めてください。

冗長インターコネクトをセットアップする場合は，以下の制約事項が適用
されます。

• 1つのシステムにインストールされた各アダプタは，異なるハブに接
続する必要があります。

• 1つのシステムの各Memory Channelアダプタは，各ハブの同じスロッ
ト位置にインストールされたラインカードに接続する必要があります。
たとえば，一方のハブのスロット 1にインストールされたラインカー
ドに 1つのアダプタを接続した場合，そのシステムのもう一方のアダ
プタは，2 つ目のハブのスロット 1にインストールされたラインカー
ドに接続する必要があります。

図 5–1に，Memory Channelハブの同じスロット位置にあるラインカードに
接続されたMemory Channelアダプタを示します。
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図 5–1: Memory Channel アダプタのハブへの接続
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5.5.2 MC2 のケーブルのインストール

MC2のインターコネクトをセットアップする場合，光変換器のない仮想ハブ
または標準ハブ構成では BN39B-04 (4 m; 13.1フィート) または BN39B-10
(10 m; 32.8フィート) リンク・ケーブルを使います。

光変換器を使用する構成では，BN39B-01 (1 m; 3.3フィート)リンク・ケー
ブル，および BN34R-10 (10 m; 32.8 フィート) または BN34R-31 (31 m;
101.7 フィート)光ファイバ・ケーブルを使います。

5.5.2.1 光変換器なしの仮想ハブ・モードでの MC2ケーブルのインストール

仮想ハブ・モードの MC2構成をセットアップするには，BN39B-04 (4 m;
13.1フィート)または BN39B-10 (10 m; 32.8フィート) Memory Channelリン
ク・ケーブルを使用して，Memory Channelアダプタ間を相互接続します。

______________________ 注意 _____________________

MC2リンク・ケーブル (BN39B)は黒いケーブルです。
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MC2 ケーブルを MC1 または MC1.5 CCMAAモジュールに接
続しないでください。

冗長インターコネクトをセットアップする場合は，1 つのシステムのすべ
ての Memory Channel アダプタのジャンパ設定 (VH0 または VH1) を同
じにする必要があります。

5.5.2.2 光変換器を使用する仮想ハブ・モードでの MC2ケーブルのインストール

MC2 構成で光変換器を使用する場合は，仮想ハブ構成の各システムに
CCMAB Memory Channel PCIアダプタをインストールする時点で，光変換
器モジュール (CCMFB)をインストールします。BN39B-01ケーブルを使っ
て，CCMAB Memory Channelアダプタと光変換器を接続する必要もありま
す。2つ目のシステムに CCMFB光変換器モジュールをインストールする場
合は，2台のシステムを BN34R光ファイバ・ケーブルで接続します。お客様
が用意するケーブルの最大長は，2 km (1.24マイル)です ( 5.3 節を参照)。

5.5.2.3 光ファイバなしの標準ハブ・モードでの MC2リンク・ケーブルの接続

クラスタに 3台以上のシステムが存在する場合は，Memory Channelの標準
ハブ構成を使用します。BN39B-04 (4 m; 13.1フィート)または BN39B-10 (10
m; 32.8フィート)リンク・ケーブルを使用して，Memory Channelアダプタ
と，CCMHBハブのラインカード間を接続します。番号の最も小さいハブ・
スロットから，順に番号の大きいハブ・スロットへと作業を進めてください。

冗長インターコネクトをセットアップする場合は，以下の制約事項が適用
されます。

• 1つのシステムにインストールされた各アダプタは，異なるハブに接
続する必要があります。

• 1つのシステムの各Memory Channelアダプタは，各ハブの同じスロッ
ト位置にインストールされたラインカードに接続する必要があります。
たとえば，一方のハブのスロット 0/opto にインストールされたライ
ンカードに 1つのアダプタを接続した場合，そのシステムのもう一方
のアダプタは，2つ目のハブのスロット 0/opto にインストールされ
たラインカードに接続する必要があります。
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____________________ 注意 ___________________

CCMLBラインカードを opto onlyスロットにインストー
ルすることはできません。

5.5.2.4 光変換器を使用する標準ハブ・モードでの MC2ケーブルの接続

MC2 構成で光変換器を使用する場合は，標準ハブ構成の各システムに
CCMAB Memory Channel PCIアダプタをインストールする時点で，付属の
BN34R光ファイバ・ケーブルを使って光変換器モジュール (CCMFB)をイン
ストールします。また，BN39B-01ケーブルを使って，CCMAB Memory
Channel アダプタと光変換器も接続します。

______________________ 注意 _____________________

Memory Channel 光ファイバ・ケーブルの最大長については，
2.2.2 項を参照してください。

この時点で以下の作業が必要です。

• 光ファイバをサポートするように，CCMLB ラインカードのジャンパ
を設定します。

• 光ファイバ・ケーブルを CCMFB 光ファイバ変換器モジュールに接
続します。

• 光ファイバ・リンクごとに CCMFB光ファイバ変換器モジュールをイ
ンストールします。

______________________ 注意 _____________________

5つ以上の光ファイバ・リンクがある場合は，2台以上のハブが必
要です。CCMHB-BAハブにはラインカードはありません。
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CCMLBのジャンパを設定し，MC2 ハブに CCMFB光変換器モジュールを
インストールするには，次の手順に従います。

1. 適切な CCMLBラインカードを取り外し，ラインカードのジャンパを
Fiber On (ジャンパ・ピン 1-2)に設定して，光ファイバをサポートする
ようにします。表 5–3を参照してください。

2. CCMLBのエンド・プレートを取り外し，最下部にスロットのある代わ
りのエンド・プレートをインストールします。

3. 目的のハブ・スロットのハブ防護用封鎖プレートを取り外します。光変
換器モジュールのスロットの制約事項に，必ず従ってください。1つの
Memory Channelインターコネクト用のラインカードはすべて同じハブ
になければならないことにも注意してください ( 5.4 節を参照)。

4. BN34R光ファイバ・ケーブルをハブ防護用スロットに通します。も
う一方の端は，メンバ・システムの CCMFB光変換器に取り付ける必
要があります。

5. BN34R光ファイバ・ケーブルをエンド・プレートの最下部付近のスロッ
トに通します。ケーブル・チップ・プロテクタを取り外し，コネクタを
トランシーバにカチッと音がして固定されるまで押し込みます。ケー
ブルをモジュールに巻き付けて固定します。

6. CCMFB 光ファイバ変換器を opto only，0/opto，1/opto，
2/opto，3/optoのうちの適切なスロットにインストールします。

7. BN39B-01 1 m (3.3フィート)リンク・ケーブルを CCMFB光変換器と
CCMLBラインカード間にインストールします。

8. インストールする CCMFBモジュールごとに手順 1～7を繰り返します。

5.6 Memory Channel 診断の実行

Memory Channelアダプタ，ハブ，リンク・ケーブル，光ファイバ変換器，
および光ファイバ・ケーブルのインストールが完了したら，システムの電源
を投入して Memory Channel 診断を実行します。

Memory Channel 診断には，mc_diagと mc_cableの 2種類のコンソー
ル・レベルがあります。

• mc_diag 診断
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– 診断を実行しているシステムのMemory Channel アダプタをテ
ストします。

– システムの電源投入時の初期化シーケンスの一部として実行さ
れます。

– スタンドアロン・システム，もしくは他のシステムまたはハブにリ
ンク・ケーブルで接続されたシステムで実行できます。

• mc_cable 診断

– クラスタ内のすべてのシステムで同時に実行する必要がありま
す。つまり，すべてのシステムがコンソール・プロンプト状態に
なければなりません。

__________________ 警告 _________________

クラスタの他のメンバが起動済みの場合に，1つのクラ
スタ・メンバ上で mc_cableを実行しようとすると，ク
ラスタがクラッシュする可能性があります。

– 問題の原因を，Memory Channelアダプタ，BC12Nまたは BN39B
リンク・ケーブル，ハブ・ラインカード，光ファイバ変換器，
BN34R光ファイバ・ケーブル，および (ある程度まで)ハブ自体に
絞り込めるように設計されています。

– 応答メッセージによってMemory Channel 経由のデータの流れ
を示します。

– Ctrl/Cキーが押下されるまで終了することなく実行を続けます。

– エラーではなく，接続状態の変化をレポートします。

– 標準または仮想ハブ・モードで実行できます。

テスト対象の他のすべてのシステムからコンソールに正常な応答が返されれ
ば，Memory Channelハードウェア経由のデータの流れは完了しています。テ
スト対象の各システムで Ctrl/Cキーを押下してテストを終了してください。

例 5–1に，標準ハブ構成のノード 1からの出力例を示します。この例では，
テストはノード 1から開始され，次にノード 0で実行されています。テスト
は各システムで終了する必要があります。
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例 5–1: mc_cable テストの実行

>>> mc_cable 1
To exit MC_CABLE, type <Ctrl/C>
mca0 node id 1 is online 2
No response from node 0 on mca0 2
mcb0 node id 1 is online 3
No response from node 0 on mcb0 3
Response from node 0 on mca0 4
Response from node 0 on mcb0 5
mcb0 is offline 6
mca0 is offline 6
Ctrl/C 7
>>>

1 mc_cable診断がノード 1で開始されます。

2 ノード 1から，mca0はオンラインだが，ノード 0のMemory Channel
アダプタとまだ通信していないことがレポートされます。

3 ノード 1から，mcb0はオンラインだが，ノード 0のMemory Channel
アダプタとまだ通信していないことがレポートされます。

4 Memory Channelアダプタ mca0が，もう一方のノードのアダプタと
通信しました。

5 Memory Channelアダプタ mcb0が，もう一方のノードのアダプタと
通信しました。

6 ノード 0で Ctrl/Cが入力され，そのノードでのテストが終了します。
ノード 1の Memory Channel アダプタからオフラインがレポートされ
ます。

7 ノード 1で Ctrl/Cが入力され，テストが終了します。
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5.7 Memory Channelインターコネクトの保守

以降の各項で，Memory Channelインターコネクトの保守について説明しま
す。Memory Channelハードウェアの保守については，この章の別の節や，
Memory Channelの『ユーザーズ・ガイド』を参照してください。この節で
は，以下の事項について説明します。

• Memory Channelインターコネクトの追加 ( 5.7.1 項)

• Memory Channel アダプタのアップグレード ( 5.7.2 項)

• 仮想ハブ構成から標準ハブ構成へのアップグレード ( 5.7.3 項)

5.7.1 Memory Channel インターコネクトの追加

単一 Memory Channel インターコネクトを，シャットダウンせずに冗長
Memory Channelインターコネクトに変更したい場合には，表 5–4の手順に
従ってください。この表では，Memory Channelインターコネクトの追加
と，デュアル MC1からデュアル MC2インターコネクトへのローリング・
アップグレードが説明されています。ほとんどの手順は同一です。

5.7.2 Memory Channel アダプタのアップグレード

冗長 MC1インターコネクトで TruCluster Serverを構成し，MC2インター
コネクトにアップグレードする場合は，すべてのクラスタをシャットダウン
しなくてもアップグレードすることができます。

128 MBの Memory Channelアドレス空間を使用する MC1インターコネク
トから，128 MBまたは 512 MBの Memory Channelアドレス空間を使用す
る MC2インターコネクトにアップグレードする場合は，最後のアダプタが
変更されるまで，すべてのMemory Channelアダプタを 128 MBのMemory
Channelアドレス空間 (省略時の設定) で操作する必要があります。すべて
の MC2アダプタが 512 MBにジャンパ設定されていれば，アドレス空間を
512 MB に増やすことができます。

この項では，Memory Channelインターコネクトの追加，および以下のロー
リング・アップグレード状況について説明します。

• 仮想ハブ・モードでのデュアル冗長MC1 インターコネクト (表 5–4
および図 5–2)
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• 標準ハブ・モードでのデュアル冗長MC1 インターコネクト (表 5–4
および図 5–3 から図 5–8)

表 5–4に対応する図では，表 5–4の手順の 2つの流れの概略を示します。図
5–2には，MC1ハードウェアを使ったデュアル冗長仮想ハブ構成をMC2へ
アップグレードする流れを示します。図 5–3から図 5–8では，3ノードの標
準ハブ構成を MC1からMC2へアップグレードする流れを示します。

______________________ 注意 _____________________

デュアル冗長 MC1ハードウェアからデュアル冗長 MC2ハード
ウェアにアップグレードする場合，1つのインターコネクト上
のすべての MC1 ハードウェアを交換してから，2つ目のイン
ターコネクト上の装置のアップグレードを開始してください (表
5–4 の手順 4 は除く)。

512 MBにジャンパ設定したMemory Channelアダプタには，
少なくとも 512 MBの物理 RAMメモリが必要です。アップグ
レード用に十分な物理メモリがあるかどうかを確認してくださ
い。MC2 Memory Channelアダプタ 2台の場合，1 GB以上の物
理メモリが必要です。

表 5–4: Memory Channelインターコネクトの追加，またはデュアル冗長
MC1インターコネクトから MC2インターコネクトへのアップグレード

手順 作業 参照先

1 必要であれば，CAA (Cluster Application Availability)
の caa_relocate コマンドを用いて，シャット
ダウンするクラスタ・メンバからすべてのアプリ
ケーションを手動で再配置します。

TruCluster
Server『クラス
タ管理ガイド』

2 Memory Channel アダプタをインストール (また
は交換) したシステムで，ルート・ユーザとして
ログインし，shutdown -h ユーティリティを実
行してシステムを停止します。

Tru64 UNIX
『システム管
理ガイド』
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表 5–4: Memory Channelインターコネクトの追加，またはデュアル冗長
MC1インターコネクトから MC2インターコネクトへのアップグレード (続き)

手順 作業 参照先

_____________________ 注意 _____________________
システムでコンソール・プロンプトが表示された後，コンソールの
setコマンドを使用して，auto_actionコンソール環境変数を halt

に設定します。これにより，電源投入時にコンソール・プロンプト
でシステムを停止できるので，Memory Channel診断を実行できる
ようになります。

>>> set auto_action halt

3 システムの電源を切ります。 —

4 ジャンパをインストールする新しい Memory
Channel モジュールに設定します。

5.1 節 およ
び Memory
Channel の
『ユーザーズ・
ガイド』

MC1:

ハブ・モード —: 標準ハブ・モードまたは仮想ハ
ブ・モード (VH0 または VH1)

• 仮想ハブ・モード，VH0: ジャンパ・ピン 2-3

• 仮想ハブ・モード，VH1: ジャンパ不要

• 標準ハブ・モード: ジャンパ・ピン 1-2

MC2:

ハブ・モード —: 標準ハブ・モードまたは仮想ハ
ブ・モード (VH0 または VH1)

• 仮想ハブ・モード，VH0: ジャンパ・ピン 2-3

• 仮想ハブ・モード，VH1: ジャンパ不要

• 標準ハブ・モード: ジャンパ・ピン 1-2

J3 — Memory Channel アドレス空間: 構成に合わ
せて，128 MB (ジャンパ・ピン 1-2) または 512 MB
(ジャンパ・ピン 2-3) を選択します。
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表 5–4: Memory Channelインターコネクトの追加，またはデュアル冗長
MC1インターコネクトから MC2インターコネクトへのアップグレード (続き)

手順 作業 参照先

_____________________ 注意 _____________________
他のインターコネクトがMC1であるために，128 MBの J3ジャンパ
を設定し，MC2ハードウェアにアップグレードした後 512 MBのア
ドレス空間を使う場合，ジャンパをリセットする必要があります。
ジャンパを現在 512 MBに設定している場合は，混在レール・クラス
タ (1つのレールに MC1，もう 1つのレールにMC2)用に使用できる
アドレス空間は 128 MB です。

J4 —ページ・サイズ: 8 KBの選択にはジャンパ・ピン 1-3

J5 — AlphaServer 8x00 モード: AlphaServer 8200，
8400，GS60，GS60E，および GS140 システムには
ジャンパ・ピン 1-2。その他すべての AlphaServer
システムにはジャンパ・ピン 2-3。

J10 —光ファイバ・モード使用可能: 光ファイバ・モ
ジュールを使用可能にするにはジャンパ・ピン 2-3。光
ファイバを使用不可とするにはジャンパ・ピン 1-2。

5 Memory Channel インターコネクトを追加す
る場合: Memory Channel アダプタ・モジュー
ルをインストールします。

5.2 節およ
び Memory
Channel の
『ユーザーズ・
ガイド』

これが仮想ハブ構成の 2 番目のシステムである場
合，MC1 または MC2 モジュールの間に MC1 また
は MC2 リンク・ケーブルを接続します。

標準ハブ構成の場合，リンク・ケーブルを使って，ア
ダプタと他のハブにある既存の Memory Channel ラ
インカードに対応する，ハブ・スロットの Memory
Channel ハブ・ラインカードとを接続します。

デュアル冗長 MC1 インターコネクトから MC2 イン
ターコネクトにアップグレードする場合: MC1 アダプ
タを取り外し，MC2アダプタを取り付けます。

仮想ハブ :

仮想ハブ構成の 1 番目のシステムである場合，1つの
MC1アダプタを 1つのMC2 アダプタと交換します。

図 5–2 (B)
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表 5–4: Memory Channelインターコネクトの追加，またはデュアル冗長
MC1インターコネクトから MC2インターコネクトへのアップグレード (続き)

手順 作業 参照先

仮想ハブ構成の 2 番目のシステムである場合，両方
の MC1 アダプタを MC2 アダプタと交換します。1
つ目の MC2 インターコネクトを形成するように，
BN39B-10リンク・ケーブルを使って Memory Channel
アダプタをシステム間で接続します。

図 5–2 (C)

仮想ハブ構成の 1番目のシステム上の 2番目のアダプタ
である場合，1つのMC1アダプタを 1つの MC2アダプ
タと交換します。2つ目の Memory Channelインターコ
ネクトを形成するように，BN39B-10リンク・ケーブル
を使って 2 つ目の MC2 アダプタを接続します。

図 5–2 (D)

標準ハブ構成 :

一度に 1つのレール上のシステムから MC1アダプタを取
り外し，MC2 アダプタを取り付けます。BN39B-10 リ
ンク・ケーブルを使って，新しいMC2アダプタをMC1
ハブで MC1モジュールを接続したラインカードに対応
する，MC2ハブにあるラインカードに接続します。

図 5–4 および
図 5–5

MC2アダプタを格納するこのレールの最後のシステム
である (つまり，このレールでその他すべてのメンバ・
システムにそれぞれ 1 つの MC2 アダプタがある) 場
合，同時に両方の MC1 アダプタを交換することがで
きます。BN39B-10リンク・ケーブルを使って，新し
い MC2 アダプタを，MC1ハブで MC1 モジュールを
接続したラインカードに対応する，それぞれの MC2
ハブにあるラインカードに接続します。

図 5–6

6 システムの電源を入れ，mc_diag Memory Channel診断
を実行します。この時点では，クラスタのただ 1つのシ
ステムであるため，mc_cableは実行できません。

5.6 節

7 システムをブートします。

8 クラスタ内のその他すべてのシステムで，手順 1 ～ 7
を繰り返します。最後のシステムで MC1アダプタの交
換が終わったら，他のインターコネクト上の MC1 アダ
プタを手順 1 ～ 7 を使用して，交換します。

図 5–7 および
図 5–8

9 必要であれば，以下の条件を満たした後，アドレス
空間を 512 MB に増やすことができます。

sysconfig(8)
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表 5–4: Memory Channelインターコネクトの追加，またはデュアル冗長
MC1インターコネクトから MC2インターコネクトへのアップグレード (続き)

手順 作業 参照先

• 最後のメンバ・システムは，2番目のMC1アダプタ
が MC2アダプタに置き換わっている。

• クラスタは操作可能。

• すべてのMC2アダプタは，512 MBにジャンパ設定
されている (512 MBのアドレス空間が必要)。

1つのメンバ・システム上で，sysconfigコマンドを使
用してMemory Channelカーネル・サブシステムを再構
成し，512 MBのアドレス空間を使用できるようにしま
す。構成変更を他のクラスタ・メンバ・システムにも実
行します。 /sbin/sysconfig -r rm rm_use_512=1

_____________________ 注意 _____________________
他のメンバ・システムに対して構成変更を行った後は，どのメンバ・シ
ステムをリブートしても 512 MBのアドレス空間は有効となります。

アドレス空間を 512 MBに増やすために sysconfigコマンドを使用し
たが，不注意で 128 MBにジャンパ設定した MC2アダプタを残してし
まった場合，システムをリブートしても，クラスタは再結合されませ
ん。128 MBにジャンパ設定したMemory Channelアダプタのシステ
ムがシャットダウンし，残りのクラスタ・メンバ・システムで実行し
ている TruClusterソフトウェアが稼働中の Memory Channelアダプタ
すべてで 512 MB にジャンパ設定されていることを検出した場合に
は，アドレス空間が 512 MBに増えているため，稼働中のレールでは
512 MBのアドレス空間を使用できます。128 MBにジャンパ設定され
たシステムは，クラスタに結合できません。128 MBにジャンパ設定さ
れたシステムでは，次のような起動時のエラー・メッセージが表示さ
れます。 panic: MC2 adapter has too little memory

sysconfigコマンドを使って Memory Channelアドレス空間を 512 MBに
増やした場合，論理レールで使用されている実際のアドレス空間を知って
おく必要があります。dbx デバッガ・ユーティリティを使用して，次のこ
とを調べます。

• レールの論理サイズ (8 KB ページ)

• 物理レールの物理サイズ (J3 ジャンパ設定)

5–22 Memory Channel クラスタ・インターコネクトのセットアップ



# dbx -k /vmunix
(dbx) p rm_log_rail_to_ctx[0]->mgmt_page_va->size 1
16384 2
(dbx) p rm_adapters[0]->rmp_prail_va->rmc_size 3
{

[0] 65536 4
[1] 0
[2] 65536 4
[3] 0
[4] 65536 4
[5] 0
[6] 0
[7] 0

}
(dbx) p rm_adapters[1]->rmp_prail_va->rmc_size 5
{

[0] 16384 6
[1] 0
[2] 16384 6
[3] 0
[4] 16384 6
[5] 0
[6] 0
[7] 0

}

1 論理レールのサイズを検出します。

2 論理レールは 128 MB (16384 8-KBページ) で稼働中です。

3 最初の物理レールでメンバ・システムのジャンパ設定を調べます。

4 J3ジャンパは，最初の物理レールのノード 0，2，および 4で 512 MB
に設定されています (65536 8-KBページ)。

5 2つ目の物理レールでメンバ・システムのジャンパ設定を調べます。

6 J3ジャンパは，2つ目の物理レールのノード 0，2，および 4で 128
MBに設定されています (16384 8 KB ページ)。
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図 5–2に，MC2へアップグレードするMC1ハードウェアを使用した，デュ
アル冗長仮想ハブの構成を示します。

図 5–2: MC1から MC2への仮想ハブのアップグレード
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図 5–3から図 5–8に，MC1から MC2へアップグレードする 3ノードの標
準ハブの構成を示します。

図 5–3: MC1から MC2への標準ハブのアップグレード: 初期構成
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図 5–4: MC1から MC2への標準ハブのアップグレード: 1 番目の MC1モ
ジュール交換
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図 5–5: MC1から MC2への標準ハブのアップグレード: 2番目のシステムに
おける 1 つ目の MC1 アダプタの交換
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図 5–6: MC1から MC2への標準ハブのアップグレード: 3番目のシステムの
Memory Channel アダプタの交換
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図 5–7: MC1から MC2への標準ハブのアップグレード: 2番目のシステムに
おける 2 つ目の MC1 の交換
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図 5–8: MC1から MC2への標準ハブのアップグレード: 最終構成
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5.7.3 仮想ハブ構成から標準ハブ構成へのアップグレード

クラスタが仮想ハブ・モード (Memory Channelハブを持たない 2つのメン
バ・システム) で構成されている場合，次の操作を行う際には，標準ハブ・
モードに変換しなければなりません。

• クラスタに別のメンバ・システムを追加する。

• クラスタ・システム間の距離を離すために，MC2 に光ファイバを追加
する。

____________________ 注意 ___________________

光変換モジュールをシステムにインストールするには，追加
用の PCIスロットが必要です。光変換器は PCIの帯域を必要
としませんが，PCI スロットを使用します。

各メンバ・システムでは，Memory Channelハブにも光変換
モジュール用のスロットが必要です。
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この作業中，2番目のシステムをシャットダウンし，1番目のシステムを
単一ノード・クラスタとしてブートする時以外は，クラスタの運用は継続
できます。

______________________ 注意 _____________________

クォーラム・ディスクを使用していない場合に，1 番目のメンバ
がシャットダウンしてもクラスタの運用を継続するには，シャッ
トダウン対象の1番目のメンバはボートを持っていてはなりませ
ん。クォーラム・ボートを調整するには，clu_quorumコマン
ドを使用してください。詳細は，clu_quorum(8)および『クラ
スタ管理ガイド』を参照してください。

仮想ハブ構成から標準ハブ構成にアップグレードするには，表 5–5の手順に
従ってください。この手順では，system1を最初にシャットダウンするメン
バ・システムとします。メンバ・システム system2は，最後にシャット
ダウンします。この手順では，デュアル・レール・フェイルオーバ・ペア
Memory Channelアダプタ・モジュールを使用できることが前提です。

表 5–5: 仮想ハブ構成から標準ハブ構成へのアップグレード

手順 作業 参照先

1 メンバ・システムから適当な距離をおいて，Memory
Channel をインストールします。

5.4 節

光ファイバを追加する場合，クラスタ内の各シ
ステムで以下の作業が必要です。

—

ハブ・ラインカードのジャンパ J2 と J3 を，光ファ
イバが有効になるように設定します。

5.1.2 項

ハブに光変換器をインストールします。確実に光ケー
ブルを光変換器に接続してください。

5.5.2.4 項

ハブ内の光ファイバ・モジュールを，1 m (3.3 フィー
ト)の BN39B-01リンク・ケーブルでラインカードに接
続します。

5.5.2.4 項

2 すべてのアプリケーションを手作業で system1 か
ら system2 に再割り当てします。これを行うには，
CAA (Cluster Application Availability) caa_relocate
コマンドを使用してください。

caa_relo-
cate(8) および
『クラスタ管
理ガイド』
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表 5–5: 仮想ハブ構成から標準ハブ構成へのアップグレード (続き)

手順 作業 参照先

3 system1にルート・ユーザとしてログインし，shutdown
-h コマンドを実行してシステムを停止します。

Tru64 UNIX
『システム管
理ガイド』

_____________________ 注意 _____________________
system1をコンソール・プロンプトにして，auto_action のコン
ソール環境変数を書き留め，setコマンドを使用して，auto_action

コンソール環境変数を haltに設定します。これにより，電源投入
時にコンソール・プロンプトでシステムを停止できるので，Memory
Channel 診断を実行できるようになります。

P00>>> show auto_action
...

P00>>> set auto_action halt

4 system1 の電源を切断します。 —

5 system1から Memory Channelケーブルを外します。 —

6 静電気防止用リスト・ストラップを装着し，Memory
Channel アダプタ・モジュールを取り外して，
接地された作業台に置きます。

—

7 それぞれの Memory Channel アダプタ・モジュー
ルを標準ハブ・モードにするため，ハブ・モード・
ジャンパ (MC1 と MC1.5 の場合は J4，MC2 の場
合は J1) をピン 1 と 2 に移します。

5.1 節およ
び Memory
Channel の
『ユーザーズ・
ガイド』

_____________________ 注意 _____________________
Memory Channel光ファイバ機能も追加する場合は，Memory Channel
アダプタ・モジュールの J10と J11ジャンパを，光ファイバが有効に
なるように設定してください。

8 Memory Channelモジュールを再インストールします。 5.2 節

9 光ファイバを追加する場合，メンバ・システムに
光変換器をインストールします。

5.3 節
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表 5–5: 仮想ハブ構成から標準ハブ構成へのアップグレード (続き)

手順 作業 参照先

_____________________ 注意 _____________________
光ファイバ・ケーブルを，ハブとメンバ・システム間のケーブル通路に
通します。光ファイバ・ケーブルをシステムの変換器に接続します。

光ファイバ・モジュールを 1 m (3.3フィート)の FN39B-01リンク・
ケーブルでMemory Channelアダプタ・モジュールに接続します。

10 Memory Channel アダプタ・モジュールと Memory
Channel ハブ間を Memory Channel ケーブルで接続
し，ハブの電源を投入します。多重アダプタの場合
は，各々のアダプタを異なるハブに接続し，そのライ
ンカードが入っているラインカード・スロット位置
は，どのハブでも同じでなければなりません。

5.5 節

_____________________ 注意 _____________________
Memory Channelで光ファイバを使用する場合，光ファイバ・ケー
ブルを接続しておかなければなりません。それからハブの電源を
投入します。

11 system1システムの電源を投入し，mc_diag Memory
Channel 診断を実行します (これがクラスタ内で，
コンソール・プロンプト状態にある唯一のシステム
であり，他のシステムはハブに接続されていないの
で，mc_cable を実行してはなりません)。

5.6 節

_____________________ 注意 _____________________
auto_actionコンソール環境変数を元の値，restartまたは bootに
設定します。たとえば次のようになります。

>>> set auto_action restart

12 クラスタ・メンバ system2 をシャットダウンす
るために，shutdown -h コマンドか shutdown
-c コマンドを実行します。

—

_____________________ 注意 _____________________
クラスタは，system2 のシャットダウンと system1のブートに要
する時間の間，ダウンします。
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表 5–5: 仮想ハブ構成から標準ハブ構成へのアップグレード (続き)

手順 作業 参照先

13 system2 がコンソール・プロンプト状態のとき，
Memory Channel ハブに接続されているシステム
である system1 をブートします。

—

14 system2 に対して手順 4 ～ 9 を繰り返します。 —

15 Memory Channel アダプタ・モジュールと Memory
Channel ハブ間を Memory Channel ケーブルで接続
します。多重アダプタの場合は，各々のアダプタを異
なるハブに接続し，各々のハブでのラインカード・
スロット位置は同一でなければなりません。

5.5 節

16 system2システムの電源を投入し，mc_diag Memory
Channel診断を実行します (他のシステムはマルチ・ユー
ザ・モードなので，mc_cableを実行してはなりません)。

5.6 節

_____________________ 注意 _____________________
auto_actionコンソール環境変数を元の値，restartまたは bootに
設定します。 たとえば次のようになります。

>>> set auto_action restart

17 system2 をブートします。 —

これで新しいシステムをMemory Channelハブに接続できました。ハードウェ
アを構成後，新しいシステムをクラスタに追加するには，clu_add_member
コマンドを使用してください (詳細は，clu_add_member(8)および『クラス
タ・インストレーション・ガイド』を参照してください)。
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6
クラスタ・インターコネクトで使うための

LAN ハードウェアの構成

この章では，LAN (ローカル・エリア・ネットワーク) ハードウェアをクラ
スタ・インターコネクトで使うための構成方法を説明します。扱う項目は
以下のとおりです。

• 構成のガイドライン ( 6.1 節)

• サポートされている構成と構成例 ( 6.3 節)

この章では，LAN ハードウェアをクラスタ・インターコネクトとして構成
することに焦点を置いています。

6.1 構成のガイドライン

100 Mb/秒または 1000 Mb/秒 (ギガビット・イーサネット)の標準 LANで動
作するイーサネット・アダプタ，スイッチまたはハブであれば，LANイン
ターコネクトですべて動作します。

______________________ 注意 _____________________

FDDI (Fiber Distributed Data Interface)，ATM LANE (LAN
Emulation)および 10 Mb/秒のイーサネットは，LAN インター
コネクトではサポートされていません。

イーサネット・ハードウェアをクラスタ LANインターコネクトで使用する
場合は，以下の条件が必要です。

• クラスタ・メンバだけがその LANインターコネクトを使用できること。
つまり，あるクラスタ・メンバの LANインターコネクト・アダプタか
ら送信されるパケットは，同じクラスタの他のメンバにある LANイン
ターコネクト・アダプタだけで受信できるようにする必要があります。

• LANインターコネクトとして，2つのクラスタ・メンバ間を全二重で直
接接続できるか，またはスイッチかハブ (スイッチとハブの混在は不

クラスタ・インターコネクトで使うための LAN ハードウェアの構成 6–1



可)を使って接続できること。3 つ以上のメンバから構成されるクラス
タや，メンバがクラスタのインターコネクト・デバイスに NetRAIN
(redundant array of independent network adapters)仮想インタフェース
を使うクラスタでは，スイッチが必要です。

____________________ 注意 ___________________

ハブとスイッチはほとんどの LANインターコネクト構成にお
いて置き換え可能ですが，性能とスケーラビリティの点で，
スイッチの方をお勧めします。ハブは半二重モードで動作す
るので，LANインターコネクトで使うとクラスタの性能が制
限されます。また，ハブには LANインターコネクトの二重冗
長構成に必要な機能がありません (付録 Bを参照)。そのた
め，3つ以上のメンバから構成されるクラスタでは，LANイ
ンターコネクトでスイッチを使う方がハブを使う場合よりス
ケーラビリティがはるかに向上します。

• アダプタとスイッチのポートは，100 Mb/秒または 1000 Mb/秒の全二重
動作に関して互換性があるように構成すること。

DE60x ファミリのアダプタ (コンソール名の形が eix0) または
DEGPA-xxアダプタを備えたスイッチを使う場合は，自動折衝をサ
ポートしているスイッチを使ってください。DE50xファミリのネット
ワーク・アダプタ (コンソール名の形が ewx0)は自動折衝を正しく行
えないので，このアダプタを備えたスイッチを使う場合は，自動折衝
を無効にできるスイッチを使ってください。構成が間違っている LAN
ハードウェアのトラブルシューティングについては，『クラスタ管理
ガイド』を参照してください。

• 完全に冗長性のある LANクラスタ・インターコネクト (図 6–3と図 6–4
を参照)で 2つのスイッチを 2本のクロス・ケーブルを使って接続する
と，2つ目のリンクによってルーティング・ループが形成されます。そ
のため，このループが原因で発生するパケット転送の問題を回避でき
るようにスイッチを構成する必要があります。以下に示すように，ス
イッチ間の並列リンクをサポートする方法は 3つありますが，一般的
なスイッチであれば，少なくともその 1つを備えています。それらを
有効な順に説明すると，以下のとおりです。
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リンク集約 2つのスイッチの間にある複数の物理的なリンク
を単一のリンクとして扱い，その中でパケッ
ト・トラフィックを分散する。

リンク復元 2つのスイッチの間にある複数の物理的なリンク
のうち，1つのリンクをアクティブ・リンクに
し，残りのリンクをスタンバイ・リンクにし
て，それらの間でフェイルオーバを行う。

スパニング・ツ
リー・プロトコル

分散ルーティング・アルゴリズムを使うことに
より，スイッチどうしが協調しあってルーティ
ング・ループを検出し削除する。

スイッチの要件とそれぞれの方法に適した構成オプションについての詳
細は，付録 B を参照してください。

• スイッチ間に並列リンクがある場合は，そこに使われているスイッチ・
ポートを通してルーティング・ループが形成されます。スパニング・ツ
リー・プロトコル (STP)は，こうしたループを避けるために有効です。
しかし，メンバが単一のアダプタを使うか NetRAIN デバイスに含ま
れている複数のアダプタを使うかに関係なく，クラスタ・メンバに接
続されているすべてのイーサネット・スイッチ・ポートで STPを無効
にしておく必要があります。そうしない場合，クラスタ・メンバへブ
ロードキャスト・メッセージが大量に送りつけられます。その結果，ク
ラスタはサービスを提供できなくなります。スパニング・ツリー・プ
ロトコルが，NetRAINポートで有効になっていた問題については，
『クラスタ管理ガイド』を参照してください。

• どのクラスタ・メンバも，他のすべてのメンバとポイント・ツー・ポイ
ントで接続していること。あるメンバで LANインターコネクトに使わ
れているイーサネット・アダプタに障害が起こると，そのメンバは他の
どのメンバとも通信できなくなります。あるメンバから来るインターコ
ネクト・トラフィックを別のサブネットに転送するようにクラスタ・イ
ンターコネクトを構成することはできません。つまり，スイッチの機能
をメンバ・システムに行わせることはできません。

• 2つのクラスタ・メンバの間には，最大で 2個のスイッチしか置けま
せん。
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• LAN インターコネクトでは，Tru64 UNIX の機能 (lagconfigコマ
ンドを含む)を使ったイーサネット・アダプタのリンク集約はサポー
トされていません。

• クラスタ全体にわたって同一の媒体を使用しなければなりません。つ
まり，すべてのケーブルはシングル・モード光ファイバまたは銅線で
なけばなりません。

• 管理を単純にするために，すべてのクラスタ・メンバで LANインターコ
ネクトのネットワーク・アダプタを対称に構成してください。他のネッ
トワーク・アダプタについても，すべてのメンバで同じタイプのアダプ
タを同じ相対位置にインストールすれば，どのクラスタ・メンバでもア
ダプタの名前が同じようになります。相互接続した 2つ以上のスイッチ
とNetRAIN仮想インタフェースをメンバのインターコネクト・デバイス
として使った，完全に冗長性のある LANインターコネクト構成では，す
べてのメンバで，それぞれの NetRAINにリストされている最初のネッ
トワーク・アダプタを最初のスイッチに，2番目のネットワーク・アダ
プタを 2番目のスイッチに，という具合に，同じ順序で接続してくださ
い。こうすることで，監視や保守を行う際にアダプタを簡単に識別する
ことができます。また，クラスタが最初にブートするとき，どのメンバ
のアクティブ・アダプタも同じスイッチに接続されます。 6.3.3 項で説
明するように，LANインターコネクトのすべてのアクティブ・アダプタ
が同じスイッチに接続するようにしておけば，障害が発生しても，クラ
スタのネットワークが分断がされないように保護することができます。

6.2 イーサネット・スイッチ・アドレス・エージングを 15
秒に設定

イーサネット・スイッチでは，MAC (媒体アクセス制御)アドレス (および仮
想 LAN (VLAN)識別子)とポートを関連付けるテーブルを持っているので，パ
ケットを効率よく転送することができます。これらの転送に関するデータ・
ベース (別名ユニキャスト・アドレス・テーブル)を使うことで，動的に学習
して得られた転送に関するデータを，古くなったとして無効にする時間間隔
を設定できます。この時間をエージング・タイムと呼ぶことがあります。

LANインターコネクトに関係しているすべてのイーサネット・スイッチで
は，エージング・タイムは 15秒に設定します。
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設定しなかった場合，(NetRAINフェイルオーバなどにより) MACアドレス
が別のポートに移動した後でもスイッチは指定のMACアドレス向けのパ
ケットを，転送テーブルにリストされたポートに対して間違って送信し続
けることがあります。そのためクラスタ通信が中断され，1つまたは複数
のノードが削除されることがあります。その結果として，クォーラムの喪
失により 1つまたは複数のノードがハングし，たとえば次のようなパニッ
ク・メッセージが表示される場合があります。

CNX MGR: this node removed from cluster

CNX QDISK: Yielding to foreign owner

6.3 LAN インターコネクトの構成

TruCluster Serverは現在，クラスタが LANまたはMemory Channelのどち
らを使用しているかに関係なく，最大で 8メンバまでのクラスタをサポート
しています。第 1章に，Memory Channelまたは LANインターコネクトを
使ったクラスタの汎用的な構成例が載っています。以降の各項では，その章
を補うかたちで，以下の LANインターコネクト構成を説明します。

• 1本のクロス・ケーブルを使って，一方のメンバのイーサネット・アダ
プタをもう一方のメンバのイーサネット・アダプタに直接接続する (2メ
ンバ・クラスタのみ)。 ( 6.3.1 項)

• 2～8メンバを 1個のスイッチで接続する。 ( 6.3.2 項)

• クロス・ケーブルで接続した 2つのスイッチと，各メンバにある 2つ以
上のイーサネット・アダプタで，NetRAIN仮想インタフェースを構成す
る。ただし，どのメンバも両方のスイッチに接続する。 ( 6.3.3 項)

____________________ 注意 ___________________

NetRAINを推奨しますが，必須ではありません。

• クラスタ構成の AlphaServer DS10Lシステム。 ( 6.3.5 項)

6.3.1 1本のクロス・ケーブルで直接接続された 2つのクラスタ・メンバ

図 6–1に示すように，2メンバで構成するクラスタでは，各メンバのイーサ
ネット・アダプタどうしを 1本のクロス・ケーブルで接続することによっ
て，LAN インターコネクトを構成できます。この図に示されている IPア
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ドレスについては，『クラスタ・インストレーション・ガイド』を参照
してください。

図 6–1: 1本のクロス・ケーブルで直接接続された 2つのクラスタ・メンバ

Member 1

ZK-1808U-AI

Member 2crossover cable

ics0:  10.0.0.1
ee0:  10.1.0.1

ics0:  10.0.0.2
ee0:  10.1.0.2

______________________ 注意 _____________________

2つのメンバの間にスイッチもハブも置かない場合は，それぞ
れのメンバのネットワーク・アダプタどうしを，ポイント・
ツー・ポイントのイーサネット接続に使うクロス・ケーブルで直
接接続する必要があります。

メンバから見ると，このクラスタは LANインターコネクトの構成要素が冗
長化されていない，つまり，どちらのメンバもイーサネット・アダプタが
1つで，しかも 1本のケーブルだけでこれらのメンバが接続されているの
で，LAN インターコネクトの接続が切断されると (たとえば，イーサネッ
ト・アダプタの保守やケーブルの接続外れ)，そのメンバはクラスタから孤
立することになります。しかし，このクラスタに 1ボート (投票権) を持つ
クォーラム・ディスクを構成しておけば，メンバまたはクォーラム・ディ
スクのどちらかに障害が起こった場合や，LAN インターコネクトの接続が
切断された場合でも，クラスタ自体は動作を維持できます。また，一方の
メンバにボートを持たせ，もう一方のメンバにボートを与えないでおけ
ば，非投票メンバか LAN インターコネクトの接続に障害が起こっても，
クラスタは動作を維持できます。

この構成を拡張して 2つのメンバの間にスイッチを追加することができま
す。スイッチは以下の場合に必要です。
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• クラスタのメンバを 3つ以上に増やす場合 (たとえば， 6.3.2 項で説
明する構成)。

• それぞれのメンバに 2つ目のイーサネット・アダプタを追加して，クラ
スタのインターコネクト・デバイスを NetRAIN仮想インタフェースと
して構成する場合。単純に 2つ目のアダプタとクロス・ケーブルを追加
しただけでは，あらゆる状況の NetRAINフェイルオーバに対応できる
接続は得られないので，お勧めできません。

6.3.2 イーサネット・スイッチを 1つ使うクラスタ

2～8のメンバを 1つのイーサネット・ハブまたはスイッチで接続してクラス
タを構成することができます。3つ以上のメンバで構成するクラスタでは，
最適な性能を得るためにスイッチを使うことをお勧めします。

イーサネット・アダプタが複数個あるメンバでは，それらのアダプタを，
LANインターコネクト・インタフェースで使う NetRAINセットとして構成
できます。そうすれば，LAN インターコネクトへつながる内部接続が切断
された場合でも，これらのメンバはクラスタ・メンバとして動作を維持す
ることができます。

図 6–2に示す 3メンバ・クラスタでは，LANインターコネクトに 1つの
イーサネット・スイッチを使っています。どのメンバのクラスタ・インター
コネクトでも，2つのネットワーク・アダプタで NetRAIN仮想インタフェー
スが構成されています。図に示されている IPアドレスについては，『クラス
タ・インストレーション・ガイド』を参照してください。
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図 6–2: イーサネット・スイッチを 1つ使う 3メンバ・クラスタ

Member 3

= active NetRAIN adapter
= inactive NetRAIN adapter

ZK-1809U-AI

Member 2Member 1
Switch

ics0:  10.0.0.10
nr0:  10.1.0.10

ics0:  10.0.0.20
nr0:  10.1.0.20

ics0:  10.0.0.30
nr0:  10.1.0.30

10.1.0.1

それぞれのメンバが 1ボート (1票の投票権)を持っていると，1つのメンバ
に障害が起こるか，メンバの LANインターコネクト接続が 1箇所切断され
ても (たとえば，イーサネット・アダプタの保守やケーブルの接続外れ)，こ
のクラスタは動作を維持できます。メンバから見ると，LANインターコネク
トの接続が 1箇所切断されても，すべてのメンバが動作を維持することにな
ります。ただし，スイッチの保守や障害の場合は，クラスタが動作しなくな
ります。 6.3.1 項で推奨したクォーラム・ディスクを使う 2メンバ構成でな
い限り，スイッチの障害がクラスタ全体のダウンの原因になります。した
がって，図 6–2に示すクラスタはお勧めできません。

6.3.3 項で説明するように，このクラスタに 2つ目のスイッチを追加して，
それぞれのメンバから両方のスイッチへ LANインターコネクト・アダプタ
を接続すれば，スイッチに障害が起こってもクラスタ全体がダウンすること
がなくなり，クラスタの信頼性を向上させることができます。

6.3.3 完全に冗長性のある LAN インターコネクト・ハードウェアを
使うクラスタ

相互接続されているスイッチとそれぞれのメンバとの間に冗長性のあるパ
スを設定するとともに，NetRAIN を使用することで，完全に冗長性のある
LANインターコネクトを構成することができます。図 6–3と図 6–4に示す 4
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メンバ・クラスタでは，それぞれのメンバで，2つのイーサネット・アダプ
タが NetRAIN仮想インタフェースとして構成されるとともに，2つのスイッ
チが 2本のクロス・ケーブルで相互接続されています。また，それぞれのメ
ンバから出ているイーサネットがどちらのスイッチにも接続されています。

図 6–3: リンク集約またはリンク復元を使う完全に冗長性のある推奨 LANイ
ンターコネクト構成

Member 1 Member 2

Switch 1 Switch 2

Member 3 Member 4

= active NetRAIN adapter

= inactive NetRAIN adapter

ZK-1839U-AI

ics0:  10.0.0.10
nr0:  10.1.0.10

ics0:  10.0.0.30
nr0:  10.1.0.30

ics0:  10.0.0.40
nr0:  10.1.0.40

ics0:  10.0.0.20
nr0:  10.1.0.20

Spanning 
Tree
Protocol 
disabled

10.1.0.1 10.1.0.2

Port Trunk 1
or

Resilient Link 1

Port Trunk 2
or

Resilient Link 2
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図 6–4: スパニング・ツリー・プロトコルを使う完全に冗長性のある推奨
LAN インターコネクト構成

Member 1 Member 2

Switch 1 Switch 2

Member 3 Member 4

= active NetRAIN adapter

= inactive NetRAIN adapter

ZK-1796U-AI

ics0:  10.0.0.10
nr0:  10.1.0.10

ics0:  10.0.0.30
nr0:  10.1.0.30

ics0:  10.0.0.40
nr0:  10.1.0.40

ics0:  10.0.0.20
nr0:  10.1.0.20

Spanning Tree
Protocol enabled

Spanning Tree
Protocol disabled

10.1.0.1 10.1.0.2

______________________ 注意 _____________________

製造元の異なるスイッチを混在させて使う場合は，互換性につい
て製造元に確認してください。

6–10 クラスタ・インターコネクトで使うための LAN ハードウェアの構成



6.3.2項で説明した 3メンバ・クラスタのように，このクラスタは，1つのメ
ンバに障害が発生するか，メンバの LANインターコネクト接続が 1箇所切
断されても (たとえば，イーサネット・アダプタの保守やケーブルの接続外
れ)，クラスタ全体はダウンしません (どのメンバも 1ボート持ち，クォーラ
ム・ディスクが構成されていない場合)。また，このクラスタは，スイッチ
の一方に障害が起こるかスイッチ間のクロス・ケーブルが切断されても，
動作を維持することができます。

NetRAINでは，非アクティブな LANインターコネクト・アダプタをスイッ
チ間にまたがって探査しなくてはならないので，スイッチ間のクロス・ケー
ブル接続が重要です。2本のクロス・ケーブルを使うよう，強くお勧めしま
す。図 6–3と図 6–4で示すように，2本のクロス・ケーブルを使えば，1本
のクロス・ケーブルが使えなくなってもクラスタには分かりません。付録 B
で説明していますが，スイッチ間でこのような並列リンクを使う場合は，ス
イッチで行えるスイッチ間のルーティング・ループ検出または回避方法を使
用しなければなりません。これらの図では，スイッチで行える最も一般的な
方法に適したポート設定が示されています。利用できる方法は，リンク集
約 (ポート・トランキングとも言う)，リンク復元，およびスパニング・ツ
リー・プロトコル (STP)です。リンク集約とリンク復元は図 6–3に示されて
います。STPは図 6–4に示されています。図の中の IPアドレスについての
説明は，『クラスタ・インストレーション・ガイド』を参照してください。

構成によっては (たとえば，図 6–5に示すように 1本のクロス・ケーブルし
か使わない非推奨の構成)，クロス接続が切断されるとネットワークが分断さ
れます。クロス接続が完全に切断されると，NetRAIN は，クロス接続を経由
して非アクティブなアダプタへパケットを送信することができなくなりま
す。このような状況になってもクラスタはダウンしませんが，NetRAINセッ
トにあるアダプタの間でフェイルオーバが行えなくなります。

たとえば，図 6–5に示す構成では，メンバ 1とメンバ 2のアクティブな LAN
インターコネクト・アダプタは，現在，スイッチ 1に接続されています。一
方，メンバ 3とメンバ 4のアクティブな LANインターコネクト・アダプタ
は，現在，スイッチ 2に接続されています。クラスタがこのような状態にあ
るときにクロス接続が切断されると，メンバ 1とメンバ 2は，お互いを認識
できますが，メンバ 3とメンバ 4を認識できなくなります。その結果，メン
バ 3とメンバ 4をクラスタから外してしまいます。一方，メンバ 3とメンバ
4は，お互いを認識できますが，メンバ 1とメンバ 2を認識できなくなりま
す。その結果，メンバ 1とメンバ 2をクラスタから外してしまいます。仕様
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上は，こうなると，どちらのクラスタもクォーラム (必要な定足数)に足りま
せん。3ボート必要なうち，2ボートしか持っていないからです。その結果，
どちらのクラスタもクォーラム喪失でハングします。

図 6–5: 推奨できない LANインターコネクトの冗長構成

Member 1 Member 2

Switch 1 Switch 2

Member 3 Member 4

= active NetRAIN adapter

= inactive NetRAIN adapter

ZK-1821U-AI

スイッチを二重構成にしたクラスタでは，ネットワークの分断に対する耐性
を高めるために，以下の手順の一部またはすべてを実行してください。

• 図 6–3に示すように，クラスタのスイッチどうしを 2本のクロス・ケー
ブルで接続します。この構成にするとネットワークの分断に対する耐性
は高まりますが，2つ目のリンクがあるためにルーティング・ループが
できてパケットの転送に問題が発生します。そのため，この問題を回避
できるようにスイッチを構成する必要が出てきます。スイッチの要件と
構成方法についての詳細は，付録 Bを参照してください。
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• クラスタでネットワークの分断が発生すると，クォーラム喪失のためにク
ラスタがハングすることがあります。この事態を避けるために，ボート
を持つメンバの数を奇数にするか，1 ボートを持つクォーラム・ディスク
を用意して，ボートが奇数になるようにクラスタを構成してください。

• ケーブルやアダプタの交換などでネットワークを保守した後や，
NetRAINのフェイルオーバが発生したと考えられる場合は，クラスタ・
インターコネクト上の NetRAINデバイスにあるアクティブなネット
ワーク・アダプタの接続を調べてください。それぞれのメンバで，LAN
インターコネクトの NetRAIN仮想インタフェースで ifconfigコマン
ドを実行し，各メンバのアクティブな LANインターコネクト・アダプ
タが同じスイッチに接続されていることを確認します。すべてのメン
バで，最初のネットワーク・アダプタを最初のスイッチに，また，2
番目のネットワーク・アダプタを 2番目のスイッチにそれぞれ接続す
れば，スイッチに接続されているメンバのアダプタを簡単に識別でき
るようになります。アクティブなアダプタが同じスイッチに接続され
ていない場合は，それらを 1つのスイッチへ統合するために，適宜，
ifconfig nrx switch を実行してください。

6.3.4 イーサネット・ハブを使用する構成

すべてのイーサネット・ハブ (つまりイーサネット・スイッチと区別するため
の共用ハブ)は，半二重モードで動作します。ハブを LANインターコネクト
で使用する場合，それに接続するイーサネット・アダプタを半二重モードで
100 Mb/秒に設定 (または自動折衝)しなければなりません (DE50xと DE60x
ファミリのアダプタに関する詳細は，『クラスタ管理ガイド』を参照)。

LAN インターコネクトでのイーサネット・ハブの使用は，次のようにサ
ポートされています。

• 各メンバの 1つのイーサネット・アダプタ (または NetRAIN仮想イン
タフェースとして構成された複数のアダプタ) を 1 つのイーサネッ
ト・ハブに接続します。この構成で NetRAIN を使用すると，メンバ
の NetRAIN セット内の単一アダプタ障害をガードします。ハブは単
一の障害ポイントになります。

• 各メンバで NetRAIN仮想インタフェースとして構成された複数のイー
サネット・アダプタを，1 つのクロス・ケーブルで接続された 2つの
イーサネット・ハブに，図 6–5で示されているように接続します。この
構成は，メンバ・アダプタの単一障害またはハブの単一障害をガードし
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ます。ただし，ハブ間のクロス・ケーブル・リンクに障害が発生した場
合，クラスタ・ネットワーク・パーティションの障害につながることが
あるのでお勧めしません ( 6.3.3 項を参照)。

イーサネット・ハブはイーサネット・スイッチとは異なり，ネットワーク・
パーティションの障害を避けるために並列クロス・ケーブルを複数使用し
て構成することはできません。ハブにはルーティング・ループを検知し応
答する機能がありません。

イーサネット・ハブは，その性能上小さなクラスタ (2～ 3メンバ) でのみ
使用してください。

6.3.5 AlphaServer DS10L システムのクラスタ構成

LANインターコネクトをサポートしたことで，HP AlphaServer DS10Lのよ
うな基本的な AlphaServerシステムも，クラスタ構成ができるようになりま
した。AlphaServer DS10Lは，10/100 Mb/秒のイーサネット・ポート × 2，
64ビット PCI拡張スロット × 1，内部固定 IDEディスク × 1の構成で出荷さ
れるエントリ・レベルのシステムです。AlphaServer DS10Lは，サイズが
44.7 × 52.1 × 4.5 cm (17.6 × 20.5 × 1.75インチ (1U))で，1つのMシリーズ・
キャビネットに多数搭載できるので，そのクラスタ構成は，アプリケーショ
ン (特にWebベースのアプリケーション)にとって魅力的なオプションです。

AlphaServer DS10Lをクラスタ構成にする場合は，1つの PCI拡張スロット
を共用ストレージ (ここにクラスタ・ルート，メンバ・ブート・ディスク，オ
プションのクォーラム・ディスクを収容) のためのホスト・バス・アダプタ
に，また，イーサネット・ポートの 1つを外部ネットワークに，そして，も
う 1つのイーサネット・ポートを LANインターコネクトに，それぞれ使う
ことをお勧めします。図 6–6に，4台の AlphaServer DS10Lで構成した，非
常に基本的なローエンドのクラスタを示します。
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図 6–6: ローエンドの AlphaServer DS10Lクラスタ
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図 6–6に示す構成は，コスト・パフォーマンスの高いエントリ・レベルのク
ラスタですが，LANインターコネクトまたは共用 SCSIストレージ・バスに
障害が起こると，クラスタとして使えなくなります。

図 6–7に示す構成では，こうした単一機器障害によるクラスタ全体のダウン
を避けるために，2台の AlphaServer ES40がクラスタのメンバとして追加さ
れ，さらに，スイッチ間の接続が二重化されています。2 台の AlphaServer
DS10Lメンバは，イーサネット・ポートを経由して，LANインターコネク
トの一方のスイッチに接続され，別の 2台はもう一方のスイッチに接続され
ています。前の構成にあった共用 SCSIストレージは，冗長 Fibre Channel
スイッチを使った Fibre Channelファブリックで置き換えられています。

図では明確に示されていませんが，2 台の DS10Lのホスト・バス・アダプ
タは一方の Fibre Channel スイッチに，また，別の 2台の DS10Lのホス
ト・バス・アダプタはもう一方の Fibre Channel スイッチに，それぞれ
接続されています。
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図 6–7: AlphaServer DS10Lと AlphaServer ES40の両方をメンバとして含
むクラスタ構成
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2台の AlphaServer ES40メンバそれぞれにある物理的な LANインターコ
ネクト・デバイスは，NetRAIN仮想インタフェースとして構成した 2つ
のイーサネット・アダプタから構成されています。どちらの ES40でも，
一方のアダプタが最初のイーサネット・スイッチに，そして，もう一方の
アダプタが 2番目のイーサネット・スイッチにそれぞれケーブル接続され
ています。また，どちらの ES40にも 2つのホスト・バス・アダプタがあ
り，Fibre Channelファブリックへ同じようにケーブル接続されています。
つまり，一方のホスト・バス・アダプタが 1番目の Fibre Channel スイッ
チに，また，もう一方のアダプタが 2番目の Fibre Channelスイッチにそ
れぞれ接続されています。

このクラスタでボートを配分する方法は，以下に示すように何通りかあ
ります。
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• 各 AlphaServer ES40メンバにボートを与え，AlphaServer DS10Lメン
バにはボートを与えない。1ボートを持つクォーラム・ディスクを共用ス
トレージに構成する。こうすることによって，1台の AlphaServer ES40
メンバ，クォーラム・ディスク，または AlphaServer DS10Lメンバの一
部あるいはすべてに障害が起こっても，クラスタは動作を維持できる。

• 各メンバにボートを与える。1ボートを持つクォーラム・ディスクを共
用ストレージに構成する。こうすることにより，2台の AlphaServer
ES40メンバまたは 3台の AlphaServer DS10Lメンバに障害が起こって
も，クラスタは動作を維持できる。言いかえると，AlphaServer ES40
メンバは，クォーラムを維持するために，最低でも 1つの AlphaServer
DS10Lメンバのボートとクォーラム・ディスクのボートを必要とする。
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7
Fibre Channelストレージの使用

この章では，Fibre Channelの概要，Fibre Channelの構成例，および Tru64
UNIX または TruCluster Serverバージョン 5.1BにおけるFibre Channel
ハードウェアのインストールと構成情報について説明します。

この章では，次の項目について説明します。

• Fibre Channel の概要 ( 7.1 節)

• Fibre Channel トポロジの比較 ( 7.2 節)

• Fibre Channelストレージを使用したクラスタ構成の例 ( 7.3 節)

• Quickloop の簡単な説明 ( 7.4 節)

• ゾーニングに関する説明 ( 7.5 節)

• スイッチのカスケードに関する説明 ( 7.6 節)

• Fibre Channelディスクを使用した Tru64 UNIXバージョン 5.1Bまたは
TruCluster Serverバージョン 5.1Bのインストール手順 ( 7.7 節)

• Fibre Channel ハードウェアのインストールおよび構成に必要な手
順 ( 7.8 節)

• ベース・オペレーティング・システム，および Fibre Channelハード
ウェアを経由してアクセス可能なディスクを使用するクラスタ・ソフト
ウェアをインストールするために必要な手順 ( 7.10 節)

• HSG80を透過フェイルオーバ・モードから多重バス・フェイルオーバ・
モードに変換する方法 ( 7.11 節)

• emxマネージャ (emxmgr)を使用して，Fibre Channelアダプタの存在，
Fibre Channelアダプタに対するターゲット IDのマッピング，および現
在の Fibre Channelトポロジを表示する方法 ( 7.13 節)

具体的には，ストレージセットの構成例や，Tru64 UNIXブート・ディス
ク，クラスタ単位のルート (/)，/usr，/var，クラスタのメンバ・ブート
およびクォーラム・ディスクとしてセットアップした Fibre Channel スト
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レージセットに対して /dev/disk/dskn の値を決定する方法や，Tru64
UNIX バージョン 5.1Bおよび TruCluster Serverバージョン 5.1Bのイン
ストールを簡単にするために bootdef_dev コンソールの環境変数を設
定する方法について説明します。

______________________ 注意 _____________________

TruCluster Serverバージョン 5.1B構成では，Tru64 UNIXオペ
レーティング・システムを格納するために 1台以上のディスクが
必要です。Tru64 UNIXの格納には，最初のクラスタ・メンバ・
システムのプライベート・ディスク，またはシステムからアクセ
ス可能な共用バス上のディスクを使用する必要があります。

共用ディスクにベース・オペレーティング・システムをインス
トールするかどうかにかかわらず，Tru64 UNIXディスクをブー
トする前には必ずクラスタをシャットダウンしてください。

TruCluster Serverには，Memory Channelまたはプライベート
LANを使ったクラスタ・インターコネクトが必要です。LAN イ
ンターコネクトについては，第 6 章を参照してください。

7.1 Fibre Channel の概要

Fibre Channel は，複数のプロトコルを同じ物理インタフェース経由でサ
ポートします。Fibre Channelは，主としてプロトコルに依存しない伝送メ
ディアであり，それが使用される目的や機能とは無関係です。

TruCluster Serverでは，Fibre Channelプロトコル (FCP)によって，Fibre
Channelを SCSIの物理インタフェースとして使用します。

シリアル伝送方式の Fibre Channelは，以下のような点で SCSIのパラレル
伝送方式の限界を克服しています。

• 100 MB/秒，200 MB/秒，および 400 MB/秒のデータ転送速度。

• マルチ・プロトコルのサポート。

• スケーラビリティの向上。

• 信頼性，実用性，および可用性の向上。
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Fibre Channel では，非常に高速な伝送クロック周波数を使用して，高速
データ転送を実現しています。光ファイバ伝送線を使用することにより，高
周波情報を送信するトランスミッタとレシーバ間の距離を最大 40 km (24.85
マイル)まで延ばせます。短い距離では銅線を使うこともできます。

7.1.1 Fibre Channel の基本用語

ここでは，Fibre Channel の基本用語を解説します。

AL_PA アービトレイテッド・ループ物理アドレス (AL_PA)
は，Fibre Channelループのノードをアドレス指定す
るために使用されます。ノードはデータ送信可能に
なると，自分を識別する AL_PAを含むプリミティ
ブ・シグナルを Fibre Channelに送出します。

アービトレイテッ
ド・ループ

Fibre Channelのトポロジで，その中ではノードが
ループ状にリンクされていて，フレームはそのルー
プに沿ってルーティングされます。ループ内のノー
ドはすべて帯域幅を共用するため，ノードやケーブ
ルが追加されると帯域幅は若干悪化します。

フレーム データはすべて，フレームと呼ばれる情報パケット
の形で転送されます。フレームは 2112バイトに制
限されています。2112 バイトを超える情報は，複
数のフレームに分割されます。

ノード フレームの転送元および転送先を表します。ノー
ドは，コンピュータ・システム，RAID (redundant
array of inexpensive disks)アレイ・コントローラ，
またはディスク装置の場合があります。各ノード
には 64ビットの固有のノード名 (ワールドワイド
名) があります。ノード名はノードの製造時にノー
ドに組み込まれます。

N ポート 各ノードには，データの送受信に使用される Fibre
Channel ポートが少なくとも 1つ必要です。この
ノード・ポートを Nポートといいます。各ポート
には 64ビットの固有のポート名 (ワールドワイド

Fibre Channel ストレージの使用 7–3



名)が，製造時に割り当てられます。N ポートは別
の Nポートにポイント・ツー・ポイントのトポロ
ジで直接接続され，ファブリック・トポロジで F
ポートに接続されます。

NL ポート アービトレイテッド・ループ・トポロジでは，情報
はループ状にルーティングされます。ループ上で動
作するノード・ポートは，NLポート (ノード・ルー
プ・ポート)と呼ばれます。情報は，各 NLポートで
リピートされながら，最終的に転送先に到達します。
各々のポートは，製造時に組み込まれた 64ビットの
一意のポート名 (ワールドワイド名)を持っています。

ファブリック 転送元のノード (トランスミッタ)から転送先のノー
ド (レシーバ)までフレームをルーティングする，ス
イッチまたは相互接続されたスイッチ群のことです。

F ポート ファブリック内のポート (ファブリック・ポート)で
す。各 Fポートには 64ビットの固有のポート名が製
造時に割り当てられます。ノード名とポート名を合
わせてワールドワイド名になります。

FL ポート ループ機能を備える Fポートを FL ポートといい
ます。

リンク Nポートと他の Nポート間，または Nポートと F
ポート間の物理的接続のことです。リンクは 2つの
接続，つまり情報を送信する接続と情報を受信する
接続からなります。一方のノードの送信接続は，リ
ンクの相手方のノードでは受信接続になります。リ
ンクは，光ファイバ，同軸ケーブル，シールド・ツ
イスト・ペアのいずれかです。

E ポート・スイッチ
間拡張ポート

ファブリック内の 2つのスイッチ間の接続に使用さ
れる，スイッチの拡張ポート。
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7.1.2 Fibre Channel のトポロジ

Fibre Channelでは，以下の 3種類の相互接続トポロジがサポートされます。

• ポイント・ツー・ポイント ( 7.1.2.1 項)

• ファブリック ( 7.1.2.2 項)

• アービトレイテッド・ループ ( 7.1.2.3 項)

______________________ 注意 _____________________

アービトレイテッド・ループをファブリックと相互接続するこ
とは可能ですが，ハイブリッド構成は，現在ではサポートされ
ていません。したがって，ハイブリッド構成については本書で
は説明していません。

7.1.2.1 ポイント・ツー・ポイント

ポイント・ツー・ポイント・トポロジは最も単純な Fibre Channelトポロジ
です。ポイント・ツー・ポイント・トポロジでは，Nポートが別の Nポート
とシングル・リンクで接続されます。

一方の Nポートから送信されたすべてのフレームがもう一方の Nポート
で受信されるため，フレームのルーティングは不要です。各フレームの受
信順序は，送信順序と同じです。

図 7–1に，ポイント・ツー・ポイント・トポロジの例を示します。

図 7–1: ポイント・ツー・ポイント・トポロジ
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7.1.2.2 ファブリック

ファブリック・トポロジにはポイント・ツー・ポイント・トポロジよりも高
い接続性があり，最大 224ポートまで接続することが可能です。

ファブリックは，フレーム・ヘッダにある転送先アドレスを調べ，転送先の
ノードにフレームをルーティングします。

ファブリックは単一のスイッチで構成することも，複数のスイッチを相互接
続して構成することもできます (相互接続するスイッチは 3つまでサポートさ
れています)。各スイッチには 2個以上のファブリック・ポート (Fポート)が
あり，それらはファブリック・スイッチング機能により内部的に接続され，
フレームは 1つの Fポートから別の Fポートへとスイッチ内でルーティン
グされます。2つのスイッチ間の通信では，2つの拡張ポート (Eポート)
間でルーティングが行われます。

N ポートが Fポートに接続されると，ファブリックは，その N ポートに
Fibre Channelアドレスを割り当てます。さらにファブリックは，フレーム
が転送先に到達するまでに通るファブリック内のルートを選択します。

複数のスイッチから構成されているファブリックでは，フレームを確実に転
送先に届けるために代替ルートを選択することが可能です。

図 7–2に，ファブリック・トポロジの例を示します。
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図 7–2: ファブリック・トポロジ
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7.1.2.3 アービトレイテッド・ループ・トポロジ

アービトレイテッド・ループ・トポロジでは，フレームは，ノード間のリン
クによってセットアップされたループ上をルーティングされます。ハブは，
ノードやケーブルが故障したり，ノードの電源が落とされたり，保守のために
ノードが撤去されたりした場合に，ノードを迂回することでループの連続性を
保ちます。ハブはプロトコルからは見えません。ハブは Fibre Channelアー
ビトレイテッド・ループのアドレスを使用しないので，Fibre Channelアー
ビトレイテッド・ループのポートではアドレス指定することはできません。

ノードは，ループの制御権を取得する (マスタになる)ために調停 (アービト
レイト)します。ノードはマスタになると (ビットマスクのビットを設定する
ことにより) 独自の AL_PA (Arbitrated Loop Physical Address)を選択しま
す。AL_PAは，ループ上でそのノードをアドレス指定するために使用されま
す。AL_PAは動的で，ループが初期化されたり，ノードが追加・削除された
り，イベントによってループでのメンバシップが変化したりするたびに変
化します。ノードはデータの送信ができるようになると，自らを識別する
AL_PAを含む Fibre Channelプリミティブ・シグナルを送出します。

アービトレイテッド・ループ・トポロジでは，ノード・ポートは NLポート
(ノード・ループ・ポート)と呼ばれ，ファブリック・ポートは FLポート
(ファブリック・ループ・ポート)と呼ばれます。
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図 7–3に，アービトレイテッド・ループ・トポロジの例を示します。

図 7–3: アービトレイテッド・ループ・トポロジ
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7.2 Fibre Channel トポロジの比較

この節では，ファブリック・トポロジとアービトレイテッド・ループ・トポ
ロジを比較し，選択基準について説明します。

ファブリック (スイッチ)・トポロジと比較すると，アービトレイテッド・
ループ・トポロジは低コストですが性能は劣ります。アービトレイテッド・
ループでは，高価なスイッチを，低コストで多くの場合ノンインテリジェン
トな管理対象外のハブに置き換えることで，Fibre Channelのコストを低減
します。ハブは，物理的なループを論理的なスター構成に縮退させて動作し
ます。ケーブル，必要なコネクタ，許容ケーブル長は，ファブリックと同等
です。アービトレイテッド・ループは，理論上，ループ上に最大で 127ノー
ドをサポートします。アービトレイテッド・ループ・ノードは，自己構成型
であり，Fibre Channelアドレス・スイッチが不要です。

アービトレイテッド・ループは，帯域幅を犠牲にしてコストを低減します。
すなわち，ループ内のすべてのノードは帯域幅 (ループあたり，100 MB/
秒)を共有し，ノードやケーブルが追加されるたびに，帯域幅は若干狭く
なります。ループ上のノードは，他のノード間の通信を含むすべてのルー
プ上の通信を監視します。ハブには，ループに対するノードの追加や削除
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などの変更を管理するポート迂回機能があります。たとえば，ポート迂回
機能によって問題が検出されると，ハブは人手による介入なしに，ノード
をループから切り離します。これによりノード障害，ケーブル外れ，ネッ
トワーク再構成などに伴うダウンタイムがなくなり，データ可用性が維持
されます。ただし，ノードの追加や削除，エラーなどによって，ループ上
の通信は一時的に中断されます。

ファブリック・トポロジはこれに比べると高価ですが，接続性は強化され，
高性能が達成されます。すなわち，スイッチはファブリックに対し，全二重
100 (200) MB/秒のポイント・ツー・ポイント接続機能を提供します。スイッ
チは，ファブリック上のノードが自分宛のデータしか監視しないため，性能
を改善したり，スケーリング機能を使用できます。また，個々のノードは，
ファブリック内では他ノードの再構成やエラー回復処理とは分離されていま
す。スイッチは Fibre Channelファブリックの全体構造に関する管理情報を
持ちますが，これはアービトレイテッド・ループ用のハブにはない機能です。

表 7–1 に，ファブリック・トポロジとアービトレイテッド・ループ・ト
ポロジの比較を示します。

表 7–1: Fibre Channelのファブリック・トポロジとアービトレイテッド・
ループ・トポロジの比較

アービトレイテッド・ループを
使用する場合

ファブリックを使用する場合

メンバ数が 2 以下のクラスタ メンバ数が 3 以上のクラスタ

ソリューションの総コストが低く，扱い
やすさが主目的のアプリケーション

再構成や修理による通信の一時中断が問
題になる，複数ノードのクラスタ構成

アービトレイテッド・ループ構成
に伴う帯域幅の共有が問題になら
ないアプリケーション

アービトレイテッド・ループ構成に
伴う帯域幅の共有が妥当でない，高
帯域幅のアプリケーション

拡張や増強が予想されない構成 拡張が予想されるため，性能の増
強が必要なクラスタ構成

7.3 TruCluster Server でサポートされる Fibre Channel 構
成の例

この節では，TruCluster Serverバージョン 5.1Bでサポートされる構成の例
を，透過フェイルオーバ・モードと多重バス・フェイルオーバ・モード別
に図を用いて説明します。
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7.3.1 透過フェイルオーバ・モードの Fibre Channelクラスタ構成

透過フェイルオーバ・モードには，次のような特長があります。

• フェイルオーバが実行されたことが，ホストからわかりません (フェイ
ルオーバをホストに意識させない)。

• ユニットは，HSG80ポート 1とポート 2に分割されます。

• デュアル冗長 HSG80コントローラを使用している場合，通常はコント
ローラ Aのポート 1とコントローラ Bのポート 2がアクティブで，コン
トローラ Aのポート 2とコントローラ Bのポート 1がパッシブです。

• 一方のコントローラが故障した場合は，他方のコントローラに制御が移
り，そのコントローラの両方のポートがアクティブになります。

図 7–4は，透過フェイルオーバ・モードによる標準的な Fibre Channelクラ
スタ構成を示しています。
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図 7–4: 1台のスイッチを使用した透過フェイルオーバ Fibre Channel構成
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透過フェイルオーバ・モードでは，両方のコントローラのポート 1を経由し
てユニット D00から D99にアクセスします。ユニット D100から D199に
は，両方の HSG80コントローラのポート 2を経由してアクセスします。

透過フェイルオーバ・モードでは，NSPOF (no-single-point-of-failure: 単一
機器の障害がシステム全体の障害とならない)構成は実現できません。ホスト
からフェイルオーバを実行できないだけでなく，ホスト・バス・アダプタ，
スイッチ，ハブ，またはケーブルに障害が発生した場合は，少なくとも一方
のポートより先のユニットが使用できなくなります。

2番目のバスにハードウェア (別の KGPSA，スイッチ，RA8000/ESA12000
および関連ケーブル) を追加すれば，LSM によってバス間のミラーリング
が可能になります。ただし，LSM ではメンバのブート・パーティションや
クォーラム・ディスクをミラーリングできないので，可用性は向上します
が，NSPOF 透過フェイルオーバ構成は実現できません。
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図 7–5 に，デュアル冗長 HSG80 コントローラを持つ RA8000 または
ESA12000 ストレージと，DS-SWXHB-07 Fibre Channel ハブの 2ノード
Fibre Channel クラスタを示します。

図 7–5: 1つのストレージ・アレイを持つアービトレイテッド・ループ構成
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7.3.2 多重バス・フェイルオーバ・モードの Fibre Channel クラス
タ構成

多重バス・フェイルオーバ・モードには，次のような特長があります。

• 異なる経路，または別の HSG80コントローラを経由してユニットにア
クセスすることにより，ホストからフェイルオーバを実行します。

• アクティブ・コントローラは，スイッチ，ハブの損傷や，コントロー
ラ・ポートでのケーブル外れを検出すると，別のコントローラにフェ
イルオーバします。
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• 各クラスタ・メンバ・システムには，2つ以上の (ファブリックだけの)
KGPSAホスト・バス・アダプタが装着されています (ストレージ・ユ
ニットに対して複数の経路を持つ)。

• 通常は，使用可能なすべてのユニット (D0から D199までのユニット)
はすべてのホスト・ポートから使用できます。特定のストレージ・ユ
ニットに対しては，どちらか一方の HSG80コントローラがアクティ
ブに I/O を実行します。

ただし，ユニットに特定のコントローラを設定すれば，両方のコン
トローラを強制的にアクティブにすることが可能です (SET unit

PREFERRED_PATH=THIS)。ユニットに対するコントローラのバランス
を調整することで，2 つのコントローラによる最適な I/O 性能が得
られます。

____________________ 注意 ___________________

ユニットに特定のコントローラを設定したときに，エラー条
件または電源障害が発生したためにHSG80コントローラ
が再起動すると，一方のコントローラが他方より早く起動
した場合，それがユニットを設定したコントローラかどう
かとは無関係に，先に起動したコントローラがすべてのユ
ニットを制御します。そのため，後で起動したコントロー
ラは設定されたユニットにアクセスできず，非アクティブ
な状態になります。

したがって，両方のコントローラが設定されたユニットを認
識できるように，どのような環境下でも両方の HSG80コン
トローラを同時に起動する必要があります。

図 7–6と図 7–7は，異なる 2つの推奨する多重バスNSPOFクラスタ構成を
示しています。これらの構成の相違点は，スイッチと HSG80コントロー
ラ・ポート間の接続方法だけです。

これら 2つの構成では性能上の違いはありません。図 7–6に示す構成の方
が，ケーブル接続が簡単です。これは，スイッチ (またはスイッチ・ゾーン)
から両方のコントローラの同一サイドのポート (たとえば，両方のコントロー
ラのポート 1)にケーブル接続するだけですむからです。
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図 7–6: 多重バス NSPOF 構成 1
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図 7–7: 多重バス NSPOF 構成 2
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図 7–8に示す構成は NSPOF構成ですが，障害発生時に性能が劣化するた
め，このクラスタ構成は推奨できません。スイッチやケーブルの障害で別のス
イッチへのフェイルオーバが発生すると，ストレージ・ユニットへのアクセ
スを別のコントローラへ移動しなければならず，これに時間がかかります。
図 7–6と図 7–7に示す構成では，障害が発生しても，ストレージ・ユニット
へのアクセスは同一コントローラの別のポートに切り替わるだけです。これ
はコントローラを切り替えるより高速であり，全体性能が向上します。

______________________ 注意 _____________________

図 7–8に示すような構成の場合，スイッチから HSG80へのケー
ブル接続を，図 7–6または図 7–7で示すような構成にマッチす
るように変更してください。

図 7–9に示すような単一システム構成も推奨できません。
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図 7–8: 推奨できない構成
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図 7–9: 推奨できない別の構成
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図 7–10に，2ノード Fibre Channelクラスタからなる，アービトレイテッ
ド・ループの最大構成例を示します。これは，デュアル冗長 HSG80コント
ローラを持つ RA8000または ESA12000ストレージ・アレイが 2つと，2つ
の DS-SWXHB-07 Fibre Channelハブで構成されている NSPOF構成です。

図 7–10: アービトレイテッド・ループの最大構成
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7.4 QuickLoop

QuickLoopは，ファブリック内の FC-AL (Fibre Channelアービトレイテッ
ド・ループ) デバイスをサポートします。この論理的な PLFA (プライベー
ト・ループ・ファブリック・アタッチ)は，ファブリックで相互接続され
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る複数のプライベート・アービトレイテッド・ループ (ループレット) で構
成されます。プライベート・ループ構成では，最大 2つのスイッチのポー
トを論理的に接続します。

______________________ 注意 _____________________

QuickLoopは，Tru64 UNIXバージョン 5.1B構成や TruCluster
Serverバージョン 5.1B構成ではサポートされません。

7.5 ゾーニング

この節では，ゾーニングの概要について簡単に説明します。

ゾーンは，ファブリックに接続された Fibre Channelデバイスの論理的なサ
ブセットです。ゾーニングによって，リソースを分割すれば，リソースの
管理やアクセス・コントロールが可能になります。ハードウェア・リソー
スが有効活用できるので，1台のスイッチで複数のクラスタや複数のオペ
レーティング・システムさえも運用することができます。ゾーニングでは
ファブリックをゾーンに分けますが，個々のゾーンが本質的に仮想ファブ
リックになります。

ゾーニングは次の場合に使用します。

• 異なる運用環境やユーザのシステム間に，たとえば 2つのクラスタが同
一スイッチを利用できるようにするため，境界を設定したい場合。

• ファブリックの残りの領域から分離された試験領域を作成する場合。

• 未使用ポートを減らし，スイッチを有効利用する場合。

______________________ 注意 _____________________

最初のゾーニングは，ホスト・バス・アダプタとストレージをス
イッチに接続する前に行う必要がありますが，ゾーニング構成が
終了すれば，変更は動的に行うことができます。

7–20 Fibre Channel ストレージの使用



7.5.1 スイッチ・ゾーニングと選択的ストレージ・プレゼンテーション
の比較

HSG80コントローラのスイッチ・ゾーニングと SSP (選択的ストレージ・プ
レゼンテーション) は，同じような機能を持っています。

スイッチ・ゾーニングでは，相互に通信可能なサーバ，およびストレージ・
コントローラのホスト・ポートを制御します。SSPは，各々のストレージ・
ユニットにアクセスするサーバを制御します。

スイッチ・ゾーニングは，ストレージ・システム・レベルでのアクセスを
制御します。一方，SSPはストレージ・ユニット・レベルでのアクセス
を制御します。

以下の構成では，スイッチ・ゾーニング，または SSPが必要です。

• SAN (ストレージ・アレイ・ネットワーク)に，TruCluster Serverクラ
スタ以外に別のスタンドアロン・システム (UNIXまたはそれ以外)や別
のクラスタが存在している場合。

• 同一の SANに，Tru64 UNIXとWindows NTやWindows 2000が混在
している場合 (Windows NTやWindows 2000は，別のスイッチ・ゾー
ンに入っていなければなりません)。

• SAN 構成で，RA8000，ESA12000，MA6000，MA8000，または
EMA12000との間に 64個を越える接続がある場合。

SSP は，ストレージへのアクセスを制御する好ましい方法です (ゾーニン
グは不要です)。

7.5.2 ゾーニングのタイプ

ゾーニングには，ソフトとハードの 2つのタイプがあります。

• ソフト・ゾーニングは，SNS (Simple Name Server)がゾーニングするこ
とによって，ソフトウェアで実現します。ゾーンは，ノードまたはポー
トのワールドワイド名 (WWN)，または D，P ( Dはドメインを表し，P
はスイッチ上の物理ポート番号を表します) 形式のドメインとポート番
号の組み合わせのいずれかで定義されます。

ホスト・システムは，ファブリックに接続されているアダプタとスト
レージ・コントローラのすべてのリストを要求します。ネーム・サービ
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スは，要求を出しているホスト・バス・アダプタと同一ゾーンのポート
すべてのリストを提供します。

ソフト・ゾーニングは，すべてのホストが受け入れる場合にのみ利用
できます。ソフト・ゾーニングを受け入れるようにプログラムされて
いないホストの場合は，利用できません。たとえば，ホストがゾーン
外のコントローラにアクセスしようとした場合，スイッチはそのアク
セスを阻止できません。

Tru64 UNIXはソフト・ゾーニングに対応しているので，ゾーン外の
デバイスにアクセスしません。

ゾーンの定義にWWNを使っているときに，KGPSAホスト・バス・ア
ダプタを入れ換えると，ノードの WWNが変わるので，ゾーン構成と
SSP の変更が必要になります。

• ハード・ゾーニングの場合は，Fibre Channel フレームをハードウェ
アでブロックすることにより，すべてのファブリック・スイッチで物
理レベルのゾーニングが行われます。ハードウェア・ゾーンの定義
は，D，P 形式 (Dはドメインを表し，P はスイッチ上の物理ポート番
号を表します)で行われます。たとえば，スイッチ 1のポート 2は，
1，2 のようになります。

ホストがゾーン外のポートにアクセスしようとすると，スイッチのハー
ドウェアによってそのアクセスはブロックされます。

ゾーン内でポート間のケーブル接続を変更する場合には，ゾーン構成
を変更しなければなりません。

ゾーン外にアクセスしないことを保証したい場合は，ハード・ゾーニングを
使用するか，ソフト・ゾーニングに対応しているオペレーティング・シス
テムを使用します。

表 7–2 に，Fibre Channel スイッチでサポートされているゾーニングの
タイプを示します。

表 7–2: スイッチでサポートされているゾーニングのタイプ

スイッチ・タイプ サポートされているゾーニングのタイプ

DS-DSGGA ソフト

DS-DSGGB ソフトとハード

DS-DSGGC ソフトとハード
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7.5.3 ゾーニングの例

図 7–11に，ゾーニングを使用した構成例を示します。この構成は 2つの独
立したゾーンからなり，各々のゾーンには独立したクラスタがあります。

図 7–11: 単純なゾーン構成
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ゾーンの設定に関する説明は，スイッチに付属している SAN Switch Zoning
のドキュメントを参照してください。

7.6 カスケード接続のスイッチ

複数のスイッチを相互接続して，スイッチ・ネットワークやカスケード接続
スイッチを形成することができます。
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カスケード接続スイッチの構成であって，SAN接続されたノードへのデー
タ・パスを喪失しないスイッチを組み入れて，ネットワーク障害の発生に対
処できるようにした構成を，メッシュ・ファブリックまたはメッシュ化ファ
ブリックと呼びます。図 7–12に，3台のカスケード接続されたスイッチか
らなる，メッシュ化ファブリックを示します。ただし，これは NSPOF構
成ではありません。

図 7–12: 3台のカスケード接続されたスイッチからなる，メッシュ化ファ
ブリック

KGPSA

Member
System

1
Memory
Channel

KGPSA

Memory
Channel

Cluster
Interconnect

Member
System

2

HSG 80
Controller A

HSG 80
Controller B

RA8000/ESA12000

Port 1 Port 2

Port 1 Port 2

Fibre Channel Switch

HSG 80
Controller A

HSG 80
Controller B

RA8000/ESA12000

Port 1 Port 2

Port 1 Port 2

Fibre Channel SwitchFibre Channel Switch

ZK-1795U-AI

図 7–13に，4台のカスケード接続されたスイッチからなる，回復力のある
メッシュ接続のファブリックの例を示します。これは複数のデータ・パスで
障害が発生しても耐えられる NSPOF構成です。
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図 7–13: 4台のカスケード接続されたスイッチからなる，回復力のあるメッ
シュ化ファブリック
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______________________ 注意 _____________________

ISLを失うと，通信は別のスイッチを介して別のコントローラ
の同一ポートにルーティングされます。これにより，ホップ数
は最大 2 ですみます。

下記サイトの『Compaq StorageWorks Heterogeneous Open SAN Design
Reference Guide 』で，SAN (storage array network)に関する情報を参照
できます。

http://www5.compaq.com/products/storageworks/techdoc/san/AA-RMPNA-TE.html

• サポート対象の SAN トポロジ

• SAN ファブリックの設計規則

• SANプラットフォームとオペレーティング・システムの制約事項 (サ
ポートされるスイッチ数を含む)

7.7 Fibre Channelディスクを使用するインストール手順

Fibre Channel ディスクを使用して，Tru64 UNIX バージョン 5.1B と
TruCluster Serverバージョン 5.1Bをインストールするには，以下の手順に
従ってください。Tru64 UNIXバージョン 5.1Bだけをインストールする場
合は，手順 1～8 だけを実行してください。TruCluster Serverバージョン
5.1Bをインストールする場合には，すべての手順が必要です。実際のイン
ストールにあたっては，Tru64 UNIX『インストレーション・ガイド』，
TruCluster Server『クラスタ・インストレーション・ガイド』やハードウェ
アのマニュアルなどを適宜参照してください。

1. Fibre Channel スイッチまたはハブをインストールします ( 7.8.1 項
または 7.8.2 項)。

2. Fibre Channel ホスト・バス・アダプタをインストールします
( 7.8.3 項)。

3. HSG80 RAIDアレイ・コントローラをファブリックまたはループ構成に
設定します ( 7.9.1 項)。

4. HSG80または Enterprise Virtual Arrayディスクを，ベース・オペレー
ティング・システムとクラスタのインストールで使用できるように設
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定します。オペレーティング・システムとクラスタのインストールで
使うストレージ・ユニットに識別子を付けることを忘れないでくださ
い ( 7.9.1.3.1 項と 7.9.1.3.2 項)。

5. システムに電源が入っていなければ，Tru64 UNIXバージョン 5.1Bをイ
ンストールするシステムの電源を入れます。クラスタのインストールで
は，このシステムが最初のクラスタ・メンバとなります。

コンソールWWIDマネージャ (wwidmgr)ユーティリティを使って，
Fibre Channel Tru64 UNIXバージョン 5.1Bディスクと，最初のクラ
スタ・メンバ・システムのブート・ディスクにデバイス・ユニット
番号を設定します ( 7.10.1 項)。

6. show wwid* および show n*コンソール・コマンドを使用して，現
在アクセス可能なディスク・デバイスとデバイスへのパスを表示し
ます ( 7.10.2 項)。

7. Tru64 UNIX『インストレーション・ガイド』 を参照して，CD-ROM
からベース・オペレーティング・システムをインストールします。イ
ンストレーション・プロシージャでは，デバイス・ユニット番号を設
定したディスクが認識されます。表示されたディスク一覧から Tru64
UNIX オペレーティング・システムをインストールするディスクを
選択します ( 7.10.3 項)。

新しいカーネルがマルチユーザ・モードでブートして，オペレーティン
グ・システムのインストールが完了します。

TruCluster Server ソフトウェアをインストールしない場合は，
bootdef_devコンソール環境変数をリセットしてブート・ディスクへ
のマルチ・ブート・パスを設定し ( 7.10.4 項)，オペレーティング・シ
ステムをブートします。

8. クラスタのインストールで使用する /dev/disk/dskn の値を決めま
す ( 7.10.5 項)。

9. disklabelユーティリティを使用して，クラスタの作成に使用したディ
スクにラベルを付けます ( 7.10.6 項)。

10. TruCluster Server『クラスタ・インストレーション・ガイド』を参照
して，TruCluster Serverソフトウェアのサブセットをインストールし
ます。次に clu_createコマンドを実行して，最初のクラスタ・メン
バを作成します。clu_create を使用してシステムをブートしないで
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ください。システムをシャットダウンして，コンソール・プロンプ
トを表示させます ( 7.10.7 項)。

11. bootdef_devコンソール環境変数を再設定して，クラスタ・メンバ・
ブート・ディスクへのマルチ・ブート・パスを設定します ( 7.10.4 項)。
最初のクラスタ・メンバをブートします。

12. 『クラスタ・インストレーション・ガイド』を参照して，後続のクラス
タ・メンバ・システムを追加します ( 7.10.8 項)。最初のクラスタ・メン
バに対して，次の手順を実行します。

• wwidmgrコマンドを使用して，メンバ・システム・ブート・ディス
クのデバイス・ユニット番号を設定します。

• bootdef_dev 環境変数を設定します。

• 新しいクラスタ・メンバ・システム上にカーネルを構築後
bootdef_dev 環境変数をリセットします。

7.8 Fibre Channelハードウェアのインストールと構成

ここでは，Fibre Channel ストレージを使った，Tru64 UNIX または
TruCluster Server構成に必要な Fibre Channelハードウェアのインストール
について説明します。

メンバ・システム，Fibre Channel スイッチ，ハブ，および HSG80アレ
イ・コントローラ群が，使用予定の光ケーブルの長さで接続できることを
確認してください。

______________________ 注意 _____________________

KGPSA とスイッチ (またはハブ)間，またはスイッチ (または
ハブ) と HSG80 アレイ・コントローラ間の光ケーブルの最大
長は，短波マルチ・モード Fibre Channel ケーブルで 500 m
(1640.4フィート) です。カスケード接続されたスイッチ構成で
は，スイッチ間の最大長は，長波シングル・モード・ファイバ
で 10 km (6.2 マイル) です。
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7.8.1 Fibre Channel スイッチのインストール

Fibre Channelスイッチをインストールしてセットアップします。スイッチ
に同梱のマニュアルを参照してください。

NSPOF (no-single-point-of-failure)構成を計画している場合は，最少 2個の
Fibre Channel スイッチをインストールします。

すべてのスイッチには，10Base-Tイーサネット (RJ45)ポートが 1つあり，
IPアドレスが設定されると，イーサネット接続によりスイッチを管理でき
るようになります。

• telnet TCP/IP 接続を使用したリモート管理

• SNMP (Simple Network Management Protocol)経由

• Web 管理ツールの使用

スイッチ・ゾーニングのセットアップは，Fibre Channelホスト・バス・ア
ダプタとストレージ・ハードウェアをインストールし，関連するケーブル
を接続してから行います。

7.8.2 DS-SWXHB-07ハブのインストールとセットアップ

DS-SWXHB-07ハブは，最大 7個の 1.6025ギガビット/秒のポートをサポー
トします。このポートは，DS-KGPSA-CA PCI-to-Fibre Channelホスト・バ
ス・アダプタ，または HSG80アレイ・コントローラに接続できます。

DS-SWXHB-07 ハブは，DSGGAスイッチとは異なり，制御パネルや電源
スイッチを持っていません。プラグを差し込むだけで電源が入ります。フ
ロント・パネルに電源が入っていることを示す緑の電源インディケータが
あります。

DS-SWXHB-07ハブには，最大 7個のプラグイン・インタフェース・コン
バータを収容するスロットがあります。各々のインタフェース・コンバータ
は，2個の 1ギガビットの GBIC (Gigabit Interface Converter)モジュールを
サポートします。GBICモジュールは電気・光変換器であり，標準 SCコネ
クタの 50ミクロンと 62.5ミクロンのマルチモード・ファイバ (MMF)の両方
をサポートします。TruCluster Server製品では，50ミクロン MMF光ケー
ブルだけがサポートされています。

GBICモジュールと MMF光ケーブルは，ハブに付属していません。必要で
あれば，弊社のサービス担当にご連絡ください。
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7.8.2.1 ハブのインストール

ハブは，メンバ・システム (DS-KGPSA PCI-to-Fibre Channel アダプタ
付き)および HSG80アレイ・コントローラから 500 m (1640.4 フィート)
以内に設置してください。

DS-SWXHB-07ハブは平らで堅い床に置くか，DS-SWXHX-07ラックマウン
ト・キット (注文番号 242795-B21) を使って，48.7 cm (19 インチ)ラック
に取り付けます (1つのラックマウント・キットには，2 台のハブを取り付
けることができます)。ハブは床を傷つけないように，脚にゴムのカバーが
ついています。

ハブの設置場所を決める際には，ハブ後部の GBICコネクタが着脱可能なこ
とを確認してください。すべてのケーブルはハブの後部に接続します。

______________________ 注意 _____________________

静電気によってモジュールや電子部品が損傷を受ける場合がありま
す。モジュールを取り扱う場合は，接地された静電気防止用リス
ト・ストラップを着用し，接地された作業台で作業してください。

インストールには，少なくとも以下の作業が必要です。

1. ハブを適切な床に設置するか，ラックに取り付けます。

2. GBICモジュールを 1つ以上取り付けます。GBICモジュールは，ハブ
の空いているポートに，カチッという音がするまでゆっくり差し込みま
す。GBICモジュールには，誤挿入防止用のガイド・キーが組み込まれ
ています。無理な力を加えないでください。

3. 光ファイバ・ケーブルを接続します。この場合，MMFケーブルの一方
を，ハブに実装されている GBICモジュールに接続します。アクティ
ブ・ポートの接続はすべてMMFケーブルを使用します。未使用ポート
や，間違って実装した GBICモジュールでも，ループをバイパスさせた
ままになるので，ループの運用に影響を与えることはありません。

4. MMFケーブルの反対側を DS-KGPSA-CAアダプタまたは HSG80に接
続します。
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5. 適切にアースに接続されているコンセントに，ハブの電源ケーブルを差
し込みます。フロント・パネルの電源インディケータで電源が投入さ
れたことを確認します。

詳細は，『Fibre Channel Storage Hub 7 Installation Guide』を参照して
ください。

7.8.2.2 ハブの状態の確認

DS-SWXHB-07ハブは管理できない装置なので，LED インディケータの状
態を見て，ハブの正常動作を確認します。LED インディケータは，ハブを
DS-KGPSA-CAホスト・アダプタと HSG80コントローラに接続した後，特
に便利に使えます。ただし，今は GBICコネクタが正しく取り付けられてい
ることを確認するために使用します。

光ケーブルを接続しないで電源を入れると，緑色と黄色の LEDがともに点
灯します。これは，ポートはアクティブですが，接続が無効であることを示
しています。他の表示の意味を以下に説明します。

• ともに消灯: アクティブではありません。GBICが正しく実装されている
かどうかを確認してください。

• 緑色 LED点灯: GBICが実装され，正しく機能していることを意味し
ます。

• 緑色 LED消灯: 障害状況を示しています (GBICトランスミッタ障害，
GBICが正しく実装されていない，GBICが実装されていない，その他
のデバイス障害)。ポートは迂回モードになっています。これは GBICが
実装されていないときのポートの通常の状態です。

• 黄色 LED点灯: 信号が無いか弱いため，ポートがバイパス・モードに
なっていることを示します。GBICが実装され，ケーブルが GBICに接
続され，ケーブルの片方が DS-KGPSA-CAまたは HSG80に接続されて
いることを確認してください。

• 黄色 LED消灯 (緑色 LEDは点灯): ポートとデバイスが障害なく動作し
ていることを示します。

ハブのステータスを確認する場合，詳細は『Fibre Channel Storage Hub 7
Installation Guide』を参照してください。
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7.8.3 Fibre Channelアダプタ・モジュールのインストールと構成

以降の各項では，Fibre Channel アダプタ (FCA)のインストールと構成に
ついて説明します。

7.8.3.1 Fibre Channel アダプタ・モジュールのインストール

KGPSA-BC，DS-KGPSA-CA または DS-KGPSA-DA (FCA2354) Fibre
Channelアダプタ・モジュールをインストールするには，次の手順に従いま
す。詳細については，次のマニュアルを参照してください。

• 『KGPSA-BC PCI-to-Optical Fibre Channel Host Adapter User Guide』

• 『64-Bit PCI-to-Fibre Channel Host Bus Adapter User Guide』

• 『Tru64 UNIX and OpenVMS FCA-2354 Host Bus Adapter Installation
Guide』

______________________ 注意 _____________________

静電気によってモジュールや電子部品が損傷を受ける場合があ
ります。モジュールを取り扱う際には，接地された静電気防止
用リスト・ストラップと接地された作業面を使用することをお
勧めします。

1. 必要であれば，KGPSA-BCモジュールにマウント用ブラケットを取り付
けます。マウント用ブラケットのタブを基板の部品面に配置し，基板の
はんだ面からネジを挿入します。

2. KGPSA-BCは，ギガビット・リンク・モジュール (GLM) が取り付け
られた状態で出荷されています。GLMが取り付けられていない場合
は，GLMイジェクタ・メカニズムを閉じます。次に，GLMアライン
メント・ピン，アラインメント・タブ，およびコネクタ・ピンの位置
を，穴，楕円形の開口部，および基板のソケットに合わせて，GLM を
はめ込みます。

DS-KGPSA-CAおよび DS-KGPSA-DAでは GLMを使用せず，組み込み
の光短波長マルチモード Fibre Channelインタフェースを使用します。

3. 空いている 32ビットまたは 64ビット PCIスロットに Fibre Channel
アダプタを装着します。
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4. Fibre Channel アダプタをファブリック ( 7.8.3.2 項) またはループ
( 7.8.3.3 項)で動作するように設定します。

5. Fibre Channelアダプタのノードとポートのワールドワイド名を取得し
ます( 7.8.3.4 項)。

6. 光ケーブルの SCコネクタを KGPSA-BC GLMまたは DS-KGPSA-CAの
SCコネクタに挿入します。光ケーブルの LCコネクタを DS-KGPSA-DA
の LCコネクタに挿入します。SCおよび LCコネクタは，差し込み方を
間違えないようにキー方式になっています。差し込む際に無理に力を加
えないでください。また，光ケーブルの先端を覆っている透明なプラス
チックのカバーを忘れずに取り外しててください。

____________________ 注意 ___________________

ご使用の Fibre Channelアダプタおよびスイッチに応じて，
Fibre Channelケーブルは SC-SC，LC-SC，または LC-LCの
いずれかを使います。

7. Fibre Channel スイッチに実装されている短波長ギガビット・インタ
フェース変換モジュール (GBIC)に光ファイバ・ケーブルを接続します。

7.8.3.2 Fibre Channelアダプタをファブリックで動作させるための設定

Fibre channelホスト・バス・アダプタ (FCA)は省略時にはファブリック・
モードに設定されているため，特別な作業なしにファブリック構成で使用で
きます。ただし，別のシステムでループ・モードで使用されていた FCAを
取り付ける場合は，不揮発性 RAM (NVRAM)を再フォーマットし，Fibre
Channelファブリック構成で動作するように設定する必要があります。

wwidmgrユーティリティによって Fibre Channelホスト・バス・アダプタの
動作モードを調べ，必要に応じてモードを変更します (ループからファブ
リックへの変更など)。

______________________ 注意 _____________________

AS1200，AS4x00，AS8x00，GS60，GS60E，および GS140の
AlphaServerシステムで wwidmgrユーティリティを使用する場合
は，コンソールを診断モードに設定する必要があります。コンソー
ルを診断モードに設定するには，次のコマンドを入力します。
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P00>>> set mode diag
Console is in diagnostic mode
P00>>>

コンソールが wwidマネージャ・モード (AS1200，AS4x00，
AS8x00，GS60，GS60E，GS140システムでは診断モード)の
場合，システムを再初期化するまでブートできません。そのた
め，wwidマネージャでの作業が終了した後で，initコマンド
を実行するか，またはシステム・リセットを使用して，シス
テムの再初期化を行います。

システムをブートしようとして次のようなエラー・メッセージが
表示された場合は，コンソールを初期化してWWIDマネージャ・
モードを終了してから，リブートします。

P00>>> boot
warning -- main memory zone is not free
P00>>> init

...
P00>>> boot

システムを初期化して，ブートし，シャットダウンしてから
wwidmgrユーティリティを使用すれば，上記のエラーは防止でき
ます。次のエラー・メッセージが表示された場合は，システムを初
期化してから再度 wwidmgrユーティリティを実行してください。

P00>>> wwidmgr -show adapter
wwidmgr available only prior to booting.
Reinit system and try again.
P00>>> init

...
P00>>> wwidmgr -show adapter

...

wwidmgrユーティリティについての詳しい説明は，『Wwidmgr
User’s Manual』を参照してください。このマニュアルは，
「Alpha Systems Firmware Update Utility」CD-ROMの DOC

ディレクトリに格納されています。

ワールドワイド IDマネージャ (wwidmgr)ユーティリティを使って，すべて
の KGPSAの Fibre Channelアダプタのトポロジがファブリックに設定され
ていることを確認します (例 7–1と例 7–2参照)。
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例 7–1: KGPSA トポロジの確認

P00>>> wwidmgr -show adapter
Link is down.
item adapter WWN Cur. Topo Next Topo
pga0.0.0.3.1 - Nvram read failed
[ 0] pga0.0.0.2.0 2000-0000-c922-4aac FABRIC UNAVAIL
pgb0.0.0.4.0 - Nvram read failed
[ 1] pgb0.0.0.4.0 2000-0000-c924-4b7b FABRIC UNAVAIL
[9999] All of the above.

Link is downというメッセージは，使用不能なアダプタがあることを示し
ています。おそらくこれは，スイッチに接続されていないことが原因と考え
られます。警告メッセージ「Nvram read failed」は，KGPSAの不揮発
性ランダム・アクセス・メモリ (NVRAM)が初期化およびフォーマットされ
ていないことを示しています。NVRAM がフォーマットされていないホス
ト・バス・アダプタでは，次のトポロジ (Next Topo)は常に UNAVAILにな
ります。これらのメッセージは両方とも重要なエラーではないので，ファブ
リック・モードでは無視されます。

例 7–1の表示から，KGPSAホスト・バス・アダプタは両方とも現在のトポ
ロジとして省略時のファブリック・トポロジが設定されていることがわかり
ます。ファブリックを使用していて，現在のトポロジが FABRICの場合は，
次のトポロジが Unavailであっても，NVRAM がフォーマットされていな
くても (「Nvram read failed」)，問題はありません。

「Nvram read failed」の状況を修正し，次のトポロジをファブリックに
設定するには，例 7–2に示されているように，wwidmgr -set adapter

コマンドを使います。このコマンドは NVRAM を初期化して，すべての
KGPSA のモードをファブリックに設定します。

例 7–2: NVRAM Read Failed メッセージの修正と KGPSA をファブリッ
クで動作させるための設定

P00>>> wwidmgr -set adapter -item 9999 -topo fabric
Reformatting nvram
Reformatting nvram
P00>>> init
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______________________ 注意 _____________________

前述のコマンドでは，修飾子は -topologyではなく，-topoで
す。 -topologyを使用するとエラーになります。

何らかの理由で現在のトポロジが LOOPになっている場合は，ファブリッ
ク構成で動作するようにトポロジを FABRICに変更する必要があります。
現在のトポロジが LOOPの場合は，「Nvram read failed」のメッセー
ジは表示されません。現在のトポロジを LOOPに変更した際に NVRAMが
フォーマットされているためです。

次に，KGPSA の現在のトポロジが LOOPの場合を検討します。

P00>>> wwidmgr -show adapter
item adapter WWN Cur. Topo Next Topo
[ 0] pga0.0.0.2.0 2000-0000-c922-4aac LOOP LOOP
[ 1] pgb0.0.0.4.0 2000-0000-c924-4b7b LOOP LOOP
[9999] All of the above.

アダプタの現在のトポロジが LOOPの場合は，設定変更するアダプタの項目番
号 (0，1など)を指定して，個々のアダプタを FABRICに設定します。9999

を指定してすべてのアダプタを設定する場合は，次のように入力します。

P00>>> wwidmgr -set adapter -item 9999 -topo fabric

再度アダプタの情報を表示して，次のコンソール初期化後のアダプタのトポ
ロジを確認します。

P00>>> wwidmgr -show adapter
item adapter WWN Cur. Topo Next Topo
[ 0] pga0.0.0.2.0 2000-0000-c922-4aac LOOP FABRIC
[ 1] pgb0.0.0.4.0 2000-0000-c924-4b7b LOOP FABRIC
[9999] All of the above.

この表示は，KGPSAホスト・バス・アダプタの現在のトポロジが両方とも
LOOPで，次に初期化されると FABRICに変わることを示しています。
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P00>>> init
P00>>> wwidmgr -show adapter
item adapter WWN Cur. Topo Next Topo
[ 0] pga0.0.0.2.0 2000-0000-c922-4aac FABRIC FABRIC
[ 1] pgb0.0.0.4.0 2000-0000-c924-4b7b FABRIC FABRIC
[9999] All of the above.

______________________ 注意 _____________________

コンソールは wwidマネージャ・モードのままとなり，システム
が再初期化されるまでブートできません。wwid マネージャを使
う必要がなくなったら，init コマンドまたはシステム・リセッ
トにより，システムを再初期化します。

システムをブートしようとして，次のエラー・メッセージを受け
取った場合は，コンソールを初期化して，いったん WWIDマネー
ジャ・モードを終了した後リブートしてください。

P00>>> boot
warning -- main memory zone is not free
P00>>> init

...
P00>>> boot

オペレーティング・システムをシャットダウンして，wwidmgr

ユーティリティを使おうとしたときに拒否されることがありま
す。次のエラー・メッセージを受け取った場合は，システムを初
期化してから再度 wwidmgrコマンドを実行してください。

P00>>> wwidmgr -show adapter
wwidmgr available only prior to booting.
Reinit system and try again.
P00>>> init

...
P00>>> wwidmgr -show adapter

...

wwidmgrユーティリティの詳細は，「Alpha Systems Firmware
Update CD-ROM」の DOCディレクトリにある『Wwidmgr User’s
Manual』を参照してください。

7.8.3.3 DS-KGPSA-CAアダプタをループで動作させるための設定

DS-KGPSA-CAアダプタをループ・モードで動作させない場合は，この項を
飛ばしてもかまいません。
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KGPSA-CAアダプタをループ・モードで動作させる前に，アダプタの link

typeを LOOPに設定してください。これは wwidmgrを使って行います。

ブートのサポートには，SRMコンソールのファームウェア・バージョン
5.8 以上が必要です。

SRMコンソールと一緒に入っている wwidmgrユーティリティのバージョ
ンは，KGPSAをアービトレイテッド・ループ・モードやファブリック・
モードで使えるように設定することができます。特に，wwidmgr -set

adapterコマンドによって，選択されたトポロジを KGPSAアダプタの不
揮発性 RAM (NVRAM)に保存することができます。アダプタを別のシス
テムで使用しても，この設定は保持されます。

__________________ リンク・タイプ ________________

ループ・モードの KGPSAが Fibre Channelスイッチに接続され
ると，その結果は予測不能になります。また，ファブリック・モー
ドの KGPSA をループに接続した場合も，同様です。したがっ
て，アダプタを使用する前にトポロジ設定を確認してください。

wwidmgrユーティリティの説明は，「Alpha Systems Firmware」CD-ROM
の DOC サブディレクトリに入っている『Wwidmgr User’s Manual』に
あります。

リンク・タイプを設定する手順を以下に要約します。詳細や追加例は
『Wwidmgr User’s Manual』を参照してください。

必要なコンソール・ファームウェアを使用できることを前提に，wwidmgrを
使って，リンク・タイプを以下のように設定します。

1. 構成を確認するためにシステムのアダプタを表示します。
POO>>> wwidmgr -show adapter

item adapter WWN Cur. Topo Next Topo
kgpsaa0.0.0.4.6 - Nvram read failed.
[ 0] kgpsaa0.0.0.4.6 1000-0000-c920-05ab FABRIC UNAVAIL
[9999] All of the above.

警告メッセージの「Nvram read failed」は，KGPSAアダプタの
NVRAM が，初期化およびフォーマットされていないことを示しま
す。これは問題ではなく，アダプタの link typeを設定すればこの
メッセージは出ません。
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2. アダプタのリンク・タイプを以下の値に設定します。

• ループの場合 : loop に設定 (FC-AL)

• ファブリックの場合 : ファブリックに設定 (ポイント・ツー・ポイ
ント)

item番号を使って，変更したいアダプタを示します。たとえば，アダプ
タ 0 (ゼロ)をループ設定する場合は，次のコマンドを使います。

POO>>> wwidmgr -set adapter -item 0 -topo loop

item番号 9999は，すべてのアダプタを示します。KGPSAアダプタ
をアービトレイテッド・ループとファームウェア・トポロジの両方に
設定している場合，9999 を選択すると，すべてのアダプタはループ・
モードに設定されます。

3. アダプタの設定を確認します。

POO>>> wwidmgr -show adapter
item adapter WWN Cur. Topo Next Topo

[ 0] kgpsaa0.0.0.4.6 1000-0000-c920-05ab FABRIC LOOP

4. 変更を行った後，コンソールの再初期化を行います。

POO>>> init

5. システムをブートします。emxドライバ (バージョン 1.12以上が必要)
は，コンソールの設定を認識し，それに従ってリンクを設定すると，
ブート時にメッセージを表示します。

6. 2ノード・クラスタ構成の場合，今までの手順を他のクラスタ・メン
バにも実行します。

7.8.3.4 Fibre Channelアダプタ・ポートのワールドワイド名の取得

ワールドワイド名 (WWN)は，米国電気電子学会 (IEEE)によってサブシステ
ムに割り当てられた一意の数字で，製造元によって出荷前に設定されていま
す。サブシステムに割り当てられたワールドワイド名は変更できません。オペ
レーティング・システム上でターゲット IDのマッピングを検証する場合は，
Fibre Channel構成要素のワールドワイド名を取得して，記録してください。

Fibre Channel デバイスでは，ノード名とポート名に WWN (ワールドワイ
ド名)が割り当てられています。どちらの WWNも 64ビットの数字です。
KGPSAモジュールのラベル名は，WWN の下 12桁の 16進数です。Fibre
Channelに関連したコマンドには，ノードの WWNのみを表示するものが
あります。
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たとえば，コンソールの show configコマンド，show devコマンド，お
よび wwidmgr -show adapterコマンドは，Fibre Channelアダプタのノー
ド名をワールドワイド名で表示します。 Fibre Channelアダプタのノードの
WWNは，次のようにいくつかの方法で取得できます。

• Fibre Channel アダプタ・モジュールを取り付ける前に，ラベル上の
ワールドワイド名を確認する。

• show dev コマンドを実行する。

P00>>> show dev
...

pga0.0.0.1.0 PGA0 WWN 2000-0000-c928-c26a
pgb0.0.0.2.0 PGB0 WWN 2000-0000-c928-c263

• wwidmgr -show adapterコマンドを実行する。

P00>>> wwidmgr -show adapter
item adapter WWN Cur. Topo Next Topo
[ 0] pga0.0.0.4.1 2000-0000-c928-c26a FABRIC FABRIC
[ 1] pgb0.0.0.3.0 2000-0000-c928-c263 FABRIC FABRIC
[9999] All of the above.

Enterprise Virtual Arrayのストレージを使っている場合は，ホスト (クラス
タ・メンバ・システム)を追加する際，または追加の Fibre Channelアダプタ
をホストに追加する際に，ポートのWWNが必要になります。ノードのワー
ルドワイド名 (ノードとポートのWWNが同じでない場合)を使用すると，コ
ンソールは仮想ディスクにアクセスできなくなります。

次のように wwidmgr -show portコマンドを使って，Fibre Channelホス
ト・バス・アダプタのポートのワールドワイド名を取得します。

P00>>> wwidmgr -show port
pga0.0.0.6.1 Link is down.
pgb0.0.0.4.0 Link is down.
[0] 1000-0000-c928-c26a
[1] 1000-0000-c928-c263

______________________ 注意 _____________________

wwidmgr -show portコマンドは，Fibre Channelホスト・バ
ス・アダプタを Fibre Channel スイッチに接続する前に使用し
てください。wwidmgr -show port コマンドを光ファイバ・
ケーブルを取り付けた後で実行すると，コマンドが実行された
システム上にあるものだけではなく，Fibre Cannelスイッチに
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接続されているすべての Fibre Channel ホスト・バス・アダ
プタが表示されます。

Fibre Channelアダプタのワールドワイド名は，今後の使用に備えて記録し
ておいてください。

7.9 Tru64 UNIXおよび TruCluster Serverソフトウェアのイ
ンストール用ストレージの準備

この節では，Tru64 UNIXバージョン 5.1Bおよび TruCluster Serverバー
ジョン 5.1Bの環境で動作させるストレージのセットアップ手順のうち最初の
部分について説明します。

この節では次のトピックについて説明します。

• Tru64 UNIXおよび TruCluster Serverのインストール用の HSG80の
準備 ( 7.9.1 項を参照)。

• Tru64 UNIXおよび TruCluster Serverのインストール用の Enterprise
Virtual Array の準備 ( 7.9.2 項を参照)。

残りの手順は，HSG80と Enterprise Virtual Arrayで共通です。これらの手
順については 7.10 節で説明しています。

7.9.1 Tru64 UNIXおよび TruCluster Serverソフトウェアのインストー
ル用の HSG80 の準備

この項では，HSG80 コントローラを Tru64 UNIXバージョン 5.1Bおよび
TruCluster Serverバージョン 5.1Bの環境で動作させるためのセットアップ
方法を説明します。ここではディスクのセットアップについては説明してい
ません。Tru64 UNIXおよび TruCluster Serverをインストールするための
ディスクのセットアップについては， 7.9.1.3 項で説明しています。

ここで説明する手順は，ファブリック構成とアービトレイテッド・ループ
構成の両方に適用できます。ただし，アービトレイテッド・ループでは，
ポート・トポロジと AL_PA値について，特別の設定が必要です。アービト
レイテッド・ループの設定を行う場合には，ポート・トポロジ設定の違い
に注意して，以下の手順を実行してください。その後， 7.9.1.1 項で追加
情報を参照してください。
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HSG80のインストールの詳細は，『Compaq StorageWorks HSG80 Array
Controller ACS Version 8.6 Maintenance and Service Guide』を参照して
ください。HSG80コマンド行インタプリタ (CLI)コマンドの詳しい説明
は，『Compaq StorageWorks HSG80 Array Controller ACS Version 8.6 CLI
Reference Guide』または『Compaq StorageWorks HSG80 ACS Solution
Software Version 8.6 for Compaq Tru64 UNIX』を参照してください。

HSG80 RAID アレイ・コントローラが Tru64 UNIX および TruCluster
Serverで動作するようにセットアップするには，次の手順に従います。

1. HSG80コントローラをまだ取り付けていない場合は，RA8000または
ESA12000ストレージ・アレイに取り付けるか，または Model 2200コ
ントローラの筐体に取り付けます。

2. 外部キャッシュ・バッテリ (ECB)を使用する場合は，それがコントロー
ラ・キャッシュ・モジュールに接続されていることを確認します。

3. まだ取り付けていない場合は，KGPSA とスイッチ (またはハブ) 間，
およびスイッチ (またはハブ) と HSG80 間を光ファイバ・ケーブル
で接続します。

4. 該当する場合は，電源確認およびアドレッシング (PVA) IDを設定し
ます。HSG80コントローラを取り付けた筐体には PVA IDに 0 を割
り当てます。拡張筐体を使用している場合は，PVA ID に 2および 3
を設定します。

____________________ 注意 ___________________

PVA ID 1は使用しないでください。

PTL (Port-Target-LUN)アドレス指定では，PVA IDを使用し
て，ポート 1～ 6上にあるデバイスのターゲット IDを決定
します (LUNは常に 0)。有効なターゲット IDは 0～ 15です
が，4～ 7は除きます。ターゲット ID 6と 7はコントロー
ラ・ペアのために予約され，4と 5は使用されていません。

PVA IDが 0の筐体に収容されているデバイスには，ターゲッ
ト IDとして 0～ 3が割り当てられます。同様に，PVA IDが
2の筐体のデバイスにはターゲット ID 8～ 11，PVA IDが 3
の筐体のデバイスにはターゲット ID 12～ 15が割り当てられ
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ます。筐体の PVA IDに 1を設定すると，ターゲット IDが 4
～ 7になり，コントローラのターゲット IDと重複します。

5. プログラム・カード ESDのカバーを取り外し，コントローラのプログ
ラム・カードを挿入します。ESDのカバーを元に戻します。

6. ストレージ・シェルフにディスクを取り付けます。

7. ストレージ筐体とディスク筐体を電源に接続して，電源を投入します。

____________________ 注意 ___________________

HSG80で，KGPSA Fibre Channelホスト・バス・アダプタ
に接続するには，次の要件を満たしている必要があります。

• KGPSA が Fibre Channel スイッチにケーブルで接続
されていること。

• クラスタ・メンバ・システムは電源が投入され，初期化さ
れて，コンソールにプロンプトが出力されていること。

• HSG80 が Fibre Channel スイッチにケーブルで接続
されていること。

• Fibre Channelスイッチは電源が投入され，準備ができ
ていること。

8. 注文番号 17-04074-04のケーブルで，上段のコントローラ Aの保守ポー
トに，端末またはラップトップ・コンピュータを接続します。初めてコ
ントローラを構成する場合は，ローカル接続が必要です。保守ポートは
次の省略時の条件でシリアル通信をサポートします。

• 9600 ビット/秒

• 8 データ・ビット

• 1 ストップ・ビット

• パリティなし
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____________________ 注意 ___________________

CLIコマンドを入力するときは，コマンドが区別できればコ
マンド名を最後まで入力する必要はありません。

this_controllerおよび other_controller の CLIパ
ラメータは，このマニュアルでは this および other と
省略形で表記しています。

9. 外部キャッシュ・バッテリの代わりに無停電電源装置 (UPS)を使用する
場合は，電源投入後にコントローラがキャッシュ・バッテリの定期的な
チェックを行わないように，次のコマンドを入力します。

HSG80> set this CACHE_UPS

____________________ 注意 ___________________

一方のコントローラに対してコントローラ変数 CACHE_UPSを
設定すると，他方のコントローラにも変数が設定されます。

10. HSG80のセットアップを進める前に，次の HSG80 CLIコマンドを
実行して，HSG80コントローラが既定の状態にあることを確認して
おきます。

HSG80> set this nomirrored_cache
...

HSG80>

nomirrored_cacheスイッチが指定されると，コントローラは自動的
に再起動します。ターミナルまたはラップトップ・コンピュータに表示
される画面に対して，注意を払う必要はありません。HSG80 プロンプ
トが再び表示されるまで，1，2分待ちます。

HSG80> set nofailover
...

HSG80> configuration reset
...

11. 両方の HSG80 コントローラ上にあるリセット・ボタンを押して，
HSG80プロンプトが再表示されるまで待ちます。これには数分かかりま
す。ハードウェアがリセットされた後で，HSG80はコントローラの構成
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が正しく行われなかった旨のメッセージを表示する場合がありますが，
このメッセージは無視します。

____________________ 注意 ___________________

コントローラが以前のデータを持っている場合には，「コ
ントローラのキャッシュ状態が無効である」や，「特定の
コマンドが入力できない」などのエラーがこの処理中に表
示されることがあります。これを解決するには，次のコマ
ンドを入力します。
HSG80> clear_errors this invalid_cache destroy_unflushed_data

フェイルオーバ・モードはまだ設定されていないので，この
コマンドは他のコントローラには実行しないでください。

12. HSG80 のワールドワイド名を取得します。これは通常 WWN と
いっているもので，コントローラ筐体上段のラベルにある WWID
(nnnn-nnnn-nnnn-nnnn)とチェックサム (xx) です。

HSG80には製造段階でノードのワールドワイド名 (ノード ID)が割り当
てられます。装置のノードのワールドワイド名 (およびチェックサム)
は，コントローラ上部に貼り付けられたステッカーに記載されていま
す。ワールドワイド名の一例は，5000-1FE1-0000-0D60です。

次のように WWN を設定します。

HSG80> set this node_id = nnnn-nnnn-nnnn-nnnn xx
Warning 4000: A restart of this controller is required before all the

parameters modified will take effect
...

コントローラのノード ID (WWN)を設定します。コントローラの再起動
が必要となります。この操作手順の後半でコントローラを再起動させま
す。WWN (nnnn-nnnn-nnnn-nnnn)は 16進表記で，大文字/小文字は区
別されませんが，チェックサム (xx)は大文字/小文字が区別されます。

13. Tru64 UNIXおよび TruCluster Server上で HSG80が正しく動作するよ
うに，コントローラに次の値を設定します。
HSG80> set multibus copy = this 1

.

.

.
HSG80> clear cli 2

.

.

.
HSG80> set this port_1_topology = fabric 3
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HSG80> set this port_2_topology = fabric 3
HSG80> set other port_1_topology = fabric 3
HSG80> set other port_2_topology = fabric 3
HSG80> set this scsi_version = scsi-3 4
Warning 4030: Any units that would appear as unit 0 to a host will not be

available when in SCSI-3 mode
Warning 4020: A restart of both this and the other controller is required

before all the parameters modified will take effect
HSG80> set this mirrored_cache 5

.

.

.
HSG80> set this time=dd-mmm-yyyy:hh:mm:ss" 6
HSG80-1A>

1 コントローラ・ペアを多重バス・フェイルオーバ・モードに設定しま
す。このコマンドは完了するのに 2分ほどかかる場合があります。

コマンドを実行して多重バス・フェイルオーバ・モードに設定し，
他方のコントローラに構成情報をコピーすると，他方のコントロー
ラを再起動できます。コントローラ上のコントローラ・リセット・
ボタンを押せば，再起動時の警告音をオフにできます。CLI には
イベント・レポートが表示されます。この表示は clear cliコ
マンドで画面をクリアするまで続きます。

2 イベント・レポートの表示を停止します。

3 ホスト・ポートのスイッチ・トポロジをファブリックに設定します。

4 両方のコントローラでホスト・プロトコルが SCSI-3となるよう
指定します。

SCSI_VERSIONが SCSI-3に設定されていると，コマンド・コン
ソール LUN (CCL)はすべての接続オフセットに対して LUN 0に
なります。どの接続オフセットでもユニット 0を割り当てないで
ください。そのユニットは CCLによって LUN 0でマスクされ，
使用できなくなるためです。

SCSI_VERSIONを SCSI-3に設定するほうが便利です。CCLが固
定されていると，(SCSI-2のように)変化する CCLより，固定され
ている CCLの方が管理が非常に簡単だからです。

両方のコントローラを再起動する必要があります。次の手順で，set

this mirrored_cacheコマンドにより両方のコントローラを再起
動します。したがって，ここでは再起動する必要はありません。

5 コントローラ・ペアに対し，ミラー化キャッシュをセットアップし
ます。このコマンドが実行されると，両方のコントローラが再起
動します。このコマンドは完了するのに数分かかる場合がありま
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す。その後でコントローラが再起動します。HSG80のプロンプ
トが再度表示されるまでお待ちください。

6 3文字の mmm要素は「月」の省略形です。hh 要素は時刻を 24
時制で表示するのに使います。日時の要素はすべて入力する必要
があります。

デュアル冗長構成の場合，このコマンドで両方のコントローラの時
刻が設定されます。この値は即座に有効になります。日時は，バッテ
リの放電タイマの期限を設定する前に設定しなければなりません。

14. 無停電電源装置 (UPS)を使用していない場合は，frutilユーティリ
ティを使ってバッテリの放電タイマを設定します。このユーティリティ
は両方のコントローラで実行する必要があります。

このユーティリティは，外部キャッシュ・バッテリ (ECB)の交換手順を
表示しますが，無視してください。キャッシュ・バッテリを交換するつ
もりかどうか尋ねられたら，Yと答えます。ユーティリティが指示を表
示したら，Returnキーを押します。

HSG80-1A> run frutil

Field Replacement Utility - version V86F
Do you intend to replace this controller’s
cache battery? Y/N [N] Y
Completing outstanding battery work. Please wait.

Slot Designations
(front view)

+---+---+---+---+---+---+---+---+---+
| E | E | F | F | F | E | E | O | E |
| C | C | a | a | a | C | C | C | M |
| B | B | n | n | n | B | B | P | U |
| | | | | | | | | |
| B | B | | | | A | A | | |
+---+---+---+---+---+---+---+---+---+

If the batteries were replaced while the cabinet was powered down,
press Return.
Otherwise, follow this procedure:

WARNING: Ensure that at least one battery is installed at all times
during this procedure.

1. Insert the new battery in the unused slot next to the old battery.
2. Remove the old battery.
3. Press Return.
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Return

Updating this battery’s expiration date and deep discharge history.

Field Replacement Utility terminated.

%CER--HSG80> --01-NOV-2001 13:41:57-- Cache battery is
sufficiently charged

15. 端末またはラップトップ・コンピュータの接続をコントローラ Bに移動
します。ステップ 14を繰り返して，バッテリ放電タイマーの設定をコ
ントローラ B に対して行います。

16. 端末またはラップトップ・コンピュータの接続をコントローラ A に
戻します。

17. 保守端末から show thisコマンドと show otherコマンドを実行し，
コントローラのソフトウェア・バージョンが ACS 8.6以降であること
を確認します。例 7–3の "Software V86F-3"のように表示されます。
コントローラのソフトウェアのアップグレード方法は，必要に応じ
て『Compaq StorageWorks HSG80 Array Controller ACS Version 8.6
Maintenance and Service Guide』を参照してください。

例 7–3: コントローラ・アレイのコントローラ・ソフトウェア・バージョ
ンの確認

HSG80-1A> show other
Controller:

HSG80 ZG13500977 Software V86F-3, Hardware E16
NODE_ID = 5000-1FE1-0014-4C60
ALLOCATION_CLASS = 0
SCSI_VERSION = SCSI-3
Configured for MULTIBUS_FAILOVER with ZG13401647

In dual-redundant configuration
...

18. 例 7–4のように show connectionコマンドを実行して，KGPSA Fibre
Channelホスト・バス・アダプタとの接続に使用される HSG80接続
名を確認します。デュアル冗長HSG80を装着した 2メンバ NSPOF
(no-single-point-of-failure)構成を多重バス・フェイルオーバ・モードで
使用する場合は，クラスタ内の KGPSAごとに 2つの接続経路があり
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ます。各 KGPSA は，Fibre Channel スイッチ経由で各コントローラ
の 1 つのポートに接続されます。

例 7–4 では，! (感嘆符) は接続名の一部であることに注意してく
ださい。HOST_ID は KGPSA ホスト名のワールドワイド名です。
ADAPTER_IDはポート名のワールドワイド名です。ADAPTER_IDは，最
上位ビットが異なる以外は，HOST_ID とまったく同じです。

例 7–4: HSG80 接続名の確認

HSG80> show connection
Connection Unit

Name Operating system Controller Port Address Status Offset

!NEWCON02 WINNT OTHER 1 offline 0
HOST_ID=2000-0000-C927-2CD4 ADAPTER_ID=1000-0000-C927-2CD4

!NEWCON03 WINNT OTHER 1 offline 0
HOST_ID=2000-0000-C928-C26A ADAPTER_ID=1000-0000-C928-C26A

!NEWCON04 WINNT OTHER 2 offline 0
HOST_ID=2000-0000-C927-2CF3 ADAPTER_ID=1000-0000-C927-2CF3

!NEWCON05 WINNT OTHER 2 offline 0
HOST_ID=2000-0000-C928-C263 ADAPTER_ID=1000-0000-C928-C263

!NEWCON06 WINNT THIS 1 offline 0
HOST_ID=2000-0000-C927-2CD4 ADAPTER_ID=1000-0000-C927-2CD4

!NEWCON07 WINNT THIS 1 offline 0
HOST_ID=2000-0000-C928-C26A ADAPTER_ID=1000-0000-C928-C26A

!NEWCON08 WINNT THIS 2 offline 0
HOST_ID=2000-0000-C927-2CF3 ADAPTER_ID=1000-0000-C927-2CF3

!NEWCON09 WINNT THIS 2 offline 0
HOST_ID=2000-0000-C928-C263 ADAPTER_ID=1000-0000-C928-C263

____________________ 注意 ___________________

HSG80 CLIの RENAMEコマンドを使用すれば，接続名を変更
できます。新しい接続名は 9文字に制限されます。接続名に
は，コンマ (,)やバックスラッシュ (\)は使用できず，HSG80
(!NEWCON02)で使われている形式の名前も使えません。たと
えば，メンバ・システム pepicelliに 2枚の KGPSA Fibre
Channelホスト・バス・アダプタが装着され，KGPSA pga

のポートのワールドワイド名が 1000-0000-C927-2CD4であ
ると仮定します。例 7–4から，pgaの接続名は !NEWCON02

および !NEWCON06であることがわかります。この 2つの接
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続の中で，!NEWCON02がメンバ・システム pepicelliの
pgaに対する第 1の接続となるように !NEWCON02の名前を
変更するには，次のように入力します。

HSG80> rename !NEWCON02 pep_pga_1

ステップ 10 で実行した configuration reset コマンドにより，
HSG80をケーブルで接続する前にあった接続はすべて消去されていま
す。現在，存在している接続 (Fibre Channelスイッチ経由で HSG80に
接続した Fibre Channelホスト・バス・アダプタ)だけが表示されます。

____________________ 注意 ___________________

光ファイバ・ケーブルが正しく接続されていない場合は，矛
盾した接続情報が表示されます。

実際の接続は，例 7–4 に示される接続と異なる場合があ
ります。

19. クラスタへの接続ごとに，オペレーティング・システムを次のよう
に TRU64_UNIX に設定します。

____________________ 注意 ___________________

TRU64_UNIXに設定されていなければ，システムが正常に
ブートされない，実行時のエラーから復旧できない，ブート
不能になるなどの障害が発生します。省略時のオペレーティ
ング・システムは Windows NTですが，NTは HSG80コン
トローラとの通信に TRU64 UNIXとは異なる SCSIの方言を
使用します。例 7–4では WINNTと表示されています。

ご使用の構成の接続名を必ず使ってください。その接続名は，ここで使
用している接続名ではない場合があります。
HSG80-1A> set !NEWCON02 operating_system = TRU64_UNIX 1
HSG80-1A> set !NEWCON03 operating_system = TRU64_UNIX 1
HSG80-1A> set !NEWCON04 operating_system = TRU64_UNIX 1
HSG80-1A> set !NEWCON05 operating_system = TRU64_UNIX 1
HSG80-1A> set !NEWCON06 operating_system = TRU64_UNIX 1
HSG80-1A> set !NEWCON07 operating_system = TRU64_UNIX 1
HSG80-1A> set !NEWCON08 operating_system = TRU64_UNIX 1
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HSG80-1A> set !NEWCON09 operating_system = TRU64_UNIX 1

HSG80-1A> show connection 2
Connection Unit

Name Operating system Controller Port Address Status Offset

!NEWCON02 TRU64_UNIX OTHER 1 offline 0
HOST_ID=2000-0000-C927-2CD4 ADAPTER_ID=1000-0000-C927-2CD4

!NEWCON03 TRU64_UNIX OTHER 1 offline 0
HOST_ID=2000-0000-C928-C26A ADAPTER_ID=1000-0000-C928-C26A

.

.

.

1 Fibre Channel ポートに接続されたホスト環境が TRU64_UNIXで
あることを指定します。すべての接続を TRU64_UNIXに変更する
必要があります。

2 すべての接続について，オペレーティング・システムが
TRU64_UNIXに設定されていることを確認します。

20. ソフトウェアをインストールするのために，HSG80ディスクの構成
を行います ( 7.9.1.3 項を参照)。

7.9.1.1 HSG80 アレイ・コントローラをアービトレイテッド・ループで使うため
のセットアップ

7.9.1 項では，ファブリック構成とアービトレイテッド・ループ構成に共通
な設定を説明しています。この項では，HSG80 コントローラをアービトレイ
テッド・ループ・トポロジで使う固有のセットアップを説明します。

HSG80 をアービトレイテッド・ループ・トポロジで使うための詳細
は，『Compaq StorageWorks HSG80 Array Controller ACS Version 8.5
Configuration Guide』を参照してください。

TruClusterをアービトレイテッド・ループで動作させるためにHSG80をセッ
トアップする場合は， 7.9.1 項の手順 1～ 12に従ってください。その後，手
順 11で保守端末を使って，コントローラの値を以下のように設定します。

1. PORT_x_TOPOLOGYの値を LOOP_HARDに設定します。下記に例を示し
ます。

HSG80> set multibus copy = this
HSG80> clear cli
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HSG80> set this port_1_topology = offline
HSG80> set this port_2_topology = offline
HSG80> set other port_1_topology = offline
HSG80> set other port_2_topology = offline
HSG80> set this port_1_topology = LOOP_HARD
HSG80> set this port_2_topology = LOOP_HARD
HSG80> set other port_1_topology = LOOP_HARD
HSG80> set other port_2_topology = LOOP_HARD

PORT_x_TOPOLOGY の LOOP_HARD という値によって，アービトレ
イテッド・ループ操作が可能になります。HSG80 コントローラは
LOOP_SOFTというトポロジ設定もできますが，これは Tru64 UNIX
ではサポートされていません。

2. PORT_x_AL_PAに一意の値を設定します。PORT_x_AL_PAは，HSG80
ホスト・ポートの 16 進アービトレイテッド・ループ物理アドレス
(AL_PA) を指定します。

これが好ましいアドレスですが，HSG80コントローラは，ループ初
期化中に取得する任意の AL_PAを使用できます。ただし，指定する
アドレスは有効で，他のポートで使われていないことが条件です。コ
ントローラが指定のアドレスを取得できない場合 (たとえば，2つの
ポートに同一アドレスが指定されている場合)，そのコントローラは
ループに加わりません。

特に，PORT_x_AL_PAを指定しなかった場合は，複数のポートが省略時
のアドレスを使おうとするので，衝突の原因になります。

有効な AL_PAアドレスは 0～ EF (16進)の範囲ですが，この範囲であ
ればすべて有効なわけでもありません。省略時の値は 69 (16進)です。

有効な AL_PAアドレスは，以下のとおりです。
0x01, 0x02, 0x04, 0x08, 0x0F, 0x10, 0x17, 0x18, 0x1B, 0x1D,
0x1E, 0x1F, 0x23, 0x25, 0x26, 0x27, 0x29, 0x2A, 0x2B, 0x2C,
0x2D, 0x2E, 0x31, 0x32, 0x33, 0x34, 0x35, 0x36, 0x39, 0x3A,
0x3C, 0x43, 0x45, 0x46, 0x47, 0x49, 0x4A, 0x4B, 0x4C, 0x4D,
0x4E, 0x51, 0x52, 0x53, 0x54, 0x55, 0x56, 0x59, 0x5A, 0x5C,
0x63, 0x65, 0x66, 0x67, 0x69, 0x6A, 0x6B, 0x6C, 0x6D, 0x6E,
0x71, 0x72, 0x73, 0x74, 0x75, 0x76, 0x79, 0x7A, 0x7C, 0x80,
0x81, 0x82, 0x84, 0x88, 0x8F, 0x90, 0x97, 0x98, 0x9B, 0x9D,
0x9E, 0x9F, 0xA3, 0xA5, 0xA6, 0xA7, 0xA9, 0xAA, 0xAB, 0xAC,
0xAD, 0xAE, 0xB1, 0xB2, 0xB3, 0xB4, 0xB5, 0xB6, 0xB9, 0xBA,
0xBC, 0xC3, 0xC5, 0xC6, 0xC7, 0xC9, 0xCA, 0xCB, 0xCC, 0xCD,
0xCE, 0xD1, 0xD2, 0xD3, 0xD4, 0xD5, 0xD6, 0xD9, 0xDA, 0xDC,
0xE0, 0xE1, 0xE2, 0xE4, 0xE8, 0xEF

多重バス・フェイルオーバ・モードでは，すべてのポートが同時にア
クティブになれるため，各ポートは一意の AL_PAアドレスを持つ必
要があります。
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透過フェイルオーバ・モードの規則では，両方のコントローラのポート
1に同一の AL_PAアドレスを使い，両方のコントローラのポート 2にも
同一の AL_PAアドレスを使うことになっています。こうすることで，
代替コントローラでスタンバイしているポートは，フェイルオーバ・イ
ベントで同一の AL_PAアドレスを持つことができます。これらのポー
トは，同時にアクティブにならないので AL_PAアドレスは競合しませ
ん。ポート 1に割り当てた AL_PAアドレスは，ポート 2に割り当て
た AL_PAアドレスと異なっていることを確認してください。これらは
Fibre Channelループでは，別のデバイスとして扱われるためです。

多重バス・フェイルオーバ・モードの 2台の HSG80コントローラに
PORT_x_AL_PAの値を設定する例を以下に示します。

HSG80> set this PORT_1_AL_PA = 01
HSG80> set this PORT_2_AL_PA = 02
HSG80> set other PORT_1_AL_PA = 04
HSG80> set other PORT_2_AL_PA = 08

透過フェイルオーバ・モードの 2 台の HSG80 コントローラに
PORT_x_AL_PAの値を設定する例を以下に示します。

HSG80> set this PORT_1_AL_PA = 01
HSG80> set this PORT_2_AL_PA = 02
HSG80> set other PORT_1_AL_PA = 01
HSG80> set other PORT_2_AL_PA = 02

ここまで終了したら， 7.9.1 項の手順 12～14を実行してください。

7.9.1.2 HSG80コントローラのワールドワイド名の取得

RA8000，ESA12000，または MA8000ストレージ・システムには，製造時
にノードのワールドワイド名が割り当てられています。ユニットのノードの
ワールドワイド名 (およびチェックサム)はコントローラ上部にあるラベルに
記載されています。ワールドワイド名は，5000-1FE1-0000-0D60のように
末尾がゼロ (0)です。アレイ・コントローラ・ソフトウェア (ACS)の SHOW

THIS_CONTROLLERコマンドを使用して参照することもできます。

HSG80コントローラでは，コントローラのポート WWN (ワールドワイド名)
は，次のようにノードのワールドワイド名から生成されます。

• 2つのコントローラを持つサブシステムで透過フェイルオーバ・モー
ドを使用している場合，コントローラのポートWWNは次のように
生成されます。
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– コントローラ A およびコントローラ B のポート 1 — ワールド
ワイド名 + 1

– コントローラ A およびコントローラ B のポート 2 — ワールド
ワイド名 + 2

たとえば，サブシステムのノード WWN が 5000-1FE1-0000-0D60 の
場合は，次のポートWWN が自動的に割り当てられて，各ポートの
REPORTED PORT_IDとしてポート間で共用されます。

– コントローラ A およびコントローラ B のポート 1 —
5000-1FE1-0000-0D61

– コントローラ A およびコントローラ B のポート 2 —
5000-1FE1-0000-0D62

• デュアル冗長コントローラの構成で多重バス・フェイルオーバ・モー
ドを使用している場合，コントローラのポートWWNは次のように
生成されます。

– コントローラ Aのポート 1 —ワールドワイド名 + 1

– コントローラ Aのポート 2 —ワールドワイド名 + 2

– コントローラ Bのポート 1 —ワールドワイド名 + 3

– コントローラ Bのポート 2 —ワールドワイド名 + 4

たとえば，サブシステムのワールドワイド名が 5000-1FE1-0000-0D60
の場合は，次のポート WWN が REPORTED PORT_ID として自動的に
割り当てられます。

– コントローラ Aのポート 1 — 5000-1FE1-0000-0D61

– コントローラ Aのポート 2 — 5000-1FE1-0000-0D62

– コントローラ Bのポート 1 — 5000-1FE1-0000-0D63

– コントローラ Bのポート 2 — 5000-1FE1-0000-0D64

HSG80 コントローラの構成情報とワールドワイド名はコントローラ上の
不揮発性 RAM (NVRAM)に格納されています。そのため，デュアル冗長
コントローラ・ペアの一方を交換する方法は，両方のコントローラを交換
する方法とは異なります。

• デュアル冗長コントローラ・ペアの一方を交換する場合は，交換しない
方のコントローラの NVRAMに構成情報 (ワールドワイド名を含む)が保
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持されているので，コントローラの交換が終わると，保持されている構
成情報が交換されたコントローラに転送されます。

• 単一コントローラ構成の HSG80コントローラを交換する場合，または
デュアル冗長構成で両方の HSG80コントローラを同時に交換する場合
は，次の 2 種類の方法があります。

– 構成情報がディスクに保存されている場合 (INITIALIZE DISKnnnn

SAVE_CONFIGURATIONまたは INITIALIZE storageset-name

SAVE_CONFIGURATIONコマンドによりディスクに保存可能) は，
CONFIGURATION RESTOREコマンドを使用してディスクから復元
します。

– 構成情報をディスクに保存していなくても，ワールドワイド名と
チェックサムが記載されたラベルが残っている場合，またはワール
ドワイド名，チェックサム ( 7.9.1.2項)，およびその他の構成情報を
記録している場合は，コマンド行インタプリタ (CLI)コマンドを使
用して新しいコントローラを構成し，ワールドワイド名を設定でき
ます。ワールドワイド名を設定するには，次のように入力します。

SET THIS NODEID=nnnn-nnnn-nnnn-nnnn checksum

7.9.1.3 ソフトウェアのインストールのための HSG80ディスクの構成

この項では，Tru64 UNIXおよび TruCluster Serverをインストールするた
めのストレージセットの定義方法を説明します。

ハードウェアの取り付けと構成が完了したら，Fibre Channel ディスクに
Tru64 UNIX と TruCluster Server をインストールする前に，次の準備作
業を行う必要があります。

HSG80上にストレージセットとパーティションを作成するときに，各スト
レージおよびパーティションのユニット番号を指定します。HSG80 コント
ローラで識別されたユニット番号と，AlphaServerコンソールが使用するデ
バイス名は同じである必要があります。つまり，AlphaServer コンソール
は，ブートまたはダンプする前にデバイスが決定されていて，それらの各デ
バイスに有効な Fibre Channel接続が行われている必要があります。

たとえば，HSG80 コントローラに接続されたストレージ・ユニット D1か
らブートするには，AlphaServer コンソールでは，ストレージ・ユニット
を識別する dga100.1001.0.1.0のようなデバイス名が必要となります。
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さらに，dga100.1001.0.1.0は有効な Fibre Channel接続経由で到達可
能でなければなりません。

この項では，次の作業の実行方法について説明します。この作業は，Tru64
UNIX オペレーティング・システムおよび TruCluster Server ソフトウェ
アのインストールを行う前に，完了する必要があります。Tru64 UNIXお
よび TruCluster Server のインストールは，それを行うのに適した時点で
指示されます。

1. HSG80 ストレージセットおよびパーティションの構成— ストレー
ジセットは，Fibre Channel ストレージ上で Tru64 UNIX および
TruCluster Server用に構成されます ( 7.9.1.3.1 項)。

2. パーティションに対するストレージ・ユニットの作成と，各ストレー
ジ・ユニットに対するユーザ定義識別子 (UDID)の設定— Tru64 UNIX
ではこの識別子を直接使用しませんが，後述の手順にある wwidmgr

-quicksetコマンドへの入力として UDIDを使用します。UDIDを使
用すると作業が簡単になります。 7.9.1.3.2 項を参照してください。

____________________ 注意 ___________________

次の 3手順は，ハードウェアが HSG80コントローラを使
うか Enterprise Virtual Arrayを使うかにかかわらず，同じ
です。これらの手順は，Enterprise Virtual Array用のディ
スク構成を説明した後で説明します。

3. wwidmgr -quicksetコマンドへの入力に UDIDを使用したデバイス・
ユニット番号の設定—デバイス・ユニット番号はデバイス名のサブセッ
トです (show device コマンドで表示されます)。たとえば，デバイ
ス名が dga100.1001.0.1.0 の場合，デバイス・ユニット番号は 100
(dga100)になります。Fibre Channelのワールドワイド名 (ワールドワ
イド IDまたはWWIDとも呼ばれ，ノード名やポート名としても使用さ
れます)は 64ビットと非常に長いので，デバイス・ユニット番号として
使用できません。したがって，Fibre Channelのワールドワイド名の別
名となるデバイス・ユニット番号を設定します ( 7.10.1 項)。

4. 使用可能な Fibre Channelブート・デバイスの表示—デバイス・ユニッ
ト番号を設定する際，wwidnおよび Nnコンソール環境変数も設定しま
す。これらの変数は，コンソールからどの Fibre Channelデバイスにア
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クセスするか，そしてどの HSG80ポートを使ってデバイスにアクセス
するかを示します。wwidn変数では，show devコマンドで表示される
デバイス (ブート用またはダンプ用) も示します ( 7.10.2 項)。

5. Tru64 UNIXベース・オペレーティング・システムと TruCluster Server
ソフトウェアをインストールします ( 7.10.3 項)。

7.9.1.3.1 HSG80ストレージセットとパーティションの構成

ハードウェアの取り付けと構成が完了したら，次に，ソフトウェアをインス
トールするためのストレージセットを構成する必要があります。ベース・オ
ペレーティング・システムとクラスタ・ソフトウェアをインストールするに
は，次のディスクとディスク・パーティションが必要です。

• Tru64 UNIX ディスク

• クラスタ単位のルート (/)

• クラスタ単位の /usr

• クラスタ単位の /var

• メンバ・ブート・ディスク (可能なクラスタ・メンバ・システムごと
に 1 つ)

• クォーラム・ディスク

構成例では，ソフトウェアのインストールに，4 つの 36.4 GBディスクを
使用しています。信頼性を確保するために，2 つの 2ディスク・ミラー
セット (RAID レベル 1) を使用します。ミラーセットは適切なサイズの
パーティションに分割します。片方のミラーセットはディスク 10000およ
び 30000を使用します。もう一方のミラーセットはディスク 40000および
60000 を使用します。

表 7–3は，構成例で使用する HSG80ユニット番号と /dev/disk/dsknお
よびデバイス名の対応関係を示しています。実際のインストールでは，付録
Aに収録されている未記入の表 (表 A–1)を使用してください。
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表 7–3: HSG80 ディスク構成例

ファイル・システ
ムまたはディスク

HSG80
ユニット UDID デバイス名 dskna

Tru64 UNIX ディ
スク

D1 1001 dga1001.1001.0.3.1

クラスタ /var D2 1002 N/Ab

クォーラム・
ディスク

D3 1003 N/Ab

メンバ 1 のブー
ト・ディスク

D4 1004 dga1004.1001.0.3.1

メンバ 3 のブー
ト・ディスク

D5 1005 dga1005.1001.0.3.1c

メンバ 5 のブー
ト・ディスク

D6 1006 dga1006.1001.0.3.1c

メンバ 7 のブー
ト・ディスク

D7 1007 dga1007.1001.0.3.1c

クラスタ単位の
ルート (/)

D8 1008 N/Ab

クラスタ単位
の /usr

D9 1009 N/Ab

メンバ 2 のブー
ト・ディスク

D10 1010 dga1010.1001.0.3.1c

メンバ 4 のブー
ト・ディスク

D11 1011 dga1011.1001.0.3.1c

メンバ 6 のブー
ト・ディスク

D12 1012 dga1012.1001.0.3.1c

メンバ 8 のブー
ト・ディスク

D13 1013 dga1013.1001.0.3.1

adsknの名前は，インストール中にそれらが検出されたときにテーブルに追加する必要があります。 7.10.5 項に示すよう
に hdwmgr コマンドを使用して追加します。
bこれらのユニットは，WWIDマネージャ・コマンドではデバイス・ユニット番号の別名を割り当てられません。したがっ
て，これらのユニットにはデバイス名がなく，コンソールの show dev表示には現れません。
cメンバ・システム 3～ 8のブート・ディスクは，クラスタに追加されるまでデバイス名を割り当てられません。

ミラーセットの 1つである OS1-MIRミラーセットは，Tru64 UNIX ソフ
トウェア，クラスタ単位の /varファイル・システム，クォーラム・ディ
スク，およびメンバ 1，3，5，7のメンバ・システムのブート・ディスク
に使用します。もう一方の OS2-MIRは，クラスタ単位のルート (/)とクラ
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スタ単位の /usrファイル・システム，およびメンバ 2，4，6，8のメン
バ・システムのブート・ディスクに使用します。

______________________ 注意 _____________________

構成例のクラスタは 2メンバ・クラスタですが，そのクラスタに
8メンバ・システムまで設定できます。

これらのディスクをオペレーティング・システムとクラスタのインストール
用にセットアップするには，例 7–5の手順を実行します。

例 7–5: ミラーセットのセットアップ

HSG80> RUN CONFIG 1
Config Local Program Invoked

Config is building its tables and determining what devices exist
on the subsystem. Please be patient.

Cache battery is sufficiently charged
add disk DISK10000 1 0 0
add disk DISK10100 1 1 0
add disk DISK10200 1 2 0
add disk DISK20000 2 0 0
add disk DISK20100 2 1 0
add disk DISK20200 2 2 0
add disk DISK30000 3 0 0
add disk DISK30100 3 1 0
add disk DISK30200 3 2 0
add disk DISK40000 4 0 0
add disk DISK40100 4 1 0
add disk DISK40200 4 2 0
add disk DISK50000 5 0 0
add disk DISK50100 5 1 0
add disk DISK50200 5 2 0
add disk DISK60000 6 0 0
add disk DISK60100 6 1 0
add disk DISK60200 6 2 0

Config - Normal Termination
HSG80> locate all 2
HSG80> locate cancel 3

HSG80> ADD MIRRORSET OS1-MIR DISK10000 DISK30000 4
HSG80> ADD MIRRORSET OS2-MIR DISK40000 DISK60000 4
HSG80> INITIALIZE OS1-MIR 5
HSG80> INITIALIZE OS2-MIR 5
HSG80> CREATE_PARTITION OS1-MIR SIZE = 16 6
HSG80> CREATE_PARTITION OS1-MIR SIZE = 27 6
HSG80> CREATE_PARTITION OS1-MIR SIZE = 1 6
HSG80> CREATE_PARTITION OS1-MIR SIZE = 14 6
HSG80> CREATE_PARTITION OS1-MIR SIZE = 14 6
HSG80> CREATE_PARTITION OS1-MIR SIZE = 14 6
HSG80> CREATE_PARTITION OS1-MIR SIZE = LARGEST 6
HSG80> CREATE_PARTITION OS2-MIR SIZE = 16 7
HSG80> CREATE_PARTITION OS2-MIR SIZE = 28 7
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例 7–5: ミラーセットのセットアップ (続き)

HSG80> CREATE_PARTITION OS2-MIR SIZE = 14 7
HSG80> CREATE_PARTITION OS2-MIR SIZE = 14 7
HSG80> CREATE_PARTITION OS2-MIR SIZE = 14 7
HSG80> CREATE_PARTITION OS2-MIR SIZE = LARGEST 7
HSG80> SHOW OS1-MIR 8
Name Storageset Uses Used by
---------------------------------------------------------------------

OS1-MIR mirrorset DISK10000
DISK30000

Switches:
POLICY (for replacement) = BEST_PERFORMANCE
COPY (priority) = NORMAL
READ_SOURCE = LEAST_BUSY
MEMBERSHIP = 2, 2 members present

State:
UNKNOWN -- State only available when configured as a unit

Size: 71112778 blocks
Partitions:

Partition number Size Starting Block Used by
---------------------------------------------------------------------

1 11377915 ( 5825.49 MB) 0 9
2 19200251 ( 9830.52 MB) 11377920 10
3 710907 ( 363.98 MB) 30578176 11
4 9955579 ( 5097.25 MB) 31289088 12
5 9955579 ( 5097.25 MB) 41244672 13
6 9955579 ( 5097.25 MB) 51200256 14
7 9956933 ( 5097.94 MB) 61155840 15

HSG80> SHOW OS2-MIR 16
Name Storageset Uses Used by
------------------------------------------------------------------------------

OS2-MIR mirrorset DISK60000
DISK40000

Switches:
POLICY (for replacement) = BEST_PERFORMANCE
COPY (priority) = NORMAL
READ_SOURCE = LEAST_BUSY
MEMBERSHIP = 2, 2 members present

State:
UNKNOWN -- State only available when configured as a unit

Size: 71112778 blocks
Partitions:

Partition number Size Starting Block Used by
---------------------------------------------------------------------

1 11377915 ( 5825.49 MB) 0 17
2 19911419 ( 10194.64 MB) 11377920 18
3 9955579 ( 5097.25 MB) 31289344 19
4 9955579 ( 5097.25 MB) 41244928 20
5 9955579 ( 5097.25 MB) 51200512 21
6 9956677 ( 5097.81 MB) 61156096 22

7–60 Fibre Channel ストレージの使用



1 デバイス側バス上のディスクを構成し，コントローラの構成にデバイ
スを追加します。configユーティリティは終了まで 2分以上かかる
場合があります。add diskコマンドを使用して，構成にディスク・
ドライブを手動で追加することも可能です。

2 構成したすべてのディスク上のデバイス障害 LED を 1 秒間に 1回
点滅させます。

LED が点滅しないで点灯したままの場合は，デバイスが故障してお
り，交換する必要があります。

3 locate all コマンドをキャンセルします。デバイス障害 LEDが点
灯したままの場合は，そのデバイスには障害があり，交換する必要が
あります。

4 DISK10000と DISK30000 を使用して OS1-MIRミラーセットを作成
し，同様にDISK40000と DISK60000を使用して OS2-MIRミラーセッ
トを作成します。

5 OS1-MIRおよび OS2-MIRミラーセットを初期化します。

OS1-MIRミラーセットは，メンバ 1，3，5，7 のブート・ディスクや
Tru64 UNIXディスク，クラスタ単位の /varファイル・システムおよ
びクォーラム・ディスクに使用します。OS2-MIRミラーセットは，メン
バ 2，4，6，8のブート・ディスク，およびクラスタ単位のルート (/)と
クラスタ単位の /usrの各ファイル・システムに使用します。

6 ストレージセット内で各パーティションが使用する割合を指定して，
OS1-MIRミラーセットに適切なサイズのパーティションを作成します。

7 ストレージセット内で各パーティションが使用する割合を指定して，
OS2-MIRミラーセットに適切なサイズのパーティションを作成します。

8 OS1-MIRミラーセットのパーティションを確認します。パーティション
のサイズが希望どおりであることを確認します。最初の列がパーティショ
ン番号で，以後パーティション・サイズ，開始ブロックと続きます。

9 Tru64 UNIX ディスク用パーティション。

10 クラスタ単位の /varファイル・システム用パーティション。

11 クォーラム・ディスク用パーティション。

12 メンバ・システム 1のブート・ディスク用パーティション。
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13 メンバ・システム 3のブート・ディスク用パーティション。

14 メンバ・システム 5のブート・ディスク用パーティション。

15 メンバ・システム 7のブート・ディスク用パーティション。

16 OS2-MIRミラーセットのパーティションを確認します。パーティション
のサイズが希望どおりであることを確認します。

17 クラスタ単位のルート (/)用パーティション。

18 クラスタ単位の /usrファイル・システム用パーティション。

19 メンバ・システム 2のブート・ディスク用パーティション。

20 メンバ・システム 4のブート・ディスク用パーティション。

21 メンバ・システム 6のブート・ディスク用パーティション。

22 メンバ・システム 8のブート・ディスク用パーティション。

7.9.1.3.2 HSG80ストレージセットへのユニットおよび識別子の追加

ストレージセットとパーティションを作成した後，各パーティションに
ユニット番号を割り当て，例 7–6および 表 7–3 で示すように，固有の識
別子を設定します。

______________________ 注意 _____________________

ストレージセットのパーティションはすべて，同一のコントロー
ラに存在しなければなりません。ストレージセットのパーティ
ションはすべて，ユニットでフェイルオーバするためです。

例 7–6 の手順には，次の項目が含まれます。

1. 各ストレージ・ユニットにユニット番号を割り当て，ストレージ・ユ
ニットへのアクセスをすべて使用不能にします。

____________________ 注意 ___________________

ユニット番号は，ストレージ・アレイ内で一意の番号でな
ければなりません。

2. 各ストレージ・ユニットの識別子を設定します。
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3. ストレージ・ユニットに優先パスを設定します。

4. ストレージ・ユニットへの選択されたアクセスを使用可能にします。

例 7–6: HSG80ストレージセットへのユニットと識別子の追加，およびクラ
スタ・メンバ・システムに対するアクセスの有効化

HSG80> ADD UNIT D1 OS1-MIR PARTITION = 1 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL 1
HSG80> ADD UNIT D2 OS1-MIR PARTITION = 2 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL
HSG80> ADD UNIT D3 OS1-MIR PARTITION = 3 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL
HSG80> ADD UNIT D4 OS1-MIR PARTITION = 4 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL
HSG80> ADD UNIT D5 OS1-MIR PARTITION = 5 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL
HSG80> ADD UNIT D6 OS1-MIR PARTITION = 6 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL
HSG80> ADD UNIT D7 OS1-MIR PARTITION = 7 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL
HSG80> ADD UNIT D8 OS2-MIR PARTITION = 1 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL
HSG80> ADD UNIT D9 OS2-MIR PARTITION = 2 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL
HSG80> ADD UNIT D10 OS2-MIR PARTITION = 3 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL
HSG80> ADD UNIT D11 OS2-MIR PARTITION = 4 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL
HSG80> ADD UNIT D12 OS2-MIR PARTITION = 5 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL
HSG80> ADD UNIT D13 OS2-MIR PARTITION = 6 DISABLE_ACCESS_PATH=ALL

HSG80> SET D1 IDENTIFIER = 1001 2
HSG80> SET D2 IDENTIFIER = 1002
HSG80> SET D3 IDENTIFIER = 1003
HSG80> SET D4 IDENTIFIER = 1004
HSG80> SET D5 IDENTIFIER = 1005
HSG80> SET D6 IDENTIFIER = 1006
HSG80> SET D7 IDENTIFIER = 1007
HSG80> SET D8 IDENTIFIER = 1008
HSG80> SET D9 IDENTIFIER = 1009
HSG80> SET D10 IDENTIFIER = 1010
HSG80> SET D11 IDENTIFIER = 1011
HSG80> SET D12 IDENTIFIER = 1012
HSG80> SET D13 IDENTIFIER = 1013
HSG80> SET D1 PREFERRED_PATH = THIS 3
HSG80> SET D8 PREFERRED_PATH = OTHER 3
HSG80> RESTART OTHER 4
HSG80> RESTART THIS 4
HSG80> set D1 ENABLE_ACCESS_PATH = !NEWCON02,!NEWCON03,!NEWCON04,!NEWCON05 5
HSG80> set D1 ENABLE_ACCESS_PATH = !NEWCON06,!NEWCON07,!NEWCON08,!NEWCON09
HSG80> set D2 ENABLE_ACCESS_PATH = !NEWCON02,!NEWCON03,!NEWCON04,!NEWCON05
HSG80> set D2 ENABLE_ACCESS_PATH = !NEWCON06,!NEWCON07,!NEWCON08,!NEWCON09

.

.

.
HSG80> set D13 ENABLE_ACCESS_PATH = !NEWCON02,!NEWCON03,!NEWCON04,!NEWCON05
HSG80> set D13 ENABLE_ACCESS_PATH = !NEWCON06,!NEWCON07,!NEWCON08,!NEWCON09

HSG80> show D1 6
LUN Uses Used by

------------------------------------------------------------------------------

D1 OS1-MIR (partition)
LUN ID: 6000-1FE1-0014-4C60-0009-1350-0977-0008
IDENTIFIER = 1
Switches:

RUN NOWRITE_PROTECT READ_CACHE
READAHEAD_CACHE WRITEBACK_CACHE
MAX_READ_CACHED_TRANSFER_SIZE = 32
MAX_WRITE_CACHED_TRANSFER_SIZE = 32

Access:
!NEWCON02,!NEWCON03,!NEWCON04,!NEWCON05
!NEWCON06,!NEWCON07,!NEWCON08,!NEWCON09
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例 7–6: HSG80ストレージセットへのユニットと識別子の追加，およびクラ
スタ・メンバ・システムに対するアクセスの有効化 (続き)

State:
ONLINE to the other controller
PREFERRED_PATH = THIS

Size: 10667188 blocks
Geometry (C/H/S): ( 2100 / 20 / 254 )

.

.

.
HSG80> show D8 6

LUN Uses Used by
------------------------------------------------------------------------------

D8 OS2-MIR (partition)
LUN ID: 6000-1FE1-0014-4C60-0009-1350-0977-000E
IDENTIFIER = 8
Switches:

RUN NOWRITE_PROTECT READ_CACHE
READAHEAD_CACHE WRITEBACK_CACHE
MAX_READ_CACHED_TRANSFER_SIZE = 32
MAX_WRITE_CACHED_TRANSFER_SIZE = 32

Access:
!NEWCON02,!NEWCON03,!NEWCON04,!NEWCON05
!NEWCON06,!NEWCON07,!NEWCON08,!NEWCON09

State:
ONLINE to the other controller
PREFERRED_PATH = OTHER

Size: 10667188 blocks
Geometry (C/H/S): ( 2100 / 20 / 254 )

1 各パーティションにユニット番号を割り当てます。ADD UNITコマンドで
ユニットを作成するときには，すべてのホストからのアクセスが禁止さ
れます。これによって，他のシステムやクラスタが作業中のクラスタと
同じスイッチに接続されている場合には，選択的アクセスが可能です。

2 各ストレージ・ユニットに識別子を設定します。識別子には 1～ 9999
までの任意の番号が使用可能です。

ストレージ名は，識別子としてユニットのユニット番号を使用するな
ど，できるだけ一貫した簡単なものにしてください。たとえば，ユニッ
ト番号が D3であれば，識別子に 3を使用します。ただし，識別子は
固有である必要があります。複数の RAIDストレージ・アレイがある
場合は，識別子はすべてのストレージ・アレイにわたって固有でなけ
ればなりません。したがって，この場合，2 番目または 3番目のスト
レージ・アレイ上で，ユニット番号 D3に識別子 3を使うことはでき
ません。ただし，3 を含む識別子を使うことはできます。たとえば，2

7–64 Fibre Channel ストレージの使用



番目のストレージ・アレイに 2003 使い，3番目のストレージ・アレ
イには 3003 を使うということが可能です。

選択した識別子は，wwidmgr -show wwidコマンドの実行時に，使用
中の ID (UDID)として表示されます。また，WWIDマネージャもデ
バイス・ユニット番号を設定する際に UDIDを使用します。この識別
子は，Tru64 UNIXインストール・ディスクを選択するために Tru64
UNIXインストール時にも表示されます。

また，ハードウェア・マネージャによるデバイス表示コマンド (hwmgr
-view devices)で /dev/disk/dsknの値を検索する場合にもこの識
別子を使用します。

____________________ 注意 ___________________

すべての Fibre Channelストレージセットに対して識別子を
設定することをお勧めします。識別子は，ストレージセッ
トを特定するための確実な方法です。識別子の番号は，ド
メイン内 (すべてのストレージ・アレイにわたって) で一意
にする必要があります。2つ以上の HSG80で同じ識別子
を使用しないでください。

3 ユニット D1-D7の優先パスをこのコントローラ (コントローラ A)に設
定し，ユニット D8-D13の優先パスをもう一方のコントローラ(コント
ローラ B) に設定します。

コンテナのパーティションはすべて，同一のコントローラを経由する
アドレスにしなければなりません。あるパーティションに優先パスを
設定する場合，そのコンテナ上のすべてのパーティションは同じパス
を継承します。

4 優先パスを有効にするため，コントローラを両方とも再起動します。ま
ず，一方のコントローラを再起動しなければなりません。

5 アクセスが必要なホストから各ユニットにアクセスできるようにしま
す。初期設定ではすべてのホストからのアクセスが禁止されているの
で，ホストからそのユニットへのアクセスを可能にします。接続名を忘
れてしまった場合は，例 7–4に示すように HSG80 show connection

コマンドを使用して，KGPSAホスト・バス・アダプタとの接続に対す
る HSG80 の接続名を調べます。
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6 SHOW unitコマンド (unitは D1～ D13)を使用して，識別子の確認，
各ユニットへすべてのシステムがアクセスできること，コントローラ A
がユニット D1～ D7を優先すること，およびコントローラ Bがユニッ
ト D8～ D14 を優先することを確認します。

7.9.2 Tru64 UNIX および TruCluster Server インストールのための
Enterprise Virtual Array の準備

Tru64 UNIXおよび TruCluster Serverのインストールのために Enterprise
Virtual Array仮想ディスクを使用する場合は，この項をお読みください。

この項では，次のトピックについて説明します。

• Virtual Controller Software (VCS)のライセンス・キーの取得

• Enterprise Virtual Arrayストレージ・システムへのアクセスと初期化

• Tru64 UNIXおよび TruCluster Serverソフトウェアのインストールの
ための Enterprise Virtual Array仮想ディスクの構成

7.9.2.1 VCS ライセンス・キーの取得

HSV Element Managerが，両方の HSV110コントローラで稼働する HSV110
VCSソフトウェアにアクセスできるようにするには，VCSライセンス・キー
が必要です。ライセンス・キーは HSV Element Managerに入力します。

VCSライセンス・キーには，必須の基本ライセンス・キーと，オプション
のスナップショット・ライセンス (スナップショット容量に基づく) の 2種
類があります。ライセンス・キーは購入された VCS ソフトウェアに基づ
きます。VCSの注文番号は，『Enterprise Virtual Array QuickSpecs』を
参照してください。

VCSライセンス・キーを取得するには，次の手順を実行します。

1. Enterprise Virtual Arrayストレージ・システムに同梱されているワール
ドワイド名 (WWN)のラベル・シートを取り出します。それには剥がせ
るようになった 3枚のWWNのラベル (その内の 1枚か 2枚はストレー
ジ・システムに添付されていることがあります)が含まれています。
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2. Compaq SANworks VCSキットおよびオプションの Compaq SANworks
Snapshot for VCS から，各 Compaq SANworks VCS License Key
Retrieval Instruction Sheetを取り出します。

それらには認証 IDと，ライセンス・キー履行Webサイトからライセン
ス・キーを取得するための説明が記載されています。

3. その説明に従い，WWN と認証 ID を使ってライセンス・キーを取
得します。

____________________ 注意 ___________________

Webにアクセスできない場合は，eメールまたはファックス
により手動でライセンス・キーを取得してください。手動で
の処理には 48時間ほどかかります。

4. ライセンス・キーを受け取ったら，後で使用するために保管しておき
ます。ライセンス・キーは HSV Element Managerに入力する必要が
あります。

ライセンス・キーについての詳細は，『Enterprise Virtual Array Read
Me First』および『Enterprise Virtual Array Initial Setup User Guide』
を参照してください。

7.9.2.2 ストレージ・システムへのアクセスと初期化

この項では，Enterprise Virtual Arrayストレージ・システムにアクセスし
て，ストレージ・システムを初期化するために，HSV Element Managerを
準備する作業について説明します。

ストレージ・システムを構成する前に，ストレージ・システムを初期化
するための次の作業を行います。

• HSV Element Manager へアクセスする。

• ストレージ・システムのアクセスを確立し，必要に応じてストレージ・
システムのパスワードを変更する。

• ライセンス・キーの入力 —ライセンス・キーはコントローラの WWN
に基づいており，ストレージ・システムが初期化される前に入力する。

• ストレージ・システムの初期化。

Fibre Channel ストレージの使用 7–67



7.9.2.2.1 HSV Element Manager へのアクセス

HSV Element Managerへアクセスするには，次の手順を実行します。

1. サポートしているブラウザを使って，SANworks Management
Appliance Open SAN Manager (OSM)にアクセスします。ここには，
ストレージを構成するのに使用する HSV Element Manager がイン
ストールされています。

http://SWMAhostID:2301の URLを使います。ここで hostIDは，
SANworks Management Applianceシリアル番号の最後の 6文字です。

a. OSMログインを開始するために，Compaq SANworks Management
Applianceの開いたページで MB1をクリックします。

b. 名前とパスワードとして administratorを入力し，続いて [OK]
を選択します。

__________________ 注意 _________________

そのページの最後の行 ([パスワード] ペインの右側) で
changedを選択すると，省略時のアドミニストレータの
アカウント名とパスワードを変更できます。

c. 図 7–14に示す OSMユーザ・インタフェースの左のナビゲーショ
ン・ペインで，リソース・ツリーがある場所へ移ります。[Resource
Managers]を選択し，さらに [HSV Element Manager]を選択し
ます。
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図 7–14: 「Open SAN Manager」ナビイゲーション・ペイン

ZK-1951U-AI

d. HSV Storage System Summary Pageの [Launch]ボタンを選択し
て，図 7–15のように HSV Element Managerを起動します。

図 7–15: HSV Element Manager の起動

ZK-1952U-AI

7.9.2.2.2 ストレージ・システムへのアクセスの確立

HSV110 コントローラにパスワードを設定する場合は，ストレージ・シス
テムへのアクセスを確立しなければなりません。ストレージ・システムの
パスワードを追加した管理エージェントだけがストレージ・システムに
アクセスできます。

ストレージ・システムのパスワードが設定されている場合は，この管理
エージェントを，Enterprise Virtual Arrayをコントロールできる管理エー
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ジェントに追加する必要があります。パスワードを設定するには，次の手
順に従います。

1. [HSV Element Manger]セッション・ペインでオプションを選択します。

2. 図 7–16に示すように，[HSV Management Agent Options] ペインで
[Storage system access] の [Set]を選択します。

図 7–16: オプションの選択ウィンドウ

ZK-1953U-AI

3. [Add] (ストレージの追加)を選択します。

4. HSV110ワールドワイド名をリストから選択するか，手動で HSV110
WWN を入力します。

5. HSV110に設定されたパスワードを入力します。

6. [Add] を選択します。

詳細は，『Management Appliance Element Manager for Enterprise Only
User Guide』を参照してください。

7.9.2.2.3 ライセンス・キーの入力

HSV Element Managerが Enterprise Virtual Arrayストレージ・システム
にアクセスできるようにするには，ライセンス・キーを入力しなければな
りません。
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ライセンス・キーを入力するには，次の手順に従います。

1. [HSV Element Manager] セッション・ペインで [Options] を選択し
ます。

2. [HSV Management Agent Options] ペインで，[Licensing Options]の
[Set]を選択します (図 7–16 を参照)。

3. [Enter Lic Line] を選択します。

4. ライセンス・キーをテキスト・ボックスに入力します。

5. [Add a license] を選択します。

ライセンス・キーの入力に関する詳細は，『Management Appliance Element
Manager for Enterprise Only User Guide』を参照してください。

7.9.2.2.4 ストレージ・システムの初期化

ストレージ・システムの初期化は，HSV110 コントローラを動作ペアとし
てバインドするために必要です。初期化により，最初のディスク・グルー
プ (default disk group) がセットアップされ，そのディスク・アレイ
の仮データ構造が確立されます。

ディスク・グループは，仮想ディスクが作成される一組のまたはプールされ
た物理ディスク・ドライブです。

ライセンス・キーを入力していない場合には，ストレージ・システムを初期
化しようとするときに，入力するよう要求されます。

Enterprise Virtual Arrayストレージ・システムを初期化するには，次の手
順に従います。

1. [Uninitialized Storage Systems] アイコンをナビゲーション・ペイン
で選択します。

2. [Initialize] を選択します。

3. 確認のポップアップ・ウィンドウで [OK]を選択します。

4. Enterprise Virtual Arrayストレージ・システムの名前を入力します。

5. 省略時ディスク・グループのディスク数を指定します。
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____________________ 警告 ___________________

省略時ディスク・グループとして少なくとも 8ディスクを選
択しなければなりません。

「Initializing a Storage System (ストレージ・システムの
初期化)」に関する HSV Element Managerのヘルプには，
省略時のディスク・グループが持つ最少のディスク数を 4
と記載されていますが，これは正しくありません。また，
「Initializing an HSV Storage System (HSVストレージ・
システムの初期化)」ポップアップ・ウィンドウも，ディス
ク数を 4～ 20の間から選択するよう指示しますが，これも
正しくありません。

6. [Finish] を選択します。

詳細は，『Management Appliance Element Manager for Enterprise Only
User Guide』を参照してください。

7.9.2.3 ソフトウェアのインストール用仮想ディスクの構成

この項では，Tru64 UNIXおよび TruCluster Serverソフトウェアのインス
トール用仮想ディスクのセットアップに必要な手順を説明します。

グラフィカル・ユーザ・インタフェース (GUI)またはスクリプト・ユーティ
リティ (Enterprise Virtual Array用スクリプト・ユーティリティ V1.0)を
使って，仮想ディスクを作成することができます。これは 7.12 節で説
明しています。

GUIを使うと，仮想ディスクの構成は種々の方法で行うことができます。1
つの方法として，仮想ディスクを作成し，ホスト (クラスタ・メンバ・シ
ステム)を追加したのち，仮想ディスクをホストが使用できるようにする
ために変更する，という異なる 3 つの操作を連続して行うことができま
す。また別の方法としては，仮想ディスクを作成する前にホストを追加し
て，仮想ディスクを作成する際に仮想ディスクをホストが使用できるよう
にすることもできます。2番目の方法は操作手順が少なくて済むので，こ
こでは，この方法を説明します。

仮想ディスクの構成例を表 7–4に示します。表 7–4に示される OSユニット
IDは，表 7–3に示す HSG80ディスク構成用の UDIDに対応します。
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8クラスタ・メンバ・システム用の未記入の表を，付録 Aに示します。

表 7–4: Enterprise Virtual Array ディスク構成例

ファイル・システム 仮想ディス
ク名a

サイズ OS ユニット
ID (UDID)

デバイス名 dskn

Tru64 UNIX ディ
スク

tru64-unix 2 GB 1001

クラスタ単位の
/var

clu-var 24
GBb

1002

クォーラム・
ディスク

clu-quorum 1 GBc 1003

メンバ・システム 1
ブート・ディスク

member1-
boot

3 GB 1004

メンバ・システム 3
ブート・ディスク

member3-
boot

3 GB 1005

メンバ・システム 5
ブート・ディスク

member5-
boot

3 GB 1006

メンバ・システム 7
ブート・ディスク

member7-
boot

3 GB 1007

クラスタ単位の
ルート (/)

clu-root 2 GB 1008

クラスタ単位の
/usr

clu-usr 8 GB 1009

メンバ・システム 2
ブート・ディスク

member2-
boot

3 GB 1010

メンバ・システム 4
ブート・ディスク

member4-
boot

3 GB 1011

メンバ・システム 6
ブート・ディスク

member6-
boot

3 GB 1012

メンバ・システム 8
ブート・ディスク

member8-
boot

3 GB 1013

aこれらの仮想ディスク名はサンプル名です。意味のある名前を使ってください。
bクラスタ単位の /var ファイル・システムには，最悪のクラスタ崩壊や，すべてのクラスタ・メンバ・システムのク
ラッシュ・ダンプの必要に備えて，十分なスペースを用意します。クラスタ・メンバ・システム当たり 3 GBが割り当
てられます。8ノード・クラスタに拡張しないことが分かっている場合は，クラスタ単位の /var ファイル・システ
ムのサイズを減らしてください。
c作成できる最小の仮想ディスクは 1 GB の仮想ディスクです。

HSV Element Managerを使って，Tru64 UNIXおよび TruCluster Server
のインストール用に仮想ディスクをセットアップすることができます。使
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用するディスク名，サイズ，および OS ユニット ID は 表 7–4に示すよ
うになります。

HSV Element Managerにアクセスしてから，ホストを追加し，省略時の
ディスク・グループに割り当てられたディスクを使用して仮想ディスクを作
成します。仮想ディスク・フォルダ内にオペレーティング・システムとクラ
スタ仮想ディスクを格納するフォルダが 1つ作成され，その他に作成される
仮想ディスクとは分離されます。

7.9.2.4 グラフィカル・ユーザ・インタフェースによるホスト (メンバ・システム)の
追加

仮想ディスクをホスト (メンバ・システム)から使用できるようにする前に，
Fibre Channelアダプタからストレージ・システムへのパスを作成しなけれ
ばなりません。ホストを追加するには，次の手順に従います。

1. サポートされるWebブラウザを使って， 7.9.2.2.1 項で説明されている
ように HSV Element Managerにアクセスします。

2. ナビゲーション・ペインで Enterprise Virtual Arrayの名前を選択し
ます。

3. 図 7–17 に示すように，ナビゲーション・ペインで [Hosts]フォルダ
を選択します。
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図 7–17: ホスト・フォルダの選択

ZK-1954U-AI

4. 図 7–18に示すように，[Host Folder Properties]ペインで [Add Host...]
を選択します。

図 7–18: 「Host Folder Properties」ペイン

ZK-1933U-AI

5. 図 7–19に示すように，[Add a Host]ペインで次の情報を入力します。

• ホスト名

• ホスト IP アドレス
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図 7–19: ホスト情報の追加

ZK-1934U-AI

6. [Next Step] を選択します。

7. 図 7–20に示すように，[Add a Host]ペインのページ 2で Fibre Channel
アダプタの 1つのポートのワールドワイド名を入力します。

____________________ 注意 ___________________

wwidmgr -show portコマンドを実行して取得されるポー
トのワールドワイド名 (WWN) を使用します。wwidmgr

-show adapterコマンドまたはコンソール show devコマ
ンドを実行して取得されるホストのWWNは，それらがポー
トのWWNと同じでない限り，使用しないでください。

オペレーティング・システムとして Tru64 UNIXを選択して，[Next
Step] を選択します。
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図 7–20: ホスト追加のページ 2

ZK-1935U-AI

8. このホストに関連するコメントを追加します。次に [Finish] を選択し
て，ホストを追加します (図 7–21 を参照)。

図 7–21: ホスト追加のページ 3

ZK-1936U-AI

9. 操作が完了したら，図 7–22の [OK]を選択します。
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図 7–22: 操作の正常終了

ZK-1942U-AI

10. [Host Properties]ペインの情報が正しいことを確認します (図 7–23を
参照)。

図 7–23: [Host Properties] ペイン

ZK-1937U-AI

11. [Add Port...] を選択して，別の Fibre Channelアダプタを追加します。

12. 2番目の Fibre ChannelアダプタのポートWWNを [Add a Host Port]ペ
インに入力し，[Finish] を選択します (図 7–24を参照)。

7–78 Fibre Channel ストレージの使用



図 7–24: 別の Fibre Channelアダプタのホストへの追加

ZK-1938U-AI

13. [OK] を選択します。

14. [Host Properties]ウィンドウの情報が正しいことを確認します (図 7–23
を参照)。両方の Fibre ChannelアダプタのWWNが選択されます。

____________________ 注意 ___________________

追加の Fibre Channelアダプタがホストにある場合は，手順
11～ 14を繰り返してそれらを追加します。

15. [Save Changes] を選択して，[OK] を選択します。

16. 手順 3～ 15を繰り返して，追加のホストを追加します。

クラスタ・メンバ・システム (ホスト)を Enterprise Virtual Array構成に
追加したら，次の手順として仮想ディスクのフォルダを作成し，次に仮
想ディスクを作成します。

7.9.2.5 仮想ディスク・フォルダと仮想ディスクの作成

フォルダとTru64 UNIXおよび TruCluster Server ソフトウェアのインス
トール用仮想ディスクを作成するには，次の手順に従います。

1. 図 7–25に示すように，ナビゲーション・ペインで [Virtual Disks]を選
択します。
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図 7–25: 仮想ディスクの選択

ZK-1939U-AI

2. 図 7–26 に示すように，[Virtual Disk Folder Properties] ペインで
[Create folder...] を選択します。

図 7–26: フォルダまたは仮想ディスクの作成のための準備

ZK-1940U-AI

3. [Create a folder]ウィンドウ (図 7–27)で，フォルダに名前と，コメント
もあれば指定します。[Final]を選択して，フォルダを作成します。

____________________ 注意 ___________________

図 7–27の手順 3では，「Click the Create Folder button
to create your folder.」と指示されますが，[Create Folder]
ボタンは存在しません。[Finish]ボタンを選択して，フォ
ルダを作成します。
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図 7–27: 仮想ディスクのフォルダの作成

ZK-1941U-AI

4. 図 7–22のように，[Operation Was Successful.] と表示されたペインで
[OK] を選択して，先へ進みます。

5. 仮想ディスクを格納するためのフォルダをナビゲーション・ペイン
で選択します (図 7–28 を参照)。

図 7–28: 仮想ディスクを格納するためのフォルダを選択

ZK-1943U-AI
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6. 図 7–29 のように，[Virtual Disk Folder Properties]ペインで [Create
VD Fam...] を選択します。

図 7–29: 仮想ディスク・フォルダのプロパティ

ZK-1955U-AI

7. 図 7–30のように，[Create a Virtual Disk Family]ペインで次の項目ご
とに必要な情報を指定します。

• 仮想ディスク名。

• ディスク・グループを選択します。

• データ保護レベルを選択します (冗長度レベル: Vraid0 — なし;
Vraid5 — パリティ; Vraid1 —ミラーリング)。

• 仮想ディスクのサイズを GB単位で入力します。

• 書き込みキャッシュ・ポリシを選択します。

• 省略時の設定では，読み取りキャッシュは ONになっています。読
み取りキャッシュを OFF にします。

• 省略時の設定では，仮想ディスクは「読み取り/書き込み」が可能で
す。その仮想ディスクが読み取り専用の場合のみ， [Read only]を
選択します。

• OS ユニット IDを指定します。OSユニット IDにより，ソフト
ウェアをインストールする際に仮想ディスクを選択することがで
きるようになります。OSユニット IDは，単に HSV110 コント
ローラだけではなく，LAN全体にわたって一意でなければなりませ
ん。1～ 32767までの数字が使用できます。

• 仮想ディスクを使うホストを選択します。ホストは 1つだけ選択で
きます。その他は後で追加されます。
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• 両方のコントローラが起動される際に，仮想ディスクの優先パス
となるコントローラを 1つ選択します。これは，コントローラが
再起動されて他のコントローラと再結合した場合に，その仮想
ディスクをそのコントローラにフェイル・バックしたいかどう
かには関係しません。

• [Finish]を選択して，仮想ディスク作成シーケンスの 2ページ目
に進みます。

図 7–30: 仮想ディスクの作成

ZK-1944U-AI

8. [Create a Virtual Disk Family] ペインのページ 2 (図 7–31)で，LUN
番号を入力します。
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図 7–31: [Create a Virtual Disk Family]ペインのページ 2

ZK-1945U-AI

9. [Finish]を選択して，仮想ディスクを作成します。

10. 図 7–32 で [OK] を選択します。

図 7–32: 仮想ディスクの作成終了

ZK-1946U-AI

11. ナビゲーション・ペインで，作成した仮想ディスクに対して [ACTIVE]
を選択します (図 7–33 を参照)。
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図 7–33: アクティブな仮想ディスクの選択

ZK-1947U-AI

12. 図 7–34の [Virtual Disk Active Properties]ペインで，[Present...] を選
択します。
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図 7–34: 仮想ディスクを別のホストで使用する準備

ZK-1948U-AI

13. この仮想ディスクを別のホストで使用するには，図 7–35の [Present
Vertual Disk] ペインで，そのホストを選択します。次いで [Finish]
を選択します。

図 7–35: 仮想ディスクを使用する別のホストの選択

ZK-1949U-AI

14. [OK] を選択します。
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15. 図 7–36 の [Virtual Disk Active Properties] ペインで項目を確認しま
す。[Presentations]セクションでは，LUN エントリにメンバ・システ
ムが表示されます。たとえば，member1 @ 1 や member2 & 1 のよ
うに表示されます。

図 7–36: 仮想ディスクのプロパティの確認

ZK-1950U-AI

16. 手順 12～ 15 を繰り返して，この仮想ディスクを他のホストから使
えるようにします。

17. [Save Changes] を選択して，[OK] を選択します。

18. 手順 5～ 17を繰り返して，残りの仮想ディスクを追加します。

7.10 インストールの準備とソフトウェアのインストール

この項では，Tru64 UNIXおよび TruCluster Serverソフトウェアのインス
トールで，引き続き実行する手順を説明します。

• ベース・オペレーティング・システム・ソフトウェアをインストールす
るディスクのデバイス・ユニット番号を設定し，最初のクラスタ・メン
バのブート・ディスクを設定します。デバイス・ユニット番号の設定
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により，インストール・スクリプトはそのディスクを認識できるよう
になります ( 7.10.1 項を参照)。

• コンソールがこれらのディスクを有効なブート・デバイスとして認識す
ることを確認します ( 7.10.2 項を参照)。

• ベース・オペレーティング・システムをインストールします ( 7.10.3 項
を参照)。

• TruCluster Server ソフトウェアをインストールしない場合は，
bootdef_devコンソール環境変数をリセットして，RAID アレイ・コ
ントローラがフェイルオーバした場合も，ブート・ディスクへのパス
が存在するようにします ( 7.10.4 項を参照)。

• クラスタのインストールに使用するために，dsknを調べます ( 7.10.5項
を参照)。

• クラスタのインストールに使用するディスクにラベルを付けます
( 7.10.6 項を参照)。

• TruCluster Server ソフトウェアをインストールします ( 7.10.7 項を
参照)。

7.10.1 デバイス・ユニット番号の設定

デバイス・ユニット番号は，show deviceコンソール・ディスプレイなどに
表示されるデバイス名のサブセットです。たとえば，dga1001.1001.0.7.0

というデバイス名では，デバイス・ユニット番号は 1001 (dga1001のよう
に)となります。コンソールはこのデバイス・ユニット番号を使用して，
ストレージ・ユニットを識別します。デバイス・ユニット番号を設定する
と，デバイスのワールドワイド名 (WWN)に別名を設定できます。デバイ
ス・ユニット番号として 64 ビットの WWN は長すぎて使用できないの
で，代わりに別名を使用します。

この項では，wwidmgr -quicksetコマンドの使用方法について説明しま
す。このコマンドは，Tru64 UNIXバージョン 5.1Bインストール・ディス
クまたはクラスタ・メンバのシステム・ブート・ディスクとして使用する
Fibre Channelディスクにデバイス・ユニット番号を設定します。
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Fibre Channel デバイスのデバイス・ユニット番号を設定するには，次
の手順に従います。

1. 表 7–3 または 表 7–4 から，Tru64 UNIX バージョン 5.1B のインス
トール・ディスクまたはクラスタ・メンバ・ブート・ディスクとして
使用する仮想ディスクの UDID (OS ユニット ID) を取得します。OS
ユニット ID (Enterprise Virtual Array) は，コンソール・ソフトウェ
ア HSG80および WWIDマネージャ (wwidmgr) のユーザ定義識別子
(UDID) と呼ばれます。

たとえば，表 7–3と 表 7–4 では，Tru64 UNIX ディスクの UDID は
1001です。クラスタ・メンバ 1のブート・ディスクの UDIDは 1004，
クラスタ・メンバ 2のブート・ディスクは 1010です。

2. AlphaServerコンソールから wwidmgr -clear allコマンドを使用し
て，Fibre Channelのコンソール環境変数 wwid1，wwid2，wwid3，
wwid4，N1，N2，N3，および N4 をクリアします。最初にすべての
wwidnおよび Nn環境変数をクリアする必要があります。

通常，wwidmgrコマンドを使用する前に，コンソールの初期化が必要
です。 初期化の例:

P00>>> init
...

P00>>> wwidmgr -clear all
P00>>> show wwid*
wwid0
wwid1
wwid2
wwid3
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P00>>> show n*
N1
N2
N3
N4

____________________ 注意 ___________________

コンソールは wwidnコンソール環境変数で指定されたデバ
イスを作るだけで，Nnコンソール環境変数で指定された
HSG80または HSV110の Nポートからデバイスにアクセス
します。これらのコンソール環境変数の設定には，wwidmgr

-quicksetまたは wwidmgr -set wwid コマンドを使用
します。 wwidmgr -quicksetコマンドの使用例について
は，次の手順で示します。

3. wwidmgrコマンドの -quicksetオプションを使用して，Tru64 UNIX
バージョン 5.1Bインストール・ディスクおよび最初のクラスタ・メンバ
のシステム・ブート・ディスクのデバイス・ユニット番号を設定します。

wwidmgrコマンドの -quicksetオプションを使用して，Tru64 UNIX
インストール・ディスクと最初のクラスタ・メンバのシステム・ブー
ト・ディスク用にWWNの別名として，UDIDを基にデバイス・ユニッ
ト番号を定義します。wwidmgr -quicksetコマンドはデバイス・ユ
ニット番号を設定し，デバイス名とディスクへの接続経路 (到達可能
性) を表示します。

wwidmgr -quicksetコマンドでは，ストレージ・ユニットへの各パス
が独自のデバイス名となるため，1つのデバイス・ユニット番号に対し
て複数のデバイス名が生成できます。

Tru64 UNIXバージョン 5.1Bインストール・ディスクおよび最初のクラ
スタ・メンバ・システム・ブート・ディスクのデバイス・ユニット番
号を，次のように設定します。

a. 例 7–7に示すように，Tru64 UNIXバージョン 5.1Bインストー
ル・ディスクのデバイス・ユニット番号を 1001 (UDIDと同じ)に
設定します。
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例 7–7: BOSインストール・ディスクのデバイス・ユニット番号の設定

P00>>> wwidmgr -quickset -udid 1001

Disk assignment and reachability after next initialization:

6005-08b4-0001-00b2-0000-c000-025f-0000
via adapter: via fc nport: connected:

dga1001.1001.0.7.0 pga0.0.0.7.0 5000-1fe3-0008-de8c No
dga1001.1002.0.7.0 pga0.0.0.7.0 5000-1fe3-0008-de89 Yes

dgb1001.1001.0.8.1 pgb0.0.0.8.1 5000-1fe3-0008-de8d No
dgb1001.1002.0.8.1 pgb0.0.0.8.1 5000-1fe3-0008-de88 Yes

wwidmgr -quickset コマンドは，wwidmgr -show

reachabilityコマンドを実行したときと同じ到達可能性を表示し
ます。到達可能性の部分には次の情報が示されます。

• アクセスするストレージ・ユニットの WWN。

• ストレージ・ユニットの新しいデバイス名。

• ストレージ・ユニットへ接続できる KGPSAアダプタ。

• ストレージ・ユニットへのアクセスに使用されるコントロー
ラ・ポート (Nポート)のポートWWN。

• connected列には，KGPSAを介してコントローラのポートに
ストレージ・ユニットが接続できるかどうかが示される。

b. 例 7–8のように，最初のクラスタ・メンバ・システム・ブート・
ディスクのデバイス・ユニット番号を 1005に設定します。

例 7–8: 最初のクラスタ・メンバ・ブート・ディスクのデバイス・ユニット
番号の設定

P00>>> wwidmgr -quickset -udid 1005

Disk assignment and reachability after next initialization:

6005-08b4-0001-00b2-0000-c000-025f-0000
via adapter: via fc nport: connected:

dga1001.1001.0.7.0 pga0.0.0.7.0 5000-1fe3-0008-de8c No
dga1001.1002.0.7.0 pga0.0.0.7.0 5000-1fe3-0008-de89 Yes

dgb1001.1001.0.8.1 pgb0.0.0.8.1 5000-1fe3-0008-de8d No
dgb1001.1002.0.8.1 pgb0.0.0.8.1 5000-1fe3-0008-de88 Yes

6005-08b4-0001-00b2-0000-c000-0277-0000
via adapter: via fc nport: connected:

dga1005.1001.0.7.0 pga0.0.0.7.0 5000-1fe3-0008-de8c No
dga1005.1002.0.7.0 pga0.0.0.7.0 5000-1fe3-0008-de89 Yes
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例 7–8: 最初のクラスタ・メンバ・ブート・ディスクのデバイス・ユニッ
ト番号の設定 (続き)

dgb1005.1001.0.8.1 pgb0.0.0.8.1 5000-1fe3-0008-de8d No
dgb1005.1002.0.8.1 pgb0.0.0.8.1 5000-1fe3-0008-de88 Yes

c. コンソール show devコマンドでデバイス名を使用できるようにす
るため，WWIDマネージャ (wwidmgr) を終了し，コンソールを
初期化する必要があります。

P00>>> init
...

これで，Tru64 UNIXディスクおよび最初のクラスタ・メンバのシステム・
ブート・ディスクに，デバイス名が設定されました。

画面の到達可能性の部分を見るとわかるように，各ストレージセットには，
KGPSA pgaおよび KGPSA pgbのいずれからも 2つのコントローラ・ポー
トを経由して到達できます。また，各 KGPSAとコントローラ・ポートとの
接続用のデバイス・ユニット番号は，ストレージ・ユニットが現在その接続
に到達できなくても，あらかじめ設定されています。

7.10.2 有効なブート・ディスクの表示

コンソールの show devで表示される Fibre Channelデバイスは，wwidmgr

-quicksetコマンドを使って wwidn環境変数に割り当てられているデバ
イスだけです。

到達可能性に表示されたどのデバイスも，ブート・デバイスとして使用でき
ます。bootdef_dev コンソール環境変数には，これらのデバイスならど
れでも複数設定できます。また，クラスタ・インストール・スクリプトで
は，bootdef_dev コンソール環境変数をこれらのデバイスの最大 4つま
で設定します。

ここで，show wwid*コンソール・コマンドを実行すると，2つのブート・
ディスクについて環境変数 wwidnが設定されていることがわかります。ま
た，show n*コマンドからは，4 つのコントローラ Nポートを経由してユ
ニットにアクセス可能であることがわかります。
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P00>>> show wwid*
wwid0 1001 1 WWID:01000010:6005-08b4-0001-00b2-0000-c000-025f-0000
wwid1 1005 1 WWID:01000010:6005-08b4-0001-00b2-0000-c000-0277-0000
wwid2
wwid3
P00>>>show n*
N1 50001fe30008de8c
N2 50001fe30008de89
N3 50001fe30008de8d
N4 50001fe30008de88

例 7–9は，show devコマンドでデバイス名を表示した例です。デバイス・
ユニット番号は，wwidmgr -quicksetコマンドによって事前に設定されて
います。これらのデバイスはブート・デバイスとして使用できます。

例 7–9: Fibre Channel デバイス名の例

P00>>> show dev
dga1001.1001.0.7.0 $1$DGA1001 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 1010
dga1001.1002.0.7.0 $1$DGA1001 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 1010
dgb1001.1001.0.8.1 $1$DGB1001 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 1010
dgb1001.1002.0.8.1 $1$DGB1001 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 1010
dga1005.1001.0.7.0 $1$DGA1005 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 1010
dga1005.1002.0.7.0 $1$DGA1005 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 1010
dgb1005.1001.0.8.1 $1$DGB1005 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 1010
dgb1005.1002.0.8.1 $1$DGB1005 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 1010
dka500.5.0.2000.1 DKA500 RRD47 1206
dkb0.0.0.2001.1 DKB0 RZ1CD-CS 0306
.
.
.

pga0.0.0.7.0 PGA0 WWN 2000-0000-c928-2c95
pgb0.0.0.8.1 PGB0 WWN 2000-0000-c925-2c50
.
.
.

______________________ 注意 _____________________

show devコンソール・コマンドで表示される Fibre Channelデ
バイスは，wwidn環境変数に割り当てられたデバイスだけです。

これで Tru64 UNIXオペレーティング・システムおよび TruCluster Server
ソフトウェアをインストールする準備が整いました。

7.10.3 ベース・オペレーティング・システムのインストール

まず，TruCluster Serverの『クラスタ・インストレーション・ガイド』を通
読してください。次に，Tru64 UNIXの『インストレーション・ガイド』を
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参考にして，CD-ROMからブートし，Tru64 UNIXバージョン 5.1Bオペ
レーティング・システムを完全にインストールします。

インストール中に，次のようなオペレーティング・システムをインストール
可能なディスク一覧が表示された場合は，Location 列の識別子を確認しま
す。表 7–3または表 7–4を使用して識別子を照合してください。

Select a disk for the root file system. The
root file system will be placed on the "a" partition of the disk
you choose.

To visually locate a disk, enter "ping <disk>",
where <disk> is the device name (for example, dsk0) of the disk you
want to locate. If that disk has a visible indicator light, it will
blink until you are ready to continue.

Device Size Controller Disk
Name in GB Type Model Location

1) dsk0 4.0 SCSI RZ1CD-CS bus-1-targ-0-lun-0
2) dsk1 4.0 SCSI RZ1CD-CS bus-1-targ-1-lun-0
3) dsk2 4.0 SCSI RZ1CD-CS bus-1-targ-2-lun-0
4) dsk3 8.5 SCSI HSZ80 bus-2-targ-1-lun-1
5) dsk4 8.5 SCSI HSZ80 bus-2-targ-1-lun-2
6) dsk5 8.5 SCSI HSZ80 bus-2-targ-1-lun-3
7) dsk6 8.5 SCSI HSZ80 bus-2-targ-1-lun-4
8) dsk7 8.5 SCSI HSZ80 bus-2-targ-1-lun-5
9) dsk8 8.5 SCSI HSZ80 bus-2-targ-1-lun-6

10) dsk9 2.0 SCSI HSV110 IDENTIFIER=1001
11) dsk13 3.0 SCSI HSV110 IDENTIFIER=1005

Tru64 UNIXディスクの識別子は 1001なので (表 7–3または表 7–4を参照)，
それと一致する論理ディスクの /dev/disk/dskn値 (dsk9)を記録します。

Tru64 UNIX の『インストレーション・ガイド』の指示に従って，イン
ストレーションを完了させます。

ベース・オペレーティング・システムのみをインストールし，TruCluster
Serverをインストールしない場合は，オペレーティング・システムをブート
する前に，bootdef_devコンソール環境変数をマルチ・パスに設定します
( 7.10.4 項を参照してください)。

7.10.4 bootdef_devコンソール環境変数のリセット

クラスタ・ソフトウェアのインストール後，オペレーティング・システムを
シャットダウンします。show deviceコマンドを使用して，ブート・デバ
イスに対する bootdef_dev コンソール環境変数が，1つのパスだけでな
く，マルチ・パスを選択するように設定されているかどうかを確認します。
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ブート・デバイスに対して 1つのパスだけを選択するように設定されていた
場合は，次のようにマルチ・パスを選択するように設定してください。

1. wwidmgr -show reachabilityコマンドの出力結果から，ブート・
ディスクとなるストレージ・ユニットにアクセス可能なデバイス名の
到達可能性をチェックします。

2. ブート・ディスクをマルチ・パスとするように bootdef_dev コン
ソール環境変数を設定します。

____________________ 注意 ___________________

ここでは，到達可能性の connected列で Yesと Noの両方
が示されているデバイス名を選択します。通常，多重バス・
フェイルオーバ・モードでは，1 つのストレージ・ユニット
に対して 1つのコントローラのみがアクティブになっている
ことに注意してください。そのため，コントローラがフェ
イルオーバした場合でも，そのユニットに到達できるかど
うかを確認しておく必要があります。

少なくとも 2つのホスト・バス・アダプタのデバイス名を
使用してください。

たとえば，ホスト・バス・アダプタが故障した場合，または
コントローラがフェイルオーバした場合でも，接続された
ブート・パスが存在するように複数のホスト・バス・アダプ
タとコントローラ・ポートのデバイス名を選択します。例 7–8
で示したように，メンバ・システム 1のブート・ディスクの
到達可能性を使用する場合，最初のクラスタ・メンバ・シス
テムに対して bootdef_devコンソール環境変数を設定する
際，次のすべてのデバイス名を選択する必要があります。

dga1001.1001.0.7.0
dga1001.1002.0.7.0
dgb1001.1001.0.8.1
dgb1001.1002.0.8.1

bootdef_devコンソール環境変数がすべて切断状態のブー
ト・パスで終了する場合，ffautoや ffnext のコンソー
ル環境変数を使って，ブート・デバイスを強制的に not
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connected から connected の状態に変化させることが
できます。

ffautoコンソール環境変数は，自動ブート (手動ブート以
外) のときのみ有効です。ffauto を有効にするには，set

ffauto onコンソール・コマンドを使ってください (ffauto
の省略時の設定は offです)。これは不揮発性メモリに保存
されるので，システムをリセットしたり電源を切断しても
保持されています。

自動ブートの間，コンソールは，bootdef_dev コンソール
環境変数にリストされている，接続済みの各デバイスから
ブートを試みます。ffautoが onで，bootdef_devにリ
ストされている最後のデバイスに到達しても，ブートが正
常終了しなかった場合，コンソールは再び，bootdef_dev

コンソール環境変数にリストされている最初のデバイスか
らブートを試みます。このとき，接続されていないデバイ
スは connectedに変更されるので，そのデバイスからの
ブートはうまくいきます。

ffnextコンソール環境変数は，一時的な変数です。システ
ムのリセット，電源の切断，リブートなどで消失します。
この変数は not connectedデバイスに対する次のコマン
ドを connected状態に変化させるために使われます (set
ffnext on)。コマンド実行後，ffnext変数は自動的に off

に設定されるので，以後は無効になります。

ffauto コンソール環境変数と ffnext コンソール環境変
数の使い方の詳細は，『Wwidmgr User’s Manual』を参照
してください。

3. ベース・オペレーティング・システム 1のブート・ディスクに対する
bootdef_devコンソール環境変数に，コンマで区切った複数のブー
ト・パスのリストを設定します。このブート・パスには，到達可能性
表示に現れるものを使用します (wwidmgr -show reachability)。
bootdef_dev変数でデバイス名を使用するには，システムを次のよう
に初期化する必要があります。
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P00>>> set bootdef_dev \
dga1001.1001.0.7.0,dga1001.1002.0.7.0 \
dgb1001.1001.0.8.1,dgb1001.1002.0.8.1
POO>>> init

______________________ 注意 _____________________

コンソールのシステム・リファレンス・マニュアル (SRM)ソフ
トウェアでは，bootdef_devコンソール環境変数に最小限 4つ
のデバイス名を設定できることが保証されています。5つのデ
バイス名を設定できる場合もありますが，保証されているの
は 4 つまでです。

7.10.5 クラスタのインストールに使う /dev/disk/dsknの確認

TruCluster Serverソフトウェアをインストールする前に，各種の TruCluster
Server ディスクに対して使用する /dev/disk/dskn を確認しなければな
りません。

クラスタ・ディスクに使用する /dev/disk/dsknを確認するには，次の手
順に従います。

1. Tru64 UNIXバージョン 5.1Bオペレーティング・システムをシングル
ユーザ・モードまたはマルチ・ユーザ・モードで起動している場合は，
hwmgr -view devicesコマンドを使用して，システム上のデバイスを
すべて表示します。IDENTIFIER 識別子を含む項目を検索するには，
grepユーティリティのコマンドをパイプ接続します。
# hwmgr -view dev | grep IDENTIFIER
HWID: Device Name Mfg Model Location
--------------------------------------------------------------------

86: /dev/disk/dsk9c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1001
87: /dev/disk/dsk10c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1002
88: /dev/disk/dsk11c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1003
89: /dev/disk/dsk12c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1004
90: /dev/disk/dsk13c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1005
91: /dev/disk/dsk14c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1006
92: /dev/disk/dsk15c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1007
93: /dev/disk/dsk16c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1008
94: /dev/disk/dsk17c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1009
95: /dev/disk/dsk18c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1010
96: /dev/disk/dsk19c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1011
97: /dev/disk/dsk20c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1012
98: /dev/disk/dsk21c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1013

UDIDを設定しているディスクの数が多い場合は，UDID の値を引数
として検索します。
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# hwmgr -view dev | grep IDENTIFIER | grep 1002
HWID: Device Name Mfg Model Location
--------------------------------------------------------------------

87: /dev/disk/dsk10c COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ IDENTIFIER=1002

2. クラスタをインストールする各ディスクの識別子を検索し，
/dev/disk/dskn の値を表 A–1に記録します。

hwmgr -view dev | grep IDENTIFIER=1002のように，grepコマ
ンドを使用して特定の UDIDを検索する場合は，UDIDを変更してコマ
ンドを繰り返し，すべてのクラスタ・ディスクの /dev/disk/dsknを
調べます。/dev/disk/dsknの値は，クラスタ・ソフトウェアのインス
トール時に使用するため，すべて記録します。

クラスタ・ソフトウェアをインストールする前に，ディスクにラベルを付け
る必要があります。

7.10.6 クラスタ作成に使用するディスクのラベル付け

clu_createコマンドを実行して最初のクラスタ・メンバを作成する前，ま
たは clu_add_memberコマンドによって後続のクラスタ・メンバを追加
する前には，クラスタ・ソフトウェアで使用するディスクにラベルを付け
る必要があります。

Tru64 UNIXオペレーティング・システムをインストールしたシステム上で
システムをブートします (ブートしていない場合)。クラスタのインストールに
使用する /dev/disk/dsknの値を調べます (表 7–3または表 7–4を参照)。

クラスタの作成に必要なすべてのディスクラベルを初期化します。この項
の構成例では，dsk10 (/var)，dsk11 (Quorum)，dsk16 [クラスタ単位の
ルート (/)]，および dsk17 (/usr)を使用します。たとえば，dsk16に対
するコマンドは次のとおりです。

# disklabel -z dsk16
disklabel: Disk /dev/rdisk/dsk16c is unlabeled

#disklabel -rw dsk16 HSV110

7.10.7 TruCluster Serverソフトウェアのインストールおよび最初のク
ラスタ・メンバの作成

ディスクにラベルを付けた後，TruCluster Server 『クラスタ・インスト
レーション・ガイド』 の手順を使用して，最初のクラスタ・メンバ (Tru64
UNIXをインストールしたシステム)に TruCluster Serverソフトウェアをイ
ンストールします。
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『クラスタ・インストレーション・ガイド』の手順に従って，TruCluster
Serverソフトウェアのサブセットをインストールし，続いて clu_createコ
マンドを使って最初のクラスタ・メンバを作成します。

7.10.8 クラスタへの別のシステムの追加

クラスタに別システムを追加するには，次の手順に従います。

1. Tru64 UNIXオペレーティング・システムおよび TruCluster Serverソ
フトウェアをインストールしたシステム上で，システムをシングル・メ
ンバ・クラスタとしてブートします。

2. TruCluster Server『クラスタ・インストレーション・ガイド』の手順を
参照して，clu_add_memberで後続のクラスタ・メンバを追加します。

クラスタに追加するシステムをブートする前に，新しく追加したクラス
タ・メンバで次の手順を実行します。

a. wwidmgrユーティリティの -quicksetオプションを使用して，
例 7–10 で示すように，メンバ・システム・ブート・ディスクの
デバイス・ユニット番号を設定します。たとえば，構成例のメン
バ・システム 2 では，OS ユニット ID 1010 のストレージ・ユ
ニットを使用します (表 7–4)。

例 7–10: 追加のメンバ・システムのデバイス・ユニット番号の設定

P00>>> wwidmgr -quickset -udid 1010

Disk assignment and reachability after next initialization:

6005-08b4-0001-00b2-0000-c000-029d-0000
via adapter: via fc nport: connected:

dga1010.1001.0.7.0 pga0.0.0.7.0 5000-1fe3-0008-de8c No
dga1010.1002.0.7.0 pga0.0.0.7.0 5000-1fe3-0008-de89 Yes

dgb1010.1001.0.8.1 pgb0.0.0.8.1 5000-1fe3-0008-de8d No
dgb1010.1002.0.8.1 pgb0.0.0.8.1 5000-1fe3-0008-de88 Yes

P00>>> init

b. bootdef_dev コンソール環境変数に，メンバ・システム・ブー
ト・ディスクに到達可能なパス (例 7–10の connected列が Yesの
行) を 1 つ設定します。

P00>>> set bootdef_dev dga1010.1002.0.7.0
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c. 新しく追加したクラスタ・メンバ・システムで genvmunixをブー
トします。それぞれインストールしたサブセットが構成され，新し
いカーネルが構築およびインストールされます。

3. 新しいクラスタ・メンバ・システムをクラスタにブートし，クラスタ
のインストールを完了します。

4. 他のクラスタ・メンバに対して 2～3の手順を繰り返します。

7.11 透過フェイルオーバ・モードから多重バス・フェイル
オーバ・モードへの HSG80 の変換

Tru64 UNIXバージョン 4.0Fまたはバージョン 4.0Gと TruCluster Software
Products バージョン 1.6の組み合わせから Tru64 UNIXバージョン 5.1B
と TruCluster Serverバージョン 5.1Bの組み合わせに移行した場合は，透
過フェイルオーバ・モードから多重バス・フェイルオーバ・モードに変更
することで，Tru64 UNIXバージョン 5.1Bと多重バス・フェイルオーバ・
モードによるマルチ・バスを利用して，NSPOF (No Single Point Of Failure)
クラスタを構成できます。

または Tru64 UNIXバージョン 5.1Bおよび TruCluster Serverバージョン
5.1Bで透過フェイルオーバ・モードを使用している場合，多重バス・フェイ
ルオーバ・モードでは NSPOF構成を実現できるので，透過フェイルオー
バ・モードを超える可用性を得ることも可能です。

7.11.1 概要

フェイルオーバ・モードは，単純に SET MULTIBUS COPY=THIS という
HSG80 CLIコマンドを実行するだけでは変更できません。理由は次のと
おりです。

• HSG80の SET MULTIBUS_FAILOVER COPY=THISコマンドではユニッ
ト・オフセットが変更されません。

ホスト・コンピュータの Fibre Channel ホスト・バス・アダプタと
HSG80コントローラのアクティブなホスト・ポート間のパスは，それぞ
れが 1つの接続です。HSG80コントローラは，Fibre Channelの初期化
時に，スイッチまたはハブを経由してホスト・バス・アダプタとの接続を
認識すると，既知の接続が登録されたテーブルに認識した接続を追加し
ます。各接続のユニット・オフセットは，接続が検出された時点で有効
なフェイルオーバ・モードによって異なります。透過フェイルオーバ・
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モードでは，ホスト -ポート 1接続の省略時のオフセットは 0で，ホスト
-ポート 2接続の省略時のオフセットは 100です。したがって，ホスト -
ポート 1接続ではユニット 0からユニット 99までを認識でき，ホスト -
ポート 2接続ではユニット 100からユニット 199までを認識できます。

多重バス・フェイルオーバ・モードでは，ホスト-ポート 1接続とホスト
-ポート 2接続の両方でユニット 0からユニット 199までを認識できま
す。省略時のオフセットはどちらのポートでも 0です。

フェイルオーバ・モードを透過フェイルオーバから多重バス・フェイル
オーバに変更する場合，既知接続のテーブル内にあるオフセットが透過
フェイルオーバ・モードの状態に保持されます。つまり，ポート 2のオ
フセットは変更されず，100 のまま残ります。ポート 2のオフセット
が 100の場合，ホストはポート 2のユニット 0からユニット 99を認
識できないので，可用性が低下します。また，単一のHSG80コント
ローラの構成で，ポート 1への接続が遮断された場合，ユニット 0から
99 にアクセス不能になります。

したがって，フェイルオーバ・モードを透過フェイルオーバから多重
バス・フェイルオーバに変更する場合は，既知接続のテーブルに登録
されている，オフセットが 0でないすべての接続について，オフセッ
トを変更する必要があります。

____________________ 注意 ___________________

テーブルに追加された接続は，削除操作を行うまでテーブル内
に保持されるので，ケーブルを抜き差ししないでください。

• システムは 1つの HSG80ポートのみを経由してストレージ・デバイ
スにアクセスします。HSG80が多重バス・フェイルオーバ・モード
になっているときは，システムからストレージ・デバイスへのパスは
変わりません。

透過フェイルオーバ・モードでは，システムはポート 1を経由して D0～
D99のストレージ・ユニットにアクセスし，ポート 2を経由して D100
～ D199にアクセスします。多重バス・フェイルオーバ・モードでは，
システムは 4ポートすべてからすべてのユニットにアクセスします。
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7.11.2 透過フェイルオーバ・モードから多重バス・フェイルオーバ・
モードへの変更手順

ユニット・オフセットをリセットし，ストレージ・ユニットへのパスを変
更することにより，透過フェイルオーバから多重バス・フェイルオーバに
モードを変更するには，次の手順に従います。

1. フェイルオーバ・モードを変更する HSG80コントローラにアクセス
可能なすべてのホスト・システムのオペレーティング・システムを
シャットダウンします。

2. HSG80コントローラ上で，多重バス・フェイルオーバを設定します。そ
れまでのフェイルオーバ・モードを解除してから多重バス・フェイル
オーバ・モードを設定します。

HSG80> SET NOFAILOVER
HSG80> SET MULTIBUS_FAILOVER COPY=THIS

____________________ 注意 ___________________

構成情報が正しいことが分かっているコントローラを使用
してください。

3. この HSG80がアービトレイテッド・ループ・トポロジで使われている
場合 (ポート・トポロジが LOOP_HARDに設定されている場合)，すべて
のポートが同時にアクティブになっているため，各ポートには一意の
AL_PAアドレスを設定する必要があります (透過フェイルオーバ・モー
ドの規則では，両方のコントローラのポート 1とポート 2は，両方のコ
ントローラで同じ AL_PAアドレスを設定することになっています)。

次の例では，2個の HSG80コントローラのポートをオフラインに設定
し，PORT_x_AL_PAの値を多重フェイルオーバ・モードに設定し，その
ポートをオンラインにしています。

HSG80> set this port_1_topology = offline
HSG80> set this port_2_topology = offline
HSG80> set other port_1_topology = offline
HSG80> set other port_2_topology = offline
HSG80> set this PORT_1_AL_PA = 01
HSG80> set this PORT_2_AL_PA = 02
HSG80> set other PORT_1_AL_PA = 04
HSG80> set other PORT_2_AL_PA = 08
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4. SHOW CONNECTIONコマンドを実行して，0以外のオフセットを持つ
接続を確認します。

HSG80> SHOW CONNECTION
Connection Unit

Name Operating system Controller Port Address Status Offset

!NEWCON49 TRU64_UNIX THIS 2 230813 OL this 100
HOST_ID=1000-0000-C920-DA01 ADAPTER_ID=1000-0000-C920-DA01

!NEWCON50 TRU64_UNIX THIS 1 230813 OL this 0
HOST_ID=1000-0000-C920-DA01 ADAPTER_ID=1000-0000-C920-DA01

!NEWCON51 TRU64_UNIX THIS 2 230913 OL this 100
HOST_ID=1000-0000-C920-EDEB ADAPTER_ID=1000-0000-C920-EDEB

!NEWCON52 TRU64_UNIX THIS 1 230913 OL this 0
HOST_ID=1000-0000-C920-EDEB ADAPTER_ID=1000-0000-C920-EDEB

!NEWCON53 TRU64_UNIX OTHER 1 230913 OL other 0
HOST_ID=1000-0000-C920-EDEB ADAPTER_ID=1000-0000-C920-EDEB

!NEWCON54 TRU64_UNIX OTHER 1 230813 OL other 0
HOST_ID=1000-0000-C920-DA01 ADAPTER_ID=1000-0000-C920-DA01

!NEWCON55 TRU64_UNIX OTHER 2 230913 OL other 100
HOST_ID=1000-0000-C920-EDEB ADAPTER_ID=1000-0000-C920-EDEB

!NEWCON56 TRU64_UNIX OTHER 2 230813 OL other 100
HOST_ID=1000-0000-C920-DA01 ADAPTER_ID=1000-0000-C920-DA01

!NEWCON57 TRU64_UNIX THIS 2 offline 100
HOST_ID=1000-0000-C921-09F7 ADAPTER_ID=1000-0000-C921-09F7

!NEWCON58 TRU64_UNIX OTHER 1 offline 0
HOST_ID=1000-0000-C921-09F7 ADAPTER_ID=1000-0000-C921-09F7

!NEWCON59 TRU64_UNIX THIS 1 offline 0
HOST_ID=1000-0000-C921-09F7 ADAPTER_ID=1000-0000-C921-09F7

!NEWCON60 TRU64_UNIX OTHER 2 offline 100
HOST_ID=1000-0000-C921-09F7 ADAPTER_ID=1000-0000-C921-09F7

!NEWCON61 TRU64_UNIX THIS 2 210513 OL this 100
HOST_ID=1000-0000-C921-086C ADAPTER_ID=1000-0000-C921-086C

!NEWCON62 TRU64_UNIX OTHER 1 210513 OL other 0
HOST_ID=1000-0000-C921-086C ADAPTER_ID=1000-0000-C921-086C

!NEWCON63 TRU64_UNIX OTHER 1 offline 0
HOST_ID=1000-0000-C921-0943 ADAPTER_ID=1000-0000-C921-0943

!NEWCON64 TRU64_UNIX OTHER 1 210413 OL other 0
HOST_ID=1000-0000-C920-EDA0 ADAPTER_ID=1000-0000-C920-EDA0

!NEWCON65 TRU64_UNIX OTHER 2 210513 OL other 100
HOST_ID=1000-0000-C921-086C ADAPTER_ID=1000-0000-C921-086C

.

.

.
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0 以外のオフセットを持つ接続は次のとおりです。
!NEWCON49，!NEWCON51， !NEWCON55，!NEWCON56，
!NEWCON57，!NEWCON60， !NEWCON61，および !NEWCON65

5. 0以外のユニット・オフセットを持つ接続のオフセットをすべて 0に設
定します。

HSG80> SET !NEWCON49 UNIT_OFFSET = 0
HSG80> SET !NEWCON51 UNIT_OFFSET = 0
HSG80> SET !NEWCON55 UNIT_OFFSET = 0
HSG80> SET !NEWCON56 UNIT_OFFSET = 0
HSG80> SET !NEWCON57 UNIT_OFFSET = 0
HSG80> SET !NEWCON60 UNIT_OFFSET = 0
HSG80> SET !NEWCON61 UNIT_OFFSET = 0
HSG80> SET !NEWCON65 UNIT_OFFSET = 0

6. フェイルオーバ・モードを変更した HSG80上のストレージ・ユニット
にアクセスする各システムのコンソールで，次の手順を実行します。

a. WWIDマネージャ (wwidmgr) を使用して Fibre Channel 環境変
数を表示し，システムから到達可能なユニットを確認します。
wwidmgrモードでないコンソールでは，この情報を使用して Fibre
Channel デバイスを検索します。

P00>>> wwidmgr -show ev
wwid0 133 1 WWID:01000010:6000-1fe1-0000-0d60-0009-8080-0434-002e
wwid1 131 1 WWID:01000010:6000-1fe1-0000-0d60-0009-8080-0434-002f
wwid2 132 1 WWID:01000010:6000-1fe1-0000-0d60-0009-8080-0434-0030
wwid3
N1 50001fe100000d64
N2
N3
N4

__________________ 注意 _________________

AS1200，AS4x00，AS8x00，GS60，GS60E，および
GS140の AlphaServerシステムで wwidmgrユーティリ
ティを使用する場合は，コンソールを診断モードに設定
する必要があります。コンソールを診断モードに設定す
るには，次のコマンドを入力します。

P00>>> set mode diag
Console is in diagnostic mode
P00>>>
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b. 各 wwidn行ごとに，ストレージ・ユニットのユニット番号 (131，
132，133) とワールドワイド名を記録します。ユニット番号は
wwidnの次の列に表示されています。Nnの値は，ストレージ・ユ
ニットへのアクセスに使用される HSG80のポートを示しています。

c. wwidn および Nn環境変数をクリアします。

P00>>> wwidmgr -clear all

d. コンソールを初期化します。

P00>>> init

e. wwidmgr -quicksetコマンドを使用して，各システムのブート・
ディスクであるストレージ・ユニットにデバイス情報とポートの
パス情報を設定します。 各システムは，ベース・オペレーティン
グ・システム・ディスクおよびメンバ・システム・ブート・ディス
クからブートしなければなりません。したがって，この項の構成
例では，クラスタ・メンバ 1は UDID 131 (メンバ 1のブート・
ディスク)と 133 (Tru64 UNIXディスク)のストレージ・ユニッ
トにアクセスできる必要があります。また，クラスタ・メンバ 2
は UDID 132 (メンバ 2のブート・ディスク) と 133 (Tru64 UNIX
ディスク)のストレージ・ユニットにアクセスできる必要がありま
す。クラスタ・メンバ 1のデバイスとポートのパスを設定するに
は，次のように入力します。

P00>>> wwidmgr -quickset -udid 131
...

P00>>> wwidmgr -quickset -udid 133
...

f. コンソールを初期化します。

P00>>> init

g. ストレージ・ユニットとポートのパス情報が設定されていることを
確認してから，コンソールを再度初期化します。たとえば，クラス
タ・メンバ 1の場合は次のようになります。

P00>>> wwidmgr -show ev
wwid0 133 1 WWID:01000010:6000-1fe1-0000-0d60-0009-8080-0434-002e
wwid1 131 1 WWID:01000010:6000-1fe1-0000-0d60-0009-8080-0434-002f
wwid2
wwid3
N1 50001fe100000d64
N2 50001fe100000d62
N3 50001fe100000d63
N4 50001fe100000d61
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P00>>> init

h. メンバ・システム・ブート・デバイスに bootdef_dev環境変数を
設定します。適切なデバイスについて wwidmgr -quicksetコマン
ドを使用し，表示された到達可能性のパスを bootdef_dev に設
定します ( 7.10.4 項)。

i. HSG80上のデバイスにアクセスするすべてのシステムについて，a
～ h の手順を繰り返します。

7.12 ストレージ・システム・スクリプト・ユーティリティ
の使用

大規模な，または複雑な構成に対しては，グラフィカル・ユーザ・インタ
フェース (GUI)の代わりに，ストレージ・システム・スクリプト・ユーティ
リティ (SSSUつまりスクリプト・ユーティリティ) が使用できます。ス
クリプト・ユーティリティは，HSV Element Managerに対するキャラク
タ・セル・インタフェースです。

オペレーティング・システム・ソリューション・キットには，オペレーティ
ング・システムに応じて sssuまたは SSSU.EXEの名前でスクリプト・ユー
ティリティの実行形式ファイルが用意されています。

スクリプト・ユーティリティは，CD-ROM の SSSUディレクトリから実行
するか，ユーザのシステム (たとえば，/usr/local/binなど)にコピー
して使用できます。このファイルを Tru64 UNIXシステムで実行できるよ
うにするため，必ず許可を変更してください。

______________________ 注意 _____________________

HSV110コントローラへのパスワード・アクセスが有効である場
合，スクリプト・ユーティリティを使用する前に，パスワード・
アクセスを HSV110 Element Managerからセットアップする必要
があります。スクリプト・ユーティリティを使ってパスワード・
アクセスを設定することはできません。
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7.12.1 スクリプト・ユーティリティの起動

スクリプト・ユーティリティを起動する方法は 2つあります。

1. コマンド行でコマンドを引数として指定する場合は，コマンドをエコー
し，実行した後，スクリプト・ユーティリティが終了して，コマン
ド行に制御が戻ります。

コマンド引数は二重引用符 (“ ”)で囲みます。

スクリプト・ユーティリティでコマンド行引数を使う例を次に示します。

# sssu "FILE /san/scripts/eva01-config.ssu"
...

____________________ 注意 ___________________

ファイルには拡張子を付ける必要はありません。

2. コマンド行の引数なしで起動した場合は，NoCellSelected>プロンプ
トが出力されて，コマンドの入力待ちになります。

有用なコマンドを使用できるようにするには，HSV110 Element
Managerを選択し (これにより，スクリプト・ユーティリティはHSV110
Element Managerと通信できるようになります)，ストレージ・セル (使
用したい HSV110コントローラのセット)を追加する必要があります。

セルを選択すると，例 7–11 に示すように，プロンプトがセルの名
前に変ります。

例 7–11: HSV110コントローラ・ペアにアクセスするためのスクリプト・
ユーティリティの準備

# sssu

SSSU version 3.0 Build 92
EMClientAPI Version 1.6, Build date: Sep 14 2001

NoCellSelected> SELECT MANAGER swmaxxxxxx Username=XXXXX Password=XXXXX
NoCellSelected> SELECT CELL Enterprise10
Enterprise10>
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____________________ 注意 ___________________

HSV110コントロール・ペアを初期化するのに HSV Element
Manager GUIを使用していない場合は，ADD CELLコマンド
で初期化できます。初期化されていないセルを選択して，その
セルを (セル名を付けて)追加したのち，初期化されたセルを
選択しなければなりません。たとえば，次のようになります。

# sssu

SSSU version 3.0 Build 92
EMClientAPI Version 1.6, Build date: Sep 14 2001

NoCellSelected> SELECT MANAGER swmaxxxxxx Username=XXXXX Password=XXXXX
NoCellSelected> SHOW CELL

Cells available on this Manager:
Uninitialized Storage System
NoCellSelected> SELECT CELL "Uninitialized Storage System"
Uninitialized Storage System> ADD CELL Enterprise10
Uninitialized Storage System> SELECT CELL Enterprise10
Enterprise10>

7.12.2 スクリプト・ユーティリティによる既存構成の取り込み

GUI で Enterprise Virtual Array 構成をセットアップしたら，スクリ
プト・ユーティリティを使ってその構成を保存できます。CAPTURE

CONFIGURATION コマンドは選択したセルにアクセスして，スクリプトを
作成します。そのスクリプトは構成を (必要になった場合) 再作成するのに
使用されます。

CAPTURE CONFIGURTIONコマンドの省略時の出力設定は標準出力です。構
成スクリプトの出力先をファイルにしたい場合は，ファイル名を指定しま
す。必要な場合には，スクリプト・ユーティリティで作成されたスクリプト
を使って，構成を再構築したり，もっと複雑な構成のために別のスクリプト
を作成するモデルとして使うことができます。

現在の構成を取り込む方法を例 7–12に示します。

例 7–12: Enterprise Virtual Array 構成の取り込み

# sssu

SSSU version 3.0 Build 92
EMClientAPI Version 1.6, Build date: Sep 14 2001

NoCellSelected> SELECT MANAGER swmaxxxxxx Username=XXXXX Password=XXXXX
NoCellSelected> SELECT CELL Enterprise10
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例 7–12: Enterprise Virtual Array構成の取り込み (続き)

Enterprise10> CAPTURE CONFIGURATION /san/scripts/create-enterprise10.ssu
CAPTURE CONFIGURATION may take awhile. Do not modify configuration
until command is complete.

........................
Capture complete and successful

7.12.3 スクリプト・ユーティリティでのファイル・コマンドの使用

大規模な，または複雑な構成を作成する場合，または構成を再作成する必要
がある場合は，スクリプト・ユーティリティで FILEコマンドを使用します。

FILEコマンドは，指定のファイルからコマンドを読み込みます。ファイルの
最後または EXITコマンドにより，コマンド・プロンプトに戻ります。

______________________ 注意 _____________________

オリジナル構成の一部が残っている場合は，CAPTURE

CONFIGURATIONコマンドにより作成されたファイルで HSV110
構成を再作成しないでください。その場合，スクリプトは実
行を終了します。

例 7–13に示すように，例 7–12 で取り込まれた構成を再作成することが
できます。

例 7–13: スクリプト・ユーティリティのファイル・コマンドでスクリプト・
ファイルを指定する

# sssu

SSSU version 3.0 Build 92
EMClientAPI Version 1.6, Build date: Sep 14 2001

NoCellSelected> file /san/scripts/create-enterprise10.ssu
...
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7.12.4 スクリプト・ユーティリティで使用するスクリプト・ファイル
の作成

スクリプト・ファイルの書き方を学ぶ最も簡単な方法は，GUIを使って構
成を作成し，その構成を取り込んで，生成されたファイルをモデルとして
利用することです。

『Scripting Utility V1.0 for Enterprise Virtual Array Reference Guide』に
は，スクリプト・ユーティリティ・コマンドの説明があります。

______________________ 注意 _____________________

コマンドの実行は次のようにします。

• 名前はフル・パスで指定する (\hosts\member1)。

• パス名にスペースが含まれる場合は，
名前全体を二重引用符 (“ ”) で囲む。
例: ("\Virtual Disks\bos-cluster\tru64-unix\Ac-

tive")

7.9.2 項および表 7–4で説明する構成例用に，CAPTURE CONFIGURATION

コマンドで作成したスクリプト・ファイルを例 7–14に示します。

______________________ 注意 _____________________

各コマンドは一行でなければなりません。行継続文字やコメント
文字は含まれません。

この例では，テキストをすべて示すためにスラッシュ (/)を行継
続文字として使用しますが，行継続文字はサポートされません。

スクリプトを部分的に分けるために空白行を使うことができま
す。スクリプト・ファイルのコマンドが実行されるとき，空白行
は NO-OP (ノーオペレーション) となります。

SET OPTIONS コマンドで ON_ERRORオプションを使用し，スクリプト・
ユーティリティでスクリプト・エラーをどのように処理するかを決めます。
HALT_ON_ERRORに設定すると，スクリプトがエラー状態になった場合，スク
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リプトの実行を停止しますが，スクリプト・ユーティリティは端末のキーが押
されるまで終了しません。これにより，エラーを監視することができます。

スクリプト内でエラーが発生したら，スクリプトを新しいファイルにコピー
します。コピーした新しいファイルを編集して，エラーを訂正します。オ
プションを設定するための最初のコマンドを除き，正しく実行されたコマ
ンドをすべて削除し，マネージャを選択して，セルを選択します。マネー
ジャとセルを選択しなければ，スクリプトは機能しません。新しいスクリ
プトを編集したら，スクリプト・ユーティリティを使って新しいスクリプ
ト・ファイルを実行します。

______________________ 注意 _____________________

省略時の設定では，コマンドごとの実行の間に 10秒間の遅延があ
ります。大規模なスクリプトでは，これを合計すると長い時間にな
ります。遅延時間を短く設定すると，時間の節約ができます。遅
延時間が短かすぎるためにエラーが発生しても，HALT_ON_ERROR

を設定してあればどこでエラーが発生したかを知ることができま
す。前述したようにスクリプトをコピーして，正常に実行された
コマンドを削除し，遅延時間を以前より長く再設定します。これ
らの変更を行ったのち，再度スクリプトを実行します。

例 7–14: 構成例を作成するスクリプト・ファイル

SET OPTIONS ON_ERROR=HALT_ON_ERROR COMMAND_DELAY=1
SELECT MANAGER swmaxxxx Username=xxxx Password=xxxx
SELECT CELL "enterprise10"

ADD FOLDER "\Virtual Disks\bos-cluster" COMMENT="Folder for the BOS and TCR /
software virtual disks."

ADD HOST "\Hosts\member1" OPERATING_SYSTEM=TRU64 WORLD_WIDE_NAME=1000-0000-C925-3B7C /
IP=127.1.2.20
SET HOST "\Hosts\member1" ADD_WORLD_WIDE_NAME=1000-0000-C925-1EA1

ADD HOST "\Hosts\member2" OPERATING_SYSTEM=TRU64 WORLD_WIDE_NAME=1000-0000-C925-3B7D /
IP=127.1.2.21
SET HOST "\Hosts\member2" ADD_WORLD_WIDE_NAME=1000-0000-C927-1EA2

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\tru64-unix" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=2 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1001 PREFERRED_PATH=PATH_A_BOTH
ADD LUN 1 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\tru64-unix\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 1 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\tru64-unix\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\clu-var" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=24 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1002 PREFERRED_PATH=PATH_A_BOTH
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例 7–14: 構成例を作成するスクリプト・ファイル (続き)

ADD LUN 2 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\clu-var\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 2 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\clu-var\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\clu-quorum" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=1 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1003 PREFERRED_PATH=PATH_A_BOTH
ADD LUN 3 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\clu-quorum\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 3 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\clu-quorum\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member1-boot" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=3 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1004 PREFERRED_PATH=PATH_A_BOTH
ADD LUN 4 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member1-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 4 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member1-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member3-boot" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=3 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1005 PREFERRED_PATH=PATH_A_BOTH
ADD LUN 5 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member3-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 5 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member3-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member5-boot" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=3 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1006 PREFERRED_PATH=PATH_A_BOTH
ADD LUN 6 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member5-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 6 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member5-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member7-boot" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=3 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1007 PREFERRED_PATH=PATH_A_BOTH
ADD LUN 7 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member7-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 7 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member7-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\clu-root" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=2 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1008 PREFERRED_PATH=PATH_B_BOTH
ADD LUN 8 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\clu-root\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 8 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\clu-root\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\clu-usr" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=8 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1009 PREFERRED_PATH=PATH_B_BOTH
ADD LUN 9 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\clu-usr\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 9 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\clu-usr\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member2-boot" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=3 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1010 PREFERRED_PATH=PATH_B_BOTH
ADD LUN 10 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member2-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 10 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member2-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member4-boot" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=3 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1011 PREFERRED_PATH=PATH_B_BOTH
ADD LUN 11 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member4-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 11 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member4-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member6-boot" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=3 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1012 PREFERRED_PATH=PATH_B_BOTH
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例 7–14: 構成例を作成するスクリプト・ファイル (続き)

ADD LUN 12 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member6-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 12 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member6-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

ADD STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member8-boot" GROUP="\Disk Groups\Default /
Disk Group" SIZE=3 REDUNDANCY=VRAID5 MIRRORED_WRITEBACK READ_CACHE /
NOWRITE_PROTECT OS_UNIT_ID=1013 PREFERRED_PATH=PATH_B_BOTH
ADD LUN 13 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member8-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member1"
ADD LUN 13 STORAGE="\Virtual Disks\bos-cluster\member8-boot\ACTIVE" HOST="\Hosts\member2"

7.12.5 エンタープライズ構成情報の削除のためのスクリプト・ユー
ティリティの使用

構成情報を削除または変更する必要がある場合は，GUIまたはスクリプト・
ユーティリティが使用できます。たとえば，KGPSAを交換する場合には，
除去される KGPSAのポート WWNを削除して，新しい KGPSA のポート
WWN を追加する必要があります。

正しいフォーマットに慣れていない場合は，SHOWコマンドを使用して，必
要なフォーマットを確認します。

削除される KGPSAのWWNを削除するのに必要なスクリプト・ユーティリ
ティ・コマンド，および新しい KGPSAのためのWWNを追加するのに必要
なスクリプト・ユーティリティ・コマンドを，例 7–15に示します。

例 7–15: 交換した KGPSAの WWNを再設定するためのスクリプト・ユー
ティリティ

# sssu

SSSU version 3.0 Build 92
EMClientAPI Version 1.6, Build date: Sep 14 2001

NoCellSelected> SELECT MANAGER swmaxxxxxx Username=XXXXX Password=XXXXX
NoCellSelected> SELECT CELL Enterprise10
Enterprise10> SET HOST \Hosts\member2 DELETE_WORLD_WIDE_NAME=1000-0000-c927-1ea2
Enterprise10> SET HOST \Hosts\member2 ADD_WORLD_WIDE_NAME=1000-0000-cbad-ef10
Enterprise10>

例 7–14 でセットアップされた構成全体を削除するスクリプト・ファイ
ルの内容を，例 7–16 に示します。
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例 7–16: 構成例を削除するスクリプト・ファイル

SET OPTIONS ON_ERROR=HALT_ON_ERROR
SELECT MANAGER swmaxxxx Username=xxxxx Password=xxxxx
SELECT CELL "top"
DELETE LUN \Hosts\member1\1
DELETE LUN \Hosts\member2\1
DELETE LUN \Hosts\member1\2
DELETE LUN \Hosts\member2\2
DELETE LUN \Hosts\member1\3
DELETE LUN \Hosts\member2\3
DELETE LUN \Hosts\member1\4
DELETE LUN \Hosts\member2\4
DELETE LUN \Hosts\member1\5
DELETE LUN \Hosts\member2\5
DELETE LUN \Hosts\member1\6
DELETE LUN \Hosts\member2\6
DELETE LUN \Hosts\member1\7
DELETE LUN \Hosts\member2\7
DELETE LUN \Hosts\member1\8
DELETE LUN \Hosts\member2\8
DELETE LUN \Hosts\member1\9
DELETE LUN \Hosts\member2\9
DELETE LUN \Hosts\member1\10
DELETE LUN \Hosts\member2\10
DELETE LUN \Hosts\member1\11
DELETE LUN \Hosts\member2\11
DELETE LUN \Hosts\member1\12
DELETE LUN \Hosts\member2\12
DELETE LUN \Hosts\member1\13
DELETE LUN \Hosts\member2\13
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\tru64-unix\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\clu-root\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\clu-usr\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\clu-var\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\clu-quorum\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member1-boot\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member2-boot\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member3-boot\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member4-boot\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member5-boot\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member6-boot\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member7-boot\ACTIVE"
DELETE STORAGE "\Virtual Disks\bos-cluster\member8-boot\ACTIVE"
DELETE HOST "\Hosts\member1"
DELETE HOST "\Hosts\member2"
DELETE FOLDER "\Virtual Disks\bos-cluster\"

7.13 emx マネージャによる Fibre Channel アダプタ情報
の表示

emxマネージャ (emxmgr)は，TruCluster Software Productバージョン 1.6
用のユーティリティで，ワールドワイド名 (WWN)とターゲット IDのマッ
ピングを変更および管理するために使用します。emx マネージャは Tru64
UNIXバージョン 5.1Bに含まれていますが，Tru64 UNIXでWWNとター
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ゲット IDのマッピングを管理する必要はありません。emxマネージャは，
TruCluster Serverバージョン 5.1Bと組み合わせて次の用途に使用できます。

• 存在する KGPSA Fibre Channelアダプタの表示

• Fibre Channelアダプタの現在の Fibre Channelトポロジの表示

emxmgr ユーティリティについての詳しい説明は，emxmgr(8)を参照して
ください。

emxmgr ユーティリティの機能が hwmgr ユーティリティに追加され
ました (/sbin/hwmgr show fiber，hwmgr_show(8) を参照するか，
/sbin/hwmgr -help showを入力してください)。 emxmgrユーティリティ
は，将来のリリースではオペレーティング・ソフトウェアから削除されます。

7.13.1 emxmgr ユーティリティによる Fibre Channel アダプタ情報
の表示

TruCluster Serverにおける emxmgrユーティリティの基本的な使用目的は，
Fibre Channel 情報を表示することです。

emxmgr -dコマンドを使用すると，システム上に存在する KGPSA Fibre
Channel アダプタが表示されます。

# /usr/sbin/emxmgr -d
emx0 emx1 emx2

emxmgr -t コマンドを使用すると，指定したアダプタの Fibre Channel
トポロジが表示されます。

# emxmgr -t emx1

emx1 state information: 1
Link : connection is UP

Point to Point
Fabric attached
FC DID 0x210413

Link is SCSI bus 3 (e.g. scsi3)
SCSI target id 7
portname is 1000-0000-C921-07C4
nodename is 2000-0000-C921-07C4

N_Port at FC DID 0x210013 - SCSI tgt id 5 : 2
portname 5000-1FE1-0001-8932
nodename 5000-1FE1-0001-8930
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x210113 - SCSI tgt id 1 : 2
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portname 5000-1FE1-0001-8931
nodename 5000-1FE1-0001-8930
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x210213 - SCSI tgt id 2 : 2
portname 5000-1FE1-0001-8941
nodename 5000-1FE1-0001-8940
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x210313 - SCSI tgt id 4 : 2
portname 5000-1FE1-0001-8942
nodename 5000-1FE1-0001-8940
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x210513 - SCSI tgt id 6 : 2
portname 1000-0000-C921-07F4
nodename 2000-0000-C921-07F4
Present, Logged in, FCP Initiator, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0xfffffc - SCSI tgt id -1 : 3
portname 20FC-0060-6900-5A1B
nodename 1000-0060-6900-5A1B
Present, Logged in, Directory Server,

N_Port at FC DID 0xfffffe - SCSI tgt id -1 : 3
portname 2004-0060-6900-5A1B
nodename 1000-0060-6900-5A1B
Present, Logged in, F_PORT,

1 emx1のリンクの状態を示します。接続はポイント・ツー・ポイント・
ファブリック (スイッチ)接続で，リンクが確立されています。アダプタ
は SCSIバス 3上にあり，SCSI IDは 7です。アダプタのポート名とノー
ド名 (ワールドワイド名)が表示されています。Fibre Channel DID番号
は，Nポートで使用される Fibre Channelの物理アドレスを示します。

2 同一 SCSIバス上にある他のすべての Fibre Channelデバイスについ
て，SCSI ID，ポート名，ノード名，Fibre Channelの物理アドレス，お
よび次の項目が一覧表示されています。

• Present — この N ポートがファブリック上に存在することを示
しています。

• Logged in — アダプタと相手側の Nポートが初期化パラメータを
やりとりし，通信用のチャネル (プロトコル非依存通信) を開いて
います。

• FCP Target —この Nポートが SCSIターゲット・デバイスとして
動作します (SCSI コマンドを受信する)。
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• FCP Logged in —アダプタと相手側の Nポートが FCP固有の初期
化パラメータをやりとりし，通信用のチャネル (Fibre Channelプロ
トコル専用通信) を開いています。

• Logged Out — アダプタと相手側の N ポートが通信用のチャネ
ルを開いていません。

• FCP Initiator —相手側の Nポートが SCSIイニシエータ・デバイ
スとして動作します (SCSI コマンドを送信する)。

• FCP Suspended —ドライバが接続性の変更を処理している間，N
ポートへの SCSI転送が一時的に中断されています。

• F_PORT — ファブリック接続 (F ポート)において，アダプタか
らファブリックへの Fibre Channelフレームの送信が許可されて
います。

• Directory Server — Nポートが，他からの問い合わせを受けて，
Fibre Channelファブリック上に存在するユーザを確認する FCエ
ンティティであることを示します。

3 ターゲット ID -1 (または -2)は，Fibre Channelプロトコル，ディレク
トリ・サーバ，および Fポートを使用した通信が行われないリモートの
Fibre Channel デバイスを表します。

______________________ 注意 _____________________

emxmgr ユーティリティを対話形式で使用して上記の機能を実
行できます。

7.13.2 アービトレイテッド・ループ・トポロジでの emxmgrユーティ
リティの使用

以下の例は，アービトレイテッド・ループ・トポロジで emxmgr -tコマン
ドを実行した結果を示しています。
# emxmgr -t emx0

emx0 state information:
Link : connection is UP

FC-AL (Loop) 1
FC DID 0x000001

Link is SCSI bus 2 (e.g. scsi2)
SCSI target id 7
portname is 1000-0000-C920-5F0E
nodename is 1000-0000-C920-5F0E
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N_Port at FC DID 0x000002 - SCSI tgt id 6 :
portname 1000-0000-C920-043C
nodename 1000-0000-C920-043C
Present, Logged in, FCP Initiator, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x00006b - SCSI tgt id 2 :
portname 2200-0020-3704-846F
nodename 2000-0020-3704-846F
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x00006c - SCSI tgt id 3 :
portname 2200-0020-3704-A822
nodename 2000-0020-3704-A822
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x00002d - SCSI tgt id 1 :
portname 2200-0020-3703-146B
nodename 2000-0020-3703-146B
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x00002e - SCSI tgt id 0 :
portname 2200-0020-3703-137D
nodename 2000-0020-3703-137D
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x00006e - SCSI tgt id 4 :
portname 2200-0020-3700-55CB
nodename 2000-0020-3700-55CB
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

1 emx0リンクの状態です。接続は，Fibre Channel アービトレイテッ
ド・ループ (FC-AL)接続であり，リンクが確立しています。アダプタ
は，SCSIバス 2 にあり SCSI ID は 7 です。アダプタのポート名と
ノード名も表示されています。

Fibre Channelの DID番号は，Nポートで使われている Fibre Channel
の物理アドレスです。

7.13.3 対話形式による emxmgrユーティリティの使用

コマンド行オプションを指定せずに emxmgrユーティリティを起動すると，
対話モードで次の操作を実行できます。

• 存在する KGPSA Fibre Channelアダプタの表示

• Fibre Channelアダプタの現在の Fibre Channelトポロジの表示

これらの機能をコマンド行から実行する方法については，前項で説明されて
います。対話モードから適切なオプションを選択することにより，同じ出
力結果が得られます (次に例を示しています)。

コマンド行オプションを指定せずに emxmgrユーティリティを起動すると，
最初に見つかった Fibre Channelアダプタが省略時のデバイスとして使用さ
れます。別のアダプタに対して機能を実行する場合は，対象のアダプタを正
しいアダプタに変更する必要があります。たとえば，emx0が存在する場合に
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emxmgr ユーティリティを対話モードで起動すると，情報を表示するコマ
ンドはすべて emx0 に関する情報を表示します。

______________________ 注意 _____________________

対話モードの emxmgrには幅広いヘルプ機能が用意されています。

オプション 2と 3の「View adapter’s Target Id Mappings」(ア
ダプタのターゲット ID マッピングの表示)，および「Change
Target ID Mappings」(ターゲット IDマッピングの変更)は，
Tru64 UNIXバージョン 4.0F製品のもので，Tru64 UNIXバー
ジョン 5.1B製品では使用できません。これらのオプションは使
用しないでください。

対話モードで emxmgrを使用すると，次のようになります。

# emxmgr

Now issuing commands to : "emx0"

Select Option (against "emx0"):

1. View adapter’s current Topology
2. View adapter’s Target Id Mappings
3. Change Target ID Mappings

d. Display Attached Adapters
a. Change targeted adapter
x. Exit

----> 1

emx0 state information:
Link : connection is UP

Point to Point
Fabric attached
FC DID 0x011200

Link is SCSI bus 4 (e.g. scsi4)
SCSI target id -1
portname is 1000-0000-C924-4B7B
nodename is 2000-0000-C924-4B7B

N_Port at FC DID 0x011100 - SCSI tgt id 1 :
portname 5000-1FE1-0006-3F13
nodename 5000-1FE1-0006-3F10
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x011300 - SCSI tgt id 3 :
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portname 5000-1FE1-0006-3F14
nodename 5000-1FE1-0006-3F10
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x011400 - SCSI tgt id -2 :
portname 1000-0000-C922-4AAC
nodename 2000-0000-C922-4AAC
Present, Logged in, FCP Initiator, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x011500 - SCSI tgt id 0 :
portname 5000-1FE1-0006-3F11
nodename 5000-1FE1-0006-3F10
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0x011700 - SCSI tgt id 2 :
portname 5000-1FE1-0006-3F12
nodename 5000-1FE1-0006-3F10
Present, Logged in, FCP Target, FCP Logged in,

N_Port at FC DID 0xfffffc - SCSI tgt id -1 :
portname 20FC-0060-6920-383D
nodename 1000-0060-6920-383D
Present, Logged in, Directory Server,

N_Port at FC DID 0xfffffe - SCSI tgt id -1 :
portname 2002-0060-6920-383D
nodename 1000-0060-6920-383D
Present, Logged in, F_PORT,

Select Option (against "emx0"):

1. View adapter’s current Topology
2. View adapter’s Target Id Mappings
3. Change Target ID Mappings

d. Display Attached Adapters
a. Change targeted adapter
x. Exit

----> x
#
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8
GS80，GS160，GS320のハードウェア・
パーティションを使用する TruCluster

Server 構成

この章では，Tru64 UNIXバージョン 5.1Bで AlphaServer GS80/160/320の
ハードウェア・パーティションを使用する TruCluster Serverバージョン 5.1B
の構成について説明します。この章では以下の項目について説明します。

• AlphaServer GS80，GS160，GS320の TruCluster Server構成のハード
ウェア・パーティションを使用する場合の概要 ( 8.1 節)

• クラスタで，AlphaServer GS80，GS160，GS320のハードウェア・
パーティションを使うためのハードウェア要件 ( 8.2 節)

• 単一パーティションの AlphaServer GS80，GS160，GS320 を
TruCluster Server 構成の複数ハードウェア・パーティションに再構
成する方法 ( 8.3 節)

• AlphaServer GS80，GS160，GS320システム構成の確認方法 ( 8.4 節)

• AlphaServer GS80，GS160，GS320ファームウェアのアップデート方
法 ( 8.5 節)

8.1 ハード・パーティションの概要

AlphaServer GS80/160/320システムには，コンピュータ・リソースの個々の
サブセットを定義する機能があります。それぞれのサブセットでオペレー
ティング・システムを実行することができます。

Tru64 UNIXバージョン 5.1Bオペレーティング・システムでは，ハードウェ
ア・パーティションをサポートしています。パーティションは QBB (Quad
Building Block)で定義されます。QBB にあるすべての CPU，メモリ，I/O
リソースがハードウェア・パーティションの一部になります。複数のハード
ウェア・パーティションにわたる構成要素を分割することはできません。ま
た，ハードウェア・パーティション間でリソースを共用することはできませ
ん。1つのパーティションには複数の QBBを含めることができます。
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TruCluster Server バージョン 5.1B製品は，AlphaServer GS80/160/320
ハードウェア・パーティションをクラスタ・メンバ・システムとして使用
することができます。クラスタはシステムのパーティション全体，または
AlphaServer GS80/160/320パーティション全体および他の AlphaServerシ
ステムを含むように構成することもできます。AlphaServer GS80/160/320
ハードウェア・パーティションを別のスタンドアロン・システムとして
使用することもできます。

AlphaServer GS80/160/320システムは，同じスイッチ技術，同じ CPUとメ
モリ，同じ I/Oライザ (riser)・モジュール，および電源モジュールを使用し
ます。GS160および GS320システムでは，1つのキャビネットで最大 2つの
システム・ボックス (それぞれに 2つの QBB)にオブジェクトを収納できま
す。GS320にはシステム・ボックス用に 2つのキャビネットが必要です。

GS80は 1つのドロワ (drawer)の中に QBB用のシステム・モジュールを持
つラック・システムです。8プロセッサの GS80では，CPU，メモリ，およ
び I/Oライザ・モジュール用に 2つのドロワを使用します。

すべてのシステムは，I/O用に同じタイプの PCIドロワを使用します。これら
は GS160/GS320電源キャビネット，またはGS80 RETMAキャビネットに格
納されています。別の PCIドロワは，拡張キャビネットにマウントします。

8.2 クラスタ内のハードウェア・パーティションのハード
ウェア要件

AlphaServer GS80/160/320のハードウェア・パーティションの TruCluster
Serverハードウェア要件は，クラスタの他のシステムと同じです。要件に
は以下のものがあります。

• 共用ストレージに接続するサポート対象のホスト・バス・アダプタ。パ
ラレル SCSIの場合は KZPBA，Fibre Channelの場合は DS-KGPSA-CA
または DS-KGPSA-DA となります。

• 1 つ以上のネットワーク接続。

• クラスタ・インターコネクト。プライベート LAN または Memory
Channelインタフェースが使用できます。AlphaServer GS80/160/320
システムではMC2製品のみをサポートします。
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クラスタ内で使用するAlphaServer GS80/160/320のハードウェア・パーティ
ションそれぞれに，少なくとも 1つの CPUおよび 1つのメモリ・モジュー
ルを持つ QBBが，1つ以上必要です。さらに，以下のものが必要です。

• パーティション内に少なくとも 1つのローカル I/Oライザ・モジュール
が必要です。図 8–1 に，I/Oライザ・モジュールを持つ AlphaServer
GS160 QBB の一部を示します。ここでは BN39B ケーブルがポート
0 に接続されています。

• パーティション内の少なくとも 1つの I/Oライザが 1次 PCIドロワに
接続されて，オペレーティング・システムのブート・ディスクおよび
コンソール端末を使用できるようにする必要があります。たとえば，
図 8–1 に示すローカル I/O ライザのポート 0でのケーブル部分は，
図 2–1および図 8–3で示すように，I/Oライザ 0 (0-R) コネクタに接
続する必要があります。

1次 PCI ドロワには，システム・リファレンス・マニュアル (SRM)
ファームウェアおよびシステム制御マネージャ (SCM)ファームウェアの
両方を提供する，標準 I/Oモジュールが含まれます。パーティションに
別の I/Oライザを追加する場合には，拡張 PCIドロワに接続します。
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図 8–1: QBB の I/O ライザ・モジュール

I/O Riser

BN39B I/O Riser Cable 
ZK-1749U-AI

____________________ 注意 ___________________

1つの QBBにつき I/Oライザ・モジュールを 2つまで持つこ
とができますが，パーティションでモジュールを分割する
ことはできません。

QBB I/Oライザ (ローカル)は，BN39Bケーブルにより PCI
I/Oライザ (リモート)に接続されます。これらのケーブル
は，MC2ハードウェアと同じケーブルを使用します。BN39B
ケーブルが，QBB I/Oライザから Memory Channelではな
く，PCIドロワの 0-R (I/Oライザ 0)または 1-R (I/Oライザ
1)コネクタに接続されていることを確認してください。
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I/Oライザ 0 (ローカル I/Oライザのポート 0および 1)を，
マスタ SCM (システム制御マネージャ) となる 1次 PCIド
ロワに接続することをお勧めします。

BA54A-AA PCIドロワ (図 8–2および図 8–3の PCIドロワ下部)は，1次
PCIドロワです。PCIドロワのスロット・レイアウトについては，図 2–1
を参照してください。 1次 PCIドロワには，以下のものが含まれます。

– スロット 0-0/1にシステム制御マネージャ (SCM)ファームウェア
および標準リファレンス・モジュール (SRM)ファームウェア用の
EEPROMを持つ標準 I/Oモジュール。PCIドロワに AC電源を入れ
ると，PCI電源の Vaux出力によって SCMに電源が供給されます。

マスタ SCM では，以下の目的でコンソール・シリアル・バス
(CSB) を使用します。

システム電源制御

システムの監視および構成

システムの停止およびリセット

ファームウェアのアップデート

– オペレーティング・システム・ディスク

– 2 つのリモート I/O ライザ・モジュール (QBB ローカル I/O ラ
イザ・モジュールへの接続用)

– 2つの PCIバックプレーン: 各 PCIバックプレーン (図 2–1)には，
2つの PCIバスがあります。PCIバス 0には 3つのスロット，PCI
1には 4つのスロットがあります。1次 PCIドロワの PCIバス 0ス
ロット 0-0/1は標準 I/Oモジュール用です。

– CD-ROM

– 2 つの電源 (冗長電源を供給)

– コンソール・シリアル・バス (CSB)インタフェース・モジュール:
コンソール・シリアル・バスは，マイクロプロセッサのネットワー
クに使用され，マスタ SCMがマスタ/スレーブ関係を制御します。
各ノードはそれぞれのサブシステムを制御および監視するようにプ
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ログラムされ，マスタ SCMからのコマンドやマスタ SCMから
のポーリングに応答します。

CSBネットワークは，以下のノードから構成されます。

1～ 8の SCM。オペレータ制御パネル (OCP)に接続されて
いる 1次 PCIドロワで，最も数字の小さいノード ID (通常は
0) が付いたものが，初期起動時の省略時のマスタ SCM と
なります。その他の SCMはスレーブです。1つのスレーブ
SCM を，マスタのスタンバイとして指定することができま
す。スタンバイに指定したスレーブ SCMのある 1次 PCIド
ロワも，OCPに接続する必要があります。OCPには，この
目的のために 2つのコネクタがあります。スタンバイ SCM
では，マスタ SCM よりも数字の大きいノード ID (通常は 1
に設定) であることが必要です。マスタ SCMおよびスタンバ
イ SCMは，scm_csb_master_eligible SCM環境変数を
設定する必要があります。

_________________ 注意 _______________

マスタ SCM およびスタンバイ SCMがある 1 次
PCIドロワを電源キャビネットに格納することを
お勧めします。これらの両方を OCP に接続する
必要があります。

1～ 8の電源システム・マネージャ (PSM)，各 QBBに 1つ。

1～ 16の PCIバックプレーン・マネージャ (PBM)，各 PCI
バックプレーンに 1 つ。

階層スイッチ電源マネージャ (HPM) (階層スイッチ (H-スイッ
チ) がある場合)。

– ローカル端末/COM1ポート (標準 I/Oモジュール): ケーブルを，標
準 I/Oモジュール上のローカル端末ポートから，各パーティション
のターミナル・サーバに接続します。ターミナル・サーバは，各コ
ンソールのターミナル・エミュレータ・ウィンドウを提供する，シ
ステム管理コンソール (PC)に接続されます。

– モデム・ポート (標準 I/Oモジュール)
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– 2つのユニバーサル・シリアル・バス (USB)ポート (標準 I/Oモ
ジュール)

– キーボード・ポート

– マウス・ポート

– オペレータ制御パネル (OCP) ポート

– パラレル・ポート

– 通信ポート (COM2)

BA54A-BA PCIドロワは，拡張 PCIドロワ (図 8–2および図 8–3の上部
PCIドロワ)で，以下のものが含まれます。

– 2つの I/O ライザ・モジュール (QBB I/Oライザ・モジュールへ
の接続用)

– 2 つの電源 (冗長電源を供給)

– 2つの PCIバックプレーン。各 PCIバックプレーンには，2 つの
PCIバスがあり，それぞれ 7スロットが使用できます。

– コンソール・シリアル・バス (CSB)インタフェース・モジュール

図 8–2に，拡張 PCIドロワおよび 1次 PCIドロワの前面図を示します。1
次 PCIドロワが下になります。これは，CD-ROM やキーボード，マウスの
ポート，COM2ポートとパラレル・ポート，および OCPへの接続がある
のですぐに見分けることができます。図 8–3には，両方の PCIドロワの背
面図を示します。背面からは PCIドロワの種類が区別しづらくなっていま
すが，スロット 1で判断できます。1 次 PCIドロワには，スロット 1に標
準 I/Oモジュールがあり，このモジュールからコンソール・ポートとモデ
ム・ポート，および USBへ接続されています。
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図 8–2: 拡張 PCIドロワおよび 1次 PCIドロワの前面図

ZK-1750U-AI

OCP

KBD

Mouse

COM 2

Parallel
Port
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図 8–3: 拡張 PCIドロワおよび 1次 PCIドロワの背面図

ZK-1751U-AI

Expansion PCI Drawer

Primary PCI Drawer

Console Serial
Bus Node ID Module

Local Terminal/
COM1/Port

PCI Drawer Node ID

CSB Connector

PCI Drawer Node ID

CSB Connector

Console Serial
Bus Node ID ModuleStandard I/O Module

I/O Riser 0I/O Riser 1

8.3 分割した GS80，GS160，または GS320 システムの
TruCluster 構成

AlphaServer GS80/160/320システムは，TruCluster Server構成のメンバと
することができます。また，パーティションが 8.2 節で説明するハードウェ
ア要件を満たす場合には，AlphaServer GS80/160/320のハードウェア・パー
ティションをメンバ・システムとすることができます。

次の項では，単一パーティションの AlphaServer GS80/160/320システム
を，TruCluster Server構成で複数のハードウェア・パーティションとして
構成する方法について説明します。ここでは，TruCluster Server構成で 2
つのメンバ・システムとして使用する，新しくインストールしたシステム
を例に挙げて説明します。

8.3.1 単一パーティションの AlphaServer GS80/160/320をクラスタ内
で 2つのパーティションに再分割する方法

この項で説明する新しいAlphaServer GS80/160/320は，ハードウェアがイン
ストールされ，システム管理コンソールが最初のパーティション用に接続さ
れて，最初のパーティション用にターミナル・エミュレータ・ウィンドウが
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開かれたのち，システムの電源が入れられ，単一パーティションとしてテス
ト済と仮定しています。またこの項では，各パーティションにどのQBBを使
用するかが確定されているとします。手順では，GS80システムの最大数であ
る 2つのハードウェア・パーティションで説明しますが，ハードウェアの容
量と配置，および SCM環境変数値を変更することにより，(サポートされる
システムによって)パーティション数が異なっても同じように処理できます。

______________________ 注意 _____________________

各パーティションを別のシステムとして表示してください。

最初の電源投入時に，システムが単一パーティションとして起動
することを確認してください。キー・スイッチをオンにしないで
ください。AC回路ブレーカのみ電源を投入します。SCM set

hp_count 0コマンドを使用して，システムが単一パーティショ
ンとして起動していることを確認します。キー・スイッチをオン
にして，システムへ電源を供給します。

AlphaServer GS80/160/320システムを，TruCluster Serverのメンバ・シ
ステムとして使用する 2 つのパーティションに再分割するには，次の手
順に従います。

1. 必要であれば，各ハードウェア・パーティション (パーティション 0よ
り後)に対して 1次 PCIドロワを設置します。必要に応じて，拡張 PCI
ドロワを設置し，追加の PCIスロットを用意します。最初のパーティ
ション用に 1次 PCIドロワがあることを確認します。

____________________ 注意 ___________________

マスタ SCMおよびスタンバイ SCM (スタンバイ SCMがある
場合)を含む 1次 PCIドロワを，GS160または GS320の電源
キャビネット，または GS80の場合は RETMAキャビネッ
トに設置することをお勧めします。いずれの場合も OCPに
接続する必要があります。

8–10 GS80，GS160，GS320のハードウェア・パーティションを使用する TruCluster Server構成



2. ご使用の TruCluster Server構成に合わせて，各パーティションの 1次
(または拡張) PCIドロワに以下のハードウェアを設置し，ケーブルをす
べて接続します。できるだけ対称的に構成して，トラブルシューティン
グおよび再構成の作業を行いやすくしてください。

• TruCluster Server構成の各システムにプライベート LAN または
Memory Channel インターコネクトのクラスタ・インターコネ
クトが必要。

• KZPBA (パラレル SCSI)または KGPSA (Fibre Channel)のホスト・
バス・アダプタに接続される共用ストレージ。

• ネットワーク・コントローラ。

3. パーティションの QBBにあるローカル I/Oライザ (図 8–1)と，1次 PCI
ドロワおよび拡張 PCIドロワ (図 2–1および図 8–3)にあるリモート I/O
ライザを，BN39Bケーブルで接続します。GS80 RETMAキャビネット
の PCIドロワには BN39B-01ケーブル (1 m ; 3.3フィート)を使用しま
す。PCIドロワが GS160または GS320電源キャビネットにある場合は
BN39B-04 (4 m ; 13.1 フィート)を，拡張キャビネットにある場合は
BN39B-10ケーブル (10 m ; 32.8フィート)を使用します。ケーブル接続
が，Memory Channelモジュールではなく，PCI ドロワの 0-Rおよび
1-R (リモート I/Oライザ)接続されていること確認してください。

____________________ 注意 ___________________

I/Oライザ 0 (ローカル I/Oライザ・ポート 0および 1)は，
マスタ SCM (システム制御マネージャ) となる 1次 PCIド
ロワに接続することをお勧めします。

同じパーティションにある QBBならば，1つの PCIドロワ
に複数の QBBを接続することができます。

システム・イベントは，I/O ライザ 0経由でシステムに報告
されるため，PCIドロワにあるリモート I/Oライザ 0はすべ
て接続する必要があります。

1つのハードウェア・パーティションにつき 2つ以上の PCIドロワが必
要な場合は，そのパーティションに 1つ以上の QBBが必要となりま
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す。各 QBBでは 2つの PCIドロワ (ローカル I/Oライザおよび PCIド
ロワの間で 2本のケーブル)をサポートします。

4. 各 PCIドロワの背面で，CSBノード IDモジュールにある押しボタン式
のカウンタ・スイッチを使って，PCIドロワのノード IDを設定します
(図 8–3を参照)。マスタ SCM用の 1次 PCIドロワのノード IDを 0に設
定します。スタンバイ SCM (該当する場合)用の 1次 PCIドロワのノー
ド IDを 1に設定します。以降の PCIドロワには，PCI ドロワのノー
ド IDを 1ずつ大きい番号にしていきます。

5. マスタ SCM を含む 1次 PCIドロワが OCP に接続されていることを
確認します。スタンバイ SCM (該当する場合) を使った 1次 PCIドロ
ワを OCP に接続します。

6. H8585-AAコネクタを，新しいパーティションの標準 I/Oモジュールに
あるターミナル・ポートに接続します。H8585-AAコネクタとターミナ
ル・サーバの間を BN25G-07ケーブルで接続し，コンソール・ターミナ
ル接続をシステム管理コンソールへ提供します。

システム管理コンソールのターミナル・エミュレータを使って，その
パーティション用に新しいターミナル・ウィンドウを作成します。

7. 各 QBBの AC 回路ブレーカの電源を投入します。これにより，コン
ソール・シリアル・バス (CSB)および SCMへ電源が供給されます。
OCPキー・スイッチをオンにしないでください。システムの分割に，冗
長な電源投入シーケンスは必要ありません。

____________________ 注意 ___________________

OCP キー・スイッチが Onまたは Secure の位置にある場
合，システムにより電源投入シーケンスが実行されてし
まいます。

この場合は，電源投入シーケンスが終了したときに，power

off SCMコマンドを使ってシステムの電源を切断し，その後
にシステムを分割してください。

auto_quit_scm SCM環境変数が設定されている場合 (つま
り 1の場合)，電源投入シーケンスの最後に，制御が SRMコ
ンソール・ファームウェアに渡されます。エスケープ・シーケ
ンス (Esc Esc scm)を使って，SCMファームウェアへ制御を
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渡してください。auto_quit_scm SCM環境変数が設定され
ていない場合 (つまり 0の場合)，SCMは制御を継続します。

パーティションを指定せずに，マスタ SCMで power off

コマンドを実行した場合，電源がシステム全体で切断さ
れます。パーティションの電源を切断するには，power

off -par n を使用します。ここでは，nがパーティショ
ン番号となります。

スレーブ SCMは，そのパーティションに対する電源のみ
制御することができます。

8. 電源投入時の自己診断 (POST)が完了し，システムの電源が切断され
たら，マスタ SCMを使って，パーティションを定義するための SCM
環境変数を設定します。

hp_count SCM環境変数は，ハードウェア・パーティションの数を定義
します。hp_qbb_maskn SCM 環境変数は，ビット位置によってどの
QBBがパーティション n 部分になるかを定義します。例 8–1に，各
パーティションに 2つの QBBが含まれる，2つのパーティションの設
定方法を示します。パーティション 0には QBB 0および 1，パーティ
ション 1には QBB 2および 3が含まれます。

show nvr SCMコマンドを使用して，SCM環境変数を表示します。

例 8–1: SCM環境変数を使ったハードウェア・パーティションの定義

SCM_E0> set hp_count 2 1
SCM_E0> set hp_qbb_mask0 3 2
SCM_E0> set hp_qbb_mask1 c 3
SCM_E0> show nvr 4
com1_print_en 1
hp_count 2 5
hp_qbb_mask0 3 5
hp_qbb_mask1 c 5
hp_qbb_mask2 0
hp_qbb_mask3 0
hp_qbb_mask4 0
hp_qbb_mask5 0
hp_qbb_mask6 0
hp_qbb_mask7 0
srom_mask ff f
xsrom_mask ff ff ff ff ff ff ff ff ff 1 0 0
primary_cpu ff
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例 8–1: SCM環境変数を使ったハードウェア・パーティションの定義 (続き)

primary_qbb0 ff
auto_quit_scm 1 6
fault_to_sys 0
dimm_read_dis 0
scm_csb_master_eligible 1 7
perf_mon 20
scm_force_fsl 0
ocp_text as gs160
auto_fault_restart 1
scm_sizing_time c

1 ハードウェア・パーティションの数を 2に設定します。

2 ハードウェア・パーティション 0用に QBB 0と QBB 1を選択する
ため，マスク (0011)のビット 0および 1を設定します。

3 ハードウェア・パーティション 1用に QBB 2と QBB 3を選択する
ため，マスク (1100)のビット 2および 3を設定します。

4 ハードウェア・パーティション変数が正しく設定されているかどう
かを確認するため，SCM環境変数 (不揮発性 RAM)を表示します。

5 ハードウェア・パーティション環境変数が正しいかどうかを確認
します。

6 電源投入シーケンスの最後で SRMコンソール・ファームウェアに制
御が渡されることを示します。SCMコマンドを実行したい場合，エ
スケープ・シーケンス (Esc Esc scm)を使って，SCMファームウェ
アに制御を渡します。電源投入シーケンスの最後で SCMの制御を
続ける場合は，auto_quit_scm SCM環境変数に 0を設定します。

7 この 1次 PCIドロワにある SCMは，その後，継続する電源投入
シーケンスのマスタ SCM として選択できることを示します。マ
スタ SCMとして選択するためには，SCMが OCPに接続され，
CSBノード IDの数字が最も小さく，scm_csb_master_eligible

SCM環境変数が設定されている必要があります。

9. 1台の 1次 PCIドロワをマスタ SCM となるように選択します。必要
であれば，scm_csb_master_eligible環境変数を設定することに
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より，別の 1次 PCIドロワをスタンバイ SCMに選択します。マスタ
SCMおよびスタンバイ SCMは OCPに接続する必要があります。マス
タ SCMは，最も数字の小さいノード IDとなるようにしてください。

show csb SCMコマンドから入手したノード IDアドレスを使用しま
す (例 8–4)。複数の 1次 PCIドロワが使用できる場合，最も数字の小
さいノード ID を持つ 1 次 PCI ドロワの SCM がマスタとして選択
されます。他の SCM は，マスタ SCMで障害が発生した場合にスタ
ンバイ状態となります。

ノード IDスイッチが 0に設定されている場合，CSBノード IDは 10と
なります (例 8–4)。ノード IDスイッチが 1に設定されている場合は，
CSBノード ID が 11 となります。

たとえば，以下のコマンドにより，ノード ID 10および 11 (スイッチが
0と 1に設定)の 1次 PCIドロワの SCMは，コンソール・シリアル・バ
ス (CSB)のマスタ (およびスタンバイ) となります。

SCM_E0> set scm_csb_master_eligible 10,11

____________________ 注意 ___________________

マスタ SCMが OCPに接続されていない場合，システムは
ハングします。

10. スタンバイ SCMで，マスタ SCMの設定と一致するように hp_count

および hp_qbb_maskn SCM環境変数を設定します。

SCM_E0> set hp_count 2
SCM_E0> set hp_qbb_mask0 3
SCM_E0> set hp_qbb_mask1 c

11. オン/オフ・スイッチを Onまたは Secure の位置に切り替え，マスタ
SCMを使って各パーティションの電源を入れます。電源投入シーケ
ンスが完了したら，例 8–2で示すように，制御を SRM コンソール・
ファームウェアに渡します。

例 8–2: パーティションの電源投入

SCM_E0> power on -par 0 1
...

SCM_E0> power on -par 1 2
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例 8–2: パーティションの電源投入 (続き)

...

SCM_E0> quit 3

1 パーティション 0の電源を入れます。

2 パーティション 1の電源を入れます。

3 SCM ファームウェアから SRM コンソール・ファームウェアに
制御を渡します。

____________________ 注意 ___________________

auto_quit_scm SCM環境変数が設定されている場合，電源
投入シーケンスの最後で制御が自動的に SRMコンソール・
ファームウェアへ渡されます。

12. AlphaServerシステムのファームウェア用リリース・ノートの最新版を
用意します ( 8.5 節)。現在のファームウェア・リビジョンを，リリー
ス・ノートに記載されている必要なリビジョン (例 8–4)と比較します。
必要に応じて，ファームウェアをアップデートしてください ( 8.5 節)。

SRMコンソール・ファームウェアには，ISP1020/1040ベースの PCIオ
プション・ファームウェアが含まれています。このオプション・ファー
ムウェアには，KZPBA対応のファームウェアも含まれています。SRM
コンソール・ファームウェアをアップデートする場合，KZPBA ファー
ムウェアをアップデートすることができます。電源リセット時，SRMコ
ンソールにより，コンソール・システムのフラッシュ ROMから Qlogic
ISP1020/1040ベースの PCIオプションすべてに対するファームウェア
が NVRAMに読み込まれます。これには，KZPBA PCI-to-Ultra SCSI
アダプタ対応ファームウェアも含まれます。

13. クラスタ・インターコネクトで Memory Channel を使用する場合，
Memory Channel診断コマンド mc_diagおよび mc_cableを実行し，
Memory Channelアダプタが操作できることを確認します ( 5.6 節)。
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14. 各パーティションのターミナル・エミュレータで，SRM コンソール・
ファームウェアにアクセスし，必要に応じて以下のことを実行します。

a. 必要であれば，KZPBA SCSI IDを設定して，すべての共用スト
レージにアクセスできることを確認します。

b. Tru64 UNIXオペレーティング・システムをインストールします
(Tru64 UNIX『インストレーション・ガイド』を参照)。

c. TruCluster Serverソフトウェアをインストールします (TruCluster
Server『クラスタ・インストレーション・ガイド』を参照)。

15. Fibre Channel ストレージを使用している場合は，「第 7 章，Fibre
Channelストレージの使用」の手順に従ってください。

16. 必要に応じて，高可用性アプリケーションまたはサービスを設定します。

8.4 AlphaServer GS80/160/320システム構成の確認

AlphaServer GS80/160/320システムで，慣れない再構成を行わなければな
らないことがあります。システムの再構成を始める前に，以下について
確認してください。

• システムにあるパーティションの数

• 各パーティションにある QBB

• 各パーティションで使用する PCIドロワ

• 各 QBB に接続されている PCIドロワ

• コンソール・シリアル・バス (CSB) アドレス

show nvr (例 8–1)，show system (例 8–3)，および show csb (例 8–4)な
どのシステム制御マネージャ (SCM)のコマンドを使って，必要な情報を確
認します。

SRMプロンプトの状態で，エスケープ・シーケンス (Esc Esc scm)を使用
して，SCMファームウェアに制御を渡します。

例 8–3に，AlphaServer GS160システムに対する show system SCMコマ
ンドの表示結果を示します。
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例 8–3: AlphaServer GS160システム情報の表示

SCM_E0> show system

System Primary QBB0 : 2
System Primary CPU : 0 on QBB2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
Par hrd/sft CPU Mem IOR3 IOR2 IOR1 IOR0 GP QBB Dir PS Temp

QBB# 3210 3210 (pci_box.rio) Mod BP Mod 321 (ｺC)

(0) 0/30 PPPP --PP --.- --.- P0.1 P0.0 P P P -PP 27.0
(0) 1/31 PPPP --PP --.- --.- --.- --.- P P P -PP 26.0
(1) 2/32 PPPP --PP --.- --.- P1.1 P1.0 P P P PP- 26.0
(1) 3/33 PPPP --PP --.- --.- --.- --.- P P P PP- 27.0

HSwitch Type Cables 7 6 5 4 3 2 1 0 Temp(ｺC)

HPM40 8-port - - - - P P P P 29.0 11

12 13 14 15 16
PCI Rise1-1 Rise1-0 Rise0-1 Rise0-0 RIO PS Temp
Cab 7 6 5 4 3 2 1 7 6 5 4 3 2 1 1 0 21 (ｺC)

10 L L L M - M - M L L L L L S * * PP 30.5
11 L L L M - M - M L L L L L S * * PP 30.0

1 ハードウェア・パーティション番号。この例では，2つのハードウェ
ア・パーティションがあります (0 および 1)。

2 QBB番号およびコンソール・シリアル・バス (CSB)ノード ID。QBB
0および 1 (CSB ノード ID 30 および 31) はパーティション 0にあり
ます。QBB 2および 3 (CSBノード ID 32および 33)はパーティショ
ン 1 にあります。

3 電源が投入され，自己診断にパスした状態を示す CPUモジュールの状態
があります (P)。ダッシュ (-)は空のスロットを示します。Fは自己診断に
失敗したことを示します。この例では，各 QBBに 4つの CPUモジュー
ルがあり，各モジュールが自己診断にパスしたことを示しています。

4 電源が投入され，自己診断にパスした状態を示すメモリ・モジュール
の状態があります (P)。ダッシュ (-) は空のスロットを示します。Fは
自己診断に失敗したことを示します。この例では，各 QBBに 2つの
メモリ・モジュールがあり，各モジュールが自己診断にパスしたこ
とを示しています。

5 QBB I/Oライザにプラグインされた PCIドロワ I/Oライザの状態を，
Xm.nの形式で表します。X は，"P"，"p"，"F"，またはダッシュ (-)で
す。QBBローカル I/Oライザは，IOR0 (ポート 0)，IOR1 (ポート 1)，
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IOR2 (ポート 2)，および IOR3 (ポート 3) です。P (大文字)は，電源
が入った状態で自己診断にパスしたことを示します。p (小文字)は，
電源が入っていない状態で自己診断にパスしたことを示します。そし
て，Fは自己診断に失敗したことを示します。

各 QBBの m.n番号は，ローカル I/Oライザが接続されている PCIドロ
ワ (m = 0 ～ f)および PCIドロワの I/Oライザ (n = 0, 1) )を示しま
す。たとえば，QBB0 ポート 0 (IOR0)は PCIドロワ 0，I/O ライザ 0
(P0.0)に接続され，QBB0ポート 1 (IOR1)は PCIドロワ 0，I/Oライザ
1 (P0.1) に接続されています。

m.nにダッシュ (-)がある場合，I/O ライザ・モジュールはインストー
ルされていません。画面には，--.-が 2つ続けて表示 (--.- --.-)
されていますが，これはローカル I/Oライザ・モジュールに 2ポート
あるためです。

ここでは，Px.xという表示もありますが，これは I/Oライザ・モジュー
ルがインストールされ，電源が入った状態で自己診断にパスしている
が，ケーブルがポートに接続されていないことを示します。たとえば
Px.x P2.0の場合，ローカル I/Oライザはインストールされています
が，ケーブルは 1本しか接続されていません。

6 自己診断にパスしたグローバル・ポート・モジュールの状態。

7 自己診断にパスした QBB バックプレーンの電源システム・マネー
ジャ (PSM) の状態。

8 自己診断にパスした QBBディレクトリ・モジュールの状態。

9 QBBの電源状態。各 QBBには，2つの電源があります。ダッシュ (–)
の場合は，その位置に電源がないことを示します。

10 QBB バックプレーンの温度 (℃)。

11 階層スイッチ (Hスイッチ)の種類，状態，温度，および Hスイッチに接
続された QBBのレポート。この例では，QBB 0，1，2，および 3が H
スイッチに接続されています。

12 PCIドロワのコンソール・シリアル・バス (CSB)ノード ID。この例で
は，1台目の PCIドロワのノード IDが 10，2台目の PCIドロワのノー
ド IDが 11となります。この場合，ノード IDスイッチは 0および 1
に設定されていることに注意してください。
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13 PCIドロワにある 4つの PCIバスそれぞれの状態。Sは，標準 I/Oモ
ジュールであることを示します。スロットにある他のモジュールは，電
力消費によって識別されます。

• L: 低電力消費

• M: 中電力消費

• H: 高電力消費

• ダッシュ (–): そのスロットには，モジュールがありません。

この例で Mとなっている PCIモジュールは，電力が Memory Channel
および Fibre Channel-to-PCIホスト・バス・アダプタで消費されます。

14 PCIドロワの I/Oライザ・モジュールがあるかどうかを示します。アス
タリスク (*) であれば，モジュールがあります。

15 PCIドロワの電源の状態は次のとおりです。

• P (大文字) は，電源が入った状態で，自己診断にパスしたこと
を示します。

• p (小文字) は，自己診断にパスした後，電源が切断されたこと
を示します。

• F (大文字) は，電源が入った状態で，自己診断に失敗したこと
を示します。

• f (小文字) は，自己診断に失敗した後，電源が切断されたこと
を示します。

• アスタリスク (*)は，SCM が電源を検出したが，電源を入れてい
ないことを示します。

16 PCI ドロワの温度 (℃)。

例 8–4に，AlphaServer GS160システムに対する show csb SCM コマン
ドの表示結果を示します。

例 8–4: コンソール・シリアル・バス (CSB)情報の表示

SCM_E0> show csb
1 2 3 4 5 6

CSB Type Firmware Revision FSL Revision Power State
10 PBM T05.4 (03.24/01:14) T4.2 (09.08) ON
11 PBM T05.4 (03.24/01:14) T4.2 (09.08) ON
30 PSM T05.4 (03.24/01:09) T4.0 (07.06) ON SrvSw: NORMAL
30 XSROM T05.4 (03.24/02:10)
C0 CPU0/SROM V5.0-7 ON
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例 8–4: コンソール・シリアル・バス (CSB)情報の表示 (続き)

C1 CPU1/SROM V5.0-7 ON
C2 CPU2/SROM V5.0-7 ON
C3 CPU3/SROM V5.0-7 ON
C0 IOR0 ON
C1 IOR1 ON
31 PSM T05.4 (03.24/01:09) T4.0 (07.06) ON SrvSw: NORMAL
31 XSROM T05.4 (03.24/02:10)
C4 CPU0/SROM V5.0-7 ON
C5 CPU1/SROM V5.0-7 ON
C6 CPU2/SROM V5.0-7 ON
C7 CPU3/SROM V5.0-7 ON
32 PSM T05.4 (03.24/01:09) T4.0 (07.06) ON SrvSw: NORMAL
32 XSROM T05.4 (03.24/02:10)
C8 CPU0/SROM V5.0-7 ON
C9 CPU1/SROM V5.0-7 ON
CA CPU2/SROM V5.0-7 ON
CB CPU3/SROM V5.0-7 ON
C8 IOR0 ON
C9 IOR1 ON
33 PSM T05.4 (03.24/01:09) T4.0 (07.06) ON SrvSw: NORMAL
33 XSROM T05.4 (03.24/02:10)
CC CPU0/SROM V5.0-7 ON
CD CPU1/SROM V5.0-7 ON
CE CPU2/SROM V5.0-7 ON
CF CPU3/SROM V5.0-7 ON
40 HPM T05.4 (03.24/01:18) X4.1 (08.18) ON
E0 SCM MASTER T05.4 (03.24/01:21) T4.2 (09.08) ON
E1 SCM SLAVE T05.4 (03.24/01:21) T4.2 (09.08) ON Ineligible

1 コンソール・シリアル・バス (CSB)ノード ID。または，QBBの場合は
QBBの CPU番号。CSBノード・アドレスは，次の範囲となります。

• 10～ 1f: PCIバックプレーン・マネージャ (PBM) — CSBノード ID
は PCIドロワのノード ID設定に基づきます。

• e0～ e7: システム制御マネージャ (SCM) — CSBノード IDは PCI
ドロワのノード ID設定に基づきます。

• 30 ～ 37: 電源システム・マネージャ (PSM) — ハード QBB ID
(QBB 0 - 7) に基づきます。

• 40: 階層スイッチ電源マネージャ (HPM)

• C0～ CF: PSMは，SCM show csbコマンドの応答で，CPUおよ
び I/Oライザがコンソール・シリアル・バス (CSB)上になくても，
CPUおよび I/Oライザの CSBノード・アドレスを提供します。こ
れにより，たとえば power off -cpu c4のように，SCMコマン
ドを特定の CPUに指定することができます。PSMは SCMコマン
ドに応答して，CPUの電源を入れたり，電源を切ったりします。
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2 CSB ノードの種類。

• PBM (PCIバックプレーン・マネージャ)

• PSM (電源システム・マネージャ)

• HPM (階層スイッチ電源マネージャ)

• SCM MASTER (SCM マスタ): この 1 次 PCI ドロワにはマスタ
SCM があります。

• SCM SLAVE (SCMスレーブ): この 1次 PCIドロワにある SCMはス
レーブであり，マスタのバックアップとして指定されていません。

• CPUn/SROM:各 CPUモジュールには，電源投入シーケンスの一部
として実行される SROMファームウェアがあります。

• XSROM: SROM ファームウェアの実行後，各 CPU が PSM モ
ジュールにあるこの拡張 SROMファームウェアを実行します。

3 ファームウェア・リビジョンおよびコンパイル日。

4 フェイルセーフ・ローダ (FSL)ファームウェアのリビジョン。CSBの各
マイクロプロセッサは，フラッシュ ROMに通常のファームウェア・
イメージと，バックアップ ROM にフェイルセーフ・ローダ (FSL)イ
メージの両方を備えています。フェイルセーフ・ローダ (FSL)ファーム
ウェアは，システムのリセット時に実行されます。通常のファームウェ
ア・イメージに対するチェックサムを実行し，制御を通常のファーム
ウェア・イメージに渡します。

5 CSB上の各 CPU，I/Oライザ，および各ノードに対する電源の状態。

6 電源が正常 (NORMAL)であるか，または QBBの電源が切断されていて
サービスを受けられること (SERVICE) を示します。

スレーブ SCMの Ineligible表示は，スレーブ SCMがマスタ SCM
のバックアップではないことを示します。

8.5 GS80/160/320ファームウェアのアップデート

AlphaServer GS80/160/320ファームウェア，SCSIホスト・バス・アダプタ
または Fibre Channelアダプタのファームウェアは，適切にアップデートする
必要があります。ファームウェアのアップデートが必要かどうかを確認するに
は，ファームウェアの現バージョンと，「AlphaServer Firmware Update」
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CD-ROMの最新版を比較します。システムのファームウェア・リリース・
ノートに，ファームウェアの現バージョンのリストが記載されています。

ファームウェア・リリース・ノートの 2つの入手方法については， 4.2 節を
参照してください。

次の項に，ファームウェアのアップデート方法の概要を説明します。

8.5.1 AlphaServer GS80/160/320ファームウェアのアップデート

「AlphaServer Firmware Update」CD-ROM をブートすることにより，
LFU (Loadable Firmware Update)ユーティリティを使って AlphaServer
GS80/160/320ファームウェアをアップデートすることができます。

LFUを使用すると，以下のファームウェアがアップデートできます。

• 標準 I/Oモジュールのシステム・リファレンス・マニュアル (SRM)フ
ラッシュ ROM

• 以下のコンソール・シリアル・バス (CSB) マイクロプロセッサ用フ
ラッシュ ROM

– SCM:各 1次 PCIドロワの標準 I/Oモジュールに 1つ

– 電源システム・マネージャ (PSM):各 QBBの PSMモジュールに 1つ

– PCI バックプレーン・マネージャ (PBM): 各 PCI バックプレー
ンに 1 つ

– 階層スイッチ電源マネージャ (HPM): Hスイッチに 1つ

• PCIホスト・バス・アダプタの EEPROM

LFUユーティリティを使って AlphaServer GS80/160/320ファームウェアを
アップデートするには，次の手順に従います。

1. 各パーティションのコンソールで，オペレーティング・システムを
シャットダウンします。

2. マスタ SCMで，システムの電源を切断します。

SCM_E0> power off

必要であれば，個々のパーティションの電源を切断することができま
す。すべてのパーティションの電源を切断したことを確認します。

SCM_E0> power off -par 0
SCM_E0> power off -par 1
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3. SCM環境変数を表示するには，show nvr SCMコマンドを使用しま
す。ハードウェア・パーティション構成の記録として，hp_countおよ
び hp_qbb_maskn環境変数を記録します。hp_qbb_maskn環境変数は
変更しませんが，この変数を記録しておいてください。

SCM_E0> show nvr
COM1_PRINT_EN 1
HP_COUNT 2
HP_QBB_MASK0 3
HP_QBB_MASK1 c
HP_QBB_MASK2 0
HP_QBB_MASK3 0
HP_QBB_MASK4 0
HP_QBB_MASK5 0
HP_QBB_MASK6 0
HP_QBB_MASK7 0
...

4. すべてのハードウェア・パーティションを削除します。

SCM_E0> set hp_count 0

____________________ 注意 ___________________

hp_qbb_maskn 環境変数を 0 にする必要はありません。
hp_count のみです。

5. システムに電源を投入し，SRMコンソール・ファームウェアが実行
できるようにします。電源投入初期化シーケンスの間，SRMコード
がパーティションの 1次 QBBにあるメモリにコピーされます。SRM
コードは，標準 I/Oモジュールの SRM EEPROMではなく，メモリで
実行されます。

SCM_E0> power on

6. SCM から SRM コンソール・ファームウェアに制御を渡します
(auto_quit_scm SCM環境変数が設定されていない場合)。

SCM_E0> quit
P00>>>

7. コンソールの show device コマンドを使用して，どのデバイスが
CD-ROM であるかを確認します。
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8. そのドライブに「AlphaServer Firmware Update」CD-ROMを挿入し
て，ブートします。

P00>>> boot dqa0

ブート・シーケンスで，ファームウェアのアップデート処理の概要が表
示されます。テキストをスクロールするには Returnキーを，テキスト
をスキップするには Ctrl/Cキーを押します。

アップデート処理の概要が表示された後，省略時のブート・ファイル名
が表示されます。ブート・ファイル名が正しければ，Bootfile: プ
ロンプトで Return キーを押します。異なる場合は，正しいブート・
ファイル名を入力します。

次の例に示すような LFUのヘルプ・メッセージが表示されます。

*****Loadable Firmware Update Utility*****

-------------------------------------------------------------
Function Description
-------------------------------------------------------------
Display Displays the system’s configuration table.
Exit Done exit LFU (reset).
List Lists the device, revision, firmware name and

update revision
Readme Lists important release information.
Update Replaces current firmware with loadable data

image.
Verify Compares loadable and hardware images.
? or Help Scrolls this function table.

listコマンドでは，その device 列にアップデート可能なデバイス
が示されます。また，ファームウェアの現バージョンと，CD-ROMの
アップデート・リビジョンも表示されます。

updateコマンドを使用して，すべてのファームウェアまたは，次の例
のように指定したデバイス (SRMコンソール・ファームウェア)をアッ
プデートすることができます。

UPD> update srm

____________________ 警告 ___________________

ファームウェアのアップデートは中断しないでください。中
断すると，ファームウェア・モジュールにあるフラッシュ・
イメージが破損することがあります。
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QBBのファームウェアを完全にアップデートする場合，アッ
プデートするデバイスがない PCIで 5分，アップデートする
デバイスが多い PCIでは 30分を超えます。使用する PCIア
ダプタの数に比例して所要時間が長くなります。

9. ファームウェアのアップデート後，verifyコマンドを使ってファーム
ウェアのアップデートを確認し，SCM に制御を渡してシステムをリ
セットします。

P00>>> Esc Esc scm
SCM_E0> reset

10. ハードウェア・パーティションを元の構成に戻します。

SCM_E0> set hp_count 2

11. マスタ SCMで，システムの電源を投入します。

SCM_E0> power on

12. マスタ SCMで，SRMコンソール・ファームウェアに制御を渡します。
次に，各パーティションのコンソールで SRMを使用し，オペレーティ
ング・システムをブートします。
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9
テープ・ドライブを使用する共用バスの

構成

この章では，TruCluster Server製品の共用バスでさまざまなテープ・デバイ
スを使用するための準備について説明します。以下に，共用バスに使用する
テープ・ドライブについて説明します。

• TL891 DLTミニライブラリ (注文番号 2-5-2で販売) ( 9.1 節)

• TL890 DLT ミニライブラリ拡張ユニット ( 9.2 節)

• TL894 DLT自動テープ・ライブラリ ( 9.3 節)

• TL895 DLT自動テープ・ライブラリ ( 9.4 節)

• TL893 自動テープ・ライブラリと TL896 自動テープ・ライブラリ
( 9.5 節)

• TL881 DLTミニライブラリと TL891 DLT ミニライブラリ (注文番号
6-3 で販売) ( 9.6 節)

• Compaq ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリ ( 9.7 節)

______________________ 注意 _____________________

9.1 節および 9.2 節では，注文番号 DS-TL891-NE/NG，
DS-TL891-NT，DS-TL892-UA，DS-TL890-NE/NG で販売され
ている，TL890/TL891 ミニライブラリ・ファミリのマニュア
ルを紹介しています。

6-3型式の注文番号の TL881は，クラスタ構成に適合していま
す。TL891ラックマウント・ベース・ユニットは，6-3 型式の注
文番号で既に販売されています。TL881 と TL891の違いは，使用
するテープ・ドライブの種類だけです。これらは両方とも，以前
に DS-TL890-NE と呼ばれていた拡張ユニットと，データ・ユ
ニットと呼ばれる新しいモジュールで動作します。
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9.6 節では，TL881と TL891について説明しています。これら
は，共通の構成要素で構成され，6-3の注文番号で販売されて
います。

TL89xミニライブラリ・ファミリが両方の注文番号のセットで販
売されている限り，そのマニュアルでは，ミニライブラリの両方
の構成方法が説明されています。

9.1 共用 SCSIで使用する TL891 DLTミニライブラリ(注文
番号 2-5-2 で販売)の準備

______________________ 注意 _____________________

システム性能を保つため，1 つの SCSIバスに 3台以上の TZ89
ドライブを接続しないようにお勧めします。同様に，共用スト
レージをテープ・ライブラリと同じ SCSIバスに配置しないよ
うにもお勧めします。

TL891ミニライブラリでは，1 つの TZ89N-AVディファレンシャル・テー
プ・ドライブとロボット・コントローラを使用して，10カートリッジ・マガ
ジン内のカートリッジにアクセスします。TL891は，追加の DS-TL892-UA
アップグレード・キット付きの 2 テープ・ドライブにアップグレードで
きます。

TL891ミニライブラリには，2 種類の型式が用意されています。

• DS-TL891-NT —テープ・ドライブが 1台のテーブルトップ・ミニライ
ブラリ。 2テープ・ドライブにアップグレードできます。

• DS-TL891-NE/NG — テープ・ドライブが 1 台のラックマウント・
ミニライブラリ。2 テープ・ドライブにアップグレードできます。
DS-TL890-NE/NGミニライブラリ拡張ユニットは，最大 3台までの
TL891ミニライブラリ・ユニットに接続可能で，1つのラックマウント
構成で 6台までの TZ89テープ・ドライブと 46個までのカートリッジ
を制御できます。DS-TL800-AAパス・スルー・ユニットは，第 2お
よび第 3の TL891 ミニライブラリ・ユニットを取り付けるのに必要
です (TL891 ミニライブラリで使用する TL890拡張ユニットの詳細
は， 9.2 節を参照してください)。

9–2 テープ・ドライブを使用する共用バスの構成



各テープ・ドライブおよびロボット・コントローラには別個の SCSI IDを
割り当てます。

ミニライブラリの背面には高密度 68ピン SCSIコネクタが 6個，各ドラ
イブには SCSIコネクタが 2個，ロボット・コントローラにも 2個ありま
す。TL891 では，30 cm (11.8インチ) の SCSIバス・ジャンパ・ケーブル
(TL891パッケージに付属)を使用して，ロボット・コントローラとテープ・
ドライブを同じ SCSIバス上に配置します。2テープ・ドライブにアップグ
レードするときには，2つ目のドライブを同じ SCSIバス (DS-TL892-UA
アップグレード・キットに付属の 30 cm (11.8インチ)の SCSIバス・ジャン
パ・ケーブルを使用)，または 2つ目のドライブ自体の SCSIバスに接続す
ることができます。

以降の各項では，TL891 の準備の詳細について説明します。

9.1.1 TL891 の SCSI ID の設定

TL891 ミニライブラリの前面にある制御パネルは，電源投入時自己診断
(POST)の状態表示，メッセージの表示，およびミニライブラリ機能のセッ
トアップに使用できます。

ミニライブラリに初めて電源を供給すると，一連の POST診断が実行され
ます。 POSTの実行中，制御パネルには，ミニライブラリのモデル番号，
現在の日付/時刻，ファームウェア・リビジョン，および各テストの状態が
表示されます。

POST診断の完了後，次の省略時の画面が表示されます。

DLT0 Idle
DLT1 Idle
Loader Idle
0> _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ <9

省略時の画面の 1行目と 2行目は 2つのドライブ (もしあれば)の状態を示し
ます。 3行目はライブラリ・ロボットの状態を示します。4 行目はマガジ
ンのマップで，カートリッジ・スロットを表す 0～9の数字が表示されま
す。この行に表示される矩形は，マガジン内の対応するスロットにカート
リッジが存在することを示します。

たとえば，この 4行目 (0> X X _ _ _ _ _ _ _ <9，ただし Xは矩形を
表す) は，スロット 0 と 1 にカートリッジがインストールされているこ
とを示しています。
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______________________ 注意 _____________________

テープ・ドライブの SCSI IDを機械式に設定するスイッチはあり
ません。SCSI IDの省略時の設定は 5です。ミニライブラリで
は，どのデバイスがミニライブラリの存在を認識するよりも前
に，電子式の SCSI IDを非常に高速に設定するため，機械式の
SCSI IDがなくても SCSIバスに何の問題も生じません。

SCSI ID を設定するには，次の手順に従います。

1. 省略時の画面で [Enter]ボタンを押してメニュー・モードに入ります。
[Main Menu] が表示されます。

____________________ 注意 ___________________

メニュー・モードに入ると [Ready] ランプが消えて，モ
ジュールがオフラインであることを示します。メニュー・
モードを終了し，[Ready]ランプが再点灯するまで，ホス
トからのメディア・チェンジャ・コマンドはすべて "SCSI
not ready" 状態を返します。

2. 下向き矢印ボタンを押して [Configure Menu]項目を選択します。次に
[Enter]ボタンを押すと，[Configure]サブメニューが表示されます。

____________________ 注意 ___________________

制御パネルの上向きおよび下向き矢印にはオートリピート機
能があります。いずれかのボタンを 0.5秒を超えて押し続け
ると，そのボタンを 1秒あたり約 4回押すのと同じ操作にな
ります。ボタンを放すとオートリピートは無効になります。

3. 下向き矢印ボタンを押して [Set SCSI] 項目を選択し，[Enter] ボタ
ンを押します。

4. SCSIバス ID を変更したいテープ・ドライブ (DLT0 Bus ID: または
DLT1 Bus ID:)，またはライブラリ・ロボット (LIB Bus ID:)を選択し
ます。省略時の SCSI IDは次のとおりです。

• Lib Bus ID: 0
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• DLT0 Bus ID: 4

• DLT1 Bus ID: 5

上向きまたは下向き矢印ボタンを使って，SCSI IDを変更したい項目を
選択し，[Enter] ボタンを押します。

5. 上向きまたは下向き矢印ボタンを使ってスクロールし，使用できる
SCSI ID設定を探します。使用したい SCSI IDが表示されたら，[Enter]
ボタンを押します。

6. 必要に応じて手順 4と 5を繰り返し，他の SCSIバス IDを設定します。

7. 省略時のメニューが表示されるまで，[Esc]ボタンを繰り返し押します。

9.1.2 TL891 ミニライブラリのケーブル接続

TL891の背面には高密度 68ピン SCSIコネクタが 6個あります。左端の 2
つのコネクタは，ライブラリ・ロボット・コントローラ用です。真ん中の 2
つはテープ・ドライブ 1用，右端の 2つはテープ・ドライブ 2用 (ただし，
TL892アップグレードがインストール済みの場合) です。

______________________ 注意 _____________________

テープ・ドライブの SCSIコネクタには，DLT1 (テープ・ドライ
ブ 1)および DLT2 (テープ・ドライブ 2)というラベルが付いてい
ますが，制御パネルではドライブを DLT0 (テープ・ドライブ 1)
および DLT1 (テープ・ドライブ 2)と指定します。

TL891 DLTミニライブラリの省略時の設定では，ロボット・コントローラと
テープ・ドライブ 1を同じ SCSIバス上に配置します。ユニットには 30 cm
(11.8インチ)の SCSIジャンパ・ケーブルが付属しています。このケーブルを
左から 2番目と 3番目のコネクタに差し込んでください。ミニライブラリが 2
つのドライブを持つようにアップグレードされている場合は，2つ目のドライ
ブを，30 cm (11.8インチ)の別の SCSIバス・ジャンパ・ケーブルを使って同
じ SCSIバス上に配置するか，そのドライブ自体の SCSIバスに接続します。

______________________ 注意 _____________________

システム性能を保つため，1つの SCSIバス上に 3台以上の TZ89
テープ・ドライブを接続しないようにお勧めします。

テープ・ドライブを使用する共用バスの構成 9–5



TL891の内部ケーブルが長すぎるため，トライリンク/H879-AA
の組み合わせによる外部終端は利用できません。したがって，
TL891を共用バス上の最後のデバイスにする必要があります。こ
のデバイスを共用バスから削除するには，その前に，バス上の処理
を生成するアプリケーションをすべて停止する必要があります。

このような理由で，テープ・デバイスは独立した共用バス上に
配置し，その SCSIバスには他のストレージ・デバイスを接続
しないようにお勧めします。

ケーブル接続は，ドライブが 1個か 2個かで異なります。2ドライブ構成の
場合は，各ドライブが別々の SCSIバス上にあるかどうかでも異なります。

______________________ 注意 _____________________

ライブラリ・ロボット・コントローラは，テープ・ドライブ 1と
同じ SCSIバス上にあるものとします。

ライブラリ・ロボットおよび 1つのドライブを単一の共用 SCSIバスに接続
するには，次の手順に従います。

1. BN21K，BN21Lまたは 328215-00Xケーブルで，バス上の最後のトラ
イリンク・コネクタと TL891の背面の左端のコネクタを接続します。

2. 30 cm (11.8インチ)の SCSIバス・ジャンパを右側のロボット・コネク
タ (左から 2番目のコネクタ)と左側の DLT1コネクタ (左から 3番目の
コネクタ) 間にインストールします。

3. H879-AAターミネータを右側の DLT1 コネクタ (左から 4番目のコ
ネクタ) にインストールします。

ドライブ・ロボットおよび 2つのドライブを単一の共用 SCSIバスに接続
するには，次の手順に従います。

1. BN21K，BN21Lまたは 328215-00Xケーブルで，バス上の最後のトラ
イリンク・コネクタと TL892の背面の左端のコネクタを接続します。

2. 30 cm (11.8インチ)の SCSIバス・ジャンパを右側のロボット・コネク
タ (左から 2番目のコネクタ)と左側の DLT1コネクタ (左から 3番目の
コネクタ) 間にインストールします。
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3. 30 cm (11.8インチ)の SCSIバス・ジャンパを右側の DLT1コネクタ (左
から 4番目のコネクタ) と左側の DLT2コネクタ (左から 5番目のコネ
クタ) 間にインストールします。

4. H879-AAターミネータを右側の DLT2コネクタ (右端のコネクタ)にイ
ンストールします。

ドライブ・ロボットおよび 1つのドライブを 1つの共用 SCSIバスに接続し，
2つ目のドライブを 2つ目の共用バスに接続するには，次の手順に従います。

1. BN21K，BN21Lまたは 328215-00Xケーブルで，1つ目の共用バス上
の最後のトライリンク・コネクタと TL892 の背面の左端のコネクタ
を接続します。

2. BN21K，BN21Lまたは 328215-00Xケーブルで，2つ目の共用バス上
の最後のトライリンク・コネクタと左側の DLT2 コネクタ (左から 5
番目のコネクタ) を接続します。

3. 30 cm (11.8インチ)の SCSIバス・ジャンパを右側のロボット・コネク
タ (左から 2番目のコネクタ)と左側の DLT1コネクタ (左から 3番目の
コネクタ) 間にインストールします。

4. H879-AAターミネータを右側の DLT1コネクタ (左から 4番目のコネ
クタ)にインストールし，もう 1つの H879-AAターミネータを右側の
DLT2コネクタ (右端のコネクタ) にインストールします。

図 9–1 に，2つの共用バスに接続された TL891 を使用する，TruCluster
Server クラスタの例を示します。
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図 9–1: 2つの共用バスに接続された TL891 を使用する TruCluster Server
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表 9–1に，図 9–1のクラスタの作成に使用する構成要素を示します。

表 9–1: 図 9–1の構成に使用するハードウェア構成要素

図中の丸で囲んだ番号 説明

1 BN38C または BN38D ケーブルa

2 BN37A ケーブルb

3 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

4 H8863-AA VHDCI ターミネータ

5 BN21W-0B Y ケーブル

6 H879-AA ターミネータ

7 328215-00X，BN21K，BN21L，または
BN31G ケーブルc

a1 つの SCSI バス・セグメント上の BN38C (または BN38D) ケーブルの最大長は 25 m (82 フィート)
以下にする必要があります。
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表 9–1: 図 9–1の構成に使用するハードウェア構成要素 (続き)
bBN37A ケーブルの最大長は 25 m (82フィート) 以下にする必要があります。
cこれらのケーブルを組み合わせたときの最大長は 25 m (82フィート)以下にする必要があります。

9.2 TL890 DLTミニライブラリ拡張ユニットの準備

ここでは，共用バス上で TL891 DLT ミニライブラリとともに使用する
TL890 DLTミニライブラリ拡張ユニットの準備について説明します。

______________________ 注意 _____________________

システム性能を保つため，1 つの SCSIバスに 3台以上の TZ89
ドライブを接続しないようにお勧めします。同様に，共用スト
レージをテープ・ライブラリと同じ SCSIバスに配置しないよ
うにもお勧めします。

9.2.1 TL890 DLTミニライブラリ拡張ユニット・ハードウェア

DS-TL890-NE/NG拡張ユニットは，SW500，SW800，または RETMAキャ
ビネット内で TL891 DLTミニライブラリ・ベース・ユニットの上にインス
トールします。この拡張ユニットは，個々のモジュールにあるロボットを単
一の調和したライブラリ・ロボット・システムに統合します。TL890は，メ
ディアの制御，システムに存在するすべてのメディアの目録の保守，および
すべてのメディアの移動の制御を行います。テープ・カートリッジは，シス
テムのロボット制御パス・スルー・メカニズムによって，拡張ユニットと任
意のベース・モジュール間で自由に移動できます。パス・スルー・メカニズ
ムは，拡張ユニットおよび各ベース・モジュールの背面に装着されます。

最初のモジュールに TL891 ベース・モジュールを追加するたびに，
DS-TL800-AAパス・スルー拡張メカニズムを使用して，パス・スルー・メカ
ニズムを 17.78 cm (7インチ) (各モジュールの高さ)ずつ延ばしていく必要が
あります。十分な空間がある場合は，ベース・モジュールとベース・モジュー
ルの間に 17.78 cm (7インチ)の隙間を残しておくこともできますが，その場
合は，追加のパス・スルー拡張メカニズムを使用しなければなりません。

ハードウェアのインストール手順の詳細については，『DLT MiniLibrary
(TL890) Expansion Unit User’s Guide』を参照してください。

テープ・ドライブを使用する共用バスの構成 9–9



本書の以降の部分では，TL890拡張ユニットと TL891ミニライブラリ・モ
ジュールの組み合わせのことを DLTミニライブラリと呼びます。

9.2.2 共用バスで使用する DLT ミニライブラリの準備

以降の各項では，DLTミニライブラリの準備の詳細について説明しますが，
拡張ユニット，ベース・モジュール，およびパス・スルーとモータ・メカニ
ズムはインストール済みであることを前提にしています。

9.2.2.1 DLT ミニライブラリのケーブル接続

DLTミニライブラリ・システムを動作可能にするには，以下の接続作業が
必要です。

• 拡張ユニットをモータ・メカニズムに接続: モータ・メカニズム・ケー
ブルは長さ約 1 m (3.3フィート)で，両端に DB-15コネクタが付いてい
ます。このケーブルで，拡張ユニットのMotorというラベルのコネクタ
とパス・スルー・メカニズムのモータを接続します。

____________________ 注意 ___________________

図 9–2では，パス・スルー・メカニズムが示されていないの
で，このケーブルも示されていません。

• ロボット制御ケーブルで各ベース・モジュールを拡張ユニットに接続:
これらのケーブルには一方の端に DB-9オス・コネクタ，もう一方の端
に DB-9メス・コネクタが付いています。オスの方をベース・モジュー
ルの拡張ユニット・インタフェース・コネクタに，メスの方を拡張ユ
ニットの任意の拡張モジュール・コネクタに接続します。

____________________ 注意 ___________________

ベース・モジュールはどのインタフェース・コネクタに
接続してもかまいません。

• SCSIバスを拡張ユニット・ロボットに接続: BN21K，BN21L，または
328215-00Xケーブルで，ロボットを制御する共用バスを拡張ユニットの
SCSIコネクタの 1つに接続します。もう一方の拡張ユニット SCSIコネ
クタに H879-AAターミネータを取り付けて，SCSIバスを終端します。
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• SCSIバスを各ベース・モジュール・テープ・ドライブに接続: BN21K，
BN21L，または 328215-00X ケーブルで，共用バスを各ベース・モ
ジュールの DLT1または DLT2 SCSIコネクタの 1つに接続します。
H879-AAターミネータを取り付けて，もう一方の DLT1または DLT2の
SCSI バスを終端します。

30 cm (11.8インチ)の SCSIバス・ジャンパ (TL891に付属)を使って，
DLT1と DLT2 (もしあれば)間をデイジー・チェイン接続できます。共
用 SCSIバスの端にあるテープ・ドライブに H879-AAターミネータを取
り付けて SCSI バスを終端します。

____________________ 注意 ___________________

SCSIバスをベース・モジュールにあるライブラリ・コネクタ
用の SCSIコネクタに接続しないでください。

1つの SCSIバスに 3台以上の TZ89テープ・ドライブを接続
しないようにお勧めします。

図 9–2に，2つの TL891 DLTミニライブラリおよび TL890 DLTミニライ
ブラリ拡張ユニットを使用する，ミニライブラリ構成を示します。TL890
ライブラリ・ロボットが 1つの共用バス上にあり，各 TL891内の 2台の
TZ89 テープ・ドライブが別々の共用バス上にあります。この図には，パ
ス・スルー・メカニズム，およびライブラリ・ロボット・モータへのケー
ブルは示されていません。
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図 9–2: 複数の共用バスに接続された TL890および TL891 DLTミニライブ
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表 9–2に，図 9–2のクラスタの作成に使用する構成要素を示します。
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表 9–2: 図 9–2の構成に使用するハードウェア構成要素

図中の丸で囲んだ番号 説明

1 BN38C または BN38D ケーブルa

2 BN37A ケーブルb

3 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

4 H8863-AA VHDCI ターミネータ

5 BN21W-0B Y ケーブル

6 H879-AA ターミネータ

7 328215-00X，BN21K，BN21L，または
BN31G ケーブルc

a1 つの SCSI バス・セグメント上の BN38C (または BN38D) ケーブルの最大長は 25 m (82 フィート)
以下にする必要があります。
bBN37A ケーブルの最大長は 25 m (82フィート) 以下にする必要があります。
cこれらのケーブルを組み合わせたときの最大長は 25 m (82フィート)以下にする必要があります。

9.2.2.2 ベース・モジュールのスレーブ構成

TL891ベース・モジュールはスタンドアロン・システム構成として出荷され
ます。これらのモジュールを TL890 DLTミニライブラリ拡張ユニットと組
み合わせて使用する場合，拡張ユニットから各ベース・モジュールのロボッ
トを制御する必要があります。したがって，ベース・モジュールは拡張ユ
ニットのスレーブとして構成する必要があります。

ハードウェアおよびケーブルのインストール後，ミニライブラリ・システ
ムの拡張ユニットの電源を初めて投入する前に，システムの各ベース・モ
ジュールをスレーブとして再構成する必要があります。ベース・モジュール
をスレーブとして再構成しなければ，ミニライブラリ・システムの電源を
投入したときに，拡張ユニットがベース・モジュール・ロボットの制御権
を取得できません。

TL891ベース・モジュールを TL890 DLTミニライブラリ拡張ユニットのス
レーブとして再構成するには，システムの各ベース・モジュールで以下の
手順を実行します。

1. 再構成する TL891ベース・モジュールの電源スイッチを入れます。
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____________________ 注意 ___________________

拡張ユニットの電源は入れないでください。すべてのベー
ス・モジュールをスレーブとして再構成する作業が完了する
まで，拡張ユニットの電源は切っておく必要があります。

一連の電源投入時自己診断が実行された後，次の省略時の画面がベー
ス・モジュールの制御パネルに表示されます。

DLT0 Idle
DLT1 Idle
Loader Idle
0> _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ <9

省略時の画面には，テープ・ドライブの状態，ローダ，およびこの
ベース・モジュールに存在するカートリッジの数が表示されます。下
線の部分に矩形が表示された場合，その位置にカートリッジが存在す
ることを示します。

2. [Enter]ボタンを押してメニュー・モードに入ります。[Main Menu]が
表示されます。

3. 下向き矢印ボタンを押して [Configure Menu]項目を選択します。次に
[Enter] ボタンを押します。

____________________ 注意 ___________________

制御パネルの上向きおよび下向き矢印にはオートリピート機
能があります。いずれかのボタンを 0.5秒を超えて押し続け
ると，そのボタンを 1秒あたり約 4回押すのと同じ操作にな
ります。ボタンを放すとオートリピートは無効になります。

4. 下向き矢印ボタンを押して [Set Special Config] メニューを選択し，
[Enter] ボタンを押します。

5. 下向き矢印ボタンを繰り返し押して [Alternate Config]項目を選択し，
[Enter] ボタンを押します。

6. 下向き矢印ボタンを押して，[alternate configuration] を [default
(Standalone)]から [Slave]に変更します。[Enter]ボタンを押します。

7. 選択値の点滅が止み，制御パネルに「リブートするまで変更は有効にな
らない」旨が表示されたら，[Enter] ボタンを押します。
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8. [Special Configuration]メニューが再表示されたら，電源スイッチを切
り，再び電源を入れます。これでベース・モジュールは，TL890拡張ユ
ニットのスレーブとして再構成されました。

9. TL890拡張ユニットのスレーブとなる各 TL891ベース・モジュール
で上記の手順を繰り返します。

9.2.2.3 DLT ミニライブラリの電源投入

DLTミニライブラリの電源を入れるとき，TL890 拡張ユニットの電源投入
は，TL891ベース・モジュールの電源投入と同時，またはその後に行う必要
があります。拡張ユニットの電源を先に入れると，モジュールの目録が不
正確になり，システムおよびホストから全部または一部のモジュールの内
容にアクセスできなくなる可能性があります。

拡張ユニットは，起動した後，拡張ユニット・インタフェース経由で各ベー
ス・モジュールと通信しtr，ベース・モジュールの数，テープ・ドライブ，
および各ベース・モジュールに存在するカートリッジに関する目録を作成し
ます。このようにしてミニライブラリの構成を決定した後，拡張ユニットは
各ベース・モジュールと通信し，そのベース・モジュールに対してどのカー
トリッジ・グループが割り当てられているかを通知します。カートリッジ・
スロットは，拡張ユニットによって次のようにナンバリングされます。

• 拡張ユニット: 0～15

• 上の TL891: 16～25

• 中央の TL891: 26～35

• 下の TL891: 36～45

拡張モジュールと各ベース・モジュール間の初期化時の通信がすべて完了
すると，各ベース・モジュールには，再マップされたカートリッジ目録に
従って，そのカートリッジ番号が表示されます。

たとえば，中央のベース・モジュールの省略時の画面には，次のように
表示されます。

DLT2 Idle
DLT3 Idle
Loader Idle
26> _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ <35
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9.2.2.4 TL890/TL891 の SCSI ID の設定

ベース・モジュールをスレーブとして再構成し終えても，各ベース・モ
ジュールの制御パネルにはテープ・ドライブの状態とエラー情報が表示され
たままです。制御機能はすべて拡張ユニットの制御パネルから実行します。
これには，各テープ・ドライブの SCSI IDの設定も含まれます。

TL890/TL891ハードウェアで構成されたミニライブラリ内のテープ・ドライ
ブの SCSI IDを設定するには，次の手順に従います。

1. ミニライブラリの電源を投入します。拡張ユニットの電源投入は，必ず
ベース・モジュールの電源投入後，またはそれと同時に行ってください。

2. 電源投入時自己診断 (POST)が終了し，拡張ユニットおよび各ベース・
モジュールに省略時の画面が表示されるまで待ちます。

3. 拡張ユニットの制御パネルで [Enter]ボタンを押し，[Main Menu]を表
示します。

4. 下向き矢印ボタンを押して [Configure Menu] 項目を選択し，次に
[Enter]ボタンを押して [Configure]サブメニューを表示します。

5. 下向き矢印ボタンを押して [Set SCSI] 項目を選択し，[Enter] ボタ
ンを押します。

6. 上向きまたは下向き矢印ボタンを押して，SCSIバス IDを変更するテー
プ・ドライブ (DLT0 Bus ID:，DLT1 Bus ID:，DLT2 Bus ID:など)，ま
たはライブラリ・ロボット (Library Bus ID:)を選択します。各ベース・
モジュールに 2つのテープ・ドライブがあるとすると，上のベース・
モジュールには DLT0 と DLT1が，その下のベース・モジュールには
DLT2と DLT3が，一番下のベース・モジュールには DLT4と DLT5が
それぞれ格納されます。拡張ユニットによって再構成された後の省略時
の SCSI ID は次のとおりです。

• Library Bus ID: 0

• DLT0 Bus ID: 1

• DLT1 Bus ID: 2

• DLT2 Bus ID: 3

• DLT3 Bus ID: 4

• DLT4 Bus ID: 5
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• DLT5 Bus ID: 6

7. SCSI IDを変更する項目を選択し，[Enter]ボタンを押します。

8. 上向きおよび下向き矢印を使って目的の SCSI IDを選択します。[Enter]
ボタンを押して新しい選択値を保存します。

9. [Esc]ボタンを 1回押して [Set SCSI] サブメニューに戻り，別のテー
プ・ドライブまたはライブラリ・ロボットを選択した後，手順 6～8を
繰り返して SCSI ID を設定します。

10. 他の項目を構成したい場合は，[Esc]ボタンを押して [Configure]サブメ
ニューを表示し，構成する項目を選択します。構成する項目ごとにこ
の手順を繰り返してください。

11. 構成する項目がなくなったら，[Esc] ボタンを押して，省略時の画面を
表示してください。

9.3 共用 SCSIバスで使用する TL894 DLT 自動テープ・ラ
イブラリの準備

ここでは，TruCluster Serverクラスタの共用バスで使用する TL894 DLT自
動テープ・ライブラリ (DS-TL894-BA)の準備について説明します。

______________________ 注意 _____________________

システム性能を保つため，1 つの SCSIバス・セグメントに 3台
以上の TZ89ドライブを接続しないようにお勧めします。同様
に，ストレージは，テープ・ドライブが接続されていない共用
バス上に配置するようにお勧めします。

TL894ミッドレンジ自動 DLTライブラリには，ロボット・コントローラと 4
つのディファレンシャル TZ89テープ・ドライブが格納されています。

以降の各項では，TL894 の準備の詳細について説明します。

9.3.1 TL894ロボット・コントローラの必須ファームウェア

ロボット・ファームウェア・バージョン S2.40が，TruCluster Serverクラス
タでサポートされる最小のファームウェア・リビジョンです。ロボット・
ファームウェアのアップグレードについては，『TL81X/TL894 Automated
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Tape Library for DLT Cartridges Diagnostic Software User’s Manual』の
「Flash Download」の節を参照してください。

9.3.2 TL894ロボット・コントローラおよびテープ・ドライブの SCSI
ID の設定

ロボット・コントローラおよび各テープ・ドライブには SCSI IDを設定する
必要があります (ただし，省略時の設定では不十分な場合)。表 9–3に省略
時の SCSI ID を示します。

表 9–3: TL894 の省略時の SCSI ID 設定

SCSI デバイス SCSI アドレス

ロボット・コントローラ 0

テープ・ドライブ 0 2

テープ・ドライブ 1 3

テープ・ドライブ 2 4

テープ・ドライブ 3 5

TL894のロボット・コントローラの SCSI IDを設定するには，次の手順に
従います。

1. 制御パネルの [STANDBY]ボタンを押して放し，SDA (状態表示領域)に
System Off-line と表示されることを確認します。

2. [SELECT]ボタンを押して放し，メニュー・モードに入ります。

3. SDAに次のように表示されることを確認します。

Menu:
Configuration:

4. [SELECT]ボタンを押して放し，[Configuration] メニューを選択し
ます。

5. SDAに次のように表示されることを確認します。

Menu: Configuration
Inquiry

6. 上向きまたは下向き矢印ボタンを押して放しながら [SCSI Address]サブ
メニューを見つけ，SDAに次のように表示されることを確認します。

Menu: Configuration
SCSI Address ..
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7. [SELECT]ボタンを押して放し，[SCSI Address]サブメニューを選択し
て，SDAに次のように表示されることを確認します。

Menu: Configuration
Robotics

8. [SELECT]ボタンを押して放し，[Robotics]サブメニューを選択して，
SDAに次のように表示されることを確認します。

Menu: SCSI Address
SCSI ID 0

9. 上向きおよび下向き矢印ボタンを使って，ロボット・コントローラの
SCSI ID を選択します。

10. 目的の SCSI IDが 2行目に表示されたら，[SELECT] ボタンを押して
放します。

11. 上向きまたは下向き矢印ボタンを押して放しながら，コマンドの出
力表示をクリアします。

12. 上向きまたは下向き矢印ボタンと [SELECT]ボタンを同時に押して放
し，SDAに System On-lineまたは System Off-lineと表示されること
を確認します。

各テープ・ドライブの SCSI ID を表 9–3 と異なる値に設定するには，次
の手順に従います。

1. 制御パネルの [STANDBY]ボタンを押して放し，SDA (状態表示領域)に
System Off-line と表示されることを確認します。

2. [SELECT]ボタンを押して放し，メニュー・モードに入ります。

3. SDAに次のように表示されることを確認します。

Menu:
Configuration:

4. [SELECT]ボタンを押して放し，[Configuration] メニューを選択し
ます。

5. SDAに次のように表示されることを確認します。

Menu: Configuration
SCSI Address

6. [SELECT]ボタンをもう一度押して放し，[SCSI Address]を選択して，
SDAに次のように表示されることを確認します。
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Menu: SCSI Address
Robotics

7. 下向き矢印ボタンを使って [Robotics]サブメニューをスキップし，SDA
に次のように表示されることを確認します。

Menu: SCSI Address
Drive 0

8. 上向きおよび下向き矢印ボタンを使って，設定または変更するドラ
イブ番号を選択します。

9. 目的のドライブ番号が 2行目に表示されたら，[SELECT]ボタンを押し
て放し，SDAに次のように表示されることを確認します。

Menu: Drive 0
SCSI ID 0

10. 上向きおよび下向き矢印ボタンを使って，選択されたドライブの SCSI
ID を選択します。

11. 目的の SCSI IDが 2行目に表示されたら，[SELECT] ボタンを押して
放します。

12. 他のすべてのテープ・ドライブの SCSI IDを設定または変更するに
は，手順 8～11 を繰り返します。

13. 上向きまたは下向き矢印ボタンを押して放し，コマンドの出力表示を
クリアします。

14. 上向きまたは下向き矢印ボタンと [SELECT]ボタンを同時に押して放
し，SDAに System On-lineまたは System Off-lineと表示されること
を確認します。

9.3.3 TL894 テープ・ライブラリの内部ケーブル接続

TL894テープ・ライブラリの省略時の内部ケーブル接続構成では，ロボッ
ト・コントローラおよび上のドライブ (ドライブ 0)が SCSIバス・ポート 1
に接続されます。以下，ドライブ 1は SCSIバス・ポート 2に，ドライブ 2
は SCSIバス・ポート 3に，ドライブ 3は SCSIバス・ポート 4にそれぞれ
接続されます。SCSIバスの端で終端を設定するため，各ドライブにター
ミネータ (注文番号 0415619) が接続されます。

この構成を 4バス構成といい，図 9–3に示します。この構成では，SCSIバ
ス・ドライブ 0およびロボット・コントローラを除く各テープ・ドライブ
に，別個の SCSIバス上の SCSIアドレスが必要です。ロボット・コント
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ローラおよびドライブ 0は，それらの属する SCSIバス上の 2つの SCSI ID
を使用します。

図 9–3: TL894 テープ・ライブラリの 4バス構成

Robotics Controller
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Host 
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SCSI Port 1

SCSI Port 2

SCSI Port 3

SCSI Port 4

Tape Drive 0
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*SCSI Address 4
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SCSI Cable
1.5m
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Rear Panel
Host 
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Rear Panel
Host 
Connection #3

Rear Panel
Host 
Connection #4

ZK-1324U-AI

* - Indicates the "default" SCSI ID of the installed devices

2バス構成のテープ・ドライブおよびロボット・コントローラの再構成は，
SCSIジャンパ・ケーブル (注文番号 6210567)を使用して行うことができま
す。このジャンパ・ケーブルは，各 TL894ユニットに付属しているアクセサ
リ・キットに含まれています。1つのドライブからターミネータを取り外
し，もう 1つのドライブから内部 SCSIケーブルを取り外すと，デイジー・
チェイン接続ができます。これら 2つのドライブを SCSIジャンパ・ケーブ
ルを使って接続し，同じ SCSIバス上に配置してください。

______________________ 注意 _____________________

これらのテープ・ライブラリのどの SCSIバスにも 3台以上の
TZ89テープ・ドライブを接続しないようにお勧めします。同様
に，ストレージは，テープ・ドライブが接続されていない共用
バス上に配置するようにお勧めします。
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したがって，TL894テープ・ライブラリを再構成して，1バス構
成にすることはお勧めしません。

『TL81X/TL894 Automated Tape Library for DLT Cartridges
Facilities Planning and Installation Guide』の付録 Bには，さま
ざまなバス構成が図示されています。これらの図では，構成の変
更は，両方のドライブからターミネータを取り外し，SCSI バス・
ジャンパ・ケーブルをターミネータが取り外された空きドライ
ブ・コネクタにインストールしたのち，HD68 SCSIバス・ターミ
ネータをキャビネット外面にある SCSIバス・ポート・コネクタ
にインストールすることによって行われています。

このような方法による再構成は間違ってはいませんが，SCSIバス
長が 1.5 m (4.9フィート)ずつ長くなります。これは，SCSIバス
長を抑えなければならない事情がある場合には問題になり得ます。

9.3.4 TL894テープ・ライブラリの共用 SCSIバスへの接続

TL894テープ・ライブラリには，SCSI バスごとに最大 3 m (9.8フィート)の
内部 SCSIケーブル接続があります。この内部 SCSIケーブル長があるた
めに，トライリンク・コネクタまたは Yケーブルを使って，ライブラリの
外部で SCSIバスを終端することはできません (共用 SCSIバスの他のデバ
イスでは可能)。各 SCSIバスは，テープ・ライブラリ内部で終端を設定す
る必要があり，これは，インストール済み SCSIターミネータを使用して
テープ・ドライブ自体で行われます。したがって，TL894 テープ・ライブ
ラリを使用する TruCluster Serverクラスタでは，テープ・ライブラリを
必ず共用バスの端に配置する必要があります。

TL894テープ・ライブラリを使用する TruCluster Serverクラスタでは，メ
ンバ・システムと StorageWorks筐体つまり RAIDサブシステムはトライリ
ンク・コネクタまたは Yケーブルを使用するので，それらを共用バスから隔
離することができます。ただし，テープ・ローダを共用バスから削除するに
は，アプリケーションをシャットダウンすることが必要です。

図 9–4に，TL894テープ・ライブラリを使用する TruCluster Serverクラス
タの例を示します。この構成では，テープ・ライブラリは，テープ・ドライ
ブ 0からテープ・ドライブ 1，およびテープ・ドライブ 2からテープ・ドラ
イブ 3のジャンパ接続による 2バス・モードで接続されています ( 9.3.3 項お
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よび図 9–3を参照)。2 つの SCSIバスは省略時の SCSI IDをそのまま使用
し，インストール済みターミネータ (注文番号 0415619)によってドライブ 1
および 3 で終端が設定されています。

TL894を共用バスに追加するには，共用バスの最後のデバイスの次に来るメ
ンバ・システムまたはストレージ・デバイスを選択します。BN21K または
BN21Lケーブルで，そのデバイス上の Yケーブルと，該当するテープ・ラ
イブラリ・ポート間を接続します。

図 9–4では，1つのバスがポート 1 (ロボット・コントローラおよびテー
プ・ドライブ 0と 1)に接続され，もう一方のバスがポート 3 (テープ・ド
ライブ 2と 3)に接続されています。テープ・ドライブ 1および 3に必ず
ターミネータを装着してください。

図 9–4: 2バス・モードで TL894を使用する共用 SCSIバス
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表 9–4に，図 9–4のクラスタの作成に使用する構成要素を示します。
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表 9–4: 図 9–4の構成に使用するハードウェア構成要素

図中の丸で囲んだ番号 説明

1 BN38C または BN38D ケーブルa

2 BN37A ケーブルb

3 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

4 H8863-AA VHDCI ターミネータ

5 BN21W-0B Y ケーブル

6 H879-AA ターミネータ

7 328215-00X，BN21K，BN21L，または
BN31G ケーブルc

a1 つの SCSI バス・セグメント上の BN38C (または BN38D) ケーブルの最大長は 25 m (82 フィート)
以下にする必要があります。
bBN37A ケーブルの最大長は 25 m (82フィート) 以下にする必要があります。
cこれらのケーブルを組み合わせたときの最大長は 25 m (82フィート)以下にする必要があります。

9.4 共用 SCSIバスで使用する TL895 DLT 自動テープ・ラ
イブラリの準備

ここでは，TL895ディジタル・リニア・テープ (DLT)自動テープ・ライブラ
リを共用 SCSIバスで使用するための準備について説明します。

______________________ 注意 _____________________

システム性能を保つため，1つの SCSIバス・セグメントに 3台以
上の TZ89ドライブを接続しないようにお勧めします。同様に，
ストレージは，テープ・ドライブが接続されていない共用バス上
に配置するようにお勧めします。これにより，テープ・ローダが
接続されている SCSIバスに影響を与えるアプリケーションを容
易に停止させることができるようになります。

TL895自動ディジタル・リニア・テープ・ライブラリは，2つまたは 5つの
TZ89N-AVテープ・ドライブおよび 100個のテープ・カートリッジ・ボック
ス (固定ストレージ・アレイ (FSA)の 96個のストレージ・ボックス，およ
び 4個のロード・ポート・ボックス) からなります。ストレージ・ボックス
には，CompacTape III，CompacTape IIIXT，または CompacTape IVカー
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トリッジが格納されます。このライブラリの最大記憶容量は，各 35 GBの
CompacTape IVカートリッジが 100個で 3500 GB (非圧縮時)となります。

表 9–5に，TL895 DLT自動テープ・ライブラリの注文番号を示します。

表 9–5: TL895 DLT自動テープ・ライブラリの注文番号

ドライブ数 6-3 注文番号 2-5-2 注文番号

2 349350-B22 DS-TL895-H2

3 349350-B23 —

4 349350-B24 —

5 349350-B25 DS-TL895-BA

6 349350-B26 —

7 349350-B27 —

1 349351-B21 DS-TL89X-UAa

a追加の TZ89N-AVテープ・ドライブ 1台とケーブルを供給するアップグレード・キット。

TL895の詳細については，次のマニュアルを参照してください。

• 『TL895 DLT Tape Library Facilities Planning and Installation Guide』

• 『TL895 DLT Library Operator’s Guide』

• 『TL895 DLT Tape Library Diagnostic Software User’s Manual』

テープ・ドライブの数を 5から 6または 7へアップグレードする方法につい
ての詳細は，『TL895 Drive Upgrade Instructions』を参照してください。

______________________ 注意 _____________________

ライブラリのプリント基板にある回転式スイッチ群を使って，ラ
イブラリとテープ・ドライブの SCSI IDを設定します。これらの
スイッチで設定した SCSI IDは，電源投入後の最初の 20～30秒
間有効です。その後，電子回路がアクティブになり，SCSI IDの
電子的な設定が可能になります。

物理的な SCSI IDは，ライブラリ電子回路で設定される SCSI ID
と一致する必要があります。回転式スイッチおよび制御パネルで
設定した SCSI IDが，どの SCSIバス・コントローラの SCSI ID
とも競合しないことを確認してください。
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以降の各項では，共用バスで使用する TL895 の準備の詳細について説
明します。

9.4.1 TL895ロボット・コントローラの必須ファームウェア

バージョン N2.40 のロボット・ファームウェアが，TruCluster Server ク
ラスタでサポートされる最小のファームウェア・リビジョンです。ロボッ
ト・ファームウェアのアップグレードについては，『TL895 DLT Tape
Library Diagnostic Software User’s Manual』の「Flash Download」の節を
参照してください。

9.4.2 TL895 テープ・ライブラリの SCSI IDの設定

ライブラリおよび各テープ・ドライブには SCSI IDを設定する必要があり
ます (ただし，省略時の設定では不十分な場合)。表 9–6に，TL895の省略
時の SCSI ID を示します。

表 9–6: TL895 の省略時の SCSI ID 設定

SCSI デバイス SCSI ID

ライブラリ 0

ドライブ 0 1

ドライブ 1 2

ドライブ 2 3

ドライブ 3 4

ドライブ 4 5

ドライブ 5 1

ドライブ 6 2

SCSI IDは，回転式スイッチを使って機械的に，さらに制御パネルから電子
的に設定する必要があります。スイッチで SCSI IDを設定した後，ライブラ
リの電源を入れて，SCSI IDを電子的に設定します。

TL895ライブラリおよびテープ・ドライブの SCSI IDを電子的に設定するに
は，次の手順に従います。

1. 制御パネルの [Operator] タブを押します。
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2. [Enter Password]画面で，オペレータ・パスワードを入力します。省
略時のオペレータ・パスワードは 1234 です。ロック・アイコンが解
除され，オペレータ・レベルのセキュリティにパスしたことを示す
「O」が表示されます。

3. [Operator]画面で，[Configure Library]ボタンを押します。[Configure
Library]画面に現在のライブラリ構成が表示されます。

____________________ 注意 ___________________

[Configure Library]画面で，ライブラリのモデル番号，スト
レージ・ボックスの数，ドライブの数，ライブラリの SCSI
ID，およびテープ・ドライブの SCSI IDを設定できます。

4. 構成を変更する場合は，[Configure] ボタンを押します。

5. 構成する項目が強調表示されるまで [Select]ボタンを押します。デバイ
スの場合は，矢印ボタンを使ってデバイス・リストをスクロールし，
目的のデバイス (ライブラリまたはドライブ) を選択します。ライブラ
リまたは目的のドライブの選択後，[Select]ボタンを使って SCSI ID
を強調表示します。

6. 矢印ボタンを使って設定値リストをスクロールし，目的の設定値を表
示します。

7. 目的の設定値を選択したら，[Change]ボタンを押して，その値をライブ
ラリ構成の一部として保存します。

8. ライブラリ構成の他の設定を引き続き変更する場合は，手順 5～7を
繰り返します。

9. 以下の操作で，ライブラリをユーザ・レベルのセキュリティに戻します。

a. 制御パネルの垂直バーにあるロック・アイコンを押します。

b. [Password]画面で，[User] ボタンを押します。

新しいセキュリティ・レベルが設定されたことを通知する画面
が表示されます。

c. [OK]ボタンを押します。施錠されたロック・アイコンが表示さ
れ，制御パネルがユーザ・レベルに戻ったことを示す「U」が表
示されます。
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10. テープ・ライブラリの電源を切断・再投入して，新しい SCSI ID を
有効にします。

9.4.3 TL895 テープ・ライブラリの内部ケーブル接続

TL895テープ・ライブラリの省略時の内部ケーブル接続構成では，ライブラ
リ・ロボット・コントローラおよび上のドライブ (ドライブ 0) が SCSIバ
ス・ポート 1に接続されます。以下同様に，ドライブ 1は SCSIバス・ポー
ト 2に，ドライブ 2は SCSIバス・ポート 3に，と接続されます。SCSIバス
の端のテープ・ドライブで終端を設定するため，各ドライブにターミネータ
(注文番号 0415619) が接続されます。

この構成では，テープ・ドライブ 0およびロボット・コントローラを除く各
テープ・ドライブに，別個の SCSIバス上の SCSI IDが必要です。ロボッ
ト・コントローラおよびテープ・ドライブ 0は，それらの属する SCSIバス
上の 2 つの SCSI ID を使用します。

テープ・ライブラリに付属の SCSIバス・ジャンパ (注文番号 6210567)を使用
して，1つの SCSIバスに複数のテープ・ドライブを接続できるように，テー
プ・ドライブおよびロボット・コントローラを再構成することができます。

______________________ 注意 _____________________

1つの SCSIバス・セグメントに 3台以上の TZ89ドライブを接
続しないようにお勧めします。同様に，ストレージは，テー
プ・ドライブが接続されていない共用 SCSIバスに配置するよう
にお勧めします。

TL895の SCSIバスを再構成するには，次の手順に従います。

1. デイジー・チェイン接続する一方のドライブから SCSIバス・ケーブ
ルを取り外します。

2. デイジー・チェイン接続するもう一方のドライブからターミネータを
取り外します。

3. SCSIバスの最後のドライブになるドライブにターミネータがインス
トールされていることを確認します。

4. デイジー・チェイン接続する 2つのドライブの空きコネクタに SCSIバ
ス・ジャンパ・ケーブル (注文番号 6210567)をインストールします。
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図 9–5に，テープ・ドライブ 1，3，5をそれぞれテープ・ドライブ 2，4，6
にデイジー・チェイン接続した TL895の例を示します。

図 9–5: TL895 テープ・ライブラリの内部ケーブル接続
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9.4.4 TL895 のアップグレード

TL985 DLT自動テープ・ライブラリでは，複数の DS-TL89X-UAアップグ
レード・キットを使用して，テープ・ドライブを 7台にアップグレードで
きます。このアップグレード・キットには，付属のマニュアルのほか，
TZ89N-AVテープ・ドライブ 1台，SCSIバス・ターミネータ 1個，およ
び SCSI バス・ジャンパ (注文番号 6210567) 1 本が含まれており，1 つ
の SCSIバス上に複数のドライブを配置したり，他の関連ハードウェアを
接続できるようになっています。
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ドライブの物理的なインストールを行う前に，ライブラリのプリント基板
にある SCSI ID 回転式スイッチ群を，後で電子的に設定する SCSI IDと
同じ値に設定してください。この電子的な SCSI ID は，ドライブのイ
ンストール完了後，制御パネルの [Configure] メニューを使って設定しま
す ( 9.4.2 項を参照)。

具体的なアップグレード手順については，本書では説明しません。『TL895
Drive Upgrade Instructions』を参照してください。

9.4.5 TL895テープ・ライブラリの共用 SCSIバスへの接続

TL895テープ・ライブラリには，SCSI バスごとに最大 3 m (9.8フィート)の
内部 SCSIケーブル接続があります。この内部 SCSIケーブル長があるため
に，共用 SCSIバスの他のデバイスでは可能な，トライリンク・コネクタま
たは Yケーブルによる SCSIバスの終端がライブラリの外部ではできませ
ん。各 SCSIバスは，テープ・ライブラリ内部で終端を設定する必要があ
り，これは，インストール済み SCSIターミネータを使用してテープ・ドラ
イブ自体で行われます。したがって，TL895テープ・ライブラリを使用す
る TruCluster Serverクラスタでは，テープ・ライブラリを必ず共用バス
の端に配置する必要があります。

TL895テープ・ライブラリを使用する TruCluster Serverクラスタでは，メ
ンバ・システムと StorageWorks筐体つまり RAIDサブシステムはトライリ
ンク・コネクタまたは Yケーブルを使用するので，それらを共用バスから
隔離することができます。ただし，TL895 を共用 SCSIバスから削除する
ことはできないため，テープ・ローダを共用バスから削除するには，事前
に，TL895に装着されたいずれかの共用バスを使用するすべてのアプリケー
ションを停止する必要があります。

TL895テープ・ライブラリを共用バスに追加するには，共用バスの最後の
デバイスの次に来るメンバ・システムまたはストレージ・デバイスを選択
します。BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00Xケーブルで，その
デバイス上のトライリンクまたは Y ケーブルと，該当するテープ・ライ
ブラリ・ポート間を接続します。
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9.5 共用 SCSIバスで使用する TL893および TL896自動テー
プ・ライブラリの準備

ここでは，TL893 (DS-TL893-BA)および TL896 (DS-TL896-BA)自動テー
プ・ライブラリ (ATL)を TruCluster Serverクラスタの共用 SCSIバスで使
用するための準備について説明します。

______________________ 注意 _____________________

システム性能を保つため，1つの SCSIバスに 3台以上の TZ89ド
ライブを接続しないようにお勧めします。

TL893および TL896自動テープ・ライブラリ (ATL)は，大容量のストレー
ジと，ディジタル・リニア・テープ (DLT)・シリーズのテープ・ドライブへ
のロボット制御アクセスを実現できるように設計されています。これら 2つ
のライブラリは，テープ・ドライブの数とテープ・カートリッジの最大容
量を除けば，まったく同じです。

各テープ・ライブラリは，ロボット・コントローラおよび (正確なテープ目録
をすばやく取得するための)バー・コード・リーダから構成されています。

ライブラリには 3 または 6台の TZ89N-AV ドライブがあります。TL896
は，ドライブの数が多いため，テープ・カートリッジの記憶容量は小さく
なります。

各テープ・ライブラリでは，ボックス・パックのバルク・ロードを利用しま
す。各ボックス・パックには最大 11個のカートリッジを格納できます。ボッ
クス・パックは 8辺の回転トレイ上に配列され，各辺には 2または 3個の
ボックス・パックを装着できます。3台のドライブを持つライブラリには，1
辺がボックス・パック 3個分の高さの回転トレイがあり，6台のドライブを
持つライブラリには，1辺がボックス・パック 2個分の高さの回転トレイが
あります。つまり，最大総容量は，TL893で 24ボックス・パック (264カー
トリッジ)，TL896で 16ボックス・パック (176カートリッジ)となります。

テープ・ライブラリの仕様は次のとおりです。

• DS-TL893-BA — TL893 ATLは，大容量 264カートリッジ・テープ・
ライブラリで，最大記憶域は 18.4 TB です。TL893 は，Fast-Wide
ディファレンシャル TZ89N-AV DLTテープ・ドライブを 3台使用し
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ます。最大転送速度は，1ドライブあたり毎秒約 10 MB (圧縮時)，つ
まり全体で毎秒約 30 MB です。

TL893は，3個の SCSI-2バス用に構成されています (3 バス構成)。
SCSIバス・コネクタは高密度 68ピン・ディファレンシャルです。

• DS-TL896-BA — TL896 ATLは，大容量 176カートリッジ・テープ・
ライブラリで，最大記憶域は 12.3 TB です。TL896 は，Fast-Wide
ディファレンシャル TZ89N-AV DLTテープ・ドライブを 6台使用し
ます。最大転送速度は，1 ドライブあたり毎秒約 10 MB (圧縮時)，つ
まり全体で毎秒約 60 MB です。

TL896は，6個の SCSI-2バス用に構成されています (6 バス構成)。
SCSIバス・コネクタは高密度 68ピン・ディファレンシャルです。

TL893 および TL896の両方とも，キャビネットを追加する (TL893 には
DS-TL893-AC，TL896には DS-TL896-AC) ことによって拡張できます。
キャビネットの追加方法については，『TL82X Cabinet-to-Cabinet Mounting
Instructions』を参照してください。TruCluster Serverでは，最大 5キャビ
ネットまでサポートされています。

TruCluster Serverでは，すべてのキャビネット内のテープ・カートリッジが
1つの論理ユニットにまとめられ，マルチユニット・マルチ LUN (MUML)構
成からマルチユニット・シングル LUN (MUSL)構成へのアップグレードに
よって，最初のキャビネットから最後のキャビネットまで連続してナンバリン
グされます。ファームウェアのアップグレードについては，『TL82X/TL89X
MUML to MUSL Upgrade Instructions』を参照してください。

これらのテープ・ライブラリは，以下の 2つの機能を持つマルチユニット・
コントローラ (MUC)を備えています。

• SCSIアダプタと同じように動作して，SCSIインタフェースでホストと
テープ・ライブラリ間の通信を制御できるようにします。

• ホストがマルチユニット構成で最大 5台の装着ライブラリ・ユニッ
トを制御できるようにします。マルチユニット構成については本書
では説明していません。マルチユニット構成の詳細については，
『TL82X/TL893/TL896 Automated Tape Library for DLT Cartridges
Facilities Planning and Installation Guide』を参照してください。

以降の各項では，これらのテープ・ライブラリの準備の詳細について説
明します。
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9.5.1 ホスト・コンピュータとの通信

テープ・ライブラリとホスト・コンピュータ間では，SCSIと EIA/TIA-574
シリアル (9ピン・コネクタ用 RS-232)の 2種類の通信が可能です。マルチユ
ニット・コントローラ (MUC)と組み合わせて使用すれば，どちらの方式でも
1台のホスト・コンピュータから最大 5つのユニットを制御できます。

TruCluster Serverクラスタでは，ホスト・コンピュータと MUC間のみで
SCSI通信をサポートします。SCSI通信では，ホスト・コンピュータとテー
プ・ライブラリ間の制御シグナルとデータ・フローの両方で，同じ SCSI
ケーブルを使用します。SCSIケーブルは共用バスの構成要素です。

RS-232 ループバック・ケーブルは，ユニット 0と，背面コネクタ・パネ
ルにある入力 9ピン・コネクタ間を接続するのに使用してください。この
ループバック・ケーブルにより，MUCがロボット・コントローラ電子回
路に接続されます。

SCSI バスを選択するには，MUCスイッチ・パックのスイッチ 7 を下に
設定する必要があります。

9.5.2 MUC スイッチの機能

マルチユニット・コントローラ (MUC)の背面のスイッチ・パック 1は，
MUC SCSIコネクタ群の下にあります。表 9–7に，これらのスイッチの機
能を示します。

表 9–7: MUC スイッチの機能

スイッチ 機能

1，2，および 3 スイッチ 7 が下の場合，MUC の SCSI ID。 a

4 および 5 常に下。 テスト用に予約。

6 省略時には上。電源投入時のバス・リセットを無効にする。

7 ホスト選択。 SCSI は下，シリアルは上。a

8 常に下。 テスト用に予約。
aTruCluster Server クラスタでは，スイッチ 7を下にして，スイッチ 1，2，および 3 を使って MUCの
SCSI ID を選択できるようにします。

テープ・ドライブを使用する共用バスの構成 9–33



9.5.3 MUC の SCSI ID の設定

マルチユニット・コントローラ (MUC)の SCSI IDは，表 9–8に示すよう
にスイッチ 1，2，3を使って設定します。SCSI バスを選択し，スイッチ
1，2，3 で MUC の SCSI ID を設定できるようにするには，スイッチ 7
を下に設定する必要があります。

表 9–8: MUC の SCSI ID の選択
MUC SCSI ID SW1 SW2 SW3

0 下 下 下

1 上 下 下

2 下 上 下a

3 上 上 下

4 下 下 上

5 上 下 上

6 下 上 上

7 上 上 上
aこれが省略時の MUC SCSI ID です。

9.5.4 テープ・ドライブの SCSI ID

各テープ・ライブラリにはあらかじめ省略時の SCSI IDが設定されていま
す。TL893 については表 9–9 を，TL896については表 9–10 を参照して
ください。

テープ・ドライブの SCSI IDを変更する必要がある場合は，ドライブの背面
にある押しボタン式の上下カウンタを使用します。

表 9–9: TL893 の省略時の SCSI ID

SCSI ポート デバイス 省略時の SCSI ID

MUC 2
C

ドライブ 2 (上) 5

B ドライブ 1 (中央) 4

A ドライブ 0 (下) 3
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表 9–10: TL896 の省略時の SCSI ID

SCSI ポート デバイス 省略時の SCSI ID

MUC 2
D

ドライブ 5 (上) 5

E ドライブ 4 4

F ドライブ 3 3

A ドライブ 2 5

B ドライブ 1 4

C ドライブ 0 (下) 3

9.5.5 TL893および TL896自動テープ・ライブラリの内部ケーブル接続

TL893および TL896自動テープ・ライブラリ (ATL)の省略時の内部ケーブ
ル接続構成は，次のとおりです。

• TL893の SCSI入力は高密度 68ピン・ディファレンシャルです。TL893
の省略時の内部ケーブル接続構成は，図 9–6に示すように 3バス・モー
ドになっており，以下の特徴があります。

– 上部シェルフのテープ・ドライブ (SCSI ID 5)および MUC (SCSI
ID 2)は SCSIポート Cに接続され，MUCに終端が設定されます。
TL822/TL826と同じ MUC およびターミネータを使用できるよう
に，テープ・ドライブから MUCまでを SCSIケーブルで接続する
のに，MUCで 68ピン-50ピン・アダプタが使用されています。図
9–6では，これは SCSI Diff Feed Through (注文番号 0425031)とし
て示されています。この SCSIバスでは，50 ピン Micro-D ターミ
ネータ (注文番号 0415498)によってMUCに終端が設定されます。

– 中央シェルフのテープ・ドライブ (SCSI ID 4)は SCSIポート Bに
接続され，68ピン Micro-Dターミネータ (注文番号 0415619) に
よってドライブに終端が設定されます。

– 下部シェルフのテープ・ドライブ (SCSI ID 3)は SCSIポート Aに
接続され，68ピン Micro-Dターミネータ (注文番号 0415619) に
よってドライブに終端が設定されます。
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図 9–6: TL893 3 バス構成
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• TL896の SCSI入力も高密度 68ピン・ディファレンシャルです。TL896
の省略時の内部ケーブル接続構成は，図 9–7に示すように 6バス構成に
なっており，以下の特徴があります。

– 上部ベイの上部シェルフのテープ・ドライブ (テープ・ドライブ 5，
SCSI ID 5)および MUC (SCSI ID 2)は，SCSIポート Dに接続され
ます。TL822/TL826と同じMUCおよびターミネータを使用できる
ように，テープ・ドライブから MUCまでを SCSIケーブルで接続す
るのに，MUCで 68ピン-50ピン・アダプタが使用されています。
図 9–7では，これは SCSI Diff Feed Through (注文番号 0425031)と
して示されています。この SCSIバスでは，50ピンMicro-Dターミ
ネータ(注文番号 0415498)によってMUCに終端が設定されます。

– 上部ベイの中央シェルフのテープ・ドライブ (テープ・ドライブ
4，SCSI ID 4)は SCSIポート Eに接続され，テープ・ドライブに
終端が設定されます。
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– 上部ベイの下部シェルフのテープ・ドライブ (テープ・ドライブ
3，SCSI ID 3)は SCSIポート Fに接続され，テープ・ドライブに
終端が設定されます。

– 下部ベイの上部シェルフのテープ・ドライブ (テープ・ドライブ
2，SCSI ID 5)は SCSIポート Aに接続され，テープ・ドライブに
終端が設定されます。

– 下部ベイの中央シェルフのテープ・ドライブ (テープ・ドライブ
1，SCSI ID 4)は SCSIポート Bに接続され，テープ・ドライブに
終端が設定されます。

– 下部ベイの下部シェルフのテープ・ドライブ (テープ・ドライブ
0，SCSI ID 3)は SCSIポート Cに接続され，テープ・ドライブに
終端が設定されます。

– テープ・ドライブのターミネータは 68ピン・ディファレンシャ
ル・ターミネータ (注文番号 0415619) です。
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図 9–7: TL896 6 バス構成
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(68-pin Terminator)
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(68-pin Terminator)

0415619
(68-pin Terminator)
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(68-pin Terminator)
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9.5.6 TL893 および TL896 自動テープ・ライブラリの共用 SCSI バ
スへの接続

TL893および TL896自動テープ・ライブラリ (ATL)には，SCSIバスごとに
最大 3 m (9.8 フィート)の内部 SCSI ケーブル接続があります。この内部
SCSIケーブル長があるために，共用 SCSIバスの他のデバイスでは可能な，
トライリンク・コネクタまたは Yケーブルによる SCSIバスの終端がライブ
ラリの外部ではできません。各 SCSIバスは，テープ・ライブラリ内部で終
端を設定する必要があり，これは，インストール済み SCSIターミネータを
使用してテープ・ドライブ自体で行われます。したがって，TL893 および
TL896テープ・ライブラリは共用バスの端に配置する必要があります。
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TL893または TL896テープ・ライブラリを使用する TruCluster Serverクラ
スタでは，メンバ・システムと StorageWorks筐体つまり RAIDサブシステ
ムはトライリンク・コネクタまたは Yケーブルを使用するので，それらを共
用バスから隔離することができます。ただし，ディスク・ストレージと ATL
が同じ共用バス上にある場合，テープ・ライブラリを共用バスから削除する
には，アプリケーションをシャットダウンする必要があります。

TL893または TL896の各ユニットに付属のアクセサリ・キットに含まれ
ているジャンパ・ケーブル (ATL注文番号 0425017)を使用して，テープ・
ドライブおよびロボット・コントローラを再構成し，他のバス構成にす
ることもできます。

1つのドライブからターミネータを取り外し，もう 1つのドライブから内
部 SCSIケーブルを取り外すと，デイジー・チェイン接続ができます。こ
れら 2つのドライブをジャンパ・ケーブルを使って接続し，同じ SCSIバ
ス上に配置してください。

______________________ 注意 _____________________

これらのテープ・ライブラリのどの SCSIバスにも 3台以上のド
ライブを接続しないようにお勧めします。

図 9–8に，3バス構成の TL896テープ・ライブラリを使用する TruCluster
Serverクラスタの例を示します。この構成では，テープ・ドライブ 4 (ポー
ト E)がテープ・ドライブ 5に，テープ・ドライブ 2 (ポート A)がテープ・ド
ライブ 3に，テープ・ドライブ 1 (ポート B)がテープ・ドライブ 0に，それ
ぞれジャンパ接続されています。

TL893または TL896テープ・ライブラリを共用バスに追加するには，共用
SCSIバスの最後のデバイスの次に来るメンバ・システムを選択します。テー
プ・ライブラリは常に共用バスの最後のデバイスでなければなりません。
BN21K，BN21L，または BN31Gケーブルで，そのメンバ・システム上の
SCSIバス・コントローラに接続された Yケーブルと，該当するテープ・ラ
イブラリ・ポート間を接続します。図 9–8では，1つの共用バスがポート B
(テープ・ドライブ 0と 1)に，もう 1つの共用バスがポート A (テープ・ドラ
イブ 2と 3) に，3番目の共用バスがポート E (テープ・ドライブ 4と 5，
および MUC)に，それぞれ接続されています。
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図 9–8: 3バス・モードで TL896を使用する共用 SCSIバス
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表 9–11に，図 9–8のクラスタの作成に使用する構成要素を示します。

表 9–11: 図 9–8の構成に使用するハードウェア構成要素

図中の丸で囲んだ番号 説明

1 BN38C または BN38D ケーブルa

2 BN37A ケーブルb

3 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

4 H8863-AA VHDCI ターミネータ

5 BN21W-0B Y ケーブル
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表 9–11: 図 9–8の構成に使用するハードウェア構成要素 (続き)

図中の丸で囲んだ番号 説明

6 H879-AA ターミネータ

7 328215-00X，BN21K，BN21L，または
BN31G ケーブルc

a1 つの SCSI バス・セグメント上の BN38C (または BN38D) ケーブルの最大長は 25 m (82 フィート)
以下にする必要があります。
bBN37A ケーブルの最大長は 25 m (82フィート) 以下にする必要があります。
cこれらのケーブルを組み合わせたときの最大長は 25 m (82フィート)以下にする必要があります。

9.6 共用バスで使用する TL881 および TL891 DLT ミニラ
イブラリの準備

ここでは，Compaq StorageWorks TL881および TL891ディジタル・リニ
ア・テープ (DLT)・ミニライブラリの概要，および TL881 または TL891
DLTミニライブラリを共用バスで使用するためのハードウェア構成情報に
ついて説明します。

9.6.1 TL881 および TL891 DLTミニライブラリの概要

TL881または TL891 DLTミニライブラリの詳細については，次のマニュ
アルを参照してください。

• 『TL881 MiniLibrary System User’s Guide』

• 『TL891 MiniLibrary System User’s Guide』

• 『TL881 MiniLibrary Drive Upgrade Procedure』

• 『Pass-Through Expansion Kit Installation Instructions』

TL881および TL891ディジタル・リニア・テープ (DLT)・ミニライブラリ
は，スタンドアロンのテーブルトップ・ユニット，または拡張可能なラック
マウント・ユニットとして出荷されます。

以降の各項では，これらのユニットの詳細について説明します。

9.6.1.1 TL881および TL891 DLTミニライブラリ・テーブルトップ・モデル

TL881および TL891 DLTミニライブラリ・テーブルトップ・モデルは，リ
ムーバブル 10カートリッジ・マガジンを備える 1つのユニット，内蔵バー・

テープ・ドライブを使用する共用バスの構成 9–41



コード・リーダ，および 1台か 2台の DLT 20/40 (TL881)または DLT 35/70
(TL891) ドライブで構成されています。

TL881 DLTミニライブラリ・テーブルトップ・モデルは，Fast-Wideディ
ファレンシャルまたは Fast-Wide シングルエンドとして動作可能です。
TruCluster Server構成では，シングルエンド・モデルはサポートされませ
ん。

TL891 DLTミニライブラリ・テーブルトップ・モデルは，Fast-Wideディ
ファレンシャルとしてのみ動作します。

9.6.1.2 TL881および TL891ミニライブラリ・ラックマウント構成要素

テープ・ドライブが格納された TL881または TL891のベース・ユニット
は，独立したスタンドアロン装置として，または拡張ユニットおよび複数の
データ・ユニットと組み合わせて利用できます。

ラックマウント・マルチモジュール構成では，1つの構成で最大 6モジュー
ルまで拡張できます。構成には，少なくとも，1つの拡張ユニットと 1つの
ベース・ユニットが必要です。TL881および TL891 DLT ミニライブラリ
は，以下に示すさまざまな要素の組み合わせで構成することができます。

• ミニライブラリ拡張ユニット—ミニライブラリ拡張ユニットによって，
複数の TL881または TL891モジュールがデータ・カートリッジを共用
し，単一の仮想ライブラリとして機能することが可能になります。拡張
ユニット自体も 16カートリッジ・マガジンを備えています。

拡張ユニットは，個々のモジュールにあるロボットを単一の調和した
ライブラリ・ロボット・システムに統合します。拡張ユニットは，メ
ディアの制御，システムに存在するすべてのメディアの目録の保守，お
よびすべてのメディアの移動の制御を行います。テープ・カートリッ
ジは，システムのロボット制御パス・スルー・メカニズムによって，
拡張ユニットと任意のベース・ユニットまたはデータ・ユニット間
で自由に移動できます。

拡張ユニットにより，最大 5個の追加装着モジュール (ベース・ユニッ
トおよびデータ・ユニット) を制御する，マルチモジュール・ラックマ
ウント構成を作成できます。拡張ユニットからベース・ユニットを制御
できるようにするには，ベース・ユニットをスレーブ・モードに設定す
る必要があります。データ・ユニットはパッシブ・デバイスで，拡張ユ
ニットのスレーブとしてのみ動作します。マルチモジュール・ラックマ
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ウント・システムを作成するには，1つの拡張ユニットおよび少なくと
も 1つのベース・ユニットが必要です。拡張ユニットは，構成のうちで
最上部のモジュールにする必要があります。

拡張ユニットは，TL881または TL891ベース・ユニットと連携して機
能します。

• TL881または TL891ベース・ユニット — ライブラリ・ロボット，
バー・コード・リーダ，リムーバブル 10カートリッジ・マガジン，お
よび次に示す 1または 2台のテープ・ドライブが含まれます。

– TL881 — DLT 20/40 (TZ88N-AV)ドライブ

– TL891 — DLT 35/70 (TZ89N-AV)ドライブ

ミニライブラリ構成に加わるベース・ユニットは，拡張ユニットにその
制御を渡すため，スレーブ・ユニットとしてセットアップする必要が
あります。拡張ユニットがベース・ユニットの制御権を取得すると，
拡張ユニットからマガジンとテープ・ドライブ間のテープ・カート
リッジの移動が制御されます。

____________________ 注意 ___________________

ラックマウント構成に TL881と TL891のベース・ユニット
を混在させることはできません。テープ・ドライブが使用
するフォーマットが異なるからです。

• データ・ユニット—このラックマウント・モジュールには，16カート
リッジ・マガジンが 1個格納されており，マルチモジュール構成の容量
を追加するのに使用できます。データ・ユニットのロボットは，拡張ユ
ニットおよびベース・ユニットのロボットと連携して動作します。拡張
ユニットはデータ・ユニットを制御します。

データ・ユニットは，TL881または TL891ベース・ユニットと連携し
て機能します。

• パス・スルー・メカニズム—パス・スルー・メカニズムは，拡張ユニッ
トおよび他の各モジュールの背面に装着され，さまざまなモジュール間
でテープ・カートリッジを移動できるようにします。パス・スルー・メ
カニズムは拡張ユニットによって制御されます。

ベース・ユニットまたはデータ・ユニットを構成に追加するたびに，パ
ス・スルー・メカニズムを 17.8 cm (7インチ) (各モジュールの高さ)ずつ
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延ばしていく必要があります。十分な空間がある場合は，モジュール間
に 17.8 cm (7インチ)の隙間を残しておくこともできますが，その場合に
は，追加のパス・スルー拡張メカニズムを使用しなければなりません。

9.6.1.3 TL881および TL891ラックマウントのスケーラビリティ

TL881および TL891ミニライブラリのラックマウント・バージョンはス
ケーラブルなテープ・ライブラリ・システムで，性能，容量のいずれかが
最大になるように，あるいはその両者のバランスを取るさまざまな組み合
わせで構成することができます。

どちらのライブラリも DLT IV テープ・カートリッジを使用しますが，
DLT IIIまたは DLT IIIxtテープ・カートリッジも使用できます。表 9–12
に，性能，容量のいずれかが最大になるようにセットアップされた構成の
TL881/TL891ミニライブラリの容量と性能を示します。

表 9–12: TL881/TL891 ミニライブラリの性能および容量比較

TL881ミニライブラリ TL891ミニライブラリ

最大構成
対象:

ベース・ユ
ニット数a b

データ・ユ
ニット数c 転送速度d 記憶容量e 転送速度f 記憶容量g

性能 5 0 15 MB/秒
(54 GB/時)

1.32 TB
(66カート
リッジ)

50 MB/秒
(180 GB/
時 )

2.31 TB
(66カート
リッジ)

容量 1 4 3 MB/秒
(10.8 GB/
時 )

1.8 TB
(90 カー
トリッジ)

10 MB/秒
(36 GB/時)

3.15 TB
(90カート
リッジ)

aフル 16 カートリッジ・マガジン付きの拡張ユニットを使用。
b各ベース・ユニットはフル 10カートリッジ・マガジン 1 個およびテープ・ドライブ 2個を装備。
cフル 16カートリッジ・マガジン付きのデータ・ユニットを使用。
dドライブあたり最大 1.5 MB/秒。
e20 GB/カートリッジ (非圧縮)・ベース。 40 GB/カートリッジ (圧縮) に変更可能。
fドライブあたり最大 5 MB/秒。
g35 GB/カートリッジ (非圧縮)・ベース。 70 GB/カートリッジ (圧縮) に変更可能。

ベース・ユニットとデータ・ユニットの組み合わせを変更することにより，
性能と総容量をユーザのニーズに合わせて調整できます。

9.6.1.4 DLT ミニライブラリの注文番号

表 9–13に，TL881/TL891 DLTミニライブラリ・システムの注文番号を示
します。実際に示されているのは，TL881 Fast-Wideディファレンシャル
構成要素の注文番号です。
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表 9–13: DLT ミニライブラリの注文番号

DLT ライブラリの
構成要素 テープ・ドライブ数

テーブルトップ/
ラックマウント 注文番号

TL881 DLT ライブラリ 1 テーブルトップ 128667-B21

TL881 DLT ライブラリ 2 テーブルトップ 128667-B22

TL881 DLT ミニライブラ
リ・ベース・ユニット

1 ラックマウント 128669-B21

TL881 DLT ミニライブラ
リ・ベース・ユニット

2 ラックマウント 128669-B22

TL881 用アドオン DLT
20/40 ドライブ

1 N/A 128671-B21

TL891 DLT ライブラリ 1 テーブルトップ 120875-B21

TL891 DLT ライブラリ 2 テーブルトップ 120875-B22

TL891 DLT ミニライブラ
リ・ベース・ユニット

1 ラックマウント 120876-B21

TL891 DLT ミニライブラ
リ・ベース・ユニット

2 ラックマウント 120876-B22

TL891 用アドオン DLT
35/70 ドライブ

1 N/A 120878-B21

ミニライブラリ拡張ユニット N/A ラックマウント 120877-B21

ミニライブラリ・デー
タ・ユニット

N/A ラックマウント 128670-B21

______________________ 注意 _____________________

TL881 DLT ミニライブラリ・テーブルトップ・モデルは，
Fast-Wideディファレンシャルまたは Fast-Wideシングルエン
ドとして動作可能です。クラスタ構成では，シングルエンド・
モデルはサポートされません。TL891 DLT ミニライブラリ・
テーブルトップ・モデルは，Fast-Wideディファレンシャルと
してのみ動作します。
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9.6.2 共用 SCSIバスで使用する TL881または TL891ミニライブラリ
の準備

ここでは，共用バスで使用する TL881および TL891 DLTミニライブラリの
準備の詳細について説明します。

9.6.2.1 スタンドアロン共用 SCSIバスで使用するテーブルトップ・モデルまたはベー
ス・ユニットの準備

TL881または TL891 DLTミニライブラリのテーブルトップ・モデルまたは
ラックマウント・ベース・ユニットは，スタンドアロンで使用できます。将
来の拡張を考慮しているユーザの場合には，ラックマウント・ベース・ユ
ニットを購入するとよいでしょう。

______________________ 注意 _____________________

システム性能を保つため，1つの SCSIバスに 3 台以上のテー
プ・ドライブを接続しないようにお勧めします。同様に，共
用ストレージをテープ・ライブラリと同じ SCSIバスに配置し
ないようにもお勧めします。

ここでは，共用バスで使用する TL881/TL891 DLTミニライブラリのテーブ
ルトップ・モデルまたはラックマウント・ベース・ユニットの準備につい
て説明しています。

ハードウェア・インストール手順の詳細については，『TL881 MiniLibrary
System User’s Guide』または『TL891 MiniLibrary System User’s Guide』を
参照してください。

9.6.2.1.1 スタンドアロン・ミニライブラリ・テープ・ドライブの SCSI IDの設定

TL891および TL892ミニライブラリの前面にある制御パネルは，電源投入時
自己診断 (POST)の状態表示，メッセージの表示，およびミニライブラリ機
能のセットアップに使用できます。

ミニライブラリに初めて電源を供給すると，一連の POST診断が実行され
ます。POST の実行中，制御パネルには，ミニライブラリのモデル番号，
現在の日付/時刻，ファームウェア・リビジョン，および各テストの状態が
表示されます。

POST診断の完了後，次のような省略時の画面が表示されます。
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DLT0 Idle
DLT1 Idle
Loader Idle
0> _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ <9

省略時の画面の 1行目と 2行目は 2つ (もしあれば)のドライブの状態を示し
ます。3行目はライブラリ・ロボットの状態を示します。4行目はマガジ
ンのマップで，カートリッジ・スロットを表す 0～9の数字が表示されま
す。この行に表示される矩形は，マガジン内の対応するスロットにカート
リッジが存在することを示します。

たとえば，この 4行目 (0> X X _ _ _ _ _ _ _ _ <9，ただし Xは矩形
を表す)は，スロット 0と 1にカートリッジがインストールされているこ
とを示しています。

______________________ 注意 _____________________

テープ・ドライブの SCSI IDを機械式に設定するスイッチはあり
ません。SCSI IDの省略時の設定は 5です。ミニライブラリで
は，どのデバイスがミニライブラリの存在を認識するよりも前
に，電子式の SCSI IDを非常に高速に設定するため，機械式の
SCSI IDがなくても SCSIバスに何の問題も生じません。

SCSI ID を設定するには，次の手順に従います。

1. 省略時の画面で [Enter]ボタンを押してメニュー・モードに入ります。
[Main Menu] が表示されます。

____________________ 注意 ___________________

メニュー・モードに入ると [Ready]ランプが消え，モジュー
ルがオフラインであることを示します。メニュー・モードを
終了し，[Ready]ランプが再点灯するまで，ホストからのメ
ディア・チェンジャ・コマンドはすべて "SCSI not ready"状
態を返します。

2. 下向き矢印ボタンを押して [Configure Menu]項目を選択します。次に
[Enter]ボタンを押すと，[Configure]サブメニューが表示されます。
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____________________ 注意 ___________________

制御パネルの上向きおよび下向き矢印にはオートリピート機
能があります。いずれかのボタンを 0.5秒を超えて押し続け
ると，そのボタンを 1秒あたり約 4回押すのと同じ操作にな
ります。ボタンを放すとオートリピートは無効になります。

3. 下向き矢印ボタンを押して [Set SCSI] 項目を選択し，[Enter] ボタ
ンを押します。

4. SCSIバス ID を変更したいテープ・ドライブ (DLT0 Bus ID: または
DLT1 Bus ID:)，またはライブラリ・ロボット (LIB Bus ID:)を選択し
ます。省略時の SCSI IDは次のとおりです。

• Lib Bus ID: 0

• DLT0 Bus ID: 4

• DLT1 Bus ID: 5

上向きまたは下向き矢印ボタンを使って，SCSI IDを変更する項目を選
択し，[Enter] ボタンを押します。

5. 上向きまたは下向き矢印ボタンを使ってスクロールし，使用できる
SCSI ID設定を探します。使用したい SCSI IDが表示されたら，[Enter]
ボタンを押します。

6. 必要に応じて手順 4と 5を繰り返し，他の SCSIバス IDを設定します。

7. 省略時のメニューが表示されるまで，[Esc]ボタンを繰り返し押します。

9.6.2.1.2 TL881または TL891 DLTミニライブラリのケーブル接続

TL881/TL891 DLTミニライブラリのスタンドアロン・モデルまたはラッ
クマウント・ベース・ユニットの背面には高密度 68ピン SCSIコネクタが
6個あります。左端の 2つのコネクタは，ライブラリ・ロボット・コント
ローラ用です。真ん中の 2つはテープ・ドライブ 1用，右端の 2つはテー
プ・ドライブ 2用 (ただし，2つ目のテープ・ドライブがインストールさ
れている場合)です。

______________________ 注意 _____________________

テープ・ドライブの SCSIコネクタには，DLT1 (テープ・ドライ
ブ 1)および DLT2 (テープ・ドライブ 2)というラベルが付いてい
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ますが，制御パネルではドライブを DLT0 (テープ・ドライブ 1)
および DLT1 (テープ・ドライブ 2)と指定します。

TL881または TL891 DLTミニライブラリの省略時の設定では，ロボット・
コントローラとテープ・ドライブ 1 を同じ SCSIバス上に配置します (図
9–9)。ユニットには 30 cm (11.8インチ)の SCSIジャンパ・ケーブルが付属
しています。このケーブルを左から 2番目と 3番目のコネクタに差し込んで
ください。ミニライブラリにドライブが 2個ある場合は，2つ目のドライブ
を，30 cm (11.8インチ)の別の SCSIバス・ジャンパ・ケーブルを使って同
じ SCSIバス上に配置するか，そのドライブ自体の SCSIバスに接続します。

______________________ 注意 _____________________

TL881および TL891の内部ケーブルが長すぎるため，トライリ
ンク/ターミネータの組み合わせによる外部終端は利用できませ
ん。したがって，TL881または TL891を共用バス上の最後のデバ
イスにする必要があります。これらのデバイスを共用バスから
削除するには，その前に，バス上の処理を生成するアプリケー
ションをすべて停止する必要があります。

システム性能を保つため，1 つの SCSIバス上に 3台以上のテー
プ・ドライブを接続しないようにお勧めします。

テープ・デバイスは独立した共用 SCSIバス上に配置し，その
SCSIバスには他のストレージ・デバイスを接続しないようにお
勧めします。

ケーブル接続は，ドライブが 1個か 2個かで異なります。2ドライブ構成の
場合は，各ドライブが別々の SCSIバス上にあるかどうかでも異なります。

______________________ 注意 _____________________

ライブラリ・ロボット・コントローラは，テープ・ドライブ 1と
同じ SCSIバス上にあるものとします。
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ライブラリ・ロボットおよび 1つのドライブを単一の共用 SCSIバスに接続
するには，次の手順に従います。

1. 328215-00X，BN21K，または BN21Lで，バス上の最後の Yケーブル
またはトライリンク・コネクタと，ミニライブラリの背面の左端のコネ
クタを接続します。328215-004は 20 m (65.6フィート)ケーブルです。

2. 30 cm (11.8インチ)の SCSIバス・ジャンパを右側のロボット・コネク
タ (左から 2番目のコネクタ)と左側の DLT1コネクタ (左から 3番目の
コネクタ) 間にインストールします。

3. H879-AAなどの HD68 ディファレンシャル・ターミネータを右側の
DLT1コネクタ (左から 4番目のコネクタ)にインストールします。

ドライブ・ロボットおよび 2つのドライブを単一の共用 SCSIバスに接続
するには，次の手順に従います。

1. 328215-00X，BN21K，または BN21Lで，バス上の最後のトライリン
ク・コネクタとミニライブラリの背面の左端のコネクタを接続します。

2. 30 cm (11.8インチ)の SCSIバス・ジャンパを右側のロボット・コネク
タ (左から 2番目のコネクタ)と左側の DLT1コネクタ (左から 3番目の
コネクタ) 間にインストールします。

3. 30 cm (11.8インチ)の SCSIバス・ジャンパを右側の DLT1コネクタ (左
から 4番目のコネクタ) と左側の DLT2コネクタ (左から 5番目のコネ
クタ) 間にインストールします。

4. HD68ディファレンシャル (H879-AA)・ターミネータを右側の DLT2コ
ネクタ (右端のコネクタ)にインストールします。

ドライブ・ロボットおよび 1つのドライブを 1つの共用バスに接続し，2つ
目のドライブを 2つ目の共用バスに接続するには，次の手順に従います。

1. 328215-00X，BN21K，または BN21Lで，1 つ目の共用バス上の最後
のトライリンク・コネクタとミニライブラリの背面の左端のコネクタ
を接続します。

2. 328215-00X，BN21K，または BN21Lで，2 つ目の共用バス上の最後
のトライリンク・コネクタと左側の DLT2 コネクタ (左から 5番目の
コネクタ) を接続します。

9–50 テープ・ドライブを使用する共用バスの構成



3. 30 cm (11.8インチ)の SCSIバス・ジャンパを右側のロボット・コネク
タ (左から 2番目のコネクタ)と左側の DLT1コネクタ (左から 3番目の
コネクタ) 間にインストールします。

4. HD68ディファレンシャル (H879-AA)・ターミネータを右側の DLT1コ
ネクタ (左から 4番目のコネクタ)にインストールし，もう 1つの HD68
ディファレンシャル・ターミネータを右側の DLT2コネクタ (右端のコ
ネクタ) にインストールします。

図 9–9に，2つの共用バスに接続された TL891スタンドアロン・ミニライブ
ラリを使用する，TruCluster構成の例を示します。

図 9–9: TL891 のスタンドアロン・クラスタ構成
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表 9–14に，図 9–9のクラスタの作成に使用する構成要素を示します。

テープ・ドライブを使用する共用バスの構成 9–51



表 9–14: 図 9–9の構成に使用するハードウェア構成要素

図中の丸で囲んだ番号 説明

1 BN38C または BN38D ケーブルa

2 BN37A ケーブルb

3 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

4 H8863-AA VHDCI ターミネータ

5 BN21W-0B Y ケーブル

6 H879-AA ターミネータ

7 328215-00X，BN21K，BN21L，または
BN31G ケーブルc

a1 つの SCSI バス・セグメント上の BN38C (または BN38D) ケーブルの最大長は 25 m (82 フィート)
以下にする必要があります。
bBN37A ケーブルの最大長は 25 m (82フィート) 以下にする必要があります。
cこれらのケーブルを組み合わせたときの最大長は 25 m (82フィート)以下にする必要があります。

9.6.2.2 共用 SCSIバスで使用する TL881または TL891のラックマウント・ミニラ
イブラリの準備

TL881または TL891ミニライブラリのベース・ユニットを，拡張ユニッ
ト，データ・ユニット，および他のベース・ユニットと組み合わせたラック
マウント構成で使用し，テープ・ドライブ，カートリッジ容量のいずれか
または両方を構成に追加することができます。

拡張ユニットは，SW500，SW800，または RETMA キャビネット内で
TL881/TL891 DLTミニライブラリ・ベース・ユニットまたはデータ・ユ
ニットの上にインストールします。

ハードウェア・インストール手順の詳細については，『TL881 MiniLibrary
System User’s Guide』または『TL891 MiniLibrary System User’s Guide』を
参照してください。

ここでは，共用バスで使用するラックマウント TL881/TL891 DLTミニライ
ブラリの準備について説明します。

ここでの説明は，拡張ユニット，ベース・モジュール，およびパス・スルー
とモータ・メカニズムはインストール済みであることを前提にしています。
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9.6.2.2.1 ラックマウント TL881または TL891 DLTミニライブラリのケーブル接続

DLTミニライブラリ・システムを動作可能にするには，以下の接続作業が
必要です。

• 拡張ユニットをパス・スルー・モータ・メカニズムに接続: モータ・メ
カニズム・ケーブルは長さ約 1 m (3.3フィート)で，両端に DB-15コネ
クタが付いています。このケーブルで，拡張ユニットのMotorというラ
ベルのコネクタとパス・スルー・メカニズムのモータを接続します。

____________________ 注意 ___________________

図 9–10では，パス・スルー・メカニズムが示されていない
ので，このケーブルも示されていません。

• ロボット制御ケーブルで各ベース・ユニットまたはデータ・ユニットを
拡張ユニットに接続: これらのケーブルには一方の端に DB-9オス・コネ
クタ，もう一方の端に DB-9メス・コネクタが付いています。オスの方
をベース・ユニットの拡張ユニット・インタフェース・コネクタまたは
データ・ユニットの Diagnosticコネクタに，メスの方を拡張ユニットの
任意の拡張モジュール・コネクタに接続します。

____________________ 注意 ___________________

ベース・ユニットおよびデータ・ユニットは，どのインタ
フェース・コネクタに接続してもかまいません。

• SCSIバスを拡張ユニット・ロボットに接続: 328215-00X，BN21K，ま
たは BN21Lケーブルで，ロボットを制御する共用バスを拡張ユニット
の SCSIコネクタの 1つに接続します。もう一方の拡張ユニット SCSI
コネクタに H879-AAなどの HD68ターミネータを取り付けて，SCSI バ
スの終端を設定してください。

• SCSI バスを各ベース・モジュール・テープ・ドライブに接続:
328215-00X，BN21K，または BN21Lケーブルで，共用バスを各ベー
ス・モジュールの DLT1または DLT2 SCSIコネクタの 1つに接続しま
す。HD68ターミネータ (H879-AA)で，もう一方の DLT1または DLT2
SCSIバス接続の終端を設定してください。
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30 cm (11.8インチ)の SCSIバス・ジャンパ (TL881または TL891に付
属)を使って，DLT1 と DLT2 (もしあれば) 間をデイジー・チェイン接続
できます。共用バスの端にあるテープ・ドライブで，HD68ターミネー
タ (H879-AA)を使って SCSIバスを終端します。

____________________ 注意 ___________________

SCSIバスをベース・モジュールにあるライブラリ・コネクタ
用の SCSIコネクタに接続しないでください。

1つの SCSIバスに 3台以上のテープ・ドライブを接続し
ないようにお勧めします。

図 9–10に，拡張ユニット，ベース・ユニット，およびデータ・ユニットを
使用する TL891 DLTミニライブラリ構成を示します。ライブラリ・ロボッ
ト拡張ユニットが 1つの共用バスにあり，ベース・ユニットの 2台のテー
プ・ドライブが別々の共用バス上にあります。データ・ユニットにはテー
プ・ドライブがなく，テープ・カートリッジのみが格納されるので，共用
SCSIバスには接続されません。この図には，パス・スルー・メカニズム，お
よびライブラリ・ロボット・モータへのケーブルは示されていません。

ユニットのケーブル接続の詳細については， 9.6.2.1.2 項を参照してくださ
い。拡張モジュール上のロボット制御を除いて，ラックマウント TL881ま
たは TL891 DLTミニライブラリのケーブル接続は，テーブルトップ・ユ
ニットの場合と同じです。

9–54 テープ・ドライブを使用する共用バスの構成



図 9–10: TL891 DLTミニライブラリのラックマウント構成
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表 9–15に，図 9–10のクラスタの作成に使用する構成要素を示します。
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表 9–15: 図 9–10の構成に使用するハードウェア構成要素

図中の丸で囲んだ番号 説明

1 BN38C または BN38D ケーブルa

2 BN37A ケーブルb

3 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

4 H8863-AA VHDCI ターミネータ

5 BN21W-0B Y ケーブル

6 H879-AA ターミネータ

7 328215-00X，BN21K，BN21L，または
BN31G ケーブルc

a1 つの SCSI バス・セグメント上の BN38C (または BN38D) ケーブルの最大長は 25 m (82 フィート)
以下にする必要があります。
bBN37A ケーブルの最大長は 25 m (82フィート) 以下にする必要があります。
cこれらのケーブルを組み合わせたときの最大長は 25 m (82フィート)以下にする必要があります。

9.6.2.2.2 ベース・ユニットの拡張ユニットへのスレーブ構成

TL881/TL891ベース・ユニットはスタンドアロン・システム構成として出荷
されます。これらのユニットをミニライブラリ拡張ユニットと組み合わせて
使用する場合，拡張ユニットから各ベース・ユニットのロボットを制御する
必要があります。したがって，ベース・ユニットは拡張ユニットのスレーブ
として構成する必要があります。

ハードウェアおよびケーブルのインストール後，ミニライブラリ・システムの
拡張ユニットの電源を初めて投入する前に，システムの各ベース・ユニット
をスレーブとして再構成する必要があります。ベース・ユニットをスレーブ
として再構成しなければ，ミニライブラリ・システムの電源を投入したとき
に，拡張ユニットがベース・ユニット・ロボットの制御権を取得できません。

TL881/TL891ベース・ユニットをミニライブラリ拡張ユニットのスレーブ
として再構成するには，システムの各ベース・ユニットで以下の手順を実
行します。

1. 再構成する TL881/TL891ベース・ユニットの電源スイッチを入れます。
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____________________ 注意 ___________________

拡張ユニットの電源は入れないでください。すべてのベー
ス・ユニットをスレーブとして再構成する作業が完了するま
で，拡張ユニットの電源は切っておく必要があります。

一連の自己診断が実行された後，次の省略時の画面がベース・モジュー
ルの制御パネルに表示されます。

DLT0 Idle
DLT1 Idle
Loader Idle
0> _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ <9

省略時の画面には，テープ・ドライブの状態，ローダ，およびこの
ベース・ユニットに存在するカートリッジの数が表示されます。下線
の部分に矩形が表示された場合，その位置にカートリッジが存在す
ることを示します。

2. [Enter]ボタンを押してメニュー・モードに入ります。[Main Menu]が
表示されます。

3. 下向き矢印ボタンを押して [Configure Menu]項目を選択します。次に
[Enter] ボタンを押します。

____________________ 注意 ___________________

制御パネルの上向きおよび下向き矢印にはオートリピート機
能があります。いずれかのボタンを 0.5秒を超えて押し続け
ると，そのボタンを 1秒あたり約 4回押すのと同じ操作にな
ります。ボタンを放すとオートリピートは無効になります。

4. 下向き矢印ボタンを押して [Set Special Config] メニューを選択し，
[Enter] ボタンを押します。

5. 下向き矢印ボタンを繰り返し押して [Alternate Config]項目を選択し，
[Enter] ボタンを押します。

6. 下向き矢印ボタンを押して，[alternate configuration] を [default
(Standalone)]から [Slave]に変更します。[Enter]ボタンを押します。

7. 選択値の点滅が止み，制御パネルに「リブートするまで変更は有効にな
らない」旨が表示されたら，[Enter] ボタンを押します。
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8. [Special Configuration]メニューが再表示されたら，電源スイッチを切
り，再び電源を入れます。これでベース・ユニットは，拡張ユニットの
スレーブとして再構成されました。

9. 拡張ユニットのスレーブとなる各 TL881/TL891ベース・ユニットで上
記の手順を繰り返します。

9.6.2.2.3 TL881/TL891 DLTミニライブラリの電源投入

TL881または TL891 DLTミニライブラリの電源を入れるときは，拡張ユ
ニットの電源投入を，ベース・ユニットおよびデータ・ユニットの電源投入
と同時，またはその後に行う必要があります。拡張ユニットの電源を先に入
れると，モジュールの目録が不正確になり，システムおよびホストから全部
または一部のモジュールの内容にアクセスできなくなる可能性があります。

拡張ユニットは，起動した後，拡張ユニット・インタフェース経由で各ベー
ス・ユニットおよびデータ・ユニットと通信し，ベース・ユニットの数，
テープ・ドライブ，データ・ユニット，および各ベース・ユニットとデー
タ・ユニットに存在するカートリッジに関する目録を作成します。このよ
うにしてミニライブラリの構成を決定した後，拡張ユニットは各ベース・
ユニットおよびデータ・ユニットと通信し，それらのベース・ユニットま
たはデータ・ユニットに対してどのカートリッジ・グループが割り当てら
れているかを通知します。

拡張モジュールと各ベース・ユニットおよびデータ・ユニット間の初期化
時の通信がすべて完了すると，各ベース・ユニットおよびデータ・ユニッ
トには，再マップされたカートリッジ目録に従って，そのカートリッジ番
号が表示されます。

9.6.2.2.4 ラックマウント TL881/TL891 DLTミニライブラリの SCSI IDの設定

ベース・ユニットをスレーブとして再構成し終えても，各ベース・ユニット
の制御パネルにはテープ・ドライブの状態とエラー情報が表示されたままで
す。制御機能はすべて拡張ユニットの制御パネルから実行します。これに
は，各テープ・ドライブの SCSI IDの設定も含まれます。
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TL881/TL891 DLTミニライブラリ・ラックマウント構成のテープ・ドライ
ブの SCSI IDを設定するには，次の手順に従います。

1. ミニライブラリの電源を投入します。拡張ユニットの電源投入は，必
ずベースおよびデータ・ユニットの電源投入後，またはそれと同時
に行ってください。

2. 電源投入時自己診断 (POST)が終了し，拡張ユニットおよび各ベース・ユ
ニットとデータ・ユニットに省略時の画面が表示されるまで待ちます。

3. 拡張ユニットの制御パネルで [Enter]ボタンを押し，[Main Menu]を表
示します。

4. 下向き矢印ボタンを押して [Configure Menu] 項目を選択し，次に
[Enter]ボタンを押して [Configure]サブメニューを表示します。

5. 下向き矢印ボタンを押して [Set SCSI] 項目を選択し，[Enter] ボタ
ンを押します。

6. 上向きまたは下向き矢印ボタンを押して，SCSIバス IDを変更したい
テープ・ドライブ (DLT0 Bus ID:，DLT1 Bus ID:，DLT2 Bus ID:な
ど)，またはライブラリ・ロボット (Library Bus ID:)を選択します。
ベース・ユニットが 3つある構成で，各ベース・ユニットに 2つのテー
プ・ドライブがある場合，上のベース・ユニットには DLT0と DLT1
が，その下のベース・ユニットには DLT2と DLT3が，一番下のベー
ス・ユニットには DLT4と DLT5がそれぞれ格納されます。拡張ユニッ
トによって再構成された後の省略時の SCSI IDは次のとおりです。

• Library Bus ID: 0

• DLT0 Bus ID: 1

• DLT1 Bus ID: 2

• DLT2 Bus ID: 3

• DLT3 Bus ID: 4

• DLT4 Bus ID: 5

• DLT5 Bus ID: 6

7. SCSI IDを変更したい項目を選択し，[Enter]ボタンを押します。

8. 上向きおよび下向き矢印を使って目的の SCSI IDを選択します。[Enter]
ボタンを押して新しい選択値を保存します。
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9. [Esc]ボタンを 1回押して [Set SCSI] サブメニューに戻り，別のテー
プ・ドライブまたはライブラリ・ロボットを選択した後，手順 6～8を
繰り返して SCSI ID を設定します。

10. 他の項目を構成したい場合は，[Esc]ボタンを押して [Configure]サブメ
ニューを表示し，構成する項目を選択します。構成する項目ごとにこ
の手順を繰り返してください。

11. 構成する項目がなくなったら，[Esc] ボタンを押して，省略時の画面を
表示してください。

______________________ 注意 _____________________

SCSI ID を設定するのに電源を切断・再投入する必要はあり
ません。

9.7 Compaq ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリ

この節では，ESL9326D エンタープライズ・ライブラリを TruCluster
Serverの共用 SCSIバスで使用するための概要とハードウェア構成情報に
ついて説明します。

9.7.1 一般的な概要

Compaq StorageWorks ESL9326D エンタープライズ・ライブラリは，
Compaq ESL9000シリーズ・テープ・ライブラリで最初のビルディング・
ブロックです。

ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリについての詳しい説明は，次の
Compaq StorageWorks ESL9000シリーズ・テープ・ライブラリのマニュ
アルを参照してください。

• 『Unpacking Guide』

• 『Reference Guide』

• 『Maintenance and Service Guide』

• 『ESL9326 Tape Drive Upgrade Guide』

• 『Pass-Through Mechanism Installation Guide』
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これらのテープ・デバイスは，KZPSA-BB および KZPBA ホス
ト・バス・アダプタによる共用 SCSI バス上での使用に適してい
ます。ホスト・バス・アダプタがシステムでサポートされている
ことを，以下の URL のオプション・リストで確認してください。
http://www.compaq.com/alphaserver/products/options.html

9.7.2 ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリの概要

ESL9326D エンタープライズ・ライブラリは，6から 16台の Fast-Wide
ディファレンシャル・テープ・ドライブを装備した，企業向けの自動デジタ
ル・リニア・テープ (DLT)ライブラリです。このテープ・ライブラリでは，
35/70 DLT (DS-TZ89N-AV)ディファレンシャル・テープ・ドライブが採用さ
れています。SCSI バス・コネクタは高密度 68ピンです。

ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリは，固定されたストレージ・アレ
イの中 (背面の壁，左扉の内側，右扉の内側)に DLTカートリッジ 326本を
収容できます。DLT Tape IV カートリッジを非圧縮で使用した場合のスト
レージ容量は 11.4 TBです。DLT Tape IVカートリッジのほかに，DLT Tape
IIIと DLT Tape IIIXTカートリッジも使用できます。

ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリは，テープ・ドライブの数に基づ
いて 7つの異なる注文番号から選択できます。

注文番号 テープ・ドライブの数

146205-B21 0

146205-B23 6

146205-B24 8

146205-B25 10

146205-B26 12

146205-B27 14

146205-B28 16

テープ・ライブラリは，注文番号 146209-B21にアップグレードすることも
できます。 146209-B21 では 35/70 DLTテープ・ドライブが 1台追加され
ます。詳しい情報が必要な場合は，Compaq StorageWorks の『ESL9326
Tape Drive Upgrade Guide』を参照してください。

最大 5台の ESL9000シリーズ・テープ・ライブラリを，パス・スルー・メ
カニズム (注文番号 161268-B21)を用いて接続することができます。テー
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プ・ライブラリを接続したときに，サポートされるテープ・ドライブ数は，
ESL9326D の QuickSpecs で確認してください。また，パス・スルー・
メカニズムについての詳細は，Compaq StorageWorks の『Pass-Through
Mechanism Installation Guide』を参照してください。

9.7.3 共用 SCSI バスで使用するための ESL9326D エンタープライ
ズ・ライブラリの準備

ESL9326D エンタープライズ・ライブラリには，ライブラリ・ロボット
(ロボット・コントローラ) と 6 から 16 台の 35/70 DLT (DS-TZ89N-AV)
Fast-WideディファレンシャルDLTテープ・ドライブが装備されています。

テープ・デバイスは，KZPSA-BBまたは KZPBAホスト・バス・アダプタを
使った共用バス上でだけ使用できます。

______________________ 注意 _____________________

ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリでは，内部の各 SCSI
バス上に 2台の 35/70 DLTテープ・ドライブがケーブル接続され
ています。ロボット・コントローラはテープ・ドライブ 0と 1に
接続されます。2と 3，4と 5，6と 7など，その他のテープ・ド
ライブのペアも内部で互いにケーブル接続されています。

ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリでは，SCSI バスの不
足に備えて，SCSI バス・ジャンパ・ケーブルが余分に付属して
います。ジャンパ・ケーブルで SCSI バス同士を接続すると，
同一の SCSIバス上に 4台のテープ・ドライブを設置すること
が可能です。

ただし，1つの共用バス上に接続する 35/70 DLTテープ・ドライ
ブは，2台までにすることをお勧めします。

また，テープ・ドライブの接続された共用バス上にストレージを
接続しないこともお勧めします。

以降の各項で，ESL9326D エンタープライズ・ライブラリの準備方法につ
いて，さらに詳しく説明します。
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9.7.3.1 ESL9326D エンタープライズ・ライブラリのライブラリ・ロボットとテー
プ・ドライブに必要なファームウェア

TruCluster Serverをサポートするファームウェアの最低バージョンは，ライ
ブラリ・エレクトロニクス・ファームウェア V1.22です。

35/70 DLT テープ・ドライブには，V97 またはそれ以降のファームウェア
が必要です。ファームウェアは，V80 の状態から V97にアップグレードす
る必要があります。

9.7.3.2 ライブラリ・ロボットとテープ・ドライブの SCSI ID

図 9–11は，ライブラリ・ロボットとテープ・ドライブに設定されている省
略時の SCSI IDを示しています。システム構成上の必要条件から省略時の
SCSI IDの変更が必要な場合は，Compaq StorageWorks ESL9000シリーズ
のテープ・ライブラリの『Reference Guide』の手順を参照してください。

9.7.3.3 ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリの内部ケーブル接続

ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリでは，省略時の設定で 1つの内
部 SCSIバス上に 2台の 35/70 DLTテープ・ドライブがケーブル接続され
ています。

図 9–11は，16台のテープ・ドライブを装備した ESL9326Dエンタープライ
ズ・ライブラリの省略時の内部ケーブル接続を示しています。テープ・ド
ライブのペアが内部で互いに接続され，1本の SCSIバス上に 2台のドラ
イブが設置されています。ドライブ数が少ないモデルでも，内部はすべて
同様にケーブル接続されています。存在しないドライブのターミネータは
SCSIバルクヘッドに取り付けられていません。
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図 9–11: ESL9326D の内部ケーブル接続
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______________________ 注意 _____________________

各内部ケーブルの最大長は 2.5 m (8.2 フィート) です。SCSI バ
ス・ケーブルを注文する際は，SCSI バスごとに 2本ずつある内部
ケーブルの長さも考慮する必要があります。

ディファレンシャル SCSIバスのセグメントの最大長は 25 m (82
フィート)で，ESL9326D内部の SCSIバス長は 5 m (16.4フィー
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ト)です。したがって，外部 SCSIバス・ケーブルの長さは最大
20 m (65.6フィート)に制限されます。

9.7.3.4 共用 SCSIバスへの ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリの接続

ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリには，テープ・ドライブのペアご
とに 5 m (16.4フィート)の内部 SCSIケーブルが使用されています。そのた
め，共用バス上の他のデバイスのように，トライリンク・コネクタや Yケー
ブルを使用して，テープ・ライブラリの外部で SCSIバスを終端することは
できません。各 SCSIバスは，SCSIバルクヘッド上の SCSIコネクタにター
ミネータを取り付けることによって，SCSIバスの最後で終端しなければなり
ません。したがって，TruCluster Server構成では，ESL9326D エンタープ
ライズ・ライブラリを必ず共用バスの終端に設置する必要があります。

______________________ 注意 _____________________

ディスク・ストレージ・デバイスは，テープ・ライブラリとは異
なる共用 SCSIバス上に設置することをお勧めします。

328215-001 (5 m; 16.4 フィート)，328215-002 (10 m; 32.8 フィート)，
328215-003 (15 m; 49.2 フィート)，328215-004 (20 m; 65.6 フィート)，
BN21K (BN21L) ケーブルの中から適切な長さのケーブルを選択して，
ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリを共用バスに接続します。共用
バス全体では，ESL9326D 内部ケーブルを含めて 25 m (82 フィート) 以
上のケーブルは使用しないでください。各 SCSI バスは，330563-001 (ま
たは H879-AA) HD-68 ターミネータで終端します。表 9–16 に示されて
いる SCSIバルクヘッドの SCSIコネクタにケーブルとターミネータを接
続して，共用バスを構成します。
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表 9–16: ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリにおける共用 SCSIバ
ス・ケーブルとターミネータの接続

共用 SCSI バス上の
テープ・ドライブ

SCSI ケーブルを接続
するコネクタ

HD-68 ターミネータを
取り付けるコネクタ

0，1，ライブラリ・ロボットa Q B

2，3 C D

4，5 E F

6，7 G H

8，9 I J

10，11 K L

12，13 M N

14，15 O P

aSCSIコネクタ Rと Aの間に 30 cm (11.8インチ)のジャンパ・ケーブル (注文番号 330582-001)を接続して，
テープ・ドライブ 0および 1 と同じ SCSIバス上にライブラリ・ロボットを設置します。

______________________ 注意 _____________________

ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリには，テープ・ドライ
ブのペア (1つの SCSIバス)ごとに 1個の 330563-001 HD68ター
ミネータが付属しています。キットには，テープ・ドライブ 0
および 1とライブラリ・ロボットの接続用に少なくとも 1本の
330582-001ジャンパ・ケーブルが同梱されています。

ホスト・バス・アダプタの不足から，1つの SCSIバス上に 3台以
上のテープ・ドライブを接続しなければならない場合に備えて (た
だし，この構成は推奨しない)，7台以上のテープ・ドライブが装
備されたテープ・ライブラリには 330582-01 ジャンパ・ケーブ
ルが余分に付属しています。
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10
外部終端を使用するシステムの構成

この章では，旧式の外部終端を使用している共用 SCSIストレージにアク
セスする必要がある場合に TruCluster Serverクラスタの各システムを準
備する方法について説明します。

この章で説明するのは，デバイスのインストール方法の詳細ではなく，
TruCluster Server製品としてのハードウェアのセットアップ方法だけです。
したがって，個々のハードウェアの具体的なインストール方法を説明した
マニュアルが別途必要です。通常，このようなマニュアルはそれぞれの
ハードウェアに付属しています。

クラスタ内のすべてのシステムは，クラスタ・インターコネクト (Memory
Channelまたはプライベート LAN)経由で接続する必要があります。すべて
のメンバを共用バスに接続する必要はありませんが，クラスタ単位のルー
ト (/)，/usr，および /varの各ファイル・システム，すべてのメンバ・
ブート・ディスク，およびクォーラム・ディスク (使用する場合)は，共用バ
ス上に配置することをお勧めします。本書で説明する構成はすべて，共用
バスの使用を前提にしています。

ここから先に進む前に， 4.1 節， 4.2 節，および 4.3 節の最初の 2つの
段落を復習してください。

10.1 PCI SCSIアダプタを使用する TruCluster Serverハー
ドウェアのインストール

以降の各項では，KZPSA-BBまたは KZPBAホスト・バス・アダプタをイン
ストールし，旧方式の外部終端を使用して，TruCluster Serverクラスタに構
成する方法について説明します。

ここでの説明は，ホスト・バス・アダプタ，クラスタ・インターコネクト，
ネットワーク・アダプタをインストールした後，第 11 章の説明に従って，
使用するストレージ・サブシステムを構成し，ケーブルを接続することを
前提としています。システム・ハードウェア，つまり KZPSA-BBまたは
KZPBA ホスト・バス・アダプタ，Memory Channel ハブ，またはイーサ
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ネットのハブやスイッチを含むクラスタ・インターコネクト，ケーブル，お
よびネットワーク・アダプタのインストールが完了していれば，ホスト・バ
ス・アダプタをストレージ・サブシステムに接続できます。

表 10–1に示す手順に従って，TruCluster Serverハードウェアのインスト
レーション・プロシージャを開始してください。クラスタ・インターコネク
ト・ハードウェア，冗長ネットワーク・アダプタ (使用できる場合)，および
KZPSA-BBまたは KZPBA SCSIアダプタをすべて同時にインストールす
ると，作業時間を短縮できます。

特定の SCSIホスト・バス・アダプタに関する参照先のマニュアルの指示
や，参照先の表の手順に従い，参照先の表での手順が完了したら，適切な表
に戻って作業を続行してください。

ホスト・バス・アダプタ，クラスタ・インターコネクト・ハードウェア，
ネットワーク・アダプタのインストールが終了したら，第 11 章を参照し
て，クラスタ・メンバ・システムを共用ストレージに接続してください。

______________________ 警告 _____________________

静電気により，モジュールや電子部品が損傷することがあります。
モジュールを取り扱う際は，接地された静電気防止用リスト・スト
ラップを使用し，接地された床面で作業することをお勧めします。

表 10–1: PCI SCSI アダプタを使用する場合の TruCluster Server ハード
ウェアの構成

手順 作業 参照先

1 次のクラスタ・インターコネクト・ハー
ドウェアをインストールします。

—

Memory Channel モジュール，ケー
ブル，およびハブ (ハブが必要な場
合) をインストールします。

第 5 章a

プライベート LAN のイーサネット
のアダプタ，ハブまたはスイッチを
インストールします。

第 6 章

2 イーサネットまたは FDDIのネットワー
ク・アダプタをインストールします。

該当するイーサネットまたは
FDDI アダプタのユーザ・ガ
イド，および該当するシステ
ムのユーザ・ガイド
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表 10–1: PCI SCSI アダプタを使用する場合の TruCluster Server ハード
ウェアの構成 (続き)

手順 作業 参照先

ATM を使用する場合は，ATM アダ
プタをインストールします。

ATM アダプタに付属する
マニュアルを参照

3 各メンバ・システムの共用 SCSI バ
スごとに，KZPSA-BB PCI SCSI アダ
プタまたは KZPBA UltraSCSI アダプ
タをインストールします。

10.1.1 項および表 10–2

aこの時点で，追加の KZPSA-BBまたは KZPBA SCSIアダプタ，または予備のネットワーク・アダプタを
インストールする場合は，すべてのハードウェアのインストールが完了するまで，Memory Channelのテ
ストを行わないでください。

10.1.1 旧式の外部終端を使用する KZPSA-BBまたは KZPBAのインス
トール

表 10–2の手順を実行して，旧方式の外部終端と Yケーブルを使う TruCluster
Serverクラスタ用に，KZPSA-BBまたは KZPBAをセットアップします。

表 10–2: 外部終端を使用する KZPSA-BBまたは KZPBAのインストール

手順 作業 参照先

1 KZPSA-BB の内部終端抵抗，Z1，Z2，Z3，
Z4，および Z5 を取り外します。

10.1.3.4 項，図 10–1，
および『KZPSA
PCI-to-SCSI Storage
Adapter Installation
and User’s Guide』

KZPBA の 8 個の内部終端抵抗 SIP，RM1～
RM8 を取り外します。

4.3.3.3 項，図 4–1，
および『KZPBA-CB
PCI-to-Ultra SCSI
Differential Host
Adapter User’s Guide』

2 メンバ・システムの電源を切断します。共用バ
スとして使用される論理バスに対応する PCI
スロットに，KZPSA-BB PCI-to-SCSI バス・
アダプタまたは KZPBA UltraSCSI ホスト・
アダプタをインストールします。アダプタの
数がシステムの制限内で，インストール場所
が適切であることを確認します。

『KZPSA PCI-to-SCSI
Storage Adapter
Installation and
User’s Guide』，お
よび『KZPBA-CB
PCI-to-Ultra SCSI
Differential Host
Adapter User’s Guide』

3 各 KZPSA-BBまたは KZPBAホスト・アダプタ
に BN21W-0B Y ケーブルを接続します。

—
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表 10–2: 外部終端を使用する KZPSA-BB または KZPBA のインストー
ル (続き)

手順 作業 参照先

4 共用バスの端に配置するメンバ・システムの
BN21W-0B Y ケーブルの一方の脚に H879-AA
ターミネータをインストールします。

—

5 システムの電源を投入し，システムの SRM コ
ンソール・ファームウェアおよび KZPSA-BB
ホスト・バス・アダプタのファームウェアを
アップデートします。アップデートには，
最新の「Alpha Systems Firmware Update」
CD-ROM を使用します。

システムのファーム
ウェア・リリース・
ノート ( 4.2 節)，お
よび 10.1.3.5 項

_____________________ 注意 _____________________
SRMコンソール・ファームウェアには，ISP1020/1040ベースの PCI
オプション・ファームウェアが含まれており，このオプション・ファー
ムウェアに KZPBAが含まれています。SRM コンソール・ファーム
ウェアをアップデートすると，KZPBAファームウェアのアップデー
トが可能になります。電源をリセットすると，SRMコンソールが，
KZPBAアダプタ・ファームウェアをコンソールのシステム・フラッ
シュ ROMから NVRAMにロードし，KZPBA PCI-to-Ultra SCSIアダ
プタを含むすべての Qlogic ISP1020/1040 ベースの PCIオプション
が設定されます。

6 show configおよび show deviceコンソール・
コマンドを使用して，インストール済みのデバイ
ス，および AlphaServerシステム上の KZPSA-BB
または KZPBAについての情報を表示します。表
示内容から「KZPSA」または「pk*」を探し，ど
のデバイスが KZPSA-BB かを調べます。show
config の出力から「QLogic ISP10x0」を，
show deviceの出力から「pk」または「isp」
を探し，どのデバイスがKZPBAかを調べます。

10.1.2 項，および
例 10–1～例 10–4

7 show pk*または show isp* コンソール・コマ
ンドを使用して KZPSA-BBまたは KZPBA のコ
ンソール環境変数の状態を調べてから，setコン
ソール・コマンドを使って KZPSA-BB のバス速
度を Fastに，終端電源をオンに設定し，KZPSA
または KZPBAの SCSIバス IDを指定します。

10.1.3.1 項～
10.1.3.3 項，および
例 10–6～例 10–9
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表 10–2: 外部終端を使用する KZPSA-BB または KZPBA のインストー
ル (続き)

手順 作業 参照先

_____________________ 注意 _____________________
使用する SCSI ID が，同じ共用バス上のほかのすべての SCSI IDと
異なっていることを確認してください。他の SCSI ID を覚えていな
い，あるいは記録していない場合は，それらの SCSI ID を調べる
必要があります。

1つの SCSIバス上に同じ SCSI IDを持つ複数の SCSIアダプタがある
と，デバイスにアクセスできないなどの問題が発生します。

8 他のメンバ・システム上にあって，同じ共
用バスにインストールされる残りのすべて
の KZPSA-BB または KZPBA について，
手順 1～7 を繰り返します。

—

9 次のストレージに必要な残りの SCSIバス・ハー
ドウェア (DWZZA (B)，RAID アレイ 3000，ス
トレージ・シェルフ，ケーブル，およびター
ミネータ) をインストールします。

11.4 節

BA350 ストレージ・シェルフ 11.3.1 項，
11.4.1.1 項，および
11.4.3.1 項

非 UltraSCSI BA356 ストレージ・シェルフ 11.3.2.1 項，
11.4.1.2 項，および
11.4.3.2 項

UltraSCSI BA356 ストレージ・シェルフ 11.3.2.2 項，
11.4.1.3 項，および
11.4.3.3 項

RAID アレイ 3000 11.4.4 項

10 共用バスにテープ・デバイスのハードウェアと
ケーブルを次のようにインストールします。

第 9 章

TL891 ミニライブラリ 9.1 節

TL890と TL891ミニライブラリの組み合わせ 9.2 節

TL894 9.3 節

TL895 9.4 節

TL893/TL896 9.5 節
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表 10–2: 外部終端を使用する KZPSA-BB または KZPBA のインストー
ル (続き)

手順 作業 参照先

TL881/TL891 DLT ミニライブラリ 9.6 節

Compaq ESL9326Dエンタープライズ・ライブラリ 9.7 節

_____________________ 注意 _____________________
テープ・デバイスを共用バスにインストールする場合は，個々のテー
プ・デバイスが共用バスに対してどのように作用するかを理解し
ておくことが必要です。

TL893，TL894，TL895，TL896，および ESL9326Dには長い内部
SCSIケーブルがあるため，トライリンク/ターミネータの組み合わせに
よる外部終端を設定することができません。

これらのテープ・ライブラリは，共用バスの端に接続する必要があ
ります。

テープ・デバイスは，別個の共用バスにまとめて配置するようにお
勧めします。

10.1.2 showコンソール・コマンドによる KZPSA-BBおよび KZPBA
アダプタの表示

show configおよび show deviceコンソール・コマンドを使用してシス
テム構成を表示します。これらのコマンドの出力から，KZPSA-BBまたは
KZPBAデバイスとその SCSIバス IDを識別できます。

例 10–1に，AlphaServer 4100システムの show configコンソール・コマ
ンドの出力例を示します。

例 10–1: AlphaServer 4100 の構成表示

P00>>> show config
Compaq Computer Corporation

AlphaServer 4x00

Console V5.1-3 OpenVMS PALcode V1.19-14, Tru64 UNIX PALcode V1.21-22

Module Type Rev Name
System Motherboard 0 0000 mthrbrd0
Memory 64 MB SYNC 0 0000 mem0
Memory 64 MB SYNC 0 0000 mem1
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例 10–1: AlphaServer 4100 の構成表示 (続き)

Memory 64 MB SYNC 0 0000 mem2
Memory 64 MB SYNC 0 0000 mem3
CPU (4MB Cache) 3 0000 cpu0
CPU (4MB Cache) 3 0000 cpu1
Bridge (IOD0/IOD1) 600 0021 iod0/iod1
PCI Motherboard 8 0000 saddle0

Bus 0 iod0 (PCI0)
Slot Option Name Type Rev Name
1 PCEB 4828086 0005 pceb0
2 S3 Trio64/Trio32 88115333 0000 vga0
3 DECchip 21040-AA 21011 0024 tulip0
4 DEC KZPSA 81011 0000 pks1
5 DEC PCI MC 181011 000B mc0

Bus 1 pceb0 (EISA Bridge connected to iod0, slot 1)
Slot Option Name Type Rev Name

Bus 0 iod1 (PCI1)
Slot Option Name Type Rev Name
1 NCR 53C810 11000 0002 ncr0
2 NCR 53C810 11000 0002 ncr1
3 QLogic ISP1020 10201077 0005 isp0
4 QLogic ISP1020 10201077 0005 isp1
5 DEC KZPSA 81011 0000 pks0

例 10–2に，AlphaServer 4100システムの show deviceコンソール・コマ
ンドの出力例を示します。

例 10–2: AlphaServer 4100 のデバイス表示

P00>>> show device
polling ncr0 (NCR 53C810) slot 1, bus0 PCI, hose 1 SCSI Bus ID 7
dka500.5.0.1.1 Dka500 RRD45 1645
polling ncr1 (NCR 53C810) slot 2, bus0 PCI, hose 1 SCSI Bus ID 7
dkb0.0.0.2.1 DKb0 RZ29B 0007
dkb100.1.0.2.1 DKb100 RZ29B 0007
polling isp0 (QLogic ISP1020) slot 3, bus 0 PCI, hose 1 SCSI Bus ID 7
dkc0.0.0.3.1 DKc0 HSZ80 V83Z
dkc1.0.0.3.1 DKc1 HSZ80 V83Z
dkc2.0.0.3.1 DKc2 HSZ80 V83Z
dkc3.0.0.3.1 DKc3 HSZ80 V83Z
dkc4.4.0.3.1 DKc4 HSZ80 V83Z
dkc5.0.0.3.1 DKc5 HSZ80 V83Z
dkc6.0.0.3.1 DKc6 HSZ80 V83Z
dkc100.1.0.3.1 DKc100 RZ28M 0568
dkc200.2.0.3.1 DKc200 RZ28M 0568
dkc300.3.0.3.1 DKc300 RZ28 442D
polling isp1 (QLogic ISP1020) slot 4, bus 0 PCI, hose 1 SCSI Bus ID 7
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例 10–2: AlphaServer 4100 のデバイス表示 (続き)

dkd0.0.0.4.1 DKd0 HSZ80 V83Z
dkd1.0.0.4.1 DKd1 HSZ80 V83Z
dkd2.0.0.4.1 DKd2 HSZ80 V83Z
dkd100.1.0.4.1 DKd100 RZ26N 0568
dkd200.1.0.4.1 DKd200 RZ26 392A
dkd300.1.0.4.1 DKd300 RZ26N 0568
polling kzpsa0 (DEC KZPSA) slot 5, bus 0 PCI, hose 1 TPwr 1 Fast 1 Bus ID 7
kzpsa0.7.0.5.1 dke TPwr 1 Fast 1 Bus ID 7 L01 A11
dke100.1.0.5.1 DKe100 RZ28 442D
dke200.2.0.5.1 DKe200 RZ26 392A
dke300.3.0.5.1 DKe300 RZ26L 442D
polling floppy0 (FLOPPY) pceb IBUS hose 0
dva0.0.0.1000.0 DVA0 RX23
polling kzpsa1 (DEC KZPSA) slot 4, bus 0 PCI, hose 0 TPwr 1 Fast 1 Bus ID 7
kzpsa1.7.0.4.1 dkf TPwr 1 Fast 1 Bus ID 7 E01 A11
dkf100.1.0.5.1 DKf100 RZ26 392A
dkf200.2.0.5.1 DKf200 RZ28 442D
dkf300.3.0.5.1 DKf300 RZ26 392A
polling tulip0 (DECchip 21040-AA) slot 3, bus 0 PCI, hose 0
ewa0.0.0.3.0 00-00-F8-21-0B-56 Twisted-Pair

例 10–3に，AlphaServer 8200システムの show configコンソール・コマ
ンドの出力例を示します。

例 10–3: AlphaServer 8200 の構成表示

>>> show config
Name Type Rev Mnemonic

TLSB
4++ KN7CC-AB 8014 0000 kn7cc-ab0
5+ MS7CC 5000 0000 ms7cc0
8+ KFTIA 2020 0000 kftia0

C0 Internal PCI connected to kftia0 pci0
0+ QLogic ISP1020 10201077 0001 isp0
1+ QLogic ISP1020 10201077 0001 isp1
2+ DECchip 21040-AA 21011 0023 tulip0
4+ QLogic ISP1020 10201077 0001 isp2
5+ QLogic ISP1020 10201077 0001 isp3
6+ DECchip 21040-AA 21011 0023 tulip1

C1 PCI connected to kftia0
0+ KZPAA 11000 0001 kzpaa0
1+ QLogic ISP1020 10201077 0005 isp4
2+ KZPSA 81011 0000 kzpsa0
3+ KZPSA 81011 0000 kzpsa1
4+ KZPSA 81011 0000 kzpsa2
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例 10–3: AlphaServer 8200 の構成表示 (続き)

7+ DEC PCI MC 181011 000B mc0

例 10–4に，AlphaServer 8200システムの show deviceコンソール・コマ
ンドの出力例を示します。

例 10–4: AlphaServer 8200 のデバイス表示

>>> show device
polling for units on isp0, slot0, bus0, hose0...
polling for units on isp1, slot1, bus0, hose0...
polling for units on isp2, slot4, bus0, hose0...
polling for units on isp3, slot5, bus0, hose0...
polling for units kzpaa0, slot0, bus0, hose1...
pke0.7.0.0.1 kzpaa4 SCSI Bus ID 7
dke0.0.0.0.1 DKE0 RZ28 442D
dke200.2.0.0.1 DKE200 RZ28 442D
dke400.4.0.0.1 DKE400 RRD43 0064

polling for units isp4, slot1, bus0, hose1...
dkf0.0.0.1.1 DKF0 HSZ80 V83Z
dkf1.0.0.1.1 DKF1 HSZ80 V83Z
dkf2.0.0.1.1 DKF2 HSZ80 V83Z
dkf3.0.0.1.1 DKF3 HSZ80 V83Z
dkf4.0.0.1.1 DKF4 HSZ80 V83Z
dkf5.0.0.1.1 DKF5 HSZ80 V83Z
dkf6.0.0.1.1 DKF6 HSZ80 V83Z
dkf100.1.0.1.1 DKF100 RZ28M 0568
dkf200.2.0.1.1 DKF200 RZ28M 0568
dkf300.3.0.1.1 DKF300 RZ28 442D

polling for units on kzpsa0, slot 2, bus 0, hose1...
kzpsa0.4.0.2.1 dkg TPwr 1 Fast 1 Bus ID 7 L01 A11
dkg0.0.0.2.1 DKG0 HSZ80 V83Z
dkg1.0.0.2.1 DKG1 HSZ80 V83Z
dkg2.0.0.2.1 DKG2 HSZ80 V83Z
dkg100.1.0.2.1 DKG100 RZ26N 0568
dkg200.2.0.2.1 DKG200 RZ28 392A
dkg300.3.0.2.1 DKG300 RZ26N 0568

polling for units on kzpsa1, slot 3, bus 0, hose1...
kzpsa1.4.0.3.1 dkh TPwr 1 Fast 1 Bus ID 7 L01 A11
dkh100.1.0.3.1 DKH100 RZ28 442D
dkh200.2.0.3.1 DKH200 RZ26 392A
dkh300.3.0.3.1 DKH300 RZ26L 442D
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例 10–4: AlphaServer 8200 のデバイス表示 (続き)

polling for units on kzpsa2, slot 4, bus 0, hose1...
kzpsa2.4.0.4.1 dki TPwr 1 Fast 1 Bus ID 7 L01 A10
dki100.1.0.3.1 DKI100 RZ26 392A
dki200.2.0.3.1 DKI200 RZ28 442C
dki300.3.0.3.1 DKI300 RZ26 392A

10.1.3 コンソール環境変数の表示および KZPSA-BB および KZPBA
の SCSI ID の設定

ここでは，showコンソール・コマンドを使って pk*および isp*コンソー
ル環境変数を表示し，各 AlphaServerシステムで KZPSA-BBおよび KZPBA
の SCSI IDを設定する方法について説明します。以下の例は，実際のシステ
ムのガイダンスとして利用してください。

SCSIオプションとして使用されるコンソール環境変数は，システムによって
さまざまに異なります。また，環境変数のクラス (pk*，isp*など)には，内
部オプションと外部オプションの両方が表示される場合があります。

以下の例を，show configおよび show dev の例に示されたデバイス群
と比較して，共用バス上の KZPSA-BBデバイスまたは KZPBAデバイスを
識別してください。

10.1.3.1 KZPSA-BBおよび KZPBAの pk*と isp*コンソール環境変数の表示

使用するコンソール環境変数を調べるには，show pk*および show isp*

コンソール・コマンドを実行します。

例 10–5に，AlphaServer 4100の pkコンソール環境変数を示します。

例 10–5: AlphaServer 4100システムの pk*コンソール環境変数の表示

P00>>>show pk*
pka0_disconnect 1
pka0_fast 1
pka0_host_id 7

pkb0_disconnect 1
pkb0_fast 1
pkb0_host_id 7
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例 10–5: AlphaServer 4100システムの pk*コンソール環境変数の表示 (続き)

pkc0_host_id 7
pkc0_soft_term diff

pkd0_host_id 7
pkd0_soft_term on

pke0_fast 1
pke0_host_id 7
pke0_termpwr 1

pkf0_fast 1
pkf0_host_id 7
pkf0_termpwr 1

例 10–5の show pk*コマンドの出力を，例 10–1の show configコマンド
および例 10–2の show devコマンドの出力と比較してください。

例 10–1 は KZPSA-BB pks0 (PCI1 スロット 5) と pks1 (PCI0 スロット
4) を示しています。

例 10–2 は以下を示しています。

• NCR 53C810 SCSIコントローラは，ディスク DKa と DKbを備えた
ncr0および ncr1として示されています (pkaおよび pkb)。

• Qlogic ISP1020デバイス (KZPBA)は，ディスク DKcと DKdを備えた
isp0および isp1として示されています (pkcおよび pkd)。

• KZPSA-BBには，ディスク DKeと DKfがあります (pkeおよび pkf)。

例 10–5 には，2 つの pk*0_soft_term 環境変数が示されています。
pkc0_soft_termは「on」，pkd0_soft_termは「diff」です。

pk*0_soft_term環境変数は，16 ビット Wide SCSIバスを実装し，動的
終端を使用する QLogic ISP1020 SCSIコントローラを使用しているシステ
ムに適用されます。

QLogic ISP1020モジュールには 2つのターミネータがあり，1 つは下位 8
ビット用，もう 1 つは上位 8ビット用です。pk*0_soft_termは次の 5
つの値をとります。
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• off —下位 8ビットと上位 8ビットをともにオフにします。

• low —下位 8ビットをオンにし，上位 8ビットをオフにします。

• high —上位 8ビットをオンにし，下位 8ビットをオフにします。

• on —下位 8ビットと上位 8ビットをともにオンにします。

• diff —バスをディファレンシャル・モードにします。

KZPBAは Qlogic ISP1040モジュールであり，その終端設定は内部終端抵
抗 SIP の RM1～RM8 があるかどうかによって決まります。この場合，
pkc0_soft_term と pkd0_soft_term 環境変数は無意味であり，無視
してかまいません。

例 10–6 に，show ispコンソール・コマンドで表示した，AlphaServer
8x00上の KZPBAに適用されるコンソール環境変数を示します。

例 10–6: AlphaServer 8x00 システムの KZPBAに適用されるコンソール
変数の表示

P00>>> show isp*
isp0_host_id 7
isp0_soft_term on

isp1_host_id 7
isp1_soft_term on

isp2_host_id 7
isp2_soft_term on

isp3_host_id 7
isp3_soft_term on

isp5_host_id 7
isp5_soft_term diff

例 10–3および例 10–4には，5つの ispデバイス，isp0，isp1，isp2，
isp3，isp4が示されています。例 10–6では，show isp*コンソール・コ
マンドにより，isp0，isp1，isp2，isp3，isp5が表示されています。

コンソール環境変数を割り当てるコンソール・コードは，KZPAAを含む
すべての I/Oアダプタをカウントします。KZPAA は isp3より後のデバイ
スなので，論理上 isp4がナンバリングに組み込まれます。これに対し，
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show ispコンソール・コマンドは，KZPAAが QLogic 1020/1040クラスの
モジュールではないので，isp4をスキップします。

例 10–3 および例 10–4 は，isp0，isp1，isp2，および isp3 が内部
KFTIA PCIバス上のデバイスで，共用バス上にはないことを示しています。
ここでは isp5だけが KZPBAで，共用バス上にあります。その他の 3つの
共用バスでは，KZPSA-BBを使用しています。

例 10–7に，show pkコンソール・コマンドで表示した，AlphaServer 8x00
上の KZPSA-BBに適用されるコンソール環境変数を示します。

例 10–7: AlphaServer 8x00システムの KZPSA-BBに適用されるコンソール
変数の表示

P00>>> show pk*
pka0_fast 1
pka0_host_id 7
pka0_termpwr on

pkb0_fast 1
pkb0_host_id 7
pkb0_termpwr on

pkc0_fast 1
pkc0_host_id 7
pkc0_termpwr on

10.1.3.2 KZPBA の SCSI ID の設定

共用バス上の KZPBAのコンソール環境変数がわかったら，set コンソー
ル・コマンドを使用して SCSI IDを設定します。TruCluster Serverクラス
タでは，通常，1つを除くすべての KZPBA UltraSCSIアダプタに SCSI ID
を設定することが必要です。フェア・アービトレーションを有効に設定した
DS-DWZZH-05を使用する場合は，すべての KZPBA UltraSCSIアダプタに
SCSI ID を設定することが必要です。

______________________ 注意 _____________________

1つの SCSIバス上に同じ SCSI IDを持つ複数の SCSIアダプタが
あると，問題が発生します。
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DS-DWZZH-05を使用する場合，KZPBA UltraSCSI アダプタ
に SCSI ID 7 を割り当てることはできません。SCSI ID 7 は
DS-DWZZH-05で使用するために予約されているからです。

DS-DWZZH-05のフェア・アービトレーションを有効にする場合
は，ホスト・アダプタの SCSI IDとハブ・ポートに割り当てられ
た SCSI IDが一致する必要があります。SCSI IDの不一致または
重複は，ハブがハングする原因になります。

例 10–8に示すように，setコンソール・コマンドを使って KZPBAの SCSI
IDを設定します。この例では，例 10–5に示されている AlphaServer 4100
上の KZPBA pkdの SCSI IDを設定しています。

例 10–8: KZPBA SCSI バス ID の設定

P00>>> show pkd0_host_id
7
P00>>> set pkd0_host_id 6
P00>>> show pkd0_host_id
6

10.1.3.3 KZPSA-BBの SCSIバス ID，バス速度，および終端電源の設定

KZPSA-BB の SCSI ID が正しくない，またはファームウェア・アップ
デート・ユーティリティによって 7 にリセットされた場合，あるいは，
KZPSA-BBの速度を変更したり，終端電源を有効にする必要がある場合に
は，set コンソール・コマンドを使用します。

______________________ 注意 _____________________

終端電源を発生させるためには，すべての KZPSA-BBホスト・
バス・アダプタを有効にしてください。

次の例のように，setコマンドを使って SCSIバス IDを設定します。

>>> set pkn0_host_id #

n には，環境変数を適用する KZPSA-BB を指定します。nの値は，show

deviceおよび show pk*コンソール・コマンドから取得します。シャープ
記号 (#)にはその KZPSAに割り当てる SCSIバス IDを指定します。
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次の例のように，setコマンドを使ってバス速度を設定します。

>>> set pkn0_fast #

シャープ記号 (#)にはバス速度を指定します。低速は 0，高速は 1を指定
します。

次の例のように，setコマンドを使って SCSIバス終端電源を有効にします。

>>> set pkn0_termpwr on

例 10–9 に，現在の SCSI ID，バス速度，および終端電源の状態を調べた
のち，pkb0で表される KZPSA-BBの SCSI IDを 6に，バス速度を高速に
設定する方法を示します。

例 10–9: KZPSA-BBの SCSI バス ID と速度の設定

P00>>> show pkb*
pkb0_fast 0
pkb0_host_id 7
pkb0_termpwr on
P00>>> set pkb0_host_id 6
P00>>> set pkb0_fast 1
P00>>> show pkb0_host_id
6
P00>>> show pkb0_fast
1

10.1.3.4 KZPSA-BB および KZPBA の終端抵抗

KZPSA-BB の内部終端は，図 10–1 に示す終端抵抗 Z1～Z5 を取り外す
と無効になります。
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図 10–1: KZPSA-BB の終端抵抗
Z1-Z5 Termination
Resistor SIPs

ZK-1871U-AI

KZPBAの内部終端は，図 4–1に示す終端抵抗 RM1～RM8を取り外すと無
効になります。

10.1.3.5 KZPSA-BBアダプタ・ファームウェアのアップデート

システムおよびホスト・バス・アダプタのファームウェアが，最新のものに
なっていることを確認する必要があります。ファームウェアは古くなってい
ることがあります。「AlphaSystems Firmware Update」CD-ROMから，該
当するシステム/SCSIアダプタのリリース・ノートを参照してください。

SRM (System Reference Manual)コンソールまたは KZPSA-BBファームウェ
アがカレントでない場合は，「Alpha Systems Firmware Update」CD-ROM
から LFU (Loadable Firmware Update)ユーティリティをブートしてくださ
い。LFUコマンドの一覧から updateエントリを選択します。LFUから，
すべてのデバイスまたは選択した任意のデバイスをアップデートできます。

「Systems Firmware Update」CD-ROMからブートすると，ファームウェア
のリリース・ノートを読むことができます。ブート処理の完了後，UPD>プロ
ンプトで read_rel_notesと入力します。 4.2節で説明したように，リリー
ス・ノートをコピーして印刷することもできます。

ファームウェアをアップデートするには，LFU ユーティリティを「Alpha
Systems Firmware Update」CD-ROM から起動します。

bootコマンドに -flagオプションを使用する必要はありません。「Alpha
Systems Firmware Update」CD-ROMを挿入して，ブートしてください。た
とえば，dka600からブートするには，次のように入力します。

P00>>> boot dka600
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ブート・シーケンスで，ファームウェアのアップデート処理の概要が表示さ
れます。テキストをスクロールするには Returnキーを，テキストをスキッ
プするには Ctrl/C キーを押します。

アップデート処理の概要の表示後，省略時のブート・ファイル名が表示
されます。ブート・ファイル名が正しければ，Bootfile: プロンプトで
Return キーを押します。そうでない場合は，正しいブート・ファイル名
を入力します。

ファームウェア・イメージが CD-ROMからコピーされ，次の例に示すよう
な LFU のヘルプ・メッセージが表示されます。

*****Loadable Firmware Update Utility*****

-------------------------------------------------------------
Function Description
-------------------------------------------------------------
Display Displays the system’s configuration table.
Exit Done exit LFU (reset).
List Lists the device, revision, firmware name and

update revision
Readme Lists important release information.
Update Replaces current firmware with loadable data

image.
Verify Compares loadable and hardware images.
? or Help Scrolls this function table.

listコマンドを実行すると，その device列にアップデート可能なデバ
イスが示されます。

updateコマンドを使用して，すべてのファームウェアまたは，次の例のよう
に指定したデバイス (KZPSA-BB pkb0)をアップデートすることができます。

UPD> update pkb0

ファームウェアをアップデートし，verifyコマンドを使ってアップデー
ト結果を確認した後，電源の切断・再投入を行ってシステムをリセット
してください。
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11
古い外部終端の方法を使用した構成

この章では，旧式の外部終端を採用している TruCluster Server構成を使用
する場合の共用バスの要件に関して説明します。

サポートされるハードウェアのみを使用し，この章で説明されている要件
に従えば，クラスタは確実に正常動作します。

この章で説明する項目は以下のとおりです。

• SCSIバス・シグナル変換器の使用 ( 11.1 節)

• 外部終端を使用する TruCluster Server構成の SCSIバスの終端設定
( 11.2 節)

• BA350，BA356，および UltraSCSI BA356ディスク・ストレージ・
シェルフの概要 ( 11.3 節)

• Yケーブルおよびトライリンクを使う，外部終端仕様の共用ストレージ
の構成方法 ( 11.4 節)

– 外部終端を使用する TruCluster Server構成用の共用ストレージ
の準備 ( 11.4.1 項)

– 単一ストレージ・シェルフのケーブル接続 ( 11.4.2 項)

– 複数のストレージ・シェルフ (たとえば，BA350と，1 つの
BA356，2つの BA356，または 2台の UltraSCSI BA356の組み合
わせ) の接続 ( 11.4.3 項)

– 外部終端を使用する，HSZ22コントローラと RAIDアレイ 3000
(RA3000) とのケーブル接続( 11.4.4 項)

SCSIバス構成の概念 (SCSIバス速度，データ・パスなど)および SCSIバス
の構成要件についての基本的な説明は第 3 章にあります。
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11.1 SCSIバス・シグナル変換器の使用

SCSIバス・シグナル変換器により，ディファレンシャル・バス・セグメント
とシングルエンド・バス・セグメントを接続し，ディファレンシャル・デバ
イスとシングルエンド・デバイスを 1つの SCSIバス上に混在させ，保守作
業時にはそれらのバス・セグメントを孤立化させることができます。

SCSIシグナル変換器には，次のようなシングルエンド側，およびディファ
レンシャル側があります。

• DWZZA — 8 ビット・データ・パス

• DWZZB — 16 ビット・データ・パス

• DS-BA35X-DA — 16ビット・パーソナリティ・モジュール

______________________ 注意 _____________________

UltraSCSIのマニュアルには，DWZZBおよび UltraSCSIシグナ
ル変換器のことを UltraSCSI用語でバス・エクスパンダと呼んで
いるものや，一部の UltraSCSI製品をバス・エクステンダ/変換器
と呼んでいるものがあります。

TruCluster Serverでは，スタンドアロン・タイプの UltraSCSI
バス・エクスパンダ (DWZZC)をサポートしません。

本書では，ディファレンシャル・シグナルをシングルエンド・シ
グナルに変換するデバイスをすべてシグナル変換器と呼んでいま
す。DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュールには，オン・
チップ DWZZA，つまり DOCチップが搭載されています。

SCSIシグナル変換器は，異なる伝送モードのデバイス間を接続するのに
必要です。

11.1.1 SCSI バス・シグナル変換器の種類

シグナル変換器には，スタンドアロン・ユニット・タイプと，ストレージ・
シェルフのディスク・スロットにインストールする StorageWorksビルディ
ング・ブロック (SBB)・タイプがあります。実際のハードウェア構成に合っ
たシグナル変換器モジュールを使用してください。

11–2 古い外部終端の方法を使用した構成



たとえば，Wideディファレンシャル・ホスト・バス・アダプタを Narrowシ
ングルエンドの BA350ストレージ・シェルフに接続するには，DWZZA-VA
シグナル変換器を使用しますが，Wideディファレンシャル・ホスト・バ
ス・アダプタを Wideシングルエンドの非 UltraSCSI BA356ストレージ・
シェルフに接続するには，DWZZB-VW シグナル変換器を使用します。
DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュールは，UltraSCSI BA356にインス
トールして UltraSCSI ホスト・バス・アダプタをUltraSCSI BA356内の
シングルエンド・ディスク群に接続するのに使用します。DWZZB-VWを
UltraSCSI BA356にインストールすることもできますが，ディスク・スロッ
トが無駄になる上，ストレージ・シェルフにUltraSCSIディスクが 1つでも
あると，KZPBAと協調して動作しなくなります。

以降では，DWZZA/DWZZBシグナル変換器および DS-BA35X-DAパーソナ
リティ・モジュールについて説明します。

11.1.2 SCSI バス・シグナル変換器の使用

DWZZA および DWZZB シグナル変換器は，BA350 および BA356 スト
レージ・シェルフ内で使用され，リムーバブルな終端設定が可能です。
DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュールは，UltraSCSI BA356内で使用
され，ディファレンシャル終端を選択できるスイッチがあります。アクティ
ブな終端はシングルエンド終端です。

以降の各項では，これらのシグナル変換器の終端設定の詳細について説
明します。

11.1.2.1 DWZZAおよび DWZZBシグナル変換器の終端

DWZZAおよび DWZZBシグナル変換器では，シングルエンド側，ディファ
レンシャル側の両方にリムーバブルな終端が設定されています。シグナル変
換器を使用する前に，ディファレンシャル側の終端を解除し，トライリン
ク・コネクタを取り付ける必要があります。ディファレンシャル終端を解除
するには，シグナル変換器のディファレンシャル・エンドの近くにある 5個
の 14ピン終端抵抗 SIPを取り外します。ディファレンシャル・バスの終端
は，トライリンク・コネクタにターミネータを取り付けることによって設定
できます。シグナル変換器からこのトライリンク・コネクタを取り外して
も，終端電源がある限り，共用バスの終端設定は有効です。

シングルエンド側の終端は，BA350 または BA356のシングルエンド SCSI
バス・セグメントの一方の端の終端を設定するために付けたままにしておく
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必要があります。その終端がアクティブになっていることを確認してくださ
い。DWZZAではジャンパ J2が，DWZZBではジャンパW1およびW2が，
それぞれインストールされている必要があります。

図 11–1に，ディファレンシャル側にトライリンク・コネクタが取り付けら
れたスタンドアロン SCSIシグナル変換器の内部終端の状態を示します。

図 11–1: スタンドアロン SCSI シグナル変換器
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図 11–2に，ディファレンシャル側にトライリンク・コネクタが取り付けら
れた SBB SCSIシグナル変換器の内部終端の状態を示します。

図 11–2: SBB SCSI シグナル変換器
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11.1.2.2 DS-BA35X-DA の終端

UltraSCSI BA356 シェルフでは，UltraSCSI BA356内の UltraSCSI ディ
ファレンシャル・バスと UltraSCSIシングルエンド・バス間のインタフェー
スとして，16ビット・ディファレンシャル UltraSCSIパーソナリティ・モ
ジュール (DS-BA35X-DA) を使用します。

このパーソナリティ・モジュールは，外部ディファレンシャル UltraSCSIバ
ス・セグメント，および内部シングルエンド・バス・セグメントの両端に
おける終端の設定を制御します。
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通常のクラスタ操作では，パーソナリティ・モジュール・コネクタ JA1にト
ライリンク・コネクタをインストールするので，ディファレンシャル終端を
無効にする必要があります。これにより，バスの中ほどで 1台または 2台の
UltraSCSI BA356を使用したり，バスの端にある UltraSCSI BA356で外部
終端を設定できるようになります。

パーソナリティ・モジュールのディファレンシャル終端を無効にするには，
スイッチ・パック 4 のスイッチ S4-1 および S4-2 をオンに設定します。
これらのスイッチは，BA356の内部シングルエンド UltraSCSI バス終端
には影響を及ぼしません。

______________________ 注意 _____________________

S4-3および S4-4は，DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュー
ルでは使用しません。

UltraSCSI BA356内のデバイスの SCSI IDの選択方法について
は， 11.3.2.2 項を参照してください。

図 11–3に，DS-BA35X-DAの 2つのスイッチ・パックの位置を示します。
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図 11–3: DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュールのスイッチ
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11.2 共用 SCSI バスの終端

デバイスは共用バスに正しく接続する必要があります。終端が設定できるの
は，シングルエンドかディファレンシャルかにかかわらず，各 SCSIバス・
セグメントの始点と終点だけです。

SCSIバスを終端する場合は，次の 2つの規則に従ってください。

• 各 SCSIバス・セグメントに装着できるターミネータは 2つだけです。

• UltraSCSIハブを使用しない場合は，バスを外部で終端する必要があり
ます。UltraSCSI ハブで外部終端することも可能ですが，お勧めでき
る方法ではありません。

デバイスは可能な限り，バスから孤立化できるように共用バスに接続してく
ださい。これにより，保守作業時にバスの終端およびクラスタの動作に影響
を与えることなく，デバイスをバスから切断することができます。また，バ
スの終端に影響を与えることなく，後日，追加のデバイスを接続できるよう
に共用バスをセットアップすることも可能です。
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______________________ 注意 _____________________

TZ885，TZ887，TL890，TL891，および TL892 を除いて，
テープ・デバイスは共用バスの端にしかインストールできませ
ん。これらのテープ・デバイスだけで外部終端の使用がサポー
トされています。

テープ・ローダのない共用バスで標準の終端設定ができるよう
に，テープ・ローダは別の共用バスにまとめて接続すること
をお勧めします。

ほとんどのデバイスには内部終端があります。たとえば，KZPSA/KZPBA
ホスト・バス・アダプタ，BA350/BA356ストレージ・シェルフ，および
DWZZA/DWZZB SCSIバス・シグナル変換器は，内部終端を備えています。
共用バスのセットアップ方法にもよりますが，デバイスでの終端を有効ま
たは無効にする必要が生じる場合があります。

UltraSCSIハブを使用しない構成で，デバイスの内部終端を使って共用バス
の終端を設定している場合，そのデバイスからバス・ケーブルを取り外す
と，バスの終端が無効になりクラスタが正常に動作しなくなります。した
がって，UltraSCSIハブを使わない場合は，バスの終端に影響を与えること
なくデバイスを取り外せるようにするために，外部終端を使用する必要があ
ります。UltraSCSIデバイスと組み合わせた UltraSCSIハブの使用について
は， 3.5 節および 3.6 節を参照してください。

バスを外部で終端して，バスの終端に影響を与えることなくデバイスを接続/
切断できるようにするには，デバイスの終端を解除し，Yケーブルまたはト
ライリンク・コネクタを使用して，デバイスを共用 SCSIバスに接続します。

終端されていないデバイスに Yケーブルまたはトライリンク・コネクタを
取り付けると，そのデバイスは共用バスの中ほど，端のいずれにも配置で
きます。デバイスをバスの端に配置する場合は，H879-AAターミネータを
BN21W-0B Yケーブルまたは H885-AAトライリンク・コネクタに取り付け
て，バスを終端します。UltraSCSIデバイスの場合は，H8863-AA ターミ
ネータを H8861トライリンク・コネクタに取り付けます。この Yケーブル
またはトライリンク・コネクタとデバイスとの接続を切断しても，共用バス
の終端は有効のままで，共用バスは正常に動作し続けます。
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Yケーブルまたはトライリンク・コネクタは，正常に終端された共用バス
に取り付けることができ，その際，Y ケーブルまたはトライリンク・コネ
クタをデバイスに接続する必要はありません。このようにしておくと，後
日，バスの終端に影響を与えることなく，新しいデバイスをこの Yケーブル
またはトライリンク・コネクタに接続できる，つまり，クラスタをシャッ
トダウンすることなく，構成を拡張できます。

図 11–4に，BN21W-0B Yケーブルを示します。これを，オンボード終端
が解除された KZPSA-BBまたは KZPBA SCSIアダプタに接続できます。
BN21W-0B Yケーブルは，SCSIシグナル変換器の終端されていないディ
ファレンシャル側に接続できます。

______________________ 注意 _____________________

Yケーブルは通常，H885-AAトライリンクを装着する余裕がない
KZPSA-BB/KZPBAホスト・バス・アダプタ，および他の場所の
トライリンク・コネクタに接続します。

図 11–4: BN21W-0B Y ケーブル

図 11–5に，HD68 トライリンク・コネクタ (H885-AA)を示します。これ
は，オンボード終端が解除された KZPSA-BBまたは KZPBAアダプタ，ま
たは SCSI シグナル変換器の終端されていないディファレンシャル側に
接続できます。
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図 11–5: HD68トライリンク・コネクタ (H885-AA)
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______________________ 注意 _____________________

トライリンク・コネクタを SCSIバス・アダプタに接続すると，
隣接する PCIスロットを塞いでしまうことがあります。その場合
は，トライリンク・コネクタの代わりに Yケーブルを使ってくだ
さい。これは，一部の AlphaServerシステム上の KZPBAおよび
KZPSA-BB SCSI アダプタで生じます。

BN21W-0B Yケーブルまたは H885-AAトライリンクの一方の脚に終端を設
定するには，H879-AAターミネータを使用します。

2 つの UltraSCSI BA356 をデイジー・チェイン接続する場合，および
UltraSCSI BA356 ストレージ・シェルフの外部で終端する場合は，
DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュールに H8861-AA VHDCIトライリ
ンク・コネクタ (図 3–1を参照)を装着してください。H8861-AAトライリン
ク・コネクタには，H8863-AA VHDCIターミネータを使用します。
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11.3 ディスク・ストレージ・シェルフの概要

ここでは，BA350，BA356，および UltraSCSI BA356ディスク・ストレー
ジ・シェルフの概要を説明します。

11.3.1 BA350 ストレージ・シェルフ

BA350には，最大 7個の Narrow (8ビット)シングルエンド StorageWorks
ビルディング・ブロック (SBB)をインストールできます。各 SSBの SCSI ID
は，それらがインストールされたスロット位置に基づいて決まります。たと
えば，BA350 のスロット 0にインストールされたディスクは SCSI ID 0，
BA350のスロット 1にインストールされたディスクは SCSI ID 1です。

______________________ 注意 _____________________

ホストの SCSI IDに対応するスロット (2ノード・クラスタでは
通常，SCSI ID 6および 7)にはディスクをインストールしない
でください。

DWZZA-VAは，Wideディファレンシャル共用バスと BA350 Narrowシング
ルエンド SCSIバス・セグメント間のインタフェースとして使用します。

______________________ 注意 _____________________

DWZZB-VWを BA350で使用しないでください。Narrowシング
ルエンド・バス上で Wide DWZZB-VWを使うと，DWZZB-VW
のデータ・ラインに終端が設定されず，SCSIバスのエラーの
原因になります。

BA350ストレージ・シェルフは，内部 SCSIバス終端および SCSIバス・
ジャンパを備えています。通常の操作中は，ジャンパは取り外しません。

BA350は 2バス構成としてもセットアップできますが，共用バスではあまり
有用ではないので，本書では説明していません。

図 11–6に，BA350の SCSIバス・ターミネータと SCSIバス・ジャンパの
位置を示します。アクセスは筐体の背面から行います。TruCluster Server
クラスタで動作させるには，Jジャンパ，Tターミネータの両方をインス
トールする必要があります。
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図 11–6: BA350 の内部 SCSI バス
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11.3.2 BA356 ストレージ・シェルフ

TruCluster Serverクラスタで使用されるBA356には，BA356 (非 UltraSCSI
BA356) と UltraSCSI BA356の 2種類があります。

非 UltraSCSI BA356の例として，Wide シングルエンド内部 SCSIバスを
持つ BA356-KCが挙げられます。BA356-KC は，BA35X-MH 16ビット・
パーソナリティ・モジュール (SCSI IDの選択のみに使用) と 150W電源装
置を備えています。本書では，BA356-KCを非 UltraSCSI BA356または
BA356と呼びます。DWZZB-VW は，Wideディファレンシャル共用バスと
BA356 Wide シングルエンド SCSIバス・セグメント間のインタフェース
として使用します。

11.3.2.1 非 UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフ

非 UltraSCSI BA356には，BA350と同様に，最大 7個の StorageWorksビ
ルディング・ブロック (SBB)をインストールできます。ただし，BA350とは
異なり，これらの SBB は Wide デバイスなので最大 14 ディスク (BA356
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シェルフ 2台)までサポートできます。各 SBBの SCSI IDは，BA350と同
じくそれらがインストールされたスロット位置に基づいて決まります。パー
ソナリティ・モジュール (BA35X-MH)上のスイッチを使って，ディスク群が
SCSI ID 0～6に対応する (スロット 7が電源装置)か，8～14に対応する (ス
ロット 15が電源装置)かを指定します。SCSI ID 0～6を選択するには，パー
ソナリティ・モジュールのアドレス・スイッチ 1～7をオフに設定します。
SCSI ID 8～14を選択するには，パーソナリティ・モジュールのアドレス・
スイッチ 1～3 をオンに，4～7 をオフに設定します。

図 11–7に，BA356 の SCSIバス・ジャンパ，BA35X-MF の位置を示しま
す。このジャンパは筐体の背面にあります。TruCluster Serverクラスタで
動作させるには，J ジャンパを通常の位置，つまりスロット 6の後ろにイ
ンストールする必要があります。SCSI バス・ジャンパの位置は BA356
と BA350 とは異なります。

BA356シングルエンド・バスの終端はパーソナリティ・モジュール上で設定
されます。この終端は，ケーブルを JB1にインストールし，2つの BA356ス
トレージ・シェルフのシングルエンド SCSIバスをデイジー・チェインで連
結しない限り，アクティブです。この場合，ケーブルが JB1に接続される
と，パーソナリティ・モジュールのターミネータが無効になります。

クラスタでは，2 つの BA356間のシングルエンド・バスのデイジー・チェ
インは使用されません。その代わりに，H885-AA トライリンク・コネクタ
を装着した DWZZB-VWを各 BA356にインストールし，ホスト・アダプ
タからの Wideディファレンシャル接続を両方の BA356に並列に接続しま
す。一方の BA356のパーソナリティ・モジュール上のスイッチは SCSI ID
0～7 に，もう一方の BA356のパーソナリティ・モジュール上のスイッチ
は SCSI ID 8～14 に設定します。

______________________ 注意 _____________________

SCSI ID 8～14 に設定した BA356に Narrowディスクをインス
トールしないでください。NarrowディスクはWideアドレスを認
識できないので，SCSI バスが正しく動作しません。

BA350と同様，BA356 は，SCSI バス・ジャンパの代わりに SCSIバス・
ターミネータ (BA35X-ME)をインストールすることにより，2バス構成とし
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てセットアップできます。ただし，BA350と同じく，BA356の 2バス構成
は TruCluster Serverクラスタではあまり有用ではありません。

BA356のスロット 1の後ろの位置を SCSIバス・ターミネータまたはジャン
パの保管に使用することができます。

図 11–7 に，BA356 の SCSI バス・ジャンパの位置と，ターミネータを
インストールする場合の SCSI バス・ジャンパの保管場所を示します。
TruCluster Serverクラスタで動作させるには，Jジャンパをインストールす
る必要があります。

図 11–7: BA356 の内部 SCSI バス
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JA1 と JB1 はパーソナリティ・モジュール上 (縦に設置したときの筐体
の最上部)にあります。JB1はモジュールの前面にあるので見えますが，
JA1は BA356 の正面に向かってパーソナリティ・モジュールの左側にあ
るので，正面からは見えません。
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BA356にジャンパ・モジュールまたはターミネータ・モジュールがインス
トールされているかどうかを調べるには，スロット 1および 6からデバイス
を取り外し，以下のピン位置をチェックします (図 11–8)。

• ジャンパ・モジュールの識別ピンはバックプレーンの上辺の穴に沿って
差し込みます。

• ターミネータ・モジュールの識別ピンはバックプレーンの下辺の穴
に沿って差し込みます。

図 11–8: BA356のジャンパおよびターミネータ・モジュール識別ピン
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11.3.2.2 UltraSCSI BA356 ストレージ・シェルフ

UltraSCSI BA356 (DS-BA356-JFまたは DS-BA356-KH)には，シングルエ
ンドWide UltraSCSIバスがあります。DS-BA35X-DAパーソナリティ・モ
ジュールは，内部シングルエンド UltraSCSIバス・セグメントと共用Wide
ディファレンシャル UltraSCSI バス間のインタフェースを提供します。
UltraSCSI BA356は 180W 電源装置を使用します。

BA35X-HH 180W電源装置と DS-BA35X-DAパーソナリティ・モジュール
を装備するように改装された旧型の非 UltraSCSI BA356 は，Fast 10構
成に関しては，まだ FCCによる認定しかありません (バス速度について
は 3.2.4 項を参照)。

UltraSCSI BA356には，最大 7個の StorageWorksビルディング・ブロック
(SBB)をインストールできます。これらの SBBは，UltraSCSIシングルエン
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ド Wideデバイスです。各ディスクの SCSI IDは，それらがインストール
されたスロット位置に基づいて決まります。パーソナリティ・モジュール
(DS-BA35X-DA)上の S3スイッチ群を使って，ディスク群が SCSI ID 0～6
に対応する (スロット 7が電源装置)か，8～14に対応する (スロット 15が電
源装置) かを指定します。SCSI ID 0～6を選択するには，スイッチ S3-1～
S3-7をオフに設定します (図 11–3)。SCSI ID 8～14を選択するには，パーソ
ナリティ・モジュールのアドレス・スイッチ S3-1～S3-3をオンに，スイッチ
S3-4～S3-7 をオフに設定します。

ジャンパ・モジュールの位置は，非UltraSCSI BA356の図 11–7で示されて
いるのと同じく，スロット 6の後ろです。TruCluster Serverクラスタ内で動
作させるには，Jジャンパをインストールする必要があります。ジャンパま
たはターミネータ・モジュールのインストールの有無を調べる方法は，非
UltraSCSI BA356の図 11–8で示されているのと同じです。適切に照明を当
てれば，ピンの差し込み穴の近くに Jまたは Tが見えます。

UltraSCSI BA356の内部シングルエンド・バスの両端の終端は，パーソナ
リティ・モジュールで設定され，常にアクティブです。ディファレンシャ
ル UltraSCSIバスの終端もパーソナリティ・モジュールで設定され，SCSI
バス終端スイッチ群であるスイッチ・パック S4によって制御されます。
DS-BA35X-DAの終端については， 11.1.2.2 項を参照してください。

11.4 外部終端を使用する構成のストレージの準備

TruCluster Serverクラスタでは，クラスタ・ファイル・システム (CFS)，デ
バイス要求ディスパッチャ，CAA (Cluster Application Availability)サブシス
テムによるサービス・フェイルオーバ，ディスクのミラーリング，および
ファイル・システムの高速回復の各機能を使用して，高いデータ可用性を
実現します。TruCluster Serverでは，メンバ固有のブート・ディスク，お
よびクラスタ・クォーラム・ディスクの，ハードウェア RAIDのみを使用
したミラーリングをサポートします。クラスタ単位のルート(/)，/usr，
/varファイル・システム，およびデータ・ディスクやスワップ・ファイル・
システムは，LSM (Logical Storage Manager) テクノロジを使ってミラー
リングできます。ストレージ構成は実際のニーズに合わせて決定する必要
があります。2つの共用バス間でディスクのミラーリングを行うと，デー
タの可用性は最も高くなります。

共用バス上で使用するディスク装置は，サポートされるストレージ・シェル
フ内に配置する必要があります。ユニットへのディスクのインストールは，
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ストレージ・シェルフを共用 SCSIバスに接続する前に行う必要がありま
す。RAIDアレイ・コントローラを共用バスに接続する前に，ディスクのイ
ンストールとストレージセットの構成を行ってください。インストールおよ
び構成の詳細については，ご使用のストレージ・シェルフまたは RAIDアレ
イ・コントローラのマニュアルを参照してください。

以降の各項では，共用バス，および次のデバイスの外部終端を使用するスト
レージの準備について説明します。

• BA350，BA356，および UltraSCSI BA356

• 2 台の BA356

• 2 台の UltraSCSI BA356

• HSZ22コントローラを備えた RAIDアレイ 3000

BA350または非 UltraSCSI BA356を UltraSCSI BA356ストレージ・シェル
フと組み合わせて使用する必要がある場合は， 11.4.1 項および 11.4.3 項に
基づいて必要な情報を推定してください。

11.4.1 外部終端を使用する TruCluster Server 構成での BA350，
BA356，および UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフの準備

TruCluster Server構成では，次のようにBA350，BA356，またはUltraSCSI
BA356ストレージ・シェルフを使用する場合があります。

• BA350ストレージ・シェルフを使って，8ビット・シングルエンド
Narrow SCSI-2インタフェース経由で SCSIデバイスへのアクセスを提
供します。この場合，DWZZA-VAを利用して，ディファレンシャル共用
バスに接続することができます。

• 非 Ultra BA356ストレージ・シェルフを使って，16 ビット・シングル
エンドWide SCSI-2インタフェース経由で SCSIデバイスへのアクセス
を提供します。クラスタ構成では，DWZZB-VW を利用して，非 Ultra
BA356を共用バスに接続することができます。

• UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフを使って，16ビット・シングル
エンドWide UltraSCSIインタフェース経由で UltraSCSIデバイスへの
アクセスを提供します。クラスタ構成では，DS-BA35X-DAパーソナリ
ティ・モジュール経由で，UltraSCSI BA356を共用バスに接続します。
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以降の各項では，個々のストレージ・シェルフの準備に必要な手順を説明
してから，2つのストレージ・シェルフを接続してストレージを拡張する
手順を説明します。

______________________ 注意 _____________________

この部分の説明は，ストレージに直接接続されるディスクを使
用する TruCluster Server 構成は，すべて 2メンバ・システム
であるという前提で書かれています。この前提に加えて，これ
ら 2つのメンバ・システムが SCSI ID 6および 7を使用するこ
とを前提にしているため，SCSI ID 0～6 に割り当てられたスト
レージ・シェルフ・ハウジング・ディスクで使える SCSI IDは，
0～5 だけになります。

クラスタが 3メンバ以上のシステムを持っている場合には，メン
バ・システムの増加分の SCSI IDを設定するため，追加のディス
ク・スロットが必要になります。

11.4.1.1 共用 SCSIで使用する BA350ストレージ・シェルフの準備

共用バスで使用する BA350ストレージ・シェルフを準備するには，次の手
順に従います。

1. BA350ストレージ・シェルフの内部終端およびジャンパがインストール
されていることを確認します ( 11.3.1 項および図 11–6を参照)。

2. BA350には DWZZA-VAシグナル変換器が必要です。DWZZA-VAのシン
グルエンド終端ジャンパ J2がインストールされていることを確認しま
す。5個の 14ピン・ディファレンシャル終端抵抗 SIPを取り外して，
ディファレンシャル・エンドの終端を解除します。

3. H885-AAトライリンク・コネクタを DWZZA-VAの高密度 68ピン・コ
ネクタに取り付けます。

4. DWZZA-VAを BA350のスロット 0にインストールします。
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11.4.1.2 共用 SCSIで使用する BA356ストレージ・シェルフの準備

共用バスで使用する BA356ストレージ・シェルフを準備するには，次の手
順に従います。

1. DWZZB-AAまたは DWZZB-VWシグナル変換器のいずれかが必要で
す。DWZZB-VWの方が一般的です。次のように，シグナル変換器の終
端を確認してください。

• DWZZBのW1およびW2ジャンパがインストールされ，バスの一
方の端でシングルエンド終端が有効になっていることを確認しま
す。BA356シングルエンド SCSIバスのもう一方の端は，パーソナ
リティ・モジュールに終端が設定されます。

• 5個の 14ピン・ディファレンシャル終端抵抗 SIPを取り外して，
DWZZBのディファレンシャル側の終端を解除します。ディファレ
ンシャル SCSIバスの終端は DWZZBの外部で設定されます。

2. H885-AAトライリンク・コネクタを DWZZB の高密度 68ピン・コ
ネクタに取り付けます。

3. BA356パーソナリティ・モジュールのスイッチを次のように設定し
ます。

• BA356に SCSI ID 0～6 のディスクをインストールする場合は，
BA356パーソナリティ・モジュールのアドレス・スイッチ 1～7
をオフに設定します。

• BA356に SCSI ID 8～14のディスクをインストールする場合は，
BA356パーソナリティ・モジュールのアドレス・スイッチ 1～3を
オンに，スイッチ 4～7をオフに設定します。

DWZZB-AAを使用する場合は，次の手順でケーブルを取り付けるま
で，パーソナリティ・モジュールを交換しないでください。

4. DWZZB-AA シグナル変換器を使用する場合は，BN21K-01 (1 m; 3.3
フィート)または BN21L-01 (1 m; 3.3フィート)ケーブルを使って，
DWZZB-AAのシングルエンド側を BA356のパーソナリティ・モジュー
ル上にある入力コネクタ JA1に接続してください。コネクタ JA1は，
BA356の正面に向かってパーソナリティ・モジュールの左側にあるの
で，正面からは見えません。この接続により，DWZZBのシングルエ
ンド終端とパーソナリティ・モジュールによる BA356の終端が設定
されたシングルエンド・バス・セグメントが形成されます。1 m (3.3
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フィート)ケーブルを使用することにより，シングルエンド SCSIバス
(ケーブルおよび BA356)の長さが 3 m (9.8フィート)の制限以下に保た
れるので，引き続き高速な動作が可能です。

DWZZB-VWを使用する場合は，BA356 のスロット 0にインストール
してください。

11.4.1.3 TruCluster構成で使用する UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフの準備

UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフは共用 UltraSCSIバスに接続され，
内部シングルエンドWide UltraSCSIバス上のUltraSCSIデバイス群へのアク
セスを実現します。UltraSCSI BA356にインストールされた DS-BA35X-DA
パーソナリティ・モジュールがバス間のインタフェースになります。

共用バスで使用する UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフを準備するに
は，次の手順に従います。

1. BA35X-MJジャンパ・モジュールがスロット 6の後ろにインストール
されていることを確認します ( 11.3.2.1 項，図 11–7および図 11–8を
参照)。

2. UltraSCSI BA356 パーソナリティ・モジュール (DS-BA35X-DA，図
11–3)上の SCSIバス IDのスイッチを次のように設定します。

• UltraSCSI BA356に SCSI ID 0～6 のディスクをインストールす
る場合は，パーソナリティ・モジュールのアドレス・スイッチ
S3-1～S3-7 を OFF に設定します。

• UltraSCSI BA356に SCSI ID 8～14のディスクをインストールする
場合は，パーソナリティ・モジュールのアドレス・スイッチ S3-1～
S3-3を ONに，スイッチ S3-4～S3-7を OFFに設定します。

3. UltraSCSI BA356のディファレンシャル終端を無効にします。パーソ
ナリティ・モジュール (DS-BA35X-DA) のスイッチ・パック 4 のス
イッチ S4-1および S4-2が ONになっていることを確認してください
(図 11–3 を参照)。

____________________ 注意 ___________________

S4-3および S4-4は，DS-BA35X-DAでは使用しません。

古い外部終端の方法を使用した構成 11–19



4. UltraSCSI BA356パーソナリティ・モジュールに H8861-AA VHDCIト
ライリンク・コネクタを取り付けます。

11.4.2 シングル・ストレージ・シェルフのケーブル接続

シングル・ストレージ・シェルフのクラスタは，ディスク容量が少ないため
あまり使われません。しかし，クラスタを使う主目的が Memory Channel
の APIであれば，ディスクは重要ではありません。TruCluster Serverの
要件を満たす共用バスがあれば十分です。したがって，ここではシング
ル・ストレージ・シェルフを備えたクラスタの構成図は示していません。
11.4.3 項の構成図が参考になります。

11.4.2.1 1台の BA350ストレージ・シェルフのケーブル接続

1台の BA350ストレージ・シェルフをクラスタにケーブル接続するには，
BN21K，BN21L，BN31Gまたは 328215-00X HD68ケーブルを使って，各
システムのホスト・バス・アダプタの BN21W-0B Yケーブルと，BA350の
スロット 0に実装されている DWZZA-VAの H885-AAトライリンク・コネク
タ間を接続します。図 11–9の左半分を参考にしてください。

11.4.2.2 1台の BA356ストレージ・シェルフのケーブル接続

1台の BA356ストレージ・シェルフをクラスタにケーブル接続するには，
BN21K，BN21L，BN31Gまたは 328215-00X HD68ケーブルを使って，各
システムのホスト・バス・アダプタの BN21W-0B Yケーブルと，BA356の
スロット 0に実装されている DWZZB-VWの H885-AAトライリンク・コネ
クタ間を接続します。図 11–10 を参照してください。

11.4.2.3 1台の UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフのケーブル接続

1台の UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフをクラスタにケーブル接続
するには，BN38C (または BN38D)を使うか，または，BN38E-0B テクノ
ロジ・アダプタ・ケーブルと BN37A ケーブルを組み合わせて，各システ
ムの BN21W-0B Y ケーブルと UltraSCSI BA356 のパーソナリティ・モ
ジュールの H8861-AA VHDCIトライリンク・コネクタ間を接続します。図
11–11 を参照してください。
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11.4.3 複数のストレージ・シェルフの接続

11.4.1 項では，BA350，BA356，およびUltraSCSI BA356ストレージ・
シェルフを共用バスで使用するための準備に必要な手順を説明しました。し
かし，1つのストレージ・シェルフでは，ストレージ容量のニーズをまか
ないきれなくなることは十分に考えられ，その場合には，共用バス上に 2
つのストレージ・シェルフが必要になります。

______________________ 注意 _____________________

BA350 が備えているのは Narrow (8 ビット) シングルエンド
SCSIバスなので，SCSI ID 0～7しかサポートされません。した
がって，6 個以上のディスクを使用する場合は，BA356 または
UltraSCSI BA356を BA350と組み合わせる必要があります。

ここでは，次に示す 2つのストレージ・シェルフ，および 2つのメンバ・シ
ステムを共用バス上で接続するのに必要な手順について説明します。

• BA350 と BA356 ( 11.4.3.1 項)

• 2 つの BA356 ( 11.4.3.2 項)

• 2つの UltraSCSI BA356 ( 11.4.3.3 項)

11.4.3.1 共用 SCSIバスで使用する BA350と BA356の接続

TruCluster Server構成の共用バスのストレージに BA350と BA356を使用す
る場合は，BA356の方を SCSI ID 8～14に構成する必要があります。

共用バスで使用する BA350 および BA356を準備するには，次の手順に
従います (図 11–9)。

1. 11.4.1.1 項および 11.4.1.2 項で説明した手順を実行して，BA350 と
BA356 を準備します。必ず，BA356 の方を SCSI ID 8～14 に構成
してください。

2. いずれかのストレージ・シェルフを共用バスの端に配置する場合は，
端にする方のストレージ・シェルフの DWZZAまたは DWZZBにある
H885-AAトライリンクに H879-AAターミネータを装着します。どちら
のストレージ・シェルフをバスの端にしてもかまいません。
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3. BN21Kまたは BN21Lを使って，DWZZA (BA350)上の H885-AAトラ
イリンクと DWZZB (BA356)上の H885-AAトライリンクを接続します。

4. KZPSA-BBまたは KZPBAホスト・バス・アダプタがインストール済み
の場合は，次の作業を行います。

• 連結したストレージ・シェルフを共用バスの端に配置するのであれ
ば，BN21Kまたは BN21Lケーブルでホスト・バス・アダプタの
BN21W-0B Yケーブルどうしを接続します。もう 1本の BN21Kま
たは BN21Lケーブルを使って，コネクタの空いている BN21W-0B
Yケーブルと，ストレージ・シェルフ上のコネクタの空いている
H8855-AAトライリンクを接続します。

• 連結したストレージ・シェルフを共用バスの端に配置しないのであ
れば，BN21Kまたは BN21Lケーブルを使って，各ホスト・バス・
アダプタ上の BN21W-0B Yケーブルとストレージ・シェルフ上
の H8855-AAトライリンクを接続します。

図 11–9に，ストレージに BA350と BA356を使用する TruCluster Serverの
2 メンバ構成を示します。
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図 11–9: BA350 および BA356 を共用 SCSI バスで使用するためのケー
ブル接続
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表 11–1 に，図 11–9 および図 11–10 のクラスタの作成に使用する構成要
素を示します。
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表 11–1: 図 11–9および図 11–10の構成に使用するハードウェア構成要素

図中の丸で囲んだ番号 説明

1 BN21W-0B Y ケーブル

2 H879-AA ターミネータ

3 BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00X
ケーブルa

4 H885-AA トライリンク・コネクタ
aBN21K，BN21L，328215-00Xケーブルを組み合わせたときの最大長は 25 m (82フィート)以下にする必
要があります。

11.4.3.2 共用 SCSI バスで使用する 2つの BA356の接続

TruCluster構成の共用バスで 2台の BA356ストレージ・シェルフを使用す
る場合は，一方の BA356を SCSI ID 0～6に，もう一方の BA356を SCSI
ID 8～14 に構成する必要があります。

共用 SCSIバスで使用する 2つの BA356ストレージ・シェルフを準備するに
は，次の手順に従います (図 11–10)。

1. 各 BA356に対して 11.4.1.2 項で説明した手順を実行します。必ず，一
方の BA356パーソナリティ・モジュールのアドレス・スイッチを SCSI
ID 0～6に，もう一方の BA356パーソナリティ・モジュールのアドレ
ス・スイッチを SCSI ID 8～14に設定してください。

2. いずれかの BA356ストレージ・シェルフを SCSIバスの端に配置する
場合は，端にする方の BA356の DWZZBにある H885-AAトライリン
クに H879-AA ターミネータを装着します。

3. BN21K または BN21L ケーブルを使って，2 台の H885-AA トライ
リンク間を接続します。

4. KZPSA-BBまたは KZPBAホスト・バス・アダプタがインストール済み
の場合は，次のいずれかの作業を行います。

• 連結した BA356ストレージ・シェルフを共用バスの端に配置する
のであれば，BN21Kまたは BN21Lケーブルで，ホスト・バス・ア
ダプタの BN21W-0B Yケーブルどうしを接続します。もう 1本
の BN21Kまたは BN21Lケーブルを使って，コネクタの空いて
いる BN21W-0B Yケーブルと，BA356上のコネクタの空いてい
る H8855-AAトライリンクを接続します。
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• 連結した BA356を共用バスの端に配置しないのであれば，BN21K
または BN21Lケーブルを使って，各ホスト・バス・アダプタ上
の BN21W-0B Y ケーブルと BA356ストレージ・シェルフ上の
H8855-AAトライリンクを接続します。

図 11–10に，ストレージに 2台の BA356を使用する TruCluster Serverの
2 メンバ構成を示します。
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図 11–10: 2つの BA356を共用 SCSIバスで使用するためのケーブル接続
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表 11–1に，図 11–10のクラスタの作成に使用する構成要素を示します。

11.4.3.3 共用 SCSIバスで使用する 2つの UltraSCSI BA356の接続

TruCluster構成の共用バスで 2台の UltraSCSI BA356ストレージ・シェル
フを使用する場合は，一方のストレージ・シェルフを SCSI ID 0～6に，もう
一方のストレージ・シェルフを SCSI ID 8～14に構成する必要があります。
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共用バスで使用する 2つの UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフを準
備するには，次の手順に従います (図 11–11)。

1. 各 UltraSCSI BA356 に対して 11.4.1.3 項で説明した手順を実行し
ます。必ず，一方の UltraSCSI BA356のパーソナリティ・モジュー
ルのアドレス・スイッチを SCSI ID 0～6に，もう一方の UltraSCSI
BA356 パーソナリティ・モジュールのアドレス・スイッチを SCSI
ID 8～14 に設定してください。

2. H8861-AA VHDCIトライリンク・コネクタが 2 つ必要です。いずれ
かの UltraSCSI BA356ストレージ・シェルフを SCSIバスの端に配置
する場合は，H8861-AA トライリンク・コネクタの 1つに H8863-AA
ターミネータを装着します。ターミネータを装着したトライリンクを，
SCSIバスの端に接続する方の UltraSCSI BA356にある DS-BA35X-DA
パーソナリティ・モジュールのコネクタ JA1にインストールします。も
う 1つの H8861-AAトライリンクを，もう一方の UltraSCSI BA356
にある DS-BA35X-DA パーソナリティ・モジュールの JA1 にインス
トールします。

3. BN37A VHDCI-to-VHDCIケーブルを使って，2台の UltraSCSI BA356
にある H8861-AAトライリンク・コネクタ間を接続します。

4. KZPSA-BBまたは KZPBAがインストールされている場合は，次のいず
れかの作業を行います。

• いずれかの UltraSCSI BA356を SCSIバスの端に配置する場合は，
BN38Cまたは BN38D HD68-to-VHDCIケーブルを使って，終端さ
れていない BN21W-0B Yケーブル (ホスト・バス・アダプタ上)
と，H8861-AAトライリンク・コネクタ (DS-BA35X-DAパーソナリ
ティ・モジュール上)の空きコネクタを接続します。BN21Kまたは
BN21Lケーブルを使って，2つのメンバ・システムのホスト・アダ
プタにある BN21W-0B Yケーブルどうしを接続します。

• UltraSCSI BA356を SCSIバスの端に配置しない場合は，BN38C
または BN38D HD68-to-VHDCIケーブルを使って，各ホスト・バ
ス・アダプタ上の BN21W-0B Yケーブルと DS-BA35X-DAパーソ
ナリティ・モジュール上の H8861-AAトライリンク・コネクタの空
いているコネクタを接続します。

図 11–11に，ストレージに 2台の UltraSCSI BA356を使用する TruCluster
Server の 2 メンバ構成を示します。
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図 11–11: 2つの UltraSCSI BA356を共用 SCSIバスで使用するためのケー
ブル接続
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表 11–2に，図 11–11のクラスタの作成に使用する構成要素を示します。
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表 11–2: 図 11–11の構成に使用するハードウェア構成要素

図中の丸で囲んだ番号 説明

1 BN21W-0B Y ケーブル

2 H879-AA HD68 ターミネータ

3 BN38Cまたは BN38D HD68 - VHDCIケーブルa b

4 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

5 BN37A VHDCI ケーブルb

aBN38E-0Bテクノロジ・アダプタ・ケーブルを BN37Aケーブルに接続すると，BN38Cケーブルや BN38D
ケーブルの代わりに使用することができます。
b1つの SCSIバス・セグメント上で BN38C (または BN38D)と BN37Aケーブルを組み合わせたときの最大長
は 25 m (82 フィート)以下にする必要があります。

11.4.4 外部終端を使用する RA3000のケーブル接続

RAID アレイ 3000 (RA3000) は，低価格スタンドアロン型の UltraSCSI
RAIDサブシステムです。これは RAIDレベル 0，1，0+1，4，5 と JBOD
(just a bunch of disks) ディスクをサポートします。

RA3000ストレージ・サブシステムには，完璧な冗長機能を持つ構成要素が
あり，1箇所で発生した障害を回避できます。標準の無停電電源装置 (UPS)
を装備しているので，停電時にキャッシュ・データを保護できます。

RA3000はデュアル・ポートの HSZ22コントローラを使用します。ミラー化
したライトバック機能を備えた，オプションのデュアル冗長コントローラを
使用すると，データの完全性が最大限保証されます。

RA3000についての詳細は， 3.7.1.5 項を参照してください。

______________________ 注意 _____________________

RA3000は KZPBA UltraSCSIホスト・バス・アダプタの使用時
のみ，共用バスで使用できます。

表 11–3に，TruCluster Serverメンバ・システムを，外部終端と Yケーブル
を使って，RA3000ストレージ・サブシステムに接続する手順を示します。
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表 11–3: 外部終端と Yケーブルを使用して，RA3000システムを構成す
るケーブル接続

作業 参照先

SCSI バス・ケーブルのインストール:

アクティブ/パッシブのフェイルオーバ機能を備えた
RA3000 ペデスタル: BN38Cまたは BN38D HD68-VHDCI
ケーブルを使って，1 つのメンバ・システムの終端
されていない BN21W-0B Y ケーブルと RA3000 の
Host 0 ポート間を接続します。 a

図 11–12

他の全メンバ・システムの BN21W-0B Y ケーブル
間を，BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00X
のケーブルで接続します。 b

—

アクティブ/パッシブのフェイルオーバ機能を備えた
RA3000 コントローラ・シェルフ: BN38C または BN38D
HD68-VHDCI ケーブルを使って，1つのメンバ・システ
ムの BN21W-0B Y ケーブルと RA3000 の Host 0 I/O モ
ジュールの Host In ポート間を接続します。 a

図 11–13

他の全メンバ・システムの BN21W-0B Y ケーブル
間を BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00X
のケーブルで接続します。 b

—

アクティブ/アクティブ，またはアクティブ/パッシブのフェ
イルオーバ機能を備えた RA3000コントローラ・シェルフ:
BN38Cまたは BN38D HD68-VHDCIケーブルを使って，1
つのメンバ・システムの BN21W-0B Yケーブルと RA3000の
Host 0 I/Oモジュールの Host Inポート間を接続します。 a

図 11–14

BN37A-0E 50 cm (19.7 インチ) VHDCI ケーブルを使っ
て，RA3000 コントローラ・シェルフの Host 0 I/O モ
ジュールの Host Out ポートと，Host 1 I/O モジュー
ルの Host In ポート間を接続します。

—

他の全メンバ・システムの BN21W-0B Y ケーブル
間を，BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00X
のケーブルで接続します。 b

—

アクティブ/アクティブ，またはアクティブ/パッシブの
フェイルオーバ機能を備えた RA3000 ミッドバス・コント
ローラ・シェルフ: BN38C または BN38D HD68-VHDCI
ケーブルを使って，1 つのメンバ・システムの BN21W-0B
Y ケーブルと，RA3000の Host 0 I/O モジュールの Host
In ポート間を接続します。また BN38C または BN38D
HD68-VHDCI ケーブルを使って，別のメンバ・システム
の BN21W-0B Y ケーブルと，RA3000 の Host 1 I/O モ
ジュールの Host Out ポート間を接続します。これで，
Host 1 I/O モジュールの終端が無効になります。a

図 11–15
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表 11–3: 外部終端と Yケーブルを使用して，RA3000 システムを構成する
ケーブル接続 (続き)

作業 参照先

BN37A-0E 50 cm (19.7 インチ) VHDCI ケーブルを使っ
て，RA3000 コントローラ・シェルフの Host 0 I/O モ
ジュールの Host Outポートと，Host 1 I/O モジュールの
Host In ポート間を接続します。Host 0 I/O モジュール
の Host Out ポートを接続することによって，その Host
I/O モジュールでの終端が無効になります。

—

他の任意のメンバ・システムの BN21W-0B Y ケーブル
間を，BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00X
のケーブルで接続します。 b

—

_____________________ 注意 _____________________
RA3000ペデスタルでは，ミッドバス構成は作れません。Host 0ポー
トに接続された SCSIバス・セグメント上のメンバ・システムが見られ
るデバイスは，Host 1ポートに接続された他の SCSIバス・セグメン
ト上のメンバ・システムでは，見ることができないからです。

aBN38E-0Bテクノロジ・アダプタ・ケーブルを BN37Aケーブルに接続して，BN38C ケーブルや BN38D
ケーブルの代わりに使用することができます。
bBN38C，BN38D または BN38E-0B/BN37A の組み合わせ，BN37Aおよび BN21K (または BN21L，
BN31G，328215-00X) を接続したケーブル長と，内部デバイス内の信号伝播距離を加えた SCSIバス・セ
グメントの最大長は，25 m (82フィート)を超えてはなりません。

図 11–12 (ペデスタル)と図 11–13 (コントローラ・シェルフ)は，RA3000を
使った外部終端の TruCluster Server構成を示しています。RA3000 のコン
トローラ・シェルフとペデスタルは内部終端されています。表 11–4 に，
図 11–12，図 11–13，図 11–14 のようなクラスタを作成する場合に使用
する構成要素を示します。
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図 11–12: アクティブ/パッシブのフェイルオーバ機能を備えた RA3000ペデ
スタルを使った，外部終端の TruCluster Server構成
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図 11–13: アクティブ/パッシブのフェイルオーバ機能を備えた RA3000コン
トローラ・シェルフを使った，外部終端の TruCluster Server構成
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図 11–14 は，RA3000 コントローラ・シェルフを使った，外部終端の
TruCluster Server構成を示しています。この構成では，Host 0 I/Oモジュー
ルが Host 1 I/Oモジュールにデイジー・チェイン接続されているので，デュ
アル HSZ22コントローラを，アクティブ/アクティブ，またはアクティブ/
パッシブのフェイルオーバ機能で使うことができます。
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図 11–14: アクティブ/アクティブ，またはアクティブ/パッシブのフェイル
オーバ機能を備えた RA3000コントローラ・シェルフを使った，外部終端
の TruCluster Server 構成
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表 11–4は，図 11–12，図 11–13，図 11–14のようなクラスタを作成する場
合に使用する構成要素を示します。

表 11–4: 図 11–12，図 11–13，図 11–14のような TruCluster Server構成
で使われるハードウェア構成要素

図中の丸で囲んだ番号 説明

1 H879-AA ターミネータ

2 BN21W-0B Y ケーブル

3 BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00X
HD68 ケーブルa

4 BN38Cまたは BN38D-HD68-VHDCI ケーブルa

5 BN37A-0E 50 cm (19.7インチ) VHDCIケーブル b

aBN38C，SN38Dまたは BN38E-0B/BN37Aの組み合わせ，BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00Xお
よび BN37Aを接続したケーブル長と，内部デバイス内の信号伝播距離を加えた SCSIバス・セグメントの最
大長は，25 m (82 フィート)を超えてはなりません。
bBN37A-0Eケーブルは，図 11–14の TruCluster Server構成のみで使用されます。図 11–12や図 11–13の構
成では使われません。

図 11–15は，共用バスの中間に RA3000コントローラ・シェルフを使った，
外部終端の TruCluster Server構成を示しています。この構成では，Host 0
I/Oモジュールが Host 1 I/Oモジュールにデイジー・チェイン接続されてい
るので，デュアル HSZ22コントローラを，アクティブ/アクティブ，または
アクティブ/パッシブのフェイルオーバ機能で使うことができます。
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図 11–15: アクティブ/アクティブ，またはアクティブ/パッシブのフェイル
オーバ機能を備えた，ミッドバス RA3000コントローラ・シェルフを使っ
た，外部終端の TruCluster Server 構成
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表 11–5は，図 11–15のクラスタを作成する場合に使われる構成要素です。

表 11–5: 図 11–15の構成で使われているハードウェア構成要素

図中の丸で囲んだ番号 説明

1 H879-AA ターミネータ

2 BN21W-0B Y ケーブル

3 BN38Cまたは BN38D HD68-VHDCI ケーブル a

4 BN37A-0E 50 cm (19.7 インチ) VHDCIケーブルa

aBN38C，BN38Dまたは BN38E-0B/BN37Aの組み合わせ，BN37A-0Eおよび隣接のシステム (図示されてい
ない)に接続されている BN21K，BN21L，BN31Gまたは 328215-00Xの合計ケーブル長と，内部デバイス内
の信号伝播距離を加えた SCSIバス・セグメントの最大長は，25 m (82フィート)を超えてはなりません。
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12
外部終端の共用 SCSIバスを使った 8メン

バ・クラスタの構成方法

この章では，以下の項目について説明します。

• 8ノード・クラスタの概要 ( 12.1 節)

• UltraSCSI BA356 と外部終端を使った 8 ノード・クラスタの構成
方法 ( 12.2 節)

TruCluster Serverバージョン 5.1Bは，以下のように，8メンバ・クラス
タ構成をサポートします。

• Fibre Channel: ファブリック (スイッチ)構成では，8メンバ・システム
を Fibre Channelを介して共通ストレージに接続します。

• パラレル SCSI:メンバ・システムの中の 4システムだけを 1つの SCSI
バスに接続します。複数の SCSIバスを使用して他のノード・セット
に接続できます。ノード・セットは相互に重なることも許されます。
RAIDアレイ・コントローラを使って，4メンバ・システムを共通 SCSI
バスに接続する場合は，フェア・アービトレーションを有効に設定した
DS-DWZZH-05 UltraSCSIハブを使用してください。

____________________ 注意 ___________________

DS-DWZZH-03/05 UltraSCSIハブは，StorageWorks BA35X
ストレージ・シェルフには接続できません。このストレージ・
シェルフからハブに，終端電源が供給されていないからです。

Fibre Channel を使った 8メンバ・クラスタは簡単に構成できます。メン
バ・システムをMemory Channelハブと Fibre Channelスイッチに接続しま
す (Fibre Channelの構成については，第 7 章を参照)。
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共用バスを使って 8メンバ・クラスタを構成する場合は，かなり複雑になり
ます。1つの共用バスには，4メンバ・システムしか接続できないからです。

この章では，外部終端の共用バスを使った，最小ストレージを持つ 8ノー
ド・クラスタに重点を置いています。このタイプのクラスタは，高性能技術
計算 (HPTC)に使用するカスタマが主に関心を持つクラスタですが，Tru64
UNIX バージョン 4.0F か 4.0G と TruCluster Software Products Memory
Channel Softwareバージョン 1.6製品を組み合せて使用していて，Tru64
UNIX バージョン 5.1Bと TruCluster Serverバージョン 5.1Bにアップグ
レードしたいと考えているカスタマにも重要です。

______________________ 注意 _____________________

Tru64 UNIXバージョン 4.0Fまたは 4.0Gをアップグレードする
必要も，クラスタ・インターコネクトをMemory Channelからプ
ライベート LANに変更する必要もありません。

12.1 8ノード TruCluster Serverクラスタの概要

図 12–1に，8ノード・クラスタの基本ブロック・ダイアグラムを示します。

______________________ 注意 _____________________

この章の図 12–1や他の図では，公衆網を説明していません。公衆
網に接続する場合は，ネットワーク・アダプタが必要になります。

8ノード・クラスタを構成する方法は多数ありますが，これはほんの一例で
す。アプリケーションや用途に応じて構成を選択する必要があります。
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図 12–1: 8ノード・クラスタのブロック・ダイアグラム
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図 12–1 では以下のことを示しています。

• メンバ・システムはすべてクラスタ・インターコネクト経由で接続
されています。

– Memory Channel ハブには Memory Channel

– イーサネット・スイッチにはプライベート LAN
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• 共用ストレージ用に共用バスが 3本あります。

– メンバ・システム 1と 2は，1番目の共用バスに接続されています。

Tru64 UNIXバージョン 5.1Bオペレーティング・システムは，メン
バ・システム 1にインストールされています。これは，図 12–1の
ように内部ディスクにインストールしたり，共用ディスクにインス
トールすることができます。

メンバ・システム 1は clu_createコマンドでクラスタを作成す
るために使われます。

メンバ・システム 2 は clu_add_member コマンドでクラスタ
に追加されます。

メンバ・システム 1と 2の共用ストレージには，クラスタ単位の
ルート (/)，/usr，/varファイル・システムと，メンバ・システ
ム 1と 2用のブート・ディスクが入っています (Tru64 UNIXと
TruCluster Serverソフトウェアをインストールする場合は，Tru64
UNIX『インストレーション・ガイド』と TruCluster Server『ク
ラスタ・インストレーション・ガイド』を参照)。

メンバ・システム 1と 2に 1つのボートを割り当てます。

– メンバ・システム 2，3，4，5は，2番目の共用バス上のストレー
ジを共用します。共用バスに接続できるクラスタ・メンバの最大
数は 4 システムです。

このバス上にある共用ストレージには，メンバ・システム 3，4，5
用のメンバ・システム・ブート・ディスクが入っています。

メンバ・システム 1 または 2 を使って，メンバ・システム 3，
4，5 をクラスタに追加します。

メンバ・システム 3に 1つのボートを割り当てます。

– メンバ・システム 1，6，7，8 が，3番目の共用 SCSIバスを構成
します。

このバス上の共用ストレージには，メンバ・システム 6，7，8用の
メンバ・システム・ブート・ディスクが入っています。

メンバ・システム 1 または 2 を使って，メンバ・システム 6，
7，8 をクラスタに追加します。
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12.2.1 項と図 12–2では，1 番目の共用バスにメンバ・システム 1と 2の
ケーブルを接続する方法を説明しています。

12.2.2 項と図 12–3では，2番目の共用バスとメンバ・システム 2，3，4，5
をクラスタにケーブル接続する方法を説明しています。

12.2.3 項と図 12–4では，3番目の共用バスとメンバ・システム 1，6，7，8
をクラスタにケーブル接続する方法を説明しています。

______________________ 注意 _____________________

Tru64 UNIXおよび TruCluster Serverバージョン 5.1Bは，メン
バ・システム 1と 2のハードウェアのインストールが完了した後
か，システムすべてのハードウェアがインストールされた段階
で，インストールすることができます。

12.2 UltraSCSI BA356と外部終端を使って 8ノード・クラ
スタを構成する方法

8 ノード・クラスタの構成は 3 段階で行われますが，各段階は，それぞ
れの共用バスに対応しています。

1. メンバ・システム 1と 2，および共用バス上にこの 2システムを配置
するために必要な，関連するクラスタ・ハードウェアをすべてインス
トールします。

2. メンバ・システム 3，4，5と，これらのシステムを共用 SCSIバス上に
配置するために必要な，関連するクラスタ・ハードウェアをすべて，メ
ンバ・システム 2とともにインストールします。

3. メンバ・システム 6，7，8と，これらのシステムを共用 SCSIバス上に
配置するために必要な，関連するクラスタ・ハードウェアをすべて，メ
ンバ・システム 1とともにインストールします。

______________________ 注意 _____________________

ステップ 2と 3を入れ換えて，メンバ・システム 6，7，8 をイ
ンストールしてからメンバ・システム 3，4，5 をインストー
ルしても構いません。
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12.2.1 最初の外部終端の共用 SCSI クラスタ上での，最初の 2つの
ノードのケーブル接続

この項では，8ノードの共用バス・クラスタの最初の 2つのノードのクラス
タ・ハードウェアをインストールする方法を説明します。順番に手順を実行
してください。別の項や表を参照するときは，この項に戻る前に，そこでの
手順を完全に終了してください。

______________________ 注意 _____________________

Tru64 UNIX バージョン 4.0F か 4.0G と TruCluster Memory
Channel Softwareバージョン 1.6から，Tru64 UNIXバージョン
5.1Bと TruCluster Serverバージョン 5.1Bにアップグレードする
場合は，共用ストレージが必要になりますが，Memory Channel
や公衆網用のハードウェアを変更する必要はありません。したがっ
て，以下の点を除きこれらの手順をスキップすることができます。

Tru64 UNIXと TruCluster Serverバージョン 5.1Bソフトウェア
をインストールした後で，マルチ・アクティブ・レール・モー
ドの Memory Channelアダプタを TruCluster Memory Channel
Software 製品で使う場合は，rm カーネル・サブシステム構成
の rm_rail_style 変数を 0 にリセットしなければなりませ
ん。TruCluster Server バージョン 5.1Bの rm_rail_styleの
省略時の設定は，フェイルオーバ・ペアを有効にする 1です。
詳しくは，『クラスタ高可用性アプリケーション・ガイド』
を参照してください。

図 12–2に，8ノード共用 SCSIクラスタの 1番目の 2つのメンバ・システム
の詳細を示します。図 12–2に示すクラスタの一部を作成するために使われ
ている構成要素を表 12–1 に示します。

8ノード・クラスタの最初の 2つのメンバ・システムにクラスタ・ハード
ウェアをインストールするには，以下の手順に従ってください。

1. メンバ・システム 1 と 2 にクラスタ・インターコネクト (Memory
Channelアダプタ，またはプライベート LAN 用のイーサネット・ア
ダプタ) をインストールします。
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Memory Channelアダプタのインストール方法とジャンパ設定は，第
5 章を参照してください。すべてのハードウェアをインストールするま
では，Memory Channelのテストは行わないでください。

プライベート LAN構成の詳細は，第 6 章を参照してください。

2. 8メンバ・システムのすべてが 10 m (32.8フィート)以内に収まるよう
に，Memory Channelハブをインストールしてください。

8つのイーサネット・スイッチを，すべてのメンバ・システムから 25 m
以内に収まるようにインストールします。プライベート LANに対する 25
mの制限は，使用する SCSIケーブルの最大長でさらに制限されます。

3. BN39B-04 (4 m; 13.1 フィート)ケーブルか，BN39B-10 (10 m; 32.8
フィート) ケーブルを使って，メンバ・システム 1，2 の Memory
ChannelアダプタをMemory Channelハブに接続するか，またはサポー
トされているイーサネット・ケーブルを使用してプライベート LANイー
サネット・アダプタをイーサネット・スイッチに接続します。

4. メンバ・システム 1，2に公衆網用のネットワーク・アダプタをインス
トールします。この章の構成図では公衆網は示していません。

5. 表 10–2を参照して，メンバ・システム 1と 2それぞれに，以下に示
す共用バスを使用する KZPBAホスト・バス・アダプタを各 2台イン
ストールしてください。

• メンバ・システム 1 と 2 の共用バス

• メンバ・システム 2とメンバ・システム 3，4，5との共用バス

• メンバ・システム 1とメンバ・システム 6，7，8との共用バス

ホスト・バス・アダプタの SCSI IDが以下のようにセットされているこ
とを確認してください。

• メンバ・システム 1: SCSI バス ID 7 (両方のホスト・バス・ア
ダプタともに)

• メンバ・システム 2: SCSI バス ID 6 (両方のホスト・バス・ア
ダプタともに)

6. 各システム (メンバ・システム 1と 2) で，各々の KZPBAホスト・バ
ス・アダプタに BN21W-0B Yケーブルが接続されていることと，各々
の BN21W-0B Yケーブルの片側に H879-AA HD68 ターミネータが接
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続されていることを確認してください。メンバ・システム 1と 2は，
2つの共用 SCSIバスの端に接続されます。

7. TruCluster Server用の UltraSCSI BA356を用意します ( 11.4.1.3 項を
参照)。UltraSCSI BA356パーソナリティ・モジュールに，H8861-AA
VHDCIトライリンク・コネクタが取り付けられていることを確認して
ください。

____________________ 注意 ___________________

UltraSCSI BA356で使用できるストレージより多くのスト
レージが必要な場合には，その 2つをデイジー・チェイン
接続することができます。詳細は， 11.4.3.3 項を参照して
ください。

8. 各システムで KZPBA ホスト・バス・アダプタを 1つ選択します。
BN38Cケーブルか BN38Dケーブル，または BN38E-0Bテクノロジ・
アダプタ・ケーブルと BN37Aケーブルを組み合わせたケーブルを使っ
て，各システムの BN21W-0B Yケーブルのターミネータの付いてい
ないコネクタと，UltraSCSI BA356 パーソナリティ・モジュールの
H8861-AA VHDCIトライリンク・コネクタ間を接続します。これで，
メンバ・システム 1と 2の間に，共用バスが作成されます。

各システムの別の KZPBAに接続されている，BN21W-0B Yケーブル
の片方には何も接続されていません。ここに接続すると，他の共用バ
スとして使用できます。

12–8 外部終端の共用 SCSI バスを使った 8 メンバ・クラスタの構成方法



図 12–2: 8ノード・クラスタの最初の 2つのノード
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表 12–1: 図 12–2の構成で使われているハードウェア構成要素

図中の丸で囲
んだ番号

説明

1 BN21W-0B HD68 Y ケーブル

2 H879-AA HD68 ターミネータ

3 BN38C (または BN38D) HD68-VHDCI ケーブルa b

4 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

5 BN39B-04 または BN39B-10 Memory Channel ケーブ
ル，またはイーサネット・ケーブル

6 BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00X
HD68-HD68 ケーブル

aBN38E-0Bテクノロジ・アダプタ・ケーブルをBN37Aに接続すると，BN38Cや BN38Dの代用ができます。
b1つの SCSIバス・セグメント上で，BN38C (または BN38D)と BN37Aケーブルを合計した長さは，25 m
(82 フィート) を超えてはなりません。

各手順を正しく実行していれば，最初の 2つのメンバ・システムのそれぞ
れを共用バス上の他の 3つのメンバ・システムに追加する準備ができたこ
とになります。

Tru64 UNIXと TruCluster Serverバージョン 5.1Bソフトウェアは，この
段階か，クラスタ・ハードウェアがすべてインストールされた段階で，イ
ンストールすることができます。

8ノード共用 SCSIクラスタを作成するには，4 ノード共用バスを 2つ構成
する必要があります。以降の 2つの項では，共用バス上にメンバ・システ
ム 3，4，5 をメンバ・システム 2とともに構成し，また共用バス上にメン
バ・システム 6，7，8 をメンバ・システム 1とともに構成するために必要
な手順を解説しています。

12.2.2 外部終端された 2番目の共用 SCSIバスのケーブル接続

ここまでは，メンバ・システム 1 と 2で構成される，外部終端された 2
ノードの共用バスの構成を行ってきました。この項では，共用バス上にメ
ンバ・システム 3，4，5 をメンバ・システム 2 とともに構成するために
必要な手順を解説します。

図 12–3に，共用バス上のメンバ・システム 2，3，4，5の詳細を示しま
す。図 12–3のシステムをクラスタに構成するために必要な構成要素を，
表 12–2 に示します。
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4ノード共用バスのメンバ・システム 2，3，4，5を構成するには，以下
の手順に従ってください。

1. メンバ・システム 3，4，5 にクラスタ・インターコネクト用アダプタ
(Memory Channel アダプタ，またはプライベート LAN のイーサネッ
ト・アダプタ)をインストールします。

Memory Channelアダプタのインストール方法とジャンパ設定は，第
5 章を参照してください。ハードウェアをすべてインストールするまで
は，Memory Channelのテストは行わないでください。

____________________ 注意 ___________________

メンバ・システム 1と 2がクラスタ・ソフトウェアを実行し
ている場合，mc_cable Memory Channel診断コマンドを実
行してはなりません。すべてのシステムをコンソール・レベ
ルにシャットダウンしてから mc_cable Memory Channel診
断コマンドを実行してください。

プライベート LAN構成の詳細は，第 6 章を参照してください。

2. BN39B-04 (4 m; 13.1フィート)ケーブル，または BN39B-10 (10 m; 32.8
フィート)ケーブルを使って，メンバ・システム 3，4，5の Memory
ChannelアダプタとMemory Channelハブを接続するか，またはイーサ
ネット・ケーブルを使用してプライベート LANイーサネット・アダプ
タとイーサネット・スイッチを接続します。

3. メンバ・システム 3，4，5に公衆網用のネットワーク・アダプタをイン
ストールします。この章の構成図では公衆網は示していません。

4. 表 10–2 を参照して，メンバ・システム 3，4，5に KZPBAホスト・
バス・アダプタをインストールします。これらのホスト・バス・アダ
プタは，メンバ・システム 2との共用 SCSIバスを構成するために使
われます。

ホスト・バス・アダプタの SCSI ID が，以下のようにセットされて
いることを確認してください。

• メンバ・システム 2: SCSI ID 6 (設定済)

• メンバ・システム 3: SCSI ID 7

• メンバ・システム 4: SCSI ID 5
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• メンバ・システム 5: SCSI ID 4

5. 各システム (メンバ・システム 3，4，5) の KZPBAホスト・バス・ア
ダプタに，BN21W-0B Y ケーブルが接続されていることを確認して
ください。

6. メンバ・システム 5の BN21W-0B Yケーブルの片側に，H879-AAター
ミネータが取り付けられていることを確認してください。メンバ・シス
テム 2とメンバ・システム 5がこの共用バスの両端に配置されます。

7. TruCluster Server用の UltraSCSI BA356を用意します ( 11.4.1.3 項を
参照)。UltraSCSI BA356パーソナリティ・モジュールに，H8861-AA
VHDCIトライリンク・コネクタが取り付けられていることを確認して
ください。

____________________ 注意 ___________________

UltraSCSI BA356で使用できるストレージより多くのスト
レージが必要な場合は，その 2つをデイジー・チェイン接続す
ることができます。詳細は， 11.4.3.3項を参照してください。

8. メンバ・システム 2とメンバ・システム 3の BN21W-0B Yケーブル間を
BN21K，BN21L，BN31Gまたは 328215-00Xケーブルで接続します。

9. メンバ・システム 4とメンバ・システム 5の BN21W-0B Yケーブル間を
BN21K，BN21L，BN31Gまたは 328215-00Xケーブルで接続します。

10. BN38Cケーブルか BN38Dケーブル，または BN38E-0Bテクノロジ・
アダプタ・ケーブルと BN37Aケーブルを組み合わせたケーブルを使っ
て，メンバ・システム 3と 4の BN21W-0B Yケーブルの片側のコネ
クタと，UltraSCSI BA356パーソナリティ・モジュールの H8861-AA
VHDCIトライリンク・コネクタ間を接続します。
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図 12–3: 8ノード・クラスタの 2番目の共用 SCSIバス
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図 12–3 のクラスタを作成するために使われる構成要素を，表 12–2 に
示します。
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表 12–2: 図 12–3の構成で使われているハードウェア構成要素

図中の丸で囲
んだ番号

説明

1 BN21W-0B HD68 Y ケーブル

2 H879-AA HD68 ターミネータ

3 BN21K，BN21L，BN31G または328215-00X
HD68-HD68 ケーブルa

4 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

5 BN38C (または BN38D) HD68-VHDCI ケーブルab

6 BN39B-04 または BN39B-10 Memory Channel ケーブ
ル，またはイーサネット・ケーブル

a1つの SCSIバス・セグメント上で，BN21K，BN21L，328215-00X，BN38C，BN38D，BN38E-0B，およ
び BN37Aを合計した長さは，25 m (82フィート) を超えてはなりません。
bBN38E-0Bテクノロジ・アダプタ・ケーブルをBN37Aに接続すると，BN38Cや BN38Dの代用ができます。

12.2.3 外部終端された 3番目の共用バスのケーブル接続

ここまでは，メンバ・システム 1 と 2 で構成される 2 ノードの外部終端
された共用バスの構成と，メンバ・システム 2，3，4，5で構成される 4
ノードの外部終端された共用バスの構成を行ってきました。8ノードの共
用 SCSIクラスタを完成させるには，3番目の外部終端された共用バスを
構成することが必要です。

この項では，外部で終端している共用バス上のメンバ・システム 1，6，7，8
を構成するために必要な手順を説明しています。

図 12–4では，共用バス上のメンバ・システム 1，6，7，8 の詳細を示して
います。図 12–4 のシステムをクラスタに構成するために必要な構成要素
を，表 12–3 に示します。

4ノード共用 SCSIバスのメンバ・システム 1，6，7，8の構成を行うに
は，以下の手順に従ってください。

1. メンバ・システム 6，7，8 にクラスタ・インターコネクト用アダプタ
(Memory Channel アダプタ，またはプライベート LAN のイーサネッ
ト・アダプタ)をインストールします。

Memory Channelアダプタのインストール方法とジャンパ情報は，第
5 章を参照してください。ハードウェアをすべてインストールするまで
は，Memory Channelのテストは行わないでください。
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____________________ 注意 ___________________

メンバ・システム 1と 2がクラスタ・ソフトウェアを実行
している場合は，mc_cable Memory Channel診断コマン
ドを実行しないでください。すべてのシステムをコンソー
ル・レベルにシャットダウンしてから mc_cable Memory
Channel診断コマンドを実行してください。

プライベート LAN構成の詳細は，第 6 章を参照してください。

2. BN39B-04 (4 m ; 13.1フィート)ケーブル，または BN39B-10 (10 m; 32.8
フィート)ケーブルを使って，メンバ・システム 6，7，8の Memory
ChannelアダプタをMemory Channelハブに接続するか，またはイーサ
ネット・ケーブルを使ってプライベート LAN イーサネット・アダプ
タをイーサネット・スイッチに接続します。

3. ハードウェア・マニュアルを参照して，メンバ・システム 6，7，8に公
衆網用のネットワーク・アダプタをインストールします。この項の図で
は公衆網を説明していません。

4. 表 10–2 を参照して，メンバ・システム 6，7，8に KZPBAホスト・
バス・アダプタをインストールします。これらのホスト・バス・アダ
プタは，メンバ・システム 1との共用 SCSIバスを構成するために使
われます。

ホスト・バス・アダプタの SCSI ID が，以下のようにセットされて
いることを確認してください。

• メンバ・システム 1: SCSI バス ID 7 (設定済)

• メンバ・システム 6: SCSI バス ID 6

• メンバ・システム 7: SCSI バス ID 5

• メンバ・システム 8: SCSI バス ID 4

5. 各システム (メンバ・システム 6，7，8)の KZPBAホスト・バス・アダプ
タに BN21W-0B Yケーブルが接続されていることを確認してください。

6. メンバ・システム 8の BN21W-0Bの片側に，H879-AAターミネータが
取り付けられていることを確認してください。メンバ・システム 1とメ
ンバ・システム 8がこの共用バスの両端に配置されます。
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7. TruCluster Server用の UltraSCSI BA356を用意します ( 11.4.1.3 項を
参照)。UltraSCSI BA356パーソナリティ・モジュールに，H8861-AA
VHDCIトライリンク・コネクタが取り付けられていることを確認して
ください。

____________________ 注意 ___________________

UltraSCSI BA356に接続されているストレージより多くの
ストレージが必要な場合は，その 2つをデイジー・チェイ
ン接続することができます。詳細は， 11.4.3.3 項を参照
してください。

8. メンバ・システム 1とメンバ・システム 6の BN21W-0B Yケーブル
間を，BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00X ケーブルで接
続します。

9. メンバ・システム 7とメンバ・システム 8の BN21W-0B Yケーブル
間を，BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00X ケーブルで接
続します。

10. BN38Cケーブルか BN38Dケーブル，または BN38E-0Bテクノロジ・
アダプタ・ケーブルと BN37Aケーブルを組み合わせたケーブルを使っ
て，メンバ・システム 6と 7の BN21W-0B Yケーブルの片側のコネ
クタと，UltraSCSI BA356パーソナリティ・モジュールの H8861-AA
VHDCIトライリンク・コネクタ間を接続します。
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図 12–4: 8ノード・クラスタの 3番目の共用 SCSIバス
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図 12–4で示されているクラスタを作成するための構成要素を，表 12–3に
示します。
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表 12–3: 図 12–4に示す構成で使われているハードウェア構成要素

図中の丸で囲
んだ番号

説明

1 BN21W-0B HD68 Y ケーブル

2 H879-AA HD68 ターミネータ

3 BN21K，BN21L，BN31G または 328215-00X
HD68-HD68 ケーブル

4 H8861-AA VHDCI トライリンク・コネクタ

5 BN38C (または BN38D) HD68-VHDCI ケーブルa b

6 BN39B-04 または BN39B-10 Memory Channel ケーブ
ル，またはイーサネット・ケーブル

aBN38E-0Bテクノロジ・アダプタ・ケーブルをBN37Aに接続すると，BN38Cや BN38Dの代用ができます。
b1つの SCSIバス・セグメント上で，BN21K，BN21L，328215-00X，BN38C，BN38D，BN38E-0B，およ
び BN37Aを合計した長さは，25 m (82フィート) を超えてはなりません。
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A
ワールドワイド IDのディスク名への変換表

表 A–1: ストレージセット・ユニット番号のディスク名への変換

ファイル・シ
ステムまたは
ディスク

HSG80
ユニット WWID UDID デバイス名 dskn

Tru64 UNIX
ディスク

クラスタ単位
のルート (/)

/usr

/var

クォーラム・
ディスク

メンバ 1 ブー
ト・ディスク

メンバ 2 ブー
ト・ディスク

メンバ 3 ブー
ト・ディスク

メンバ 4 ブー
ト・ディスク

メンバ 5 ブー
ト・ディスク

メンバ 6 ブー
ト・ディスク

メンバ 7 ブー
ト・ディスク

メンバ 8 ブー
ト・ディスク

ワールドワイド ID のディスク名への変換表 A–1





B
高可用性 LANインターコネクトのための

スイッチの構成

高可用性 LAN インターコネクト構成の場合は，メンバごとに 2つのネッ
トワーク・アダプタを用意して 2 メンバ NetRAIN (redundant array of
independent network adapters)仮想インタフェースとして構成するととも
に，どちらも 2つの独立したスイッチに接続することをお勧めします。ただ
し，この構成で NetRAINを正しく動作させるためには，保守およびフェイ
ルオーバ・トラフィックを通すためのスイッチ間リンクが必要です。LAN イ
ンターコネクトをこのような NSPOF (no-single-point-of-failure)構成にして
おけば，1つの機器に障害が発生しただけでクラスタ全体が使用不能になる
という事態を避けることができます。ただし，ある状況でこのスイッチ間リ
ンクに障害が発生すると，ネットワークが分断され，最悪の場合，クラス
タ・メンバの半数が削除されてしまいます ( 6.3.3 項を参照)。

こうした事態を避けるために，スイッチ間リンクを追加して構成することを
お勧めします。ただし，リンクを追加すると，ルーティング・ループが形
成されて，パケットの転送に問題が生じます。そのため，スイッチを追加
構成してこの問題を回避する必要があります。

スイッチ間の並列リンクをサポートする方法には，以下に示す 3つの方法が
あります。一般的なスイッチであれば，少なくともその 1つを備えていま
す。それらを有効な順に説明すると，以下のとおりです。

リンク集約 2つのスイッチの間にある複数の物理的なリンクを単
一のリンクとして扱い，その中でパケットのトラ
フィックを分散する。 ( B.1 節)

リンク復元 2つのスイッチの間にある複数の物理リンクのうち，
1つのリンクをアクティブ・リンクにし，他のリンク
をスタンバイ・リンクにして，その間でフェイル
オーバを行う。 ( B.2 節)
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スパニング・ツ
リー・プロトコル

分散ルーティング・アルゴリズムを使うことによ
り，スイッチどうしが協調しあってルーティング・
ループを検出し削除する。この方法は，IEEEの標準
(IEEE 802-1d)になっている。 ( B.3 節)

以降の各節では，これらの方法を詳しく説明するとともに，その方法を有効
に働かせるために必要なスイッチの条件と構成オプションを説明します。

B.1 リンク集約

リンク集約 (別名，ポート・トランキング)は，高可用性 LANインターコネ
クトのために実装する並列スイッチ間リンクとして，最適のソリューショ
ンです。リンク集約を使う場合は，それぞれのスイッチで，もう一方のス
イッチのポートへクロス・ケーブルで接続しているポートをグループ化し
ます。グループ化したポートの各組が，それぞれ 1本の仮想リンクになり
ます。2つのスイッチの間を流れるトラフィックは，この仮想リンクを構
成している物理リンクを通して送信されます。

この構成にはいくつかの利点があります。

• 仮想リンク内のリンクまたはポートに障害が発生した場合，その物理
リンクは使用できなくなりますが，同じ仮想リンクに属する他の物理
リンクは継続して使用できます。そのため，スイッチ間の接続は失わ
れません。

• 特別なことがない限り，フェイルオーバは直ちに行われます。

• どの物理リンクもスイッチ間のトラフィックを運べるので，スイッチ
間で利用可能な総帯域幅は 1本のスイッチ間リンクで利用可能な帯域
幅より大きくなります。

____________________ 注意 ___________________

特に指定しない限り，スイッチの多くは，データ・パケット
の宛先 IPアドレスまたは媒体アクセス制御 (MAC)アドレス
に基づいて，データの転送に使うポートを決定します。つま
り，スイッチ間リンクを経由するシステム間のトラフィック
は，常に同じ物理リンク上を流れます。どのアダプタがアク
ティブになっても帯域幅が増加することはありません。ス
イッチによっては，ラウンド・ロビン・アルゴリズムを選択

B–2 高可用性 LAN インターコネクトのためのスイッチの構成



して，宛先とは無関係にトラフィックを均等分散できるもの
もあります。LANインターコネクトで使うスイッチがこのよ
うなアルゴリズムをサポートしていれば，その機能を利用す
ることで，スイッチ間リンクを一層効率的に使用することが
できます。ただし，このようなアルゴリズムをサポートして
いなくても，リンク集約の耐障害性に影響があるわけではな
く，性能改善の可能性が減るだけです。

B.2 リンク復元

スイッチによっては，リンク復元をサポートしているものがあります。リン
ク集約がサポートされていない場合は，リンク復元が次善の方法です。リン
ク復元は，リンクのフェイルオーバだけを目的に設計された方法です。通常
は，2本のリンクを用意して，一方のリンクをメイン・リンクとし，もう一
方のリンクをスタンバイ・リンクとして利用します。2つのスイッチの間で
トラフィックを流すのはメイン・リンクだけです。スイッチは，メイン・リ
ンクに障害を検出すると，直ちにスタンバイ・リンクを使い始めます。メイ
ン・リンクが障害から回復した場合，スイッチはメイン・リンクを再び使う
ようにするか，またはスタンバイ・リンクを使い続けます。

リンク集約の場合と同じように，リンク復元でも，リンクに障害が起こったと
きに迅速にフェイルオーバできます。ただし，リンク集約と違って，同時に使
用するリンクは 1本だけです。そのため，利用可能な帯域幅は増えません。

B.3 スパニング・ツリー・プロトコル (STP)

上記の 2つのオプションがサポートされていない場合でも，双方のスイッチ
がスパニング・ツリー・プロトコルの標準 (IEEE 802.1d)をサポートしてい
れば，スイッチ間で並列リンクを使うことができます。業界で広く使われ
ているこの標準は，ネットワークにおけるパケット・ループを検出し削除
できるように設計されています。リンクに障害が発生すると，スイッチは
自分自身を自動的に再構成し，もう一方のスイッチ間リンクを使い始めま
す。これは，リンク復元の場合と似ています。

LANインターコネクトで STPを使う場合は，以下の要件を満たすスイッチ
を使用する必要があります。
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• スイッチは，ポートごとに STPを無効にできること。STPの有効また
は無効をスイッチ全体でしか切り替えられない製品でも，その製造元に
よっては，高速転送などの機能を使うことで，選択したポートでこのプ
ロトコルを使わせないようにできる製品もあります。

• STPのルート学習時間を，クラスタの NetRAINリンク・フェイルオー
バ時間 (10 秒)より短く構成できること。

LAN インターコネクトで STP 対応のスイッチを構成する場合は，以下
の規則に従ってください。

• STPはスイッチ間リンクで使うポートだけに構成すること。NetRAIN
のフェイルオーバにいくつかのネットワーク・カードが絡んでいる場
合は，それらのポートで STPが有効になっていると，スパニング・ツ
リーが再構成されることがあります。スパニング・ツリーの再構成中，
スイッチはその間に入ってくるパケットを廃棄します。そのため，
NetRAINフェイルオーバに巻き込まれたノードでは，スパニング・ツ
リーの再構成が完了しても，接続が切れてしまいます。従って，クラ
スタ・メンバに接続しているスイッチのポートでは，スパニング・ツ
リー・ルーティングを無効にし，スイッチどうしをクロス・ケーブルで
接続しているポートだけを有効にする必要があります。

スパニング・ツリー・ルーティングは終端ノードに接続しているポート
では意味がなく，問題を起こす可能性があります。しかし，すべてのス
イッチがポートごとにスパニング・ツリー・プロトコルを有効および無
効にできるわけではありません。その場合は，リンク集約かリンク復元
(これらの方が STPより優れています) を使って並列リンクを実現する
か，またはスイッチ間並列リンクを一切使わないようにします。

• 再構成中はパケットが廃棄されてしまうので，スイッチの STP設定を
調整して，再構成の処理に必要な時間をできるだけ短くすること。ハ
ロー・タイム，転送遅延，および最大経過時間の 3つの基本的な設定
は，ほとんどのスイッチで変更できます。これらの値を最小値に設定し
てください。通常，ハロー・タイムは 1秒，転送遅延は 4秒，そして最
大経過時間は 6秒です。このように調整すれば，スイッチ間リンクに障
害が発生しても，スイッチを迅速に回復できます。

B–4 高可用性 LAN インターコネクトのためのスイッチの構成



索引

数字および記号

17-04074-04ケーブル . . . . . . . . . . 7–43

A

ACS . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–12
AlphaServer

ES40.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–15
ATL

TL893テープ・ライブラリ . . 9–31
TL896テープ・ライブラリ . . 9–31

ATM LANE . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–1
auto_quit_scm コンソール環境変

数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–14, 8–24

B

BA350ストレージ・シェルフ 11–10
共用 SCSI で使用するための準

備 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–17
終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–3, 11–17

BA356ストレージ・シェルフ 11–10
DS-DWZZH-03にインストールされ

た . . . . . . . . . . . 2–21, 3–12, 4–10
SCSI IDの選択 . . . . 11–12, 11–18
共用 SCSI で使用するための準

備 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–18
ジャンパ . . . 11–10, 11–12, 11–14

終端 11–3, 11–10, 11–12, 11–14
準備 . . . . . . . . . . . . . . . 11–16, 11–19
パーソナリティ・モジュールのアド

レス・スイッチ . . . . . . . . . . 11–12
BA356 ディスクの SCSI ID の選

択 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–12
BA370 ストレージ・シェルフ

DS-DWZZH-03にインストールされ

た . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–21, 3–12
BC12N-10 Memory Channel リン

ク・ケーブル . . . . . . . . . . . . 2–8, 5–9
長さ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–8

BN39B-01 Memory Channel リン

ク・ケーブル . . . . . . . . . . 5–9, 5–11
BN39B-04 Memory Channel リン

ク・ケーブル . . . . . . . . . . 5–9, 5–11
BN39B-10 Memory Channel リン

ク・ケーブル . . . . . 2–8, 5–9, 5–11
長さ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–8

bootdef_devコンソール環境変数

設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–97
bootdef_dev コンソール環境変

数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–96, 7–99
設定 . . . . 7–94, 7–96, 7–97, 7–99
リセット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–94

bus_probe_algorithmコンソール環

境変数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–16

索引–1



C

caa_relocateコマンド 5–18t, 5–31t
clu_createコマンド . . . . 7–99, 12–4
configuration resetコマンド . 7–50
CONFIGURATION RESTOREコマ

ンド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–55
CSB . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–6
ノード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–6
目的 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–6

D

dbxコマンド . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–22
DE50x . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2
DE60x . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2
debuggerユーティリティ . . . . . 5–22
DEGPA-xx . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2
disklabelコマンド . . . . . . . . . . . . 7–98
DLT ミニライブラリ

TL881/TL891のスレーブ構成 9–56
TL881テープ・ライブラリ . . 9–41
TL891テープ・ライブラリ . . 9–41
TL891のスレーブ構成 . . . . . . . 9–13

DS-BA356ストレージ・ユニット

( UltraSCSI BA356を参照 )
DS-BA35X-DA パーソナリティ・モ

ジュール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–4,
3–6, 4–10, 11–2, 11–3

DS-DWZZH-03

BA35Xには接続できない . . . . 3–11
DS-DWZZH-03 UltraSCSI ハ

ブ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–11
SBB... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–12
SCSI ID .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–12
termpwr .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–11

インストールされた. . . . . . . . . 2–21,
3–12, 4–10

サポートされる . . . . . . . . . . . . . . 3–12
説明 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–21
転送速度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–21
内部終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–11
バス・コネクタ . . . . . . . . . . . . . . 3–12
バスの孤立化 . . . . . . . . . . . . . . . . 2–21
放射状接続の解除 . . . . . . . . . . . . 2–21

DS-DWZZH-05

BA35Xには接続できない . . . . 3–11
DS-DWZZH-05 UltraSCSI ハ

ブ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–11, 3–13
SBB.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–13
SCSI ID .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–13
termpwr .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–11
インストールされた. . . . . . . . . 2–21,

3–13, 4–10
構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–19
説明 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–21
転送速度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–21
内部終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–11
バス・コネクタ . . . . . . . . . . . . . . 3–13
バスの孤立化 . . . . . . . . . . . . . . . . 2–21
フェア・アービトレーション 3–13
放射状接続の解除 . . . . . . . . . . . . 2–21

DWZZA シグナル変換器

アップグレード . . . . . . . . . . . . . . 2–20
終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–3, 11–18
正しくないハードウェアのリビジョ

ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–20
DWZZB シグナル変換器

終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–3
DWZZH-03

索引–2



( DS-DWZZH-03 UltraSCSI ハ
ブ を参照 )

DWZZH-05

( DS-DWZZH-05 UltraSCSI ハ
ブ を参照 )

E

ECB. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–47
EMA12000 Enterprise Modular

Array

構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
透過フェイルオーバ・モード 2–13
ポート構成. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
ユニット構成 . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13

emxmgr コマンド

-d . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–115
-t . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–115, 7–117
アダプタの表示 . . . . . . . . . . . . 7–115
使用 . . . . . . . . . . . . . . . 7–116, 7–118
対話型での使用 . . . . . . . . . . . . 7–119
トポロジの表示 . . . . 7–115, 7–117

ESA12000 Enterprise Storage

Array

構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
コントローラの交換. . . . . . . . . . 7–54
透過フェイルオーバ・モード 2–13
ポート構成. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
ユニット構成 . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13

ESL9000 シリーズ・テープ・ライブ

ラリ

( ESL9326Dエンタープライズ・
ライブラリ・テープ・ドライ
ブ を参照 )

ESL9326D エンタープライズ・ライ

ブラリ・テープ・ドライブ

SCSI IDの設定 . . . . . . . . . . . . . . 9–63
SCSIコネクタ . . . . . . . . . . . . . . . 9–65
アップグレード . . . . . . . . . . . . . . 9–61
ケーブル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–65
ケーブル接続 . . . . . . . . . 9–61, 9–65
終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–65
注文番号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–61
テープ・カートリッジ . . . . . . . 9–61
テープ・ドライブ . . . . . . . . . . . . 9–62
ドライブの数 . . . . . . . . . . . . . . . . 9–61
内部ケーブル接続 . . . . . . . . . . . . 9–64
ファームウェア . . . . . . . . . . . . . . 9–63
容量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–61

ESL9326Dのアップグレード . . 9–61

F

F_Portファブリック・ポート . . 7–4
FCP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–2
FDDI . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–1
ffautoコンソール環境変数. . . . . 7–96
ffnextコンソール環境変数 . . . . . 7–96
Fibre Channel . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–15

AL_PA アービトレイテッド・ルー

プ物理アドレス . . . . . . . . . . . . . 7–3
F_Portファブリック・ポート . 7–4
Fibre Channelストレージへソフト

ウェアのインストール . . . . . 7–55
FL_Port ファブリック・ループ・

ポート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–4
N_Portノード・ポート . . . . . . . 7–4

索引–3



NL_Port ノード・ループ・ポー

ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–4
NVRAM ... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–35
アービトレイテッド・ループ 7–3,

7–7
既知接続のテーブル. . . . . . . . 7–101
距離 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–3
サポートされる構成. . . . . . . . . . 7–9,

7–12, 7–19
使用可能なブート・デバイスの表

示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–92
制約事項 . . . . . . . . . . . . . . . 2–9, 2–14
ゾーニング

( Fibre Channel スイッチ，
ゾーニング を参照 )

ディスクのラベル付け . . . . . . . 7–98
データの速度 . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–2
トポロジ . . . . . . 7–5, 7–116, 7–118
ハブのインストール. . . . . . . . . . 7–29
ファブリック . . . . . . . . . . . . 7–4, 7–6
ファブリック・モード . . . . . . . 7–34
フレーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–3
ポイント・ツー・ポイント . . . . 7–5
用語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–3

Fibre Channel アダプタ

GLM.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–32
インストール . . . . . . . . . . . . . . . . 7–32
ファブリックで動作させる設

定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–33, 7–35
マウント用ブラケット . . . . . . . 7–32
ループで動作させる設定 . . . . . 7–38
ワールドワイド名の取得 . . . . . 7–40

Fibre Channel スイッチ

ゾーニング，必要な場合 . . . . . 7–22

Fibre Channel テープ・コントロー

ラ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–12
Fibre Channel テープ・コントロー

ラ II . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–12
Fibre Channel プロトコル

( FCP を参照 )
FL_Portファブリック・ループ・ポー

ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–4

G

GBIC

GBIC-SW.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–33

H

H885-AAトライリンク . . . . . . 11–20
hp_countコンソール環境変数 8–13,

8–24
hp_qbb_maskn コンソール環境変

数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–13, 8–24
hp_qbb_mask コンソール環境変

数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–13
HPM . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–6
HSG60コントローラ . . . . . . . . . . 1–16
構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
透過フェイルオーバ・モード 2–13
ポート構成. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
ユニット構成 . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13

HSG80コントローラ . . . . . . . . . . 1–16
ACS.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–12
port_n_topology .. . . . . . . . . . . . . . 7–46
SCSI-3.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–46
オフセットのリセット . . . . . 7–102
交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–54

索引–4



構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13, 7–42
コントローラの値の設定 . . . . 7–42,

7–45
接続名 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–49
ソフトウェア・インストールのため

のストレージセットの構成 7–57
多重バス・フェイルオーバ . . . 7–46
ターミナルまたはラップトップに接

続 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–43
ディスク・パーティション . . . 7–55
透過フェイルオーバ・モード 2–13
バッテリ放電タイマーの設定 7–47
日付と時刻の設定 . . . . . . . . . . . . 7–47
フェイルオーバ・モードの変

更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–102
ポート構成. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
ユニット構成 . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
ユニットと識別子の追加 . . . . . 7–62
ループの port_n_topology .. . . 7–52
ループの構成 . . . . . . . . . . . . . . . . 7–51
ループ用コントローラの値設

定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–51
ワールドワイド名の取得 . . . . 7–45,

7–53
HSG80のリセット . . . . . . . . . . . . . 7–45
HSG80フェイルオーバ・モードの変

更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–102
HSG80への接続 . . . . . . . . . . . . . 7–101
HSV Element Manager

GUIを使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–74
アクセスする . . . . . . . . . . . . . . . . 7–68
仮想ディスクの作成. . . . . . . . . . 7–82

仮想ディスクのホストへの提

示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–85
仮想ディスク・フォルダの作

成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–79
起動 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–69
パスワードの設定 . . . . . . . . . . . . 7–70
ホストの追加 . . . . . . . . . . . . . . . . 7–74
ホスト・フォルダ . . . . . . . . . . . . 7–74
ライセンス・キーの設定 . . . . . 7–70

HSV110

VCSライセンス・キー . . . . . . . 7–66
仮想ディスク構成 . . . . . . . . . . . . 7–73
ストレージ・システムへのアクセ

ス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–69
名前の設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–71
要件と制約事項 . . . . . . . . . . . . . . 2–14

HSZ22

( RA3000 を参照 )
HSZ80コントローラ . . . . . . . . . . . 1–16
HSZ フェイルオーバ

多重バス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–18
透過 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–17

hwmgr . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–115
hwmgr -view デバイス・コマン

ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–65
hwmgrコマンド . . . . . . . . . . . . . . . 7–97

I

I/O バス

数. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–9
I/O ライザ (riser)

ケーブル . . . . . . . . . . . . . . . 8–4, 8–11
リモート . . . . . . . . . . . . . . . 8–4, 8–11

索引–5



ローカル . . . . . . . . . . . . . . . 8–4, 8–11
ifconfig コマンド

アクティブな LANインターコネク

ト・アダプタを監視するための使

用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–13
initコマンド . . . . . 7–34, 7–37, 7–96

K

KGPSA NVRAM

ファブリックに設定. . . . . . . . . . 7–35
KZPBA UltraSCSI ホスト・バス・

アダプタ

SCSI IDの設定 . . . . . . . . . . . . . . 4–21
クラスタでの使用 . . . . . . 4–8, 10–2
終端抵抗 . . . . . 4–11t, 4–22, 10–3t
制約事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–17
デバイス情報の表示. . . . . . . . 4–12t,

4–18, 4–20, 10–4t
KZPSA-BB SCSIバス・アダプタ

SCSI IDの設定 . . . . . . . . . . . . 10–14
クラスタでの使用 . . . . . . . . . . . . 10–2
終端抵抗 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10–3t
終端電源の設定 . . . . . . . . . . . . 10–14
制約事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–16
デバイス情報の表示. . . . . . . . . 10–4t
バス速度の設定 . . . . . . . . . . . . 10–14
ファームウェアのアップデー

ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10–16

L

lagconfig コマンド

LANインターコネクトでは非サポー

ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–4
LAN インターコネクト

規則と制約事項 . . . . . . . . . . . . . . . 6–1
すべてのアクティブなアダプタが

同じスイッチ側にあることの確

認 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–13
ハードウェア要件 . . . . . . . . . . . . . 6–1
保守 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–13

LCコネクタ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–15
Legato Networker. . . . . . . . . . . . . 2–12
LFU . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–25, 10–16
ファームウェア・アップデー

ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–25
ファームウェアのアップデー

ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10–16
ブート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10–16

Loadable Firmware Update ユー

ティリティ

( LFU を参照 )
Logical Storage Manager

( LSMのミラー化を参照 )
LSM のミラー化

SCSIバス間 . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–13
クラスタ単位の /usr . . . . . . . . . . 1–14
クラスタ単位の /var . . . . . . . . . . 1–14
クラスタ単位のデータ・ディス

ク . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–14

M

MA6000 Modular Array

構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
透過フェイルオーバ・モード 2–13
ポート構成. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
ユニット構成 . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13

MA8000 Modular Array

構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13

索引–6



透過フェイルオーバ・モード 2–13
ポート構成. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
ユニット構成 . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13

mc_cableコマンド . . . . . . . . . . . . 5–15
mc_diagコマンド . . . . . . . . . . . . . 5–14
Memory Channel

インストレーション. . . . . . 5–2, 5–6
インターコネクト . . . . . . . . . . . . . 2–7
ジャンパ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–2
診断 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–14, 5–15
バージョン. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4
光変換器のインストレーショ

ン . . . . . . . . . . . . . 5–7, 5–12, 5–14
フェイルオーバ・ペア . . . . . . . . 5–1

Memory Channel インターコネクト

制約事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4
セットアップ . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–1
追加 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–17
保守 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–17
ローリング・アップグレード 5–17

Memory Channel ジャンパ

MC1およびMC1.5 (CCMAA) . 5–3
MC2 (CCMAB) .. . . . . . . . . . . . . . . . 5–4
MC2 (CCMLB) . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–6

Memory Channel 診断

mc_cable. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–15
mc_diag .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–14

Memory Channel ハブ

インストレーション. . . . . . . . . . . 5–8
Memory Channel 光ケーブル

光変換器のインストレーショ

ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–12, 5–14
Memory Channel 光ファイバ

BN34R光ファイバ・ケーブル 2–8

ケーブル長. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–8
光変換器 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–8
光変換器のインストレーション 5–7

MUC . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–32
SCSI IDの設定 . . . . . . . . . . . . . . 9–34

MUC スイッチの機能

TL893テープ・ライブラリ . . 9–33
TL896テープ・ライブラリ . . 9–33

N

N_Portノード・ポート . . . . . . . . . 7–4
NetRAIN フェイルオーバ

結果 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–13
NL_Port ノード・ループ・ポー

ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–4
NSPOF . . . . . . . . . . . . 1–15, 3–22, B–1
NVRAM

ファブリック・モードに設定 7–35

O

Open SAN Manager

HSV Element Manager .. . . . . . 7–68
リソース . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–68

OSユニット ID . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–16
( UDID も参照 )

P

PBM . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–6
PCI ドロワ

1次 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–5
一次 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–7

索引–7



スロットのレイアウト . . . . . . . . 2–3
内容 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–5, 8–7

PCIバックプレーン・マネージャ

( PBM を参照 )
power offコマンド . . . . . 8–21, 8–23
Prestoserve

クラスタで使用する. . . . . . . . . . . 4–4
PSM . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–6

R

RA3000 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–16
DWZZH-05ホスト・ポートを一緒

に使用する . . . . . . . . . . . . . . . . 3–35
UltraSCSIハブを使用したケーブル

接続 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–31
UPSが必要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–30
アクティブ/アクティブ・モー

ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–22
アクティブ/パッシブ・モード 3–22
外部終端を使うケーブル接続 11–29
サポートされる RAIDレベル 11–29
サポートする RAIDのレベル 3–30
制約事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–19
注文番号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–30
デバイスの制約事項. . . . . . . . . . 2–19
必要な UPS .. . . . . . . . . . . . . . . . 11–29

RA8000 ストレージ・アレイ

構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
コントローラの交換. . . . . . . . . . 7–54
透過フェイルオーバ・モード 2–13
ポート構成. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13
ユニット構成 . . . . . . . . . . . . . . . . 2–13

RAID . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–15
RAID アレイ 3000

( RA3000 を参照 )
RAIDアレイ・コントローラ

利点 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–21
rm_rail_style . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–1

S

SAVE_CONFIGURATION コマン

ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–55
SBB

BA350にインストール . . . . . 11–10
BA356にインストール . . . . . 11–12
DS-DWZZH-03 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–12
DS-DWZZH-05 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–13
DWZZH で利用できるスロッ

ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–14
Fast-Narrow SCSIドライブ . . 3–4
Fast-Wide SCSIドライブ . . . . . 3–4
UltraSCSI BA356 にインストー

ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–15
シグナル変換器 . . . . . . . 2–20, 11–2
注文番号の末尾が -VA . . . . . . . . . 3–4
注文番号の末尾が -VW .. . . . . . . 3–4
内部終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–4

SCM . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–5
スレーブ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–6
電源 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–5
マスタ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–6
マスタ指定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–6
目的 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–5

scm_csb_master_eligible コンソー

ル環境変数 . . . . . . . 8–6, 8–14, 8–15
SCM コマンド

set hp_count. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–13
set hp_qbb_mask.. . . . . . . . . . . . . 8–13

索引–8



show nvr .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–13
電源投入 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–15

SCSI ID

BA350 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–10
BA350 ストレージ・シェル

フ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–16
BA356 .. . . . . . . . . . . . . . 11–12, 11–18
KZPBA ... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–22
UltraSCSI BA356.. . 11–15, 11–19
UltraSCSI BA356内 . . . . . . . 11–15
設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–12t,

4–21, 9–4, 10–14, 11–19
の数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–18
要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–7

SCSI ID の設定

ESL9326Dエンタープライズ・ライ

ブラリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–63
KZPBA ... . . . . . . . . . . . . 4–22, 10–14
KZPSA-BB ... . . . . . . . . . . . . . . . 10–14
MUC.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–34
TL881/891 DLT ミニライブラ

リ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–46, 9–58
TL891テープ・ライブラリ . . . 9–3
TL893テープ・ライブラリ . . 9–34
TL894テープ・ライブラリ . . 9–18
TL896テープ・ライブラリ . . 9–34

SCSI-2バス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–7
SCSI_VERSION

SCSI-3.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–46
SCSIケーブル . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–22

( ケーブルも参照 )
要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–23

SCSI コントローラ

バス速度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–7
SCSIバス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–2

( 共用 SCSIバス;共用 SCSI バ
スの要件も参照 )

BA350と BA356を使う. . . . 11–21
サポートされているデバイスの

数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–2
速度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–7
長さ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–8
2個の BA356.. . . . . . . . . . . . . . . 11–24
2 台の UltraSCSI BA356 を使

う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–26
優先順位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–8

SCコネクタ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–15
set bootdef_devコマンド . . . . 7–96,

7–99
SET FAILOVER COPY =

TROLLERTHIS_CON コマ

ンド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–17
set ffautoコマンド . . . . . . . . . . . . 7–96
set ffnextコマンド . . . . . . . . . . . . 7–96
set hp_countコマンド . . . . . . . . 8–13
set hp_qbb_masknコマンド . . 8–13
SET MULTIBUS FAILOVER COPY

= THIS_CONTROLLER コマン

ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–22
SET OPTIONSコマンド . . . . 7–111
set scm_csb_master_eligibleコマン

ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–15
show configコマンド . . . . . . . 4–12t,

4–13, 4–16, 4–19, 7–40, 10–4t,
10–6, 10–8, 10–11

show connectionコマンド. . . . 7–50

索引–9



show csbコマンド . . . . . . . . . . . 8–15,
8–17, 8–20

show deviceコマンド 4–12t, 4–15,
4–17, 8–24, 10–4t, 10–9

show devコマンド . . . . . . . . . . . . 7–93
show ispコマンド . . . . . . 4–18, 4–20
show nvrコマンド . . . . . . . . . . . 8–13,

8–17, 8–24
show nコマンド . . . . . . . . 7–27, 7–92
show pkコマンド . . . . . . . . . . . . . 4–18
show systemコマンド . . . . . . . . 8–17
show this_controller コマン

ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–53
SHOW THIS_CONTROLLER コマ

ンド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–53
show wwidコマンド . . . . . . . . . 7–27,

7–65, 7–89, 7–92
soft_termコンソール環境変数 . 4–20
SRMコンソール・ファームウェア

ISP1020/1040 ベースの PCI オプ

ション・ファームウェアを含

む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–16
LFUでアップデート . . . . . . . 10–16
アップデート . . 4–9t, 8–25, 10–4t
一次 QBBメモリでの実行 . . . 8–24
制御を移す. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–16
制御を渡す. . . . . . . . . . . . 8–14, 8–15
標準 I/Oモジュール . . . . . . . . . . . 8–5
ファームウェアのリリース・ノート

の取得 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5
SSSU ユーティリティ

HSV110構成の取り込み . . . 7–108
HSV110 コントローラの初期

化 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–108
HSV110へのアクセス . . . . . 7–107

起動 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–107
構成情報の削除 . . . . . . . . . . . . 7–113
スクリプトの作成 . . . . . . . . . . 7–110
ファイル・コマンド. . . . . . . . 7–109

StorageWorksビルディング・ブロッ

ク

( SBB を参照 )
STP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–3, B–2, B–3
SWMA

Open SAN Manager .. . . . . . . . . 7–68
ログイン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–68

sysconfigtabファイル . . . . . . . . 5–22
sysconfigコマンド . . . . . . . . . . . . 5–22

T

termpwr . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–2, 3–11,
3–18, 4–10, 10–15, 11–3

TL881/891 DLTミニライブラリ

SCSI IDの設定 . . . . . . . 9–46, 9–58
ケーブル接続 . . . . . . . . . 9–48, 9–53
構成要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–42
性能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–44
電源投入 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–58
ベース・ユニットのスレーブ構

成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–56
モデル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–41
容量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–42, 9–44

TL881テープ・ライブラリ . . . . 9–41
TL890 テープ・ライブラリ

SCSI IDの設定 . . . . . . . . . . . . . . 9–16
ケーブル接続 . . . . . . . . . . . . . . . . 9–10
省略時の SCSI ID . . . . . . . . . . . . . 9–16
電源投入 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–15

索引–10



TL891テープ・ライブラリ . . . . 9–2,
9–41
SCSI IDの設定 . . . . . . . . 9–4, 9–16
共用 SCSIで使用 . . . . . . . . . . . . . 9–2
ケーブル接続 . . . . . . . . . . 9–5, 9–10
省略時の SCSI ID . . . . . . . 9–4, 9–16
スレーブ構成 . . . . . . . . . . . . . . . . 9–13

TL893テープ・ライブラリ . . . . 9–31
MUCスイッチの機能 . . . . . . . . 9–33
SCSI IDの設定 . . . . . . . . . . . . . . 9–34
ケーブル接続 . . . . . . . . . 9–35, 9–39

TL894 テープ・ライブラリ

SCSI IDの設定 . . . . . . . . . . . . . . 9–18
ケーブル接続 . . . . . . . . . . . . . . . . 9–22

TL895 テープ・ライブラリ

SCSI IDの設定 . . . . . . . . . . . . . . 9–26
ケーブル接続 . . . . . . . . . . . . . . . . 9–30
省略時の SCSI ID . . . . . . . . . . . . . 9–26

TL896テープ・ライブラリ . . . . 9–32
MUCスイッチの機能 . . . . . . . . 9–33
SCSI IDの設定 . . . . . . . . . . . . . . 9–34
ケーブル接続 . . . . . . . . . 9–35, 9–39

U

UDID . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–56, 7–65
UltraSCSI BA356

DS-BA35X-DAパーソナリティ・モ

ジュール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–4
DS-DWZZH-03にインストールされ

た . . . . . . . . . . . 2–21, 3–12, 4–10
DS-DWZZH-05にインストールされ

た . . . . 2–21, 3–12, 3–13, 4–10
Fast-Narrow SCSIドライブ . . 3–4

Fast-Wide SCSIドライブ . . . . . 3–4
SCSI IDの選択 . . . . 11–15, 11–19
共用 SCSI で使用するための準

備 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–19
ジャンパ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–15
終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–15
終端を無効にする . . . . . . . . . . 11–19
準備 . . . . . . . . . . . . . . . 11–16, 11–19
電源装置 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–4
パーソナリティ・モジュールのアド

レス・スイッチ . . . . . . . . . . 11–15
UltraSCSI BA356 ディスクの SCSI

IDの選択 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–15
UltraSCSIハブ . . . . . . . . . . . . . . . . 3–10

( DS-DWZZH-03 UltraSCSIハ
ブ; DS-DWZZH-05 UltraSCSI
ハブ も参照 )

UltraSCSIホスト・アダプタ

UltraSCSI BA356.. . . . . . . . . . . . . 3–3
非 UltraSCSI BA356. . . . . . . . . . . 3–3
ホスト・インプット・コネクタ 3–4

update srmコマンド . . . . . . . . . . 8–25

V

/var/adm/messagesファイル. . 7–40
VHDCI . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–4
VPN. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–1

W

WAN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–3
WorldWide ID マネージャ

( wwidmgrコマンドを参照 )

索引–11



wwidmgr

ブートに失敗 . . . . . . . . . . . . . . . . 7–37
利用できない . . . . . . . . . . . . . . . . 7–37

wwidmgrコマンド . . . . . . . . . . . . 7–90
-clear . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–90
-quickset. . . . . . . . . . . . . . . 7–88, 7–90
-set. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–38
-show . . . . . . . . . . . 7–34, 7–37, 7–95

WWN. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–76
取得 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–39
説明 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–39

Y

Y ケーブル

サポートされる . . . . . . . . . . . . . . 2–22
デバイスの接続 . . . . . . . . . . . . . . 11–7

あ

アダプタ

DE50x .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2
DE60x .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2
DEGPA-xx. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2
イーサネット . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–1

アップグレード

DWZZA... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–20
アレイ・コントロール・ソフトウェア

( ACS を参照 )
アービトレイテッド・ループ

AL_PA .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–3
port_n_topologyの設定 . . . . . . 7–52
wwidmgr -setを使う . . . . . . . . . 7–38
定義 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–3
特徴 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–7

ファブリック・トポロジとの比

較 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–8

い

インストレーション . . . . . . . . . . . . 3–19
( ハードウェア構成も参照 )
KGPSA ... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–32
KZPBA ... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8t
MC2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–12
MC2ケーブル . . . . . . . . . . . . . . . 5–11
Memory Channel . . . . . . . . . . . . . . 5–6
Memory Channelケーブル . . . . 5–9
Memory Channelハブ . . . . . . . . 5–8
光変換器 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–7
光変換器ケーブル . . . . . . . . . . . . 5–12

インストール

KZPBA ... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10–3t
KZPSA-BB .. . . . . . . . . . . . . . . . . . 10–3t
ハブ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–29

インストール・ディスクへのラベル付

け . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–98
インターコネクト

LAN

( LANインターコネクト を参
照 )

Memory Channel

( Memory Channelを参照 )
イーサネット・アダプタ . . . . . . . . 6–1
イーサネット・スイッチ

10Base-Tイーサネット接続 . . 7–29
1つ使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–7
完全に冗長性のある LANインター

コネクトでは複数個使用 . . . 6–2,
B–1

索引–12



ハブとの比較 . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2
要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–1

え

エンタープライズ・ライブラリ

( ESL9326Dエンタープライズ・
ライブラリ・テープ・ドライ
ブ を参照 )

お

オフセットのリセット . . . . . . . . 7–102

か

階層スイッチ電源マネージャ

( HPM を参照 )
外部キャッシュ・バッテリ

( ECB を参照 )
回復力のあるリンク . . . . . . . . . . . . . 6–3
可用性

向上 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
環境変数

コンソール. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–57
完全に冗長性のある LAN インターコ

ネクト . . . . . . . . . . . . . 6–2, 6–8, B–1

き

既知接続のテーブル . . . . . . . . . . 7–101
キャッシュ・バッテリ

( ECB を参照 )
共用 SCSIバス . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

SCSI IDの割り当て. . . . . . . . . . . 3–8

数. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
ケーブル長の制限 . . . . . . . . . . . . . 3–8
シングルエンド . . . . . . . . . . . . . . . 3–5
ディファレンシャル. . . . . . . . . . . 3–5
デバイス・アドレス. . . . . . . . . . . 3–7
デバイスの接続 . . . . . . . . . . . . . . 3–10
要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–2

共用 SCSI バスの要件

UltraSCSIハードウェアを使った放

射状構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1
共用ストレージ

BA350 ストレージ・シェル

フ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–16
UltraSCSI BA356ストレージ・シェ

ルフ . . . . . . . . . . . . . 11–16, 11–19
非 UltraSCSI BA356 ストレージ・

シェルフ . . . . . . . . . . . . . . . . 11–16
容量の拡大. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

共用バス

Yケーブルの使用 . . . . . . . . . . . . 11–7
数. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–9
デバイスの接続 . . . . . . . . . . . . . . 11–6
デバイスの追加 . . . . . . . . . . . . . . 11–7
トライリンク・コネクタの使

用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–7
共用バスの要件

外部終端構成 . . . . . . . . . . . . . . . . 11–1
非 UltraSCSIハードウェアを使う放

射状構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–1

く

クォーラム・ディスク . . . . . . . . . . . 6–6
LSMと～ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–6

索引–13



構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5, 6–13
ボート数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5

クラスタ

拡張 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–10, 11–6
可用性の向上 . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
プランニング . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2

クラスタ・インターコネクト

LAN

( LANインターコネクトを参
照 )

Memory Channel

( Memory Channelを参照 )
可用性の向上 . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

クラスタの構成

2メンバ，直接接続 . . . . . . . . . . . 6–6
クラスタのハング

回避 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–11
クロス・ケーブル . . . . . . . . . . 6–2, 6–6
複数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–13

け

ケーブル

17-04074-04 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–43
328215-00X .. . . . . . . . . . 2–22, 9–8t,

9–13t, 9–24t, 9–41t, 9–52t,
9–56t, 11–20, 11–24t, 11–33t,
12–10t, 12–14t, 12–18t

BC12N-10 Memory Channel リン

ク・ケーブル . . . . . . . . . . 2–8, 5–9
BN21K ... . . . . . . . . . . . . . 2–22, 9–8t,

9–13t, 9–24t, 9–41t, 9–52t,
9–56t, 11–20, 11–24t, 11–33t,
12–10t, 12–14t, 12–18t

BN21K-01 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–19

BN21L.. . . . . . . . . . . . . . . . 2–22, 9–8t,
9–13t, 9–24t, 9–41t, 9–52t,
9–56t, 11–20, 11–24t, 11–33t,
12–10t, 12–14t, 12–18t

BN21L-01 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–19
BN31G ... . . . . . . . . . . . . . 2–22, 9–8t,

9–13t, 9–24t, 9–41t, 9–52t,
9–56t, 11–20, 11–24t, 11–33t,
12–10t, 12–14t, 12–18t

BN37A.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–22,
3–25t, 3–29t, 3–32t, 9–8t,
9–13t, 9–24t, 9–41t, 9–52t,
9–56t, 11–29t, 11–33t

BN38C.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–22,
3–25t, 3–29t, 3–32t, 9–8t,
9–13t, 9–24t, 9–41t, 9–52t,
9–56t, 11–29t, 11–33t, 12–10t,
12–14t, 12–18t

BN38D ... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–22,
3–25t, 3–29t, 3–32t, 9–8t,
9–13t, 9–24t, 9–41t, 9–52t,
9–56t, 11–29t, 11–33t, 12–10t,
12–14t, 12–18t

BN38E.. . . . . . 2–22, 3–32t, 11–33t
BN39B.. . 12–10t, 12–14t, 12–18t
BN39B-01 Memory Channel リン

ク・ケーブル . . . . . . . . 5–9, 5–11
BN39B-04 Memory Channel リン

ク・ケーブル . . . . . . . . 5–9, 5–11
BN39B-10 Memory Channel リン

ク・ケーブル . . . 2–8, 5–9, 5–11
ESL9326Dエンタープライズ・ライ

ブラリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–65
サポートされる . . . . . . . . . . . . . . 2–22

ケーブル接続

索引–14



ESL9326Dエンタープライズ・ライ

ブラリ . . . . . . . 9–61, 9–63, 9–65
TL881/891 DLT ミニライブラ

リ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–48, 9–53
TL890テープ・ライブラリ . . 9–10
TL891テープ・ライブラリ . . 9–5,

9–10
TL892テープ・ライブラリ . . . 9–5
TL893テープ・ライブラリ . . 9–39
TL894テープ・ライブラリ . . 9–22
TL895テープ・ライブラリ . . 9–30
TL896テープ・ライブラリ . . 9–39
UltraSCSI ハブを使用した

RA3000 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–31
外部終端を使う RA3000 .. . . 11–29

ケーブル長の制限

共用 SCSIバス . . . . . . . . . . . . . . 3–8t

こ

交換

HSG80コントローラ . . . . . . . . 7–54
構成

2メンバ，直接接続 . . . . . . . . . . . 6–6
完全に冗長性のある LAN .. . . . 6–2,

6–8, B–1
サポートされている. . . . . . . . . . . 6–5
制約事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–1
対称性の重要性 . . . . . . . . 6–3, 6–13
ハブまたはスイッチを使う複数メン

バ構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–7
構成変数

rm_rail_style . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–1
構成リセット・コマンド . . . . . . . 7–45

高速転送

～とSTP. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . B–4
コンソール環境変数

bootdef_dev.. . . . . . . . . . . 7–88, 7–92,
7–94, 7–96, 7–97, 7–99

bus_probe_algorithm .. . . . . . . . 2–16
ffauto . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–96
ffnext . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–96
hp_count . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–13
hp_qbb_maskn . . . . . . . . . . . . . . . . 8–13
N... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–90
scm_csb_master_eligible. . . . . . . 8–6,

8–15
soft_term .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–20
wwid.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–90

コンソール・シリアル・バス

( CSB を参照 )
コンソール・ターミナル

ターミナル・エミュレータ . . . 8–12
ターミナル・サーバ. . . . . . . . . . 8–12
に必要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–12

さ

最小クラスタ構成 . . . . . . . . . . . . . . . 1–6
最大経過時間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . B–4
再分割の手順 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–10
サポートされているハードウェア 2–9

Fibre Channel. . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–9
KZPSA-BB .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–16
Memory Channel . . . . . . . . . . . . . . 2–4

サポートされる SCSI ターミネー

タ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–23
サポートされるコネクタ . . . . . . . 2–23

索引–15



サポートされるターミネータ . . . 2–23
サポートされるハードウェア

KZPBA ... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–17
RAIDアレイ・コントローラ . 2–18
SCSIケーブル . . . . . . . . . . . . . . . 2–22
UltraSCSIハブ . . . . . . . . . . . . . . 2–21
シグナル変換器 . . . . . . . . . . . . . . 2–20

し

シグナル変換器 . . . . . . . . . . . . . . . . 11–2
DS-BA35X-DAパーソナリティ・モ

ジュール . . . . . . . . . . . . 3–6, 11–4
SBB... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–2
高速 SCSIバスの速度 . . . . . . . . 11–2
終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–2, 11–3
シングルエンド終端. . . . . . . . . . 11–3
スタンドアロン . . . . . . . . . . . . . . 11–2
制約事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–20
ディファレンシャル I/O モジュー

ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–2
ディファレンシャル終端 . . . . . 11–3
ディファレンシャル・バスの作

成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–2
ディファレンシャル・バスの長さの

延長 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–2
要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–2

時刻

設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–47
システム制御マネージャ

( SCM を参照 )
システムのブート障害 . . . . . . . . . . 7–37
システムのリセット

wwidmgrの使用後 . . . . . . . . . . . 7–37
システム・リセット

wwidmgrの使用後 . . . . . . . . . . . 7–34
システム・リファレンス・マニュア

ル・ファームウェア

( SRM コンソール・ファーム
ウェア を参照 )

自動テープ・ライブラリ

( ATL を参照 )
ジャンパ

MC1および MC1.5 (CCMAA) . 5–3
MC2 (CCMAB) .. . . . . . . . . . . . . . . . 5–4
MC2 (CCMLB) . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–6

終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–15
BA356 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–12
DWZZA... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–17
DWZZB... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–18
ESL9326Dエンタープライズ・ライ

ブラリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–65
UltraSCSI BA356.. . . . . . . . . . 11–15
共用バスの終端 . . . . . . . . . . . . . . 11–6
共用バスの終端設定. . . . . . . . . . . 3–9

終端抵抗

KZPBA ... . . . . 4–11t, 4–22, 10–3t
KZPSA-BB .. . . . . . . . . . . . . . . . . . 10–3t

冗長性のある LAN インターコネク

ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2, 6–8, B–1
省略時の SCSI ID

ESL9326Dエンタープライズ・ライ

ブラリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–63
TL881/TL891 DLT ミニライブラ

リ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–47
TL890テープ・ライブラリ . . 9–16
TL891テープ・ライブラリ . . 9–16
TL892テープ・ライブラリ . . 9–16
TL893テープ・ライブラリ . . 9–34
TL894テープ・ライブラリ . . 9–18

索引–16



TL895テープ・ライブラリ . . 9–26
TL896テープ・ライブラリ . . 9–34

初期化

bootdef_devコンソール環境変数を

設定後 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–96
wwidmgrの使用後 . . . . 7–34, 7–37

シングルエンド SCSIバス . . . . . . 3–5
シングルエンド伝送 . . . . . . . . . . . . . 3–5
診断

Memory Channel . . . . . 5–14, 5–15

す

スイッチ

完全に冗長性のある LANインター

コネクトでは複数個使用 . . . . 6–8
スクリプト・エラー，訂正 . . . 7–111
スクリプト・エラーの訂正 . . . 7–111
スクリプトの遅延時間 . . . . . . . . 7–111
スケーラビリティ

スイッチの利点 . . . . . . . . . . . . . . . 6–2
ストレージ・シェルフ 11–10, 11–14
概要 . . . . . . . . . . . . . . . 11–10, 11–14
共用バスへの装着 . . 11–10, 11–14
セットアップ . . . . . . . . 3–19, 11–15

ストレージ・シェルフの準備

BA350 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–17
BA350および BA356 .. . . . . . 11–21
BA356 .. . . . . . . . . . . . . . 11–18, 11–24
UltraSCSI BA356.. . 11–19, 11–26

ストレージ・システム・スクリプト・

ユーティリティ

( SSSUユーティリティを参照 )
ストレージセット . . . . . . . . . . . . . . 7–55

ストレージセットの構成 . . . . . . . 7–57
スパニング・ツリー・プロトコル

( STP を参照 )

せ

性能

向上 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
制約事項

KZPBAアダプタ. . . . . . . . . . . . . 2–17
KZPSAアダプタ . . . . . . . . . . . . . 2–16
Memory Channel インターコネク

ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4
RA3000. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–19
SCSIバス・アダプタ . . . . . . . . . 2–9
ディスク装置 . . . . . . . . . . . . . . . . 2–18

接続名. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–49
選択指定アクセス . . . . . . . . . . . . . . 7–64
全二重モード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2

そ

ゾーニング

( Fibre Channelスイッチ，ゾー
ニング を参照 )

た

多重バス・フェイルオーバ . . . . 3–21,
3–26, 7–46
NSPOF ... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–22
構成例 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–13
設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–46, 7–102

索引–17



透過フェイルオーバからの変

更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–102
単一機器障害によるシステムダウン

の回避

( NSPOF を参照 )
ターミナル・エミュレータ . . . . . 8–12
ターミナル・サーバ . . . . . . . . . . . . 8–12

ち

遅延時間，スクリプト . . . . . . . . 7–111

て

ディスク

構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–57
ディスク装置

制約事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–18
セットアップ . . . . . . . . 3–19, 11–15

ディスクの構成 . . . . . . . . . . . . . . . . 7–61
ディスクの配置

クォーラム. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–12
クラスタ単位の /usr . . . . . . . . . . 1–12
クラスタ単位の /var . . . . . . . . . . 1–12
クラスタ単位のルート . . . . . . . 1–12
メンバ・ブート . . . . . . . . . . . . . . 1–12

ディファレンシャル SCSIバス . . 3–5
ディファレンシャル伝送 . . . . . . . . 3–5
デバイス情報の表示

KZPBA 4–12t, 4–18, 4–20, 10–4t
KZPSA-BB ... . . . . . . . . . . . . . . . . 10–4t

デバイス名 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–88
デバイス・ユニット番号

設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–88, 7–89
デュアル冗長コントローラ . . . . . 1–16
電源システム・マネージャ

( PSM を参照 )
電源の切断 SCMコマンド . . . . . 8–12
転送遅延 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . B–4

と

透過フェイルオーバ . . . . . 1–17, 3–21
構成例 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–10
多重バス・フェイルオーバへの変

更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–102
トポロジ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–36
トライリンク・コネクタ

サポートされる . . . . . . . . . . . . . . 2–23
デバイスの接続 . . . . . . . . . . . . . . 11–7
要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–24

な

内部ケーブル接続

ESL9326Dエンタープライズ・ライ

ブラリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–64
TL893テープ・ライブラリ . . 9–35
TL896テープ・ライブラリ . . 9–35

ね

ネットワークの分断 . . . . . . . . . . . . 6–11

の

ノード WWN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–76
ノード名 . . . . . . . . . . . . . . . . 7–45, 7–53

は

バス

索引–18



終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–6, 11–9
終端設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–9
速度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–7
ディファレンシャルの延長 . . . 11–2
データ・パス . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–6
ナロー・データ・パス . . . . . . . . 3–6
ワイド・データ・パス . . . . . . . . 3–6

バス速度の設定

KZPSA-BB ... . . . . . . . . . . . . . . . 10–14
バスのデータ・パス . . . . . . . . . . . . . 3–6
バス・ハング・メッセージ . . . . . 2–20
8ノード SCSI クラスタの構成

最初の 2 つのノードのケーブル接

続 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12–6
8ノード・クラスタ . . . . . . . . . . . . 1–23

Fibre Channelを使う . . . . . . . . 12–1
共用 SCSIを使う . . . . . . . . . . . . 12–2
最初の 2 つのノードのケーブル接

続 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12–6
3 番目の共用バスのケーブル接

続 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12–14
2 番目の共用バスのケーブル接

続 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12–10
要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12–3

バッテリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–47
ハブ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–10

( DS-DWZZH-03 UltraSCSI ハ
ブ; DS-DWZZH-05 UltraSCSI
ハブ も参照 )

GBIC . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–29
UltraSCSI . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–10
インストール . . . . . . . . . . . . . . . . 7–29
インタフェース・モジュール 7–29

概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–29
スイッチとの比較 . . . . . . . . . . . . . 6–2
要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–1

ハロー・タイム . . . . . . . . . . . . . . . . . B–4
ハング

回避 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–11
半二重モード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–2
パーソナリティ・モジュール . . . 3–4,

11–15
( シグナル変換器 も参照 )

パーティション . . . . . . . . . . . . . . . . 7–55
パーティション化されたストレージ

セット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–22
ハードウェア構成

KGPSAアダプタ . . . . . . . . . . . . 7–34
KGPSAトポロジの確認 . . . . . . 7–34
SCSIケーブル . . . . . . . . . . . . . . . 2–22
SCSIシグナル変換器 . . . . . . . . 11–2
SCSIバス・アダプタ . . . . . . . . . 2–9
SCSIバス速度 . . . . . . . . . . . . . . . . 3–7
サポートされる Yケーブル . . . 2–1
サポートされるケーブル . . . . . . 2–1
サポートされるターミネータ . 2–1
サポートされるトライリンク . 2–1
ストレージ・シェルフ . . . . . . 3–19,

11–15
ターミネータ . . . . . . . . . . . . . . . . 2–23
ディスク装置 . . . . . . . . 3–19, 11–15
トライリンク・コネクタ . . . . . 2–23
バス終端 . . . . . . . . . . . . . . . 3–9, 11–6
ハードウェア制約事項 . . . . . . . . 2–1
ハードウェア要件 . . . . . . . . . . . . . 2–1
要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1, 11–1

索引–19



ハードウェア構成のプランニング 4–2
ハードウェア構成要素

Fibre Channel. . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–9
SCSIアダプタ . . . . . . . . . . . . . . . . 2–9
SCSIケーブル . . . . . . . . . . . . . . . 2–22
SCSIシグナル変換器 . . . . . . . . 2–20
ストレージ・シェルフ . . . . . 11–10
ターミネータ . . . . . . . . . . . . . . . . 2–23
トライリンク・コネクタ . . . . . 2–23

ハードウェア・パーティション

再分割 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–10
定義された. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–1
要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–2, 8–3

ひ

非Ultra BA356ストレージ・シェルフ

準備 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11–16
光ケーブル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–29
光ファイバ・ケーブル

Fibre Channel. . . . . . . . . . . . . . . . . 2–15
Memory Channel . . . . . . . . . . . . . . 2–8,

5–7, 5–12, 5–14
光変換器

インストレーション. . . . . . . . . . . 5–7
ケーブル接続 . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–7

日付

設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–47

ふ

ファイル

sysconfigtab .. . . . . . . . . . . . . . . . . . 5–22
/var/adm/messages. . . . . . . . . . . . 7–40

ファブリック . . . . . . . . . . . . . . . 7–4, 7–6
ファブリック・モード . . . . . . . . . . 7–34

ファームウェア

35/70 DLTテープ・ドライブ . 9–63
ESL9326Dエンタープライズ・ライ

ブラリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–63
GS80/160/320のアップデート 8–23
KZPBA ... . . . . . . . . 2–17, 4–9, 8–16
KZPSA-BB .. . . . . . . . . . 2–16, 10–16
SRMコンソール 4–9t, 8–5, 10–16
SROM .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–22
TL894テープ・ライブラリ . . 9–18
TL895テープ・ライブラリ . . 9–26
update CD-ROM .. . . . . . . . . . . . . . 4–6
アップデート . . . . . . . . . . . . . . 10–16
アップデートのためにシステムをリ

セット . . . . . . . . . . . . . 8–26, 10–17
フェイルセーフ・ローダ (FSL) 8–22
リリース・ノート . . . . . . . . . . . . . 4–5

フェイルオーバ

多重バス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–46
フェイルオーバ・モード

set nofailover. . . . . . . . . . . . . . . . 7–102
多重バス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–101
透過 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–101
変更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–101

不揮発性ランダム・アクセス・メモリ

( NVRAM を参照 )
ブート障害

wwidmgr .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–37
ブート・デバイス

使用できる. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–93
ブートの失敗 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–37

へ

変数

索引–20



( コンソール環境変数を参照 )
ベース・ユニットのスレーブ構

成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9–13, 9–56

ほ

ポイント・ツー・ポイント . . . . . . 7–5
放射状接続

UltraSCSIハブ . . . . . . . . . . . . . . 3–10
バス終端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–10

ホスト・バス・アダプタ

( KGPSA, KZPBA, KZPSA-BB
を参照 )

ボート

完全に冗長性のある LANインター

コネクトの構成 . . . . . . . . . . . . 6–12
ポート WWN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–76
ポート名 . . . . . . . . . . . . . . . . 7–45, 7–53

ま

マルチモード・ファイバ . . . . . . . 7–29
マルチユニット・コントローラ

( MUC を参照 )

み

ミニライブラリ

TL881テープ・ライブラリ . . 9–41
TL891テープ・ライブラリ . . 9–41

ミラーセット . . . . . . . . . . . . 7–57, 7–61

め

メッセージ

LFUヘルプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8–25
MC2アダプタの不足メモリ . . 5–22
バス・ハング . . . . . . . . . . . . . . . . 2–20

メンバ・システム

可用性の向上 . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
性能の向上. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–1

ゆ

ユニット番号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–64
ユーザ定義識別子

( UDID を参照 )

り

リセット

( システムのリセット, システ
ム・リセット を参照 )

リンク・ケーブル

インストレーション. . . . . . . . . . . 5–9
リンク集約 . . . . . . . . . . . . . . . . 6–3, B–1
リンク復元 . . . . . . . . . . . 6–3, B–1, B–3

る

ルーセント・コネクタ

( LCコネクタを参照 )
ルーティング・ループ

回避方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . B–1
ループ・トポロジ

AL_PA .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–3
port_n_topologyの設定 . . . . . . 7–52
wwidmgr -setを使う . . . . . . . . . 7–38

索引–21



コントローラの値設定 . . . . . . . 7–51
定義 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–3
特徴 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7–7

ろ

ローリング・アップグレード

MC1からMC2... . . . . . . . . . . . . . 5–17

わ

ワールドワイド名

( WWN を参照 )

索引–22



マニュアルに対するご意見

TruCluster Server

クラスタ・ハードウェア構成ガイド
AA-RM84D-TE

弊社のマニュアルに関して，ご意見，ご要望，または内容の不明確な部分など，お気づきの点がございまし
たら，下記にご記入の上，弊社社員にお渡しくださるようお願い申し上げます。

マニュアルの採点：
大変良い 良い 普通 良くない

正確さ (説明どおりに動作するか)
情報量 (十分か)
分かり易さ
マニュアルの構成
図 (役立つか)
例 (役立つか)
索引 (項目の検索性)
ページ・レイアウト (情報の検索性)

内容の不明確な部分がありましたら，以下にご記入ください：

ペ ー ジ
_________ _______________________________________________________________________________________
_________ _______________________________________________________________________________________
_________ _______________________________________________________________________________________
_________ _______________________________________________________________________________________

その他お気づきの点がございましたら，以下にご記入ください：

___________________________________________________________________________________________________
___________________________________________________________________________________________________
___________________________________________________________________________________________________
___________________________________________________________________________________________________

ご使用のソフトウェアのバージョン： ________________________________________________________

貴社名/部課名 ______________________________________________________________________________
御名前 ____________________________________________________________________________________
記入日 ____________________________________________________________________________________

(注)当用紙を受け取った弊社社員は，すみやかに下記にお送りください。

ビジネスクリティカルシステム統括本部 BCS 技術本部 Alphaソフトウェア技術部


